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は し が き 
 

 

本報告書は，IEA（国際教育到達度評価学会）の国際共同研究調査の一つである「国際数学・理科教

育動向調査の 2007 年調査」（Trends in International Mathematics and Science Study 2007，略称：

TIMSS＜ティムズ＞2007)の算数・数学の国際結果に基づき，わが国にとって特に示唆のあるデータを中

心に整理・分析したものです。 

国立教育政策研究所（旧国立教育研究所）は，日本における IEA 加盟機関として，昭和 36 年に加盟

して以来，50年近くにわたって IEAによる幾多の国際共同研究調査に参加してきました。 

TIMSS2007 は，昭和 39年の第１回国際数学教育調査，昭和 45年の第１回国際理科教育調査，昭和 56

年の第２回国際数学教育調査，昭和 58 年の第２回国際理科教育調査，平成７年の第３回国際数学・理

科教育調査の第１段階調査，平成 11年の同調査の第２段階調査，平成 15年の国際数学・理科教育動向

調査の 2003 年調査に続く調査であり，小学校４年および中学校２年を対象に参加各国において 2006 年

から 2007 年にかけて実施されました。 

TIMSS2007 は，最終的に 59か国／地域において約６千校の小学校と約 16万名の小学生，約７千校の

中学校と約22万名の中学生が参加する大規模な国際比較教育調査となりました。今回2008年12月に，

アメリカのボストン・カレッジの本調査の国際研究センターから国際比較の結果について発表されるの

は，次の２冊の国際報告書です。（ホームページ http://timss.bc.edu/からも入手可能）。 

TIMSS 2007 International Mathematics Report 

TIMSS 2007 International Science Report 

 国立教育政策研究所では，この英文版の２冊の国際報告書を基に，わが国にとって重要と思われる結

果を付け加え，わが国の視点に立った国内報告書として，算数・数学編と理科編と別個に２冊刊行する

ことにしました。本書はそのうちの算数・数学編の報告書です。なお，平成 15 年実施の TIMSS2003 の

結果については，国立教育政策研究所から『算数・数学教育の国際比較』および『理科教育の国際比較』

（ぎょうせい，平成 17年），平成 11年実施の TIMSS1999 の結果については『数学教育・理科教育の国

際比較』（ぎょうせい，平成 13 年），さらに平成 7 年実施の TIMSS1995 の結果については『小学校の

算数教育・理科教育の国際比較』（平成 10 年，東洋館出版社）『中学校の数学教育・理科教育の国際

比較』（平成 9年，東洋館出版社）として公刊されています。 

 本調査の遂行にあたっては，関係された多くの方々から多大の御協力をいただきました。調査対象と

なった小学校および中学校の学校長，教師，児童・生徒，都道府県・政令指定都市の教育研究所・教育

センターの関係者，国内専門委員の各位，文部科学省，都道府県・政令指定都市教育委員会，全国教育

研究所連盟等に心から感謝申し上げる次第です。TIMSS（国際数学・理科教育動向調査）は，さらに４

年後の 2011 年の調査に向けて，現在その準備・検討が進められており，関係する皆様には今後一層の

ご指導・ご協力を賜りたいと存じます。 

平成 20 年 3 月に告示された小・中学校の学習指導要領に基づく学校における新しい教育課程を編成

するにあたって，本報告書の内容がわが国の算数・数学教育改善のために広く役立てていただけること



 

を切に願うものであります。 

 なお，本調査は平成 17～20 年度の国立教育政策研究所国際共同比較等調査研究経費による研究とし

て行われたものです。 

 国立教育政策研究所においては，教育課程研究センター基礎研究部が中心となり，関係部・センター

の協力を得て，この調査研究を行いました。本報告書の執筆は，次の所員が分担し，長崎所員，瀬沼所

員が全体を整理しました。さらに，資料整理等には，鶴見悦子，熊岡昌子ほかが協力しました。 

 

   長崎榮三 第２章 2.4，2.5，第３章 

 瀬沼花子 第１章 1.4，1.5，第２章 2.1～2.3，資料 

 猿田祐嗣 第１章 1.1～1.3 

 

 

平成 20年 12 月 

      IEA 日本国内委員会委員長 

                     国立教育政策研究所長 

 

近 藤  信 司 

 

 

 

 

 

改訂版について 

 この日本語版は平成 20年 12月に発刊されたが，その後，平成 21年 8月に本書のもとになった TIMSS

本部発行の国際報告書の改訂版が発行された。そこで，今回，この日本語版もその国際報告書の改訂版

に合わせて改訂を行った。 

（国内委員会事務局） 
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国際数学・理科教育動向調査の 2007 年調査結果のまとめ 
（算数・数学） 

 

 

平成 19（2007）年に実施された国際数学・理科教育動向調査の 2007 年調査は，平成７（1995）年の

第１段階調査，平成 11（1999）年の第２段階調査，平成 15（2003）年の国際数学・理科教育動向調査

の 2003 年調査に続く第４段階調査として，国際教育到達度評価学会（IEA）のもとで計画・実施され，

わが国では国立教育政策研究所がこれに参加し，調査を実施してきた。ここでは，今回の算数・数学の

調査結果について，まとめることにする。 

この調査は，国際的には，2006 年度の学年末に，「９歳以上 10歳未満の大多数が在籍している隣り

合った２学年のうちの上の学年の児童」および「13歳以上 14歳未満の大多数が在籍している隣り合っ

た２学年のうちの上の学年の生徒」を対象に行われた。わが国では，小学校 4年と中学校 2年を対象に

平成 19（2007）年３月に調査を行った。 

この調査には，小学校は 37か国／地域が，中学校は 50か国／地域が参加した。ただし国際比較の対

象となったのは，36か国／地域における約 6千校の小学校，約 16万名の児童，および，49か国／地域

における約 7 千校の中学校，約 22 万名の生徒である。わが国では，148 校の小学校 4 年生約 4,500 名

および 146校の中学校2年生約 4,300 名が参加した。 

 

算数・数学に関する主な分析結果は，次の通りである。 

 

算数・数学の到達度の国際比較（本文第 2.2節） 

・小学校４年の算数の得点については，わが国は参加 36 か国／地域中，香港，シンガポール，台湾の

次に高く，カザフスタン，ロシア，イングランド，ラトビア，オランダ以下のすべての国より有意に

高い。平成 15(2003)年の調査と比較した場合，わが国の算数の得点に有意差はない。 

・中学校２年の数学の得点については，わが国は参加 49 か国／地域中，台湾，韓国，シンガポール，

香港の次に高く，香港と有意差はなく，ハンガリー，イングランド，ロシア，アメリカ以下のすべて

の国より有意に高い。平成 15(2003)年の調査と比較した場合，わが国の数学の得点に有意差はない。 

・算数・数学得点が一定の水準に達した児童・生徒の割合については，わが国は国際的にみて小学校４

年および中学校２年ともに，625点に達した割合は高く，一方，400点未満はほとんどいない。 

・算数・数学得点の男女差については，わが国は小学校 4年および中学校２年ともに男女差はない。国

際平均値では小学校 4年で男女差はなく，中学校 2年では女子が男子より 5点有意に高い。 

・算数・数学得点を内容領域・認知的領域別に見ると，わが国はいずれの領域も高い。 

・小学校４年の算数問題については，わが国の正答率が国際平均値を10ポイント以上上回る問題は177

題中 150題であり，８割を超える。 

・中学校2年の数学問題については，わが国の正答率が国際平均値を10ポイント以上上回る問題は214

題中 197題であり，９割を超える。 
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児童・生徒の背景と算数・数学に対する態度（本文第 2.4 節） 

・学校外での平日の一日の時間の過ごし方については，わが国の小学校４年の児童は，宿題をする時間，

家の仕事（手伝い）をする時間はそれぞれ 1.1 時間，0.8 時間であり，それぞれ国際平均値より 0.3

時間，0.5 時間少なく，テレビやビデオを見る時間は 2.0 時間であり国際平均値より 0.5 時間多い。

中学校２年の生徒は，宿題をする時間，家の仕事（手伝い）をする時間はそれぞれ 1.0時間，0.6時

間であり国際平均値より 0.6時間少なく，テレビやビデオを見る時間は 2.5時間であり国際平均値よ

り 0.7時間多く，国際的に見て最も多い。 

・算数・数学の勉強の楽しさについては，小学校４年の児童，中学校２年の生徒とも，わが国は「強く

そう思う」割合がそれぞれ 34％，9％であり，それぞれ国際平均値より 21 ポイント，26 ポイント低

い。しかし前回と比較すると小学校４年の児童は「強くそう思う」割合が増えている。 

・数学を学習する重要性の意識については，わが国の中学校２年の生徒は「強くそう思う」，「そう思

う」割合は，「数学を勉強すると，日常生活に役立つ」は 71％で国際平均値より 19 ポイント低く，

「他教科を勉強するために数学が必要だ」は 59％で国際平均値より 22ポイント低く，「自分が行き

たい大学に入るために数学で良い成績をとる必要がある」は69％で国際平均値より16ポイント低く，

「将来，自分が望む仕事につくために，数学で良い成績をとる必要がある」は 57％で国際平均値よ

り 25ポイント低く，いずれも国際的に見て低い方である。 

・算数は苦手・数学は得意な教科ではないについては，わが国の小学校４年生の児童は，「強くそう思

わない」「そう思わない」割合が 64％と国際平均値の 62％を２ポイント高い。中学校２年の生徒は，

「強くそう思わない」「そう思わない」割合が 37％と，国際平均値より 12ポイント低く，国際的に

見て低い方である。 

・算数・数学の勉強への好意的態度については，わが国の小学校４年の児童は，高いレベルの割合が

62％で国際平均値より 10ポイント低く，中学校２年の生徒も，高いレベルの割合が 30％で国際平均

値より 24ポイント低く，いずれも国際的に見て低い方である。 

・算数・数学の勉強に対する自信については，わが国の小学校４年の児童，中学校２年の生徒とも，自

信が低いレベルの割合が国際的に見て最も高い方である。 

 

教師と指導（本文第 2.5 節） 

・教師の特性については，女性教師に算数・数学を学んでいる児童・生徒の割合は，わが国は小学校４

年で 65％，中学校２年で 43％と，ともに国際的に低い。教師の年齢は，わが国は小学校４年では 40

歳以上の割合が 67％，中学校２年では 30 歳台と 40 歳台の割合が 67％と，これらの年代の割合が国

際的に見て高い。教職経験年数は，わが国は小学校 4 年の教師が 19 年と国際平均値より長く，中学

校２年は 17年と国際平均値とほぼ同じである。 

・教師の研修・職能開発にかかわる教師間の相互作用については，わが国の小学校４年の教師は，週に

少なくとも１回行っている割合は 18％で国際平均値より 13ポイント低く，中学校２年の教師は，週

に少なくとも１回行っている割合は 20％で国際平均値より 4ポイント低い。 

・算数・数学の授業での内容に関連した児童生徒の活動については，わが国は小学校４年ではいずれも

指導した割合が高く，特に「文章の問題を式に表す」は国際的に高い。中学校２年では「関係を方程

式や関数の式で表す」「問題を解くために，図形，直線，角の性質に関する知識を使う」「表，図，
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グラフのデータを解釈する」が国際的に高い。 

・算数・数学の授業での活動のうち算数・数学の内容全般にかかわる学習活動については，わが国は小

学校４年では「公式や解き方を覚える」「自分の答えを説明する」は国際的には高いが，「児童が算

数で学んだことを日常生活に結びつける」は国際的に低い。中学校２年では，「公式や解き方を覚え

る」は国際的に高いが，「自分の答えを説明する」「生徒が数学で学んだことを日常生活に結びつけ

る」「複雑な問題を解くための方法を生徒自身が選ぶ」は国際的に低い方である。 

・算数・数学の授業での電卓・コンピュータの利用については，わが国は小学校４年および中学校２年

でともに，算数・数学の授業ではほとんど使われていない。 

・算数・数学の宿題の頻度と時間については，わが国は中学校２年が国際的に低い方である。 

・数学のテストの出題形式については，わが国は中学校２年で，自由記述式を使っている割合が 83％

と国際平均値より 39％も多い。 

 

カリキュラム（本文第 3.1節） 

・算数・数学の授業時間数については，わが国は小学校４年の意図した算数の授業時間数の割合は16％

であり，中学校２年の意図した数学の授業時間数の割合は 11％であり，いずれも国際平均値の 18％，

14％より低い。新しい小学校学習指導要領が全面実施されると，小学校４年生では 18％になる。な

お，新しい中学校学習指導要領では，数学の授業時数は第１学年及び第３学年で授業時数を増加させ

るとともに総授業時数も増加させているため，第２学年に限って単純に数学の授業時数の割合を比較

することは難しいが，中学校３年間の数学の授業時数の総授業時数に対する割合は，新学習指導要領

では 13％となる。 

・算数・数学カリキュラムにおける個人差への対処法については，わが国は小学校４年では，算数で「能

力別のグループ分け」31％，「発展的な学習」69％，「補充的な学習」90％であり，中学校２年では，

数学でそれぞれ 31％，69％，88％であり，国際的に見て小中とも「能力別のグループ分け」の割合

は平均的であるが，「発展的な学習」「補充的な学習」の割合は高い。 

・算数・数学の学級規模については，わが国は小学校４年では，19名以下が 7％，20名以上 32名以下

が 47％，33名以上が 45％であり，国際的には学級規模が大きい。中学校２年では，24名以下が 10％，

25名以上 40名以下が 85％，41名以上が 5％であり，わが国は国際的には 25名以上 40名以下の学級

が多い。 

・算数内容 35 項目がカリキュラムに含まれているかどうかということについては，わが国は，意図し

た算数カリキュラムに全内容項目 35 項目のうち 23 項目，全体の 66％が調査対象となる学年までに

履修するカリキュラムに含まれており国際平均値より高い。領域別では，「図形と測定」が国際平均

値より 3項目低い。 

・数学内容 39 項目がカリキュラムに含まれているかどうかということについては，わが国は，意図し

た算数・数学カリキュラムに全内容項目 39 項目のうち 34 項目，全体の 87％が調査対象となる学年

までに履修するカリキュラムに含まれており国際平均値より高い。領域別では，「資料と確からし

さ」が国際平均値より2項目多い。 
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学校環境（本文第 3.2節） 

・学校における児童・生徒の出席の良好さについては，わが国は小学校４年では「高い」が 48％で国

際平均値よりやや高く，中学校２年では「高い」が 11％で国際平均値より低い。 

・学校の保護者への期待については，わが国は小学校４年，中学校２年ともに，「特別な行事への参加」

「学校の行事，計画，遠足などへのボランティア参加」への期待は国際平均値より高いが，「子供に

確実に宿題をさせること」「学校での委員会への参加」「学校への寄付」への期待は国際平均値より

低い。 



1.1 調査の概観 1.2 調査の目的 
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第１章 調査の概要 
 
 

1.1 調査の概観 

1.1 調査の概観 

「国際数学・理科教育動向調査の 2007 年調査（Trends in International Mathematics and Science 

Study 2007：略称 TIMSS2007）」は，国際教育到達度評価学会（略称：IEA，本部：オランダのアムス

テルダム，会長：Seamus Hegarty）によって行われてきた，昭和 39（1964）年の第１回国際数学教育

調査，昭和 45（1970）年の第１回国際理科教育調査，昭和 56（1981）年の第２回国際数学教育調査，

昭和 58（1983）年の第２回国際理科教育調査，平成７（1995）年の第３回国際数学・理科教育調査（The 

Third International Mathematics and Science Study，略称：TIMSS），平成 11（1999）年の同調査

の第２段階調査（The Third International Mathematics and Science Study - Repeat，略称：TIMSS-R），

平成 15（2003）年の国際数学・理科教育動向調査の 2003 年調査に続く調査である。 

算数・数学教育および理科教育の国際的な動向を継続的に調査するという目的で，平成７（1995）年

から始まった一連の調査の名称をまとめて「国際数学・理科教育動向調査」と改め，今回も含め過去３

回の調査も略称 TIMSS の後ろに調査年を付加し，TIMSS1995，TIMSS1999，TIMSS2003，TIMSS2007 と呼

ぶことになった。本書でも以降，この略称を使用することにする。 

今回の TIMSS2007 は，これまでの TIMSS 調査とほとんど同じ条件で，第４学年（小学校４年生）およ

び第８学年（中学校２年生）を対象とし，最終的に 59か国／地域が参加して 2006 年度の学年末に行わ

れた。わが国では平成 19（2007）年３月に調査が実施され，日本全国の小学校 148校および中学校 146

校において，小学校４年生約 4,500 名，中学校２年生約 4,300 名，教師約 640名が参加した。 

なお，わが国の結果の一部については，平成 20（2008）年 12 月に公表された（ 国立教育政策研究

所のホームページ内の「研究成果」，あるいは文部科学省のホームページ内の「報道発表一覧」におい

て報道資料が閲覧可能である）。 

 

1.2 調査の目的 

 国際数学・理科教育動向調査の目的は，初等中等教育段階における児童・生徒の算数・数学および理

科の教育到達度（educational achievement）を国際的な尺度によって測定し，児童・生徒の学習環境

条件等の諸要因との関係を参加国間におけるそれらの違いを利用して組織的に研究することにある。 

 TIMSS2007 は，算数・数学教育および理科教育の国際的な動向調査として，次の事項を目的として実

施された。 

① 第 8 学年（中学校２年生）については，1995 年（平成７年），1999 年（平成 11 年），2003 年

（平成 15年），2007年（平成 19年）の同学年の比較を行うこと。 

② 第４学年（小学校４年生）については，1995 年（平成 7 年），2003 年（平成 15 年），2007 年

（平成 19年）の同学年の比較を行うこと。
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③ 第４学年（小学校４年生）の調査に参加した学年を４年後の第８学年（中学校２年生）で調査す

ることにより，その間の変化を調べること。たとえば，2003 年（平成 15年）の調査に参加した第

４学年（小学校４年生）と４年後の 2007 年（平成 19年）の第８学年（中学校２年生）を比べるこ

とによって，得点や態度などがどのように変化しているかを調べること。 

④ 2007 年（平成 19年）に実施した第４学年（小学校４年生）および第８学年（中学校２年生）に

ついて調査に参加した各国／地域間での国際比較を行うこと。 

 

1.3 参加国 

表 1-1に示すように，今回のTIMSS2007 には 59か国/地域が参加しているが，そのうち TIMSS1995 お

よび，TIMSS1999，TIMSS2003 を含めた４回の調査すべてに参加した国/地域は 21か国/地域である。今

回の TIMSS2007 に新規に参加または再参加した国/地域は，18か国/地域である。 

59か国／地域のうち，第４学年（小学校４年生）の調査に参加したのは 37か国／地域，第８学年（中

学校２年生）の調査に参加したのは 50 か国／地域である。ただしモンゴルは，調査の手続きや標本抽

出の不備等の理由で児童・生徒や教師質問紙のデータの比較の際には参加国数から除外された。モンゴ

ルのデータはカリキュラム分析を行った第３章の 3.1.4 においてのみ掲載する。 

そこで，児童・生徒や教師質問紙のデータについて比較する際には，対象となるのは第４学年（小学

校４年生）は 36 か国／地域，第８学年（中学校２年生）は 49 か国／地域となる。この他，TIMSS1995

と TIMSS1999 に参加しているカナダは，前回の TIMSS2003 から全国を対象とした標本抽出をして調査に

参加するのではなく，いくつかの州のみが調査に参加する形態となったため，上記の国／地域数には含

まれない。 

また，モロッコの第８学年（中学校２年生）は学校実施率が国際基準を満たしていなかったため，デ

ータの比較の際は参加国の表の一番下に示すこととなった。 

本報告書においては，これ以降，本文において国／地域の数を述べる際，「国／地域」を「国」とし

て表記する。 

 

1.4 調査の対象と標本抽出 

1.4.1 調査対象，調査の種類，調査時期 

TIMSS2007 の調査対象として，「9歳以上 10歳未満の大多数が在籍している隣り合った２学年のうち

の上の学年の児童」という調査対象母集団１と，「13歳以上 14歳未満の大多数が在籍している隣り合

った２学年のうちの上の学年の生徒」という調査対象母集団２が，国際的定義として設定された。わが

国では国際的定義に基づき，調査対象の母集団１を小学校第４学年の児童，母集団２を中学校第２学年

の生徒とした。 

 調査の種類は，児童・生徒を対象とした「問題」（算数・数学，理科の問題）および「児童質問紙」

「生徒質問紙」，教師を対象とした「教師質問紙」，学校長を対象とした「学校質問紙」であった。こ

れらをまとめると，表 1-2の通りである。 

 このように多様な調査が行われているのは，IEAではカリキュラムを「意図したカリキュラム；国が



1.3 参加国 1.4 調査の対象と標本抽出 
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表 1-1 参加国／地域 

国／地域 
小学校第４学年 中学校第２学年 

2007 年 2003 年 1995 年 2007 年 2003 年 1999 年 1995 年 

アルジェリア ●     ●       

アルメニア ● ●   ● ●     

オーストラリア ● ● ● ● ● ● ● 

オーストリア ●   ●       ● 

バーレーン       ● ●     

ボスニア・ヘルツェゴビナ       ●       

ボツワナ       ● ●     

ブルガリア       ● ● ● ● 

台湾 ● ●   ● ● ●   

コロンビア ●     ●     ● 

キプロス   ● ● ● ● ● ● 

チェコ ●   ● ●   ● ● 

デンマーク ●           ● 

エジプト       ● ●     

エルサルバドル ●     ●       

イングランド ● ● ● ● ● ● ● 

グルジア ●     ●       

ドイツ ●           ● 

ガーナ       ● ●     

香港 ● ● ● ● ● ● ● 

ハンガリー ● ● ● ● ● ● ● 

インドネシア       ● ● ●   

イラン ● ● ● ● ● ● ● 

イスラエル     ● ● ● ● ● 

イタリア ● ● ● ● ● ● ● 

日本 ● ● ● ● ● ● ● 

ヨルダン       ● ● ●   

カザフスタン ●             

韓国     ● ● ● ● ● 

クウェート ●   ● ●     ● 

ラトビア ● ● ●   ● ● ● 

レバノン       ● ●     

リトアニア ● ●   ● ● ● ● 

マレーシア       ● ● ●   

マルタ       ●       

モンゴル ●     ●       

モロッコ ● ●   ● ● ●   

オランダ ● ● ●   ● ● ● 

ニュージーランド ● ● ●   ● ● ● 

ノルウェー ● ● ● ● ●   ● 

オマーン       ●       

パレスチナ       ● ●     

カタール ●     ●       

ルーマニア       ● ● ● ● 

ロシア ● ●   ● ● ● ● 

サウジアラビア       ● ●     

スコットランド ● ● ● ● ●   ● 

セルビア       ● ●     

シンガポール ● ● ● ● ● ● ● 

スロバキア ●       ● ● ● 

スロベニア ● ● ● ● ● ● ● 

スウェーデン ●     ● ●   ● 

シリア       ● ●     

タイ     ● ●   ● ● 

チュニジア ● ●   ● ● ●   

トルコ       ●   ●   

ウクライナ ●     ●       

アメリカ ● ● ● ● ● ● ● 

イエメン ● ●           
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表 1-2 調査の種類と時間 

学 校 学 年 
児童・生徒 

教  師 学 校 
算数・数学および理科の問題 質問紙 

小学校 ４ 年 14 種類の問題冊子の中から児童ごと

に１種類を指定。 

（72分：第１部 36分，第 2部 36分）

児童質問紙

 

（約 30分）

教師質問紙 学校質問紙

中学校 ２ 年 14 種類の問題冊子の中から生徒ごと

に１種類を指定。 

（90分：第１部 45分，第 2部 45分）

生徒質問紙

 

（約 30分）

教師質問紙(数学) 

教師質問紙(理科) 

学校質問紙

 

示したこと」「実施したカリキュラム；教師が実際に教えたこと」「達成したカリキュラム；児童・生

徒が身につけたこと」の 3層から捉えているためである。 

「問題」については小・中学校ともに，それぞれ問題冊子が 14 種類あり，いずれも算数・数学と理

科の問題が混ざっている。各問題冊子は第１部，第２部に分けられており，それぞれの調査時間は厳密

に規定されている。14 種類の問題冊子の中から 1 種類が割り当てられるため児童・生徒により出題さ

れる問題は異なるが，１人の児童・生徒が解く問題数は，算数・数学および理科を合わせて，小学校は

約 50 題，中学校は約 60 題である。なお，14 種類の問題冊子には共通の問題も含まれるため，全問題

数は，小学校で算数 179 題，理科 174題，中学校で数学 215 題，理科 214題である。 

質問紙は，調査時間についての厳密な規定はないが，「児童質問紙」あるいは「生徒質問紙」は約

30分で答えるようになっており，必要に応じて時間の延長が認められていた。中学校の「教師質問紙」

は，数学教師用と理科教師用に別の冊子となっていた。「教師質問紙」と「学校質問紙」に回答する時

間に制限はなかった。「教師質問紙」は，標本抽出された児童・生徒に算数・数学，理科を教えている

教師が調査の対象となった。なお，調査対象学級を指導している教師が複数名いる場合は，すべての教

師に教師質問紙への回答をお願いした。ただし，ＴＴ（ティーム・ティーチング）による加配教師は除

外した。 

これらの問題や質問紙は，各国の予備調査の結果を踏まえて，各国調査責任者（NRC：National 

Research Coordinator）会議や算数・数学，理科，質問紙専門家会議で検討した上で，英語で作成され

たものである。参加国は自国の必要に応じて翻訳を行い，調査の信頼性を高めるために内容，レイアウ

ト，問題の難易度が変わらないように，国際研究センター（International Study Center：アメリカの

ボストン・カレッジにおかれている）によって翻訳の承認を受けた。問題の難易度が変わらないように

とは，翻訳によって児童・生徒の理解が容易になったり困難になったりしないことである。 

 なお児童・生徒質問紙項目の中には，TIMSS2003 まではわが国の実情に合わないため削除したり順番

を移動したりした項目があったが，TIMSS2007 においてはすべて英語版と同じ順序のまま実施すること

とした。 

調査は，国際的には 2006 年から 2007 年にかけての参加各国の学年末に行うことになっていた。原則

として，南半球の参加国は 2006 年の９月から 11 月に，北半球の参加国は 2007 年の２月から５月に実

施することになっており，調査はほぼその時期に行われた。 

わが国では，平成 19（2007）年３月５日（月）から平成 19（2007）年３月 16日（金）までを調査実 



1.4 調査の対象と標本抽出 

－5－ 

施期間として設定した。しかし，学校の事情により，それ以降に実施した学校も若干ある。 

さらにこれらの調査に加えて，各国調査責任者に対しカリキュラムに関する質問紙が実施された。 

 

1.4.2 標本抽出 

調査対象の児童・生徒の抽出は，国際的に決められたガイドラインに従って，各国/地域の児童・生

徒の状況の縮図が最もうまく描けるように行われた。統計的に議論できる結果を得るために，各国とも

少なくとも無作為に 150 校抽出することがまず求められた。また，調査対象校として選ばれたが実施で

きない場合の予備として各校の代替校をそれぞれ２校，合計 450校をあらかじめ抽出することとなって

いた。さらに調査対象校の当該学年から，１学級を無作為に抽出することとなっていた。 

この代替校を含めて，実際の参加学校数が標本設計の 85％以上を満たすこと，対象となった学級の

児童・生徒の実施率が 85％以上であること，学校と学級の実施率をかけた総実施率が 75％以上である

ことが条件であった。各国で設計通りに標本抽出校で調査が行なわれたかを確認するために，学校や生

徒の状況を示す個票（氏名は番号でおきかえたもの）が IEAデータ処理センター（IEA Data Processing 

Center：ドイツのハンブルグ大学におかれている）に集められた。 

標本抽出にこうした共通のガイドラインを適用することによって，標本から統計的に推定される母集

団の推定値の精度は，母集団から 400 人以上を完全無作為抽出した場合と同水準になると想定されてい

る。つまり，95％の信頼性区間の幅が，標本から推定される平均得点ｍについては，ｍ±0.1ｓ（ｓは

標準偏差）の範囲，個々の問題や質問項目への反応の百分率ｐについては，ｐ±5％の範囲，さらに相

関係数ｒについては，ｒ±0.1の範囲内に収まるように設計されている（TIMSS 2007 School Sampling 

Manual Ver.1，2005)。 

各国の調査実施学校数，学校実施率，調査実施児童・生徒数，児童・生徒実施率および総実施率は，

表 1-3および表 1-4の通りである。 

 学校実施率は，標本抽出で設計された学校数に対して調査を実際に行った学校の割合を百分率（％）

で表したものであり，児童・生徒実施率は，標本抽出で設計された児童・生徒数に対して調査を実際に

受けた児童・生徒の割合を百分率（％）で表したものである。また総実施率は，学校実施率と生徒実施

率をかけた値を百分率（％）で示してある。 

国際比較を行うには，定義された母集団の縮図となるように標本が抽出されていなければならない。

そのために，国際研究センターは国際サンプリングレフェリーをおき，各国の標本抽出を厳しくチェッ

クしたのであるが，今回の調査でモロッコは中学校第 2 学年の総実施率が 60％未満と国際基準をはる

かに下回った。その結果，モロッコの中学校第 2学年は参加国数に含めるというものの，得点などは国

際的な比較データには用いず，表の一番下に示すこととなった。また，モンゴルは標本抽出において不

備の点があったため参加国数に含めず，得点などを比較データには用いず，国際報告書の付録の頁に掲

載することになった。ただしカリキュラムなどについては一部本文に掲載されている。 

わが国の場合，まず学校を抽出し，そこから児童・生徒（学級）を抽出する二段階抽出を行うことと

し，平成17年５月１日現在の文部科学省の「学校基本調査」のデータを基に，地域類型，学校種別によ

って層化して平成18年２月に学校を標本抽出した。抽出は調査の1年前までに行うことになっていたの

で，「学校基本調査」のデータから得た 1 学年前の時点での学校数および児童・生徒数の情報をもとに

した層化抽出法である。各学年とも合計3,500 名を確保するよう，各学校で１学級を無作為に抽出した。 
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理論上の母集団としては，国立，公立，私立のすべての小・中学校が対象となるのであるが，特別支

援学校および特別支援学級に在籍する児童・生徒は，標本抽出の段階で除外することにした。その結果，

母集団から除外された小学校児童は約２％，中学校生徒は約４％であった。 

母集団の小・中学校については，表 1-5 のように，小学校は学校の所在地の地域類型により大都市（東

京 23 区および政令指定都市），人口 30 万人以上の市（前記以外の市で中核市を含む），その他の市，

町村部の４つの層に分類した。 

また，中学校は中等教育学校も含め，公立学校を小学校と同じく４つの層に分類し，国立・私立の学

校を加えて５層に分けた。 

標本抽出においては，各層の母集団児童・生徒数に比例するように各層の児童・生徒数を決め，層内

の 1 学級当たりの平均児童・生徒数（推定値：25～36 名で層により異なる）で割って学校数を決め，

層別にリストアップされた学校一覧から無作為抽出で調査対象校を決めた。 

標本校への調査依頼は，原則として当該校を管轄する都道府県・政令指定都市教育委員会，教育セン

ター（研究所）を通して行い，必要に応じて教育事務所にも依頼した。 

最終的に調査を実施した学校は，小・中学校それぞれ 150 校中，小学校は 148 校（公立 145 校，国・

私立３校），中学校は 146 校（公立 136 校，国・私立 10 校）であった。それらの小・中学校で調査対

象となった児童・生徒数はそれぞれ小学校第 4学年 4,650 名，中学校第 2学年 4,619 名であったが，そ 

 

表 1-3 実施学校数・児童数と実施率 －小学校４年－ 
国／地域 実施学校数 学校実施率 実施児童数 児童実施率 総実施率 

 アルジェリア 149 99% 4,223 97% 97% 
 アルメニア 148 100% 4,079 96% 96% 
 オーストラリア 229 100% 4,108 95% 95% 
 オーストリア 196 99% 4,859 97% 97% 
 台湾 150 100% 4,131 100% 100% 
 コロンビア 142 99% 4,801 97% 97% 
 チェコ 144 98% 4,235 94% 92% 
 デンマーク 137 91% 3,519 94% 86% 
 エルサルバドル 148 100% 4,166 98% 98% 
 イングランド 143 90% 4,316 93% 84% 
 グルジア 144 100% 4,108 97% 97% 
 ドイツ 246 100% 5,200 97% 96% 
 香港 126 84% 3,791 96% 81% 
 ハンガリー 144 99% 4,048 97% 96% 
 イラン 224 100% 3,833 99% 99% 
 イタリア 170 100% 4,470 96% 96% 
 日本 148 99% 4,487 96% 95% 
 カザフスタン 141 100% 3,990 100% 100% 
 クウェート 149 99% 3,803 94% 94% 
 ラトビア 146 97% 3,908 94% 91% 
 リトアニア 156 100% 3,980 95% 95% 
 モロッコ 184 82% 3,894 96% 79% 
 オランダ 141 95% 3,349 97% 93% 
 ニュージーランド 220 100% 4,940 96% 96% 
 ノルウェー 145 97% 4,108 96% 92% 
 カタール 114 100% 7,019 97% 97% 
 ロシア 206 100% 4,464 97% 97% 
 スコットランド 139 94% 3,929 94% 88% 
 シンガポール 177 100% 5,041 97% 97% 
 スロバキア 184 100% 4,963 96% 96% 
 スロベニア 148 99% 4,351 95% 93% 
 スウェーデン 155 100% 4,676 96% 96% 
 チュニジア 150 100% 4,134 99% 99% 
 ウクライナ 144 96% 4,292 97% 93% 
 アメリカ 257 89% 7,896 95% 84% 
 イエメン 144 100% 5,811 98% 98% 

合計 5,888  160,922   
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表 1-4 実施学校数・生徒数と実施率 －中学校２年－ 

国／地域 実施学校数 学校実施率 実施生徒数 生徒実施率 総実施率 

  アルジェリア 149 99% 5,447 95% 95% 
  アルメニア 148 100% 4,689 96% 96% 
  オーストラリア 228 100% 4,069 92% 92% 
  バーレーン 74 100% 4,230 97% 97% 
  ボスニア・ヘルツェゴビナ 150 100% 4,220 98% 98% 
  ボツワナ 150 100% 4,208 99% 99% 
  ブルガリア 139 98% 3,079 95% 93% 
  台湾 150 100% 4,046 99% 99% 
  コロンビア 148 100% 4,873 98% 98% 
  キプロス 67 100% 4,399 96% 96% 
  チェコ 147 100% 4,845 94% 94% 
  エジプト 233 100% 6,582 97% 97% 
  エルサルバドル 145 100% 4,063 98% 98% 
  イングランド 137 86% 4,025 88% 75% 
  グルジア 135 100% 4,178 96% 96% 
  ガーナ 163 100% 5,294 98% 98% 
  香港 120 79% 3,470 96% 76% 
  ハンガリー 144 99% 4,111 96% 96% 
  インドネシア 149 100% 4,203 97% 97% 
  イラン 208 100% 3,981 98% 98% 
  イスラエル 146 97% 3,294 94% 91% 
  イタリア 170 100% 4,408 96% 96% 
  日本 146 97% 4,312 93% 91% 
  ヨルダン 200 100% 5,251 96% 96% 
  韓国 150 100% 4,240 99% 99% 
  クウェート 158 97% 4,091 95% 92% 
  レバノン 136 92% 3,786 93% 86% 
  リトアニア 142 99% 3,991 91% 89% 
  マレーシア 150 100% 4,466 98% 98% 
  マルタ 59 100% 4,670 95% 95% 
  モロッコ 131 64% 3,060 85% 54% 
  ノルウェー 139 93% 4,627 93% 86% 
  オマーン 146 100% 4,752 99% 99% 
  パレスチナ 148 100% 4,378 98% 98% 
  カタール 66 99% 7,184 97% 95% 
  ルーマニア 149 99% 4,198 97% 97% 
  ロシア 210 100% 4,472 97% 97% 
  サウジアラビア 165 99% 4,243 94% 93% 
  スコットランド 129 86% 4,070 90% 77% 
  セルビア 147 100% 4,045 97% 97% 
  シンガポール 164 100% 4,599 96% 96% 
  スロベニア 148 99% 4,043 93% 91% 
  スウェーデン 159 100% 5,215 94% 94% 
  シリア 150 100% 4,650 96% 96% 
  タイ 150 100% 5,412 99% 99% 
  チュニジア 150 100% 4,080 98% 98% 
  トルコ 146 100% 4,498 98% 98% 
  ウクライナ 146 97% 4,424 97% 94% 
  アメリカ 239 83% 7,377 93% 77% 

合計 7,323  219,848   
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表 1-5 層別の学校数，児童・生徒数，教師数 

学年 層 

母集団（小学校第 3
学年，中学校第１学

年） 

本調査 本調査 

（設計） （実際） 

学校数
児童・ 
生徒数 

学校数
児童・
生徒数

学校数 
児童・ 
生徒数 

教師数（上
段：小，下段
左：数学，下
段右：理科）

小学校 
第 4学年 

東京 23区及び政令指定都市 3,345 254,428 30 960 29 901  43  

人口 30万人以上の市 2,789 221,775 26 832 26 895 52  

その他の市 8,912 524,335 68 1,972 67 2,071 118  

町村部 4,599 175,929 26 650 26 620 37  

全 体 19,645 1,176,467 150 4,414 148 4,487 250 

中学校 
第 2学年 

東京 23区及び政令指定都市・公立 1,508 207,446 25 875 23 715 30 28

人口 30万人以上の市・公立 1,324 197,397 24 816 24 784 40 31

その他の市・公立 4,537 503,742 64 2,112 63 1,800 94 72

町村部・公立 2,575 187,936 26 780 26 669 37 29

国立・私立 764 95,167 11 396 10 344 15 18

全 体 10,708 1,191,688 150 4,979 146 4,312 216 178

（注）小学校第４学年の人口30万人以上の市の26校に２校，その他の市の67校には１校，国立・私立学校が含まれる。

 

の中には調査当日インフルエンザ等のため問題・質問紙のどれかを欠席したり遅刻・早退したりした者

が含まれていたため，国際比較においてはそれらの児童・生徒を除いた小学校第 4学年 4,487 名，中学

校第 2学年 4,312 名がそれぞれ分析対象となった。 

なお，調査対象の抽出については，国際サンプリングレフェリーに計画・実施等のすべてについてチ

ェックを受け，承認を得た。 

 

1.5 調査の実施と結果の処理 

1.5.1 調査の実施 

国際研究センターでは学校実施率を高める方法として，学校や保護者への理解を求める依頼文の見本

などを作成したが，実際には参加国の実情に応じて学校参加率を高める方法を工夫することになった。

わが国の場合，TIMSS2007 では TIMSS2003 までとは違って，家族等に関する項目が含まれている児童・

生徒質問紙項目の一部を削除したり順番を移動したりせずにすべて入れていることから，調査対象校を

管轄する教育委員会等にあらかじめ協力依頼状を送付しておくとともに，学校や保護者への理解を求め

る依頼状も作成し，その依頼状を必要に応じて学校から保護者に配布していただき理解を得るという手

続きを取った。 

各学校での調査においては，調査校の職員に調査校責任者および校内調査委員をお願いした。調査を

実施するにあたっては調査校を管轄する 59 都道府県・政令指定都市立教育センター（研究所）の所員

に実施協力委員をお願いし，所管の調査校との連絡・調整を依頼した。原則として校内調査委員が当該
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調査校の調査委員として，「調査の手引き」（巻末資料参照）に示された手順に従って調査を実施した。

なお，調査実施に先立つ平成 19年２月 13日（火）に，国立教育政策研究所で実施協力委員に対する説

明会を開催し調査実施に関する説明を行った。 

調査用紙の送付については，原則として，調査用紙一式を直接調査校へ発送した。調査の実施は，調

査校責任者・校内調査委員，その他の関係者の協力によって，おおむね順調に行われた。 

調査の信頼性・公平性を保つために国際共通の「調査の手引き」に示された手順に従って調査は行わ

れた。調査実施者は手引きに書かれたこと以外の言葉を述べてはならず，また調査の始まりや終了の時

間などを記入することになっていた。国際研究センターは，各国で調査がうまく実施されたかどうかを

調べるために「国際品質管理モニター」（International Quality Control Monitor）を各国の調査校

の 10％に派遣して，調査実施に立ち合わせ，学校長にインタビューを行なうなど，調査の実施状況を

調べた。わが国からは「国際品質管理モニター」として６名の委員が国際研究センターの指示のもとで

実施状況を調べた。それらの結果，調査校での調査は支障なく公正に実施されたことが明らかとなった。 

調査終了後は，調査校責任者が①問題，②児童・生徒質問紙，③教師質問紙，④学校質問紙の４つの

セットを点検し，調査対象学級の名票を添えて，国立教育政策研究所に返送した。 

 

1.5.2 結果の処理 

わが国では調査用紙の回収後は，国立教育政策研究所で調査項目ごとに記入のチェックと必要な採点

を行い，データを入力した後，国際研究センターにデータを送付した。記述式の算数・数学，理科問題

を各国で採点する際には，採点の一致度を確認するために，各国とも採点基準にもとづき問題冊子の約

３分の１を２名で別々に採点した。また，各問題冊子につき約 100 名分の回答を読み取ったデータを

IEAデータ処理センターに送付した。 

調査結果の処理については，参加各国から送られたデータを国際研究センター，IEA データ処理セン

ターの 2つの機関の連携のもとに，①データのクリーニング，②標本抽出結果に基づくデータの重み付

け，③項目反応理論（IRT：Item Response Theory）に基づく得点化（平均を 500 点，標準偏差を 100

点とする分布モデルの推定値として算出）の処理が行われた。 

国際比較の対象となるデータについては，IEAデータ処理センターや国際研究センターからの頻繁な

問い合わせに調査責任者である猿田・瀬沼が対処した。 

算数・数学の国内専門委員会では，わが国の算数・数学問題，児童・生徒質問紙，教師質問紙（小学

校および中学校数学），学校質問紙の調査実施方法や翻訳の検討，算数・数学カリキュラム調査の回答

作成などを行った。 

国際的な分析結果や国際報告書で示される表については，各国調査責任者会議で検討された。 

それをもとに，国際結果の公表がわが国においては平成 20（2008）年 12 月 10 日 0 時に，国際研究

センターの発表（ボストン，2008 年 12 月 9 日 10 時）と同時に行なわれた。本報告書はその国内報告

書である。なお，各国のカリキュラムの動向などを掲載した『TIMSS2007 Encyclopedia』が 2008 年 10

月にボストン・カレッジより公刊されている。 
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第２章 算数・数学の到達度と 

児童・生徒の態度や教師の指導 
 

 

2.1 算数・数学の枠組み 

2.1.1 算数・数学の枠組みと構成 

 今回の TIMSS2007 の算数・数学問題の作成にあたっては，問題作成の指針となる算数・数学の枠組

みの見直しが行われた（『TIMSS 2007 Assessment Frameworks』，Boston College，pp.11-38，2005）。

そこでは次に示すように，「内容領域（Content Domain）」と「認知的領域（Cognitive Domain）」の

２つの領域を設け，さらに下位領域も再構成された。 

  内容領域：学校の算数・数学で学ぶ内容 

    小学校 4年 (1)数 (2)図形と測定 (3)資料の表現 

    中学校 2年 (1)数 (2)代数 (3)図形 (4)資料と確からしさ 

  認知的領域：児童・生徒が算数・数学の内容に取り組んでいるときに示すと期待される行動 

    (1)知ること (2)応用すること (3)推論を行うこと 

 ここで，「知ること（knowing）」とは数学的な事実，概念，道具，手順を基にした知識に関するこ

とであり，「応用すること（applying）」とは知識や概念的理解を問題場面に応用することであり，「推

論を行うこと（reasoning）」とは見慣れない場面の問題や複雑な文脈の問題や多段階の問題を解くこ

とである。 

TIMSS という名称になってから 1995 年（小学校 3･4 年算数，中学校 1･2 年数学），1999 年（中学校

2 年数学：この時は中学校数学だけであった），2003 年（小学校 4 年算数，中学校 2 年数学），2007

年（小学校 4年算数，中学校 2年数学）とこれまで4回の調査が行われているが，毎回，算数・数学の

「内容領域」と「認知的領域」の枠組みは変わってきている。 

例えば TIMSS1995 の算数・数学の枠組み，および TIMSS1999 の数学の枠組みは「内容」（学校数学を

反映させた算数・数学の内容），「行動的期待」（児童・生徒が算数・数学の内容に取り組んでいると

きに示すと期待される行動），「将来への展望」（児童・生徒の将来への発達を視野に入れた科学や数

学や技術への関心・意欲・態度）の３つであったが，「将来への展望」は学習指導要領や教科書等の詳

細な分析に適用され，具体的な算数・数学問題は「内容」「行動的期待」の２領域で構成されていた。

そこで TIMSS2003 以降，「内容」「認知的」の２領域による構成となった。 

結果の分析の際に用いる内容領域の下位領域については，TIMSS1995 の算数は「整数」「小数・分数，

比例」「測定，見積り・数感覚」「資料の表現・分析，確率」「幾何」「きまり・関係・関数」の６領

域，TIMSS1999 の数学は「分数・数感覚」「測定」「資料の表現・分析，確率」「幾何」「代数」の５

領域と，領域名や領域数が算数と数学で統一的でなかったため，TIMSS2003 においては共通な５領域

「数」「代数（算数では，きまりと関係）」「測定」「幾何」「資料の表現・分析，確率」で構成した。 

結果の分析の際に用いる認知的領域の下位領域については，TIMSS1995 の算数は「知ること」「簡単

な手順を使うこと」「複雑な手順を使うこと」「探求することと問題解決」の４領域，TIMSS1999 の数
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学は「知ること」「決まりきった手順を使うこと」「複雑な手順を使うこと」「探求することと問題解

決」「コミュニケーションと数学的推論」の５領域であり，問題を解く手順がいずれも 2領域を占めて

いた。そこで TIMSS2003 では「事実や手順を知ること」，「概念を用いること」，「決まりきった問題

を解くこと」，「推論を行うこと」の 4領域とした。 

TIMSS2007 においては，各領域において十分な問題数を確保するために，内容領域においても認知的

領域においても下位領域の数を減らすことになった。 

前述の内容領域，認知的領域別に算数・数学の問題数を出題形式や前回調査との同一問題によってま

とめると，表 2-1および表 2-2の通りである。 

 

表 2-1 算数・数学の内容領域別問題数 

小学校４年 全問題数 
出題形式 2003 年との 

同一問題数 
 

選択肢 記述  
数 93（ 52％） 50（28％） 43（24％） 51（28％）  

図形と測定 60（ 34％） 32（18％） 28（16％） 21（12％）  

資料の表現 26（ 15％） 14（ 8％） 12（ 7％） 9（ 5％）  

合  計 179（100％） 96（54％） 83（46％） 81（45％）  
       

中学校２年 全問題数 
出題形式 2003 年との 

同一問題数 
1999 年との 
同一問題数 選択肢 記述 

数 63（ 29％） 35（16％） 28（13％） 28（13％） 10（ 5％） 

代  数 64（ 30％） 34（16％） 30（14％） 22（10％）  1（ 0％） 

図  形 47（ 22％） 31（14％） 16（ 7％） 27（13％） 7（ 3％） 

資料と確からしさ 41（ 19％） 17（ 8％） 24（11％） 18（ 8％） 3（ 1％） 

合  計 215（100％） 117（54％） 98（46％） 95（44％） 21（10％） 

 

表 2-2 算数・数学の認知的領域別問題数 

小学校４年 全問題数 
出題形式 2003 年との 

同一問題数 
 

選択肢 記述  

知ること 69（ 39％） 45（25％） 24（13％） 23（13％）  

応用すること 70（ 39％） 37（21％） 33（18％） 36（20％）  

推論を行うこと 40（ 22％） 14（ 8％） 26（15％） 22（12％）  

合  計 179（100％） 96（54％） 83（46％） 81（45％）  
       

中学校２年 全問題数 
出題形式 2003 年との 

同一問題数 
1999 年との 
同一問題数 選択肢 記述 

知ること 81（ 38％）  54（25％） 27（13％） 31（14％） 8（ 4％） 

応用すること 88（ 41％）  48（22％） 40（19％） 45（21％） 12（ 6％） 

推論を行うこと 46（ 21％）  15（ 7％） 31（14％） 19（ 9％）  1（ 0％） 

合  計 215（100％） 117（54％） 98（46％） 95（44％） 21（10％） 

 

 算数・数学問題はすべてで小学校 179 題，中学校 215 題であるが，これらの算数・数学問題は 14 種

類の問題冊子に分けられて調査が行われた。したがって，すべての児童・生徒が同じ問題に取り組んだ

わけではない。 

 全算数・数学問題の内訳をみると，内容領域別では，小学校は「数」領域が 52％，「図形と測定」
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領域が 34％，「資料の表現」領域が 15％，中学校は「数」領域が 29％，「代数」領域が 30％，「図形」

領域が 22％，「資料と確からしさ」領域が 19％を占めている。一方，認知的領域別では，小学校は「知

ること」が 39％，「応用すること」が 39％，「推論を行うこと」が22％，中学校は「知ること」が 38％，

「応用すること」が 41％，「推論を行うこと」が 21％を占めている。 

 また，それぞれの問題は，選択肢式の問題と記述式の問題のいずれかに分類される。選択肢の問題は

ほとんど４肢選択であり，一部５肢選択である。記述式の問題は，答えと考え方の両方をかく問題，答

えだけかく問題がある。答えとは，数，式，言葉だけでなく絵，記号，図，グラフを含む。小・中学校

いずれも選択肢式の問題は 54％，記述式の問題は 46％を占める。 

今回の調査においては，前回調査と同一学年の変化を調べることが主な目的の一つであったため，小

学校は前回の TIMSS2003 との同一問題が 81 題（全体の 45％）出題された。中学校は前回の TIMSS2003

との同一問題が 95題（全体の 44％）出題された。そのうち 21題は TIMSS1999 とも同一問題であった。

その他の同一でない問題の多くは，前回と似た内容，似た出題形式，似た難易度の問題として出題され

た。 

問題の中には，大問形式で小問が数題続く問題セットがある。これらは TIMSS2003 から新たに「問題

解決と探求」として取り入れられたもので 1995 年に国際オプションとして実施された「パフォーマン

ステスト」の延長上にあるものである。小学校の問題セットの中には国際本部から送付された厚紙の三

角形などの紙製の道具を使って操作的活動を行う問題も含まれていた。このような問題セットが取り入

れられたのは,あるテーマのもとに比較的長い文章や図の問題を読み解く力を評価することも重要だと

みなされているからである。  

小学校においては「図形のカード」（M02-08(1)～(4)，厚紙の三角形と台形のカードを使用），「木

村町の問題」（M03-08①～③，厚紙のじょうぎを使用），「カードの交かん」（M13-01(1)～(3)，M13-02，

M13-03），「円と点」（M14-06(1)～(3) ）の４つの問題セットで合計 15題，中学校においては「内角」

（M02-07(1)～(3)），「トライアスロン」（M04-05(1)～(4)），「教科の人気度」（M04-12 (1)(2)），

「クラス旅行」（M05-05～08），「赤いタイルと黒いタイル」（M13-03～05），「携帯電話」（M14-06(1)

～(3)）の６つの問題セットで合計 23題が出題された。 

国際的には TIMSS2007 では，中学校の問題冊子のどの問題についても生徒は電卓を使用してもよい

こと，すなわち授業等で使用している電卓を学校が用意すること，または生徒に電卓を持参させること

になっていた。ただし，当該問題を解くのに実際に電卓を使うかどうかは生徒の判断にまかせられた。

TIMSS2003 においては中学校の問題冊子の第 2部でのみ電卓の使用が許可されていた。  

 なお小・中学校とも，約半数の算数・数学問題は公開，残りの約半数の問題は TIMSS2011 にむけ非公

開となっている。 

 

2.1.2 分析の枠組み 

 算数・数学についてのわが国による国際比較については，国際研究センターが公表した『TIMSS 2007 

International Mathematics Report』（Boston College, 2008, Revised 2009：以下，国際報告書と略

称）をもとにわが国にとって関心があり有益な項目を中心にして分析・考察をすることにした。本報告

書では，国際比較の枠組みに従って分析するが，以下にその枠組みを示す。 
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（1）算数・数学問題の信頼性 

 算数・数学問題の信頼性は，各国とも，14 種類の問題冊子ごとにアルファ（Cronbach の alpha）信

頼性係数が算出され，その中央値（メジアン）で示されている（『TIMSS 2007 Technical Report』, Boston 

College，Exhibit 10.13，2008 ）。これによると，小学校の最大はイングランド，ハンガリーの 0.88

から最小はイエメンの 0.55 まで，中学校は最大の台湾の 0.93 から最小のサウジアラビアの 0.62 まで

散らばっており，わが国は小学校が 0.85，中学校が 0.91 で，小学校は国際中央値（メジアン）の 0.83

より高く，中学校も国際中央値（メジアン）の 0.88 より高い値である。全般的に算数・数学問題の信

頼性は高い水準にある。 

 

（2）算数・数学問題の得点と正答率 

 算数・数学問題の得点化に関しては，選択肢式の問題は１題１点の配点であるが，記述式問題は１題

につき１点あるいは２点の配点がなされている。したがって，算数・数学の総問題数は小学校 179 題，

中学校 215題であるが，素点の合計は小学校 192 点，中学校238点である（国際報告書，Exhibit A.2）。 

 算数・数学問題の正答率に関しては，選択肢式問題は正答への反応率であり，記述式問題は国際本部

が準備した採点基準に示された正答への反応率である。後者の場合には完全正答への反応率が正答率と

なり部分正答への反応率は含まれていない。 

 

（3）児童・生徒の算数・数学の得点 

TIMSS2007 は過去の TIMSS 調査と同様，すべての児童・生徒が同じ算数・数学問題に取り組んだわけ

ではなく，14 種類の問題冊子によって行われたため，そのままでは異なる問題冊子に解答した児童・

生徒の得点を比較できない。しかしながら，異なる問題冊子に共通問題を含めることによって共通でな

い問題の困難度が異なる問題冊子間で統計的に比較できるようになる。そのための技法として，国際比

較分析では「項目反応理論（Item Response Theory）」を用い，異なる問題冊子に解答した児童・生徒

の算数・数学の得点を共通の尺度にのせて比較することとした。その結果，TIMSS2007 の算数・数学の

得点は，TIMSS1995 において，平均 500点，標準偏差 100点の分布モデルにおける推定値として算出さ

れた。平均が 500点，標準偏差が 100点とは，400点から 600 点の間に約 68％の児童・生徒，300点か

ら 700点の間に約 95％の児童・生徒が含まれる分布のことである。 

具体的には，中学校の場合，TIMSS1999 の数学得点が TIMSS1995 と TIMSS1999 の両調査に参加した国

で，それぞれの中学校2年生の解答をもとに推定された。次に，TIMSS2003 の数学得点が TIMSS1999 と

TIMSS2003 の両調査に参加した国で，それぞれの中学校 2 年生の解答をもとに推定された。さらに，

TIMSS2007 の数学得点が TIMSS2003 と TIMSS2007 の両調査に参加した国で，それぞれの中学校 2年生の

解答をもとに推定された。小学校については，TIMSS2003 の算数得点が TIMSS1995 と TIMSS2003 の両調

査に参加した国で，それぞれの小学校 4 年生の解答をもとに推定され，次に TIMSS2007 の算数得点が

TIMSS2003 と TIMSS2007 の両調査に参加した国で，それぞれの小学校 4年生の解答をもとに推定された

（国際報告書）。 

なお TIMSS2007 においては，小学校は 4年のみ，中学校は2年のみの参加であるが，TIMSS1995 にお

いては，小学校は 3年と 4年，中学校においては1年と 2年が参加した。そのため当時の報告書（『小

学校の算数教育・理科教育の国際比較』東洋館出版社，p.168，1998，『中学校の数学教育・理科教育
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の国際比較』東洋館出版社，p.132，1997）における得点は，小学校３年と小学校４年，あるいは中学

校１年と中学校２年とを合計して，その平均が 500点，標準偏差が 100点になるよう推定されたもので

あった。その後 TIMSS1999，2003，2007 の報告書においては，TIMSS1995 の得点は小学校４年あるいは

中学校２年だけで平均が500点，標準偏差が100点になるよう再計算されたものを用いている。例えば，

後述の表 2-5 および表 2-6に見られるように，わが国の TIMSS1995 の算数・数学得点は当時，小学校４

年 574 点，中学校２年 605 点と発表されたが，2003 年には小学校４年あるいは中学校２年のみで計算

したことにより，わが国の TIMSS1995 の算数・数学得点は小学校４年 567 点，中学校２年 581点となっ

ている。 

 なお，国際比較分析では，統計的な検定は５％有意水準で行われており，国際報告書では多くの表に

標準誤差が付されている。標準誤差（standard error）とは標本の平均値や標準偏差などの統計値の標

準偏差（standard deviation）のことである。すなわち，標本の統計値から母集団の統計値を 95％の

信頼区間で推定する場合に用いられる。なお，本報告書においても，統計的な有意差を論じるときには，

対応する表に標準誤差を示している。 

 

（4）児童・生徒の到達度を知るための国際標識水準 

TIMSS2007 においては TIMSS2003 と同様に，各国の児童・生徒の得点分布を調べるために，625 点，

550点，475点，400点という 75点きざみの国際標識水準が設定され，各国ともその得点以上に何％の

児童・生徒が含まれるかが算出された。これは TIMSS1999 で設定された上位 10％以内（616 点以上），

上位 25％以内（555点以上），上位 50％以内（479 点以上），上位 75％以内（396点以上）によって水

準を示していたが，このように上位何パーセント以内という水準は参加国によって変わる相対的なもの

であるため，TIMSS2003 からは絶対的な得点を水準とし，得点の幅を一定にして示したものである。 

さらに，この水準にいる児童・生徒が他の水準の児童・生徒に比べてどんな特徴があるのか調べるた

めに，問題が次の手順で分析された。選択肢式の問題の場合，当該水準の得点±５点の範囲にいる児童・

生徒の正答率が 65％以上で，その下の水準にいる児童・生徒の正答率が 50％未満である問題を明らか

にすることである。一方，記述式の問題の場合，当該水準の得点±５点の範囲にいる児童・生徒の正答

率が 50％以上の問題を明らかにすることである。 

例えば「625点の問題」とは，選択肢式の問題の場合，得点が 620点から 630点の生徒の平均正答率

が 65％以上であり，得点が 545 点から 555 点の生徒の平均正答率が 50％未満の問題を示している。記

述式問題の場合は，平均正答率が 50％以上という基準が用いられた。なお，すべての問題を分類する

ために，選択肢式の場合，正答率が 60％～65％の間にある「625 点程度」の問題も分析されたが，この

問題は最終的には 625 点の問題に含まれた。それ以外に 625 点の生徒の正答率が選択肢の場合 60％未

満，記述式の場合 50％未満の問題は「625点以上」と分類された（『TIMSS2007 Technical Report』）。 

このようにして示された水準にいる児童・生徒の特徴は絶対的なものではなく，参加国が変われば変

わるものである。 

国際報告書においては，合計 16 題の算数・数学の問題例が当該水準にいる児童・生徒の特徴を説明

するために論じられているため，本報告書においてもまずこれを取り上げる。このような手法は，すで

にアメリカの学力テストである「全米教育進歩評価（NAEP）」で用いられている。 

本書ではそれに続いて，わが国の視点から興味ある問題について取り上げることとする。
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（5）算数・数学問題と各国のカリキュラムとの一致度 

過去の TIMSS 調査と同様に，算数・数学問題がそれぞれの国のカリキュラムとどのような関係にある

のかも調べられた。すべての算数・数学問題の内容が自国のカリキュラムにある国は，小学校ではコロ

ンビアの１か国，中学校では台湾，オーストラリア，セルビア，レバノン，インドネシア，コロンビア，

カタールの７か国であった。わが国のカリキュラムとの一致度は，小学校４年が 67％で，国際平均値

は 77％であった。また，中学校２年が 86％で，国際平均値は 90％であった。 

なおカリキュラムの一致度は TIMSS 参加国間の相対的な平均正答率には大きな影響を与えないこと

が明らかとなった。つまり全問題についての平均正答率が相対的に高い国はどのように問題を選んでも

相対的に平均正答率が高いし，全問題についての平均正答率が相対的に低い国はどのように問題を選ん

でも相対的に平均正答率が低い。各国のカリキュラムの一致度をもとに計算し直した平均正答率によっ

て国の順序が少し変わることがあっても，ほとんどの場合はそれらの差はサンプリングによる誤差の範

囲内である（国際報告書，Exhibit C.1）。 

過去の TIMSS1995 においては，小学校４年のわが国の一致度は 89％（『Mathematics Achievement in 

the Primary Schools Years』，Boston College, Table B.1，1997），中学校２年が 94％（『Mathematics 

Achievement in the Middle Schools Years』，Boston College, Table B.1，1996），TIMSS1999 の中

学校２年は 94％（『TIMSS1999 International Mathematics Report』，Boston College, p.383，Exhibit 

C.1，2000）であった。また TIMSS2003 の小学校４年は 79％，中学校２年は 93％（『TIMSS2003 

International Mathematics Report』，Boston College, Exhibit C.1，2004）であった。 

 

（6）抽出単位としての児童・生徒 

 標本抽出の箇所で述べたように，過去の TIMSS 調査と同様，今回の調査においても抽出単位は児童・

生徒である。そこで，教師質問紙の分析においては，それぞれの教師の回答にその教師が指導した児童・

生徒の人数を重み付けすることにした。たとえば，ある教師が 30 名の調査対象児童・生徒を指導した

場合，その教師の反応は 30 名分として数えられることになる。学校質問紙についても同様である。こ

のようにして，基本的に教師質問紙の反応率は回答した教師に対応する「児童・生徒の割合」に換算さ

れ，教師の考えや指導と児童・生徒の得点との関係を分析することができる。 

 

2.2 算数・数学の到達度の国際比較 

2.2.1 各国の算数・数学の得点 

表 2-3 は，36 か国の小学校４年の算数問題の平均得点（推定値。以下同じ。）を表している。前述

したように，出題問題は世界共通であり，14 種類の問題冊子の中から指定された１種類を個々の児童

が解くこととしているので，それを調整し，かつTIMSS1995 の得点と調整した上で，得点を平均 500 点，

標準偏差100点とする分布モデルの推定値として算出して示してある。TIMSS2007の参加国の平均が500

点となるわけではないため，平均 500点を国際平均値ではなく TIMSS 平均値と表記する。 

各国の平均得点は，香港が 607点，シンガポールが 599点，台湾が 576点，日本が 568点の順で，わ

が国は 4番目となっている。さらにカザフスタンが 549 点，ロシアが 544 点，イングランドが 541 点，

ラトビアが 537点，オランダが 535点と続いている。わが国の平均得点は 568点であり，統計上の誤差
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を考慮すると，香港，シンガポール，台湾の得点より有意に低く,カザフスタン，ロシア，イングラン

ド，ラトビア，オランダ以下のすべての国より有意に高い。 

表 2-4 は，49 か国の中学校２年の数学問題の平均得点（推定値。以下同じ。）を表している。得点

化の方法は小学校４年と同じである。 

各国の平均得点は，台湾が 598 点，韓国が 597 点，シンガポールが 593 点，香港が 572 点，日本が

570点の順で，わが国は５番目となっている。ハンガリーが 517点，イングランドが 513点，ロシアが

512点，アメリカが 508点と続いている。わが国の平均得点は 570点であり，６番目のハンガリーより

53 点高い。統計上の誤差を考慮すると，台湾，韓国，シンガポールの得点より有意に低く, ハンガリ

ー，イングランド，ロシア，アメリカ以下のすべての国より有意に高い。 

 表 2-3 および表 2-4に見るように，小学校 4年および中学校 2年とも，各国の 5パーセンタイルから

95 パーセンタイルの間の 90％の児童・生徒が入る範囲はおよそ 300 点である。それは参加国間で最も

得点の高い国と低い国（小学校 4年は香港 607点，イエメン 224点；中学校 2年は台湾 598点，カター

ル 307点）の範囲とほぼ同じである。 

 

表 2-3 算数得点の分布 －小学校４年－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香港 ▲ 607 (3.6) 4 10.2 2 4 67
シンガポール ▲ 599 (3.7) 4 10.4 1 1 84
台湾 ▲ 576 (1.7) 4 10.2 4 不参加 69
日本 ▲ 568 (2.1) 4 10.5 3 3 76
カザフスタン ▲ 549 (7.1) 4 10.6 不参加 不参加 84
ロシア ▲ 544 (4.9) 4 10.8 9 不参加 83
イングランド ▲ 541 (2.9) 5 10.2 10 17 86
ラトビア ▲ 537 (2.3) 4 11.0 7 15 72
オランダ ▲ 535 (2.1) 4 10.2 6 5 61
リトアニア ▲ 530 (2.4) 4 10.8 8 不参加 76
アメリカ ▲ 529 (2.4) 4 10.3 12 12 75
ドイツ ▲ 525 (2.3) 4 10.4 不参加 不参加 68
デンマーク ▲ 523 (2.4) 4 11.0 不参加 不参加 71
オーストラリア ▲ 516 (3.5) 4 9.9 16 11 83
ハンガリー ▲ 510 (3.5) 4 10.7 11 10 91
イタリア ▲ 507 (3.1) 4 9.8 15 不参加 77
オーストリア ▲ 505 (2.0) 4 10.3 不参加 7 68
スウェーデン 503 (2.5) 4 10.8 不参加 不参加 66
スロベニア 502 (1.8) 4 9.8 19 8 71
TIMSS平均値 500 - 
アルメニア 500 (4.3) 4 10.6 20 不参加 90
スロバキア 496 (4.5) 4 10.4 不参加 不参加 85
スコットランド ▼ 494 (2.2) 5 9.8 18 16 79
ニュージーランド ▼ 492 (2.3) 4.5 - 5.5 10.0 17 20 86
チェコ ▼ 486 (2.8) 4 10.3 不参加 6 71
ノルウェー ▼ 473 (2.5) 4 9.8 21 19 76
ウクライナ ▼ 469 (2.9) 4 10.3 不参加 不参加 84
グルジア ▼ 438 (4.2) 4 10.1 不参加 不参加 88
イラン ▼ 402 (4.1) 4 10.2 22 25 84
アルジェリア ▼ 378 (5.2) 4 10.2 不参加 不参加 90
コロンビア ▼ 355 (5.0) 4 10.4 不参加 不参加 90
モロッコ ▼ 341 (4.7) 4 10.6 24 不参加 95
エルサルバドル ▼ 330 (4.1) 4 11.0 不参加 不参加 91
チュニジア ▼ 327 (4.5) 4 10.2 25 不参加 111
クウェート ▼ 316 (3.6) 4 10.2 不参加 26 99
カタール ▼ 296 (1.0) 4 9.7 不参加 不参加 90
イエメン ▼ 224 (6.0) 4 11.2 不参加 不参加 110

　　（注）１　TIMSS平均値はTIMSS1995，2003と今回の調査結果を比較可能なようにするために500点としている。

　　　　　２　（　）内は標準誤差(SE)を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。

1995年の順
位(参考）

国／地域 平均年齢算数問題得点分布 平均得点
調査対象

学年
標準偏差

2003年の順
位(参考）

0 100 200 300 400 500 600 700 800

75％
95％5％ 25％

95% の信頼区間
(±2SE)

算数得点の分布

平均得点がTIMSS平均値よりも統計的に有意に低い国／地域

平均得点がTIMSS平均値よりも統計的に有意に高い国／地域▲

▼
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表 2-4 数学得点の分布 －中学校２年－ 

台湾 ▲ 598 (4.5) 8 14.2 4 3 不参加 106
韓国 ▲ 597 (2.7) 8 14.3 2 2 2 92
シンガポール ▲ 593 (3.8) 8 14.4 1 1 1 93
香港 ▲ 572 (5.8) 8 14.4 3 4 4 94
日本 ▲ 570 (2.4) 8 14.5 5 5 3 85
ハンガリー ▲ 517 (3.5) 8 14.6 9 9 14 85
イングランド ▲ 513 (4.8) 9 14.2 枠外 20 25 84
ロシア ▲ 512 (4.1) 7 または 8 14.6 12 12 15 83
アメリカ ▲ 508 (2.8) 8 14.3 15 19 28 77
リトアニア ▲ 506 (2.3) 8 14.9 16 22 35 80
チェコ 504 (2.4) 8 14.4 不参加 15 6 74

スロベニア 501 (2.1) 7 または 8 13.8 21 11 10 72
TIMSS平均値 500 - 
アルメニア 499 (3.5) 8 14.9 23 不参加 不参加 85
オーストラリア 496 (3.9) 8 13.9 14 13 16 79
スウェーデン ▼ 491 (2.3) 8 14.8 17 不参加 22 70
マルタ ▼ 488 (1.2) 9 14.0 不参加 不参加 不参加 92

スコットランド ▼ 487 (3.7) 9 13.7 18 不参加 29 80
セルビア ▼ 486 (3.3) 8 14.9 24 不参加 不参加 89
イタリア ▼ 480 (3.0) 8 13.9 22 23 データなし 76
マレーシア ▼ 474 (5.0) 8 14.3 10 16 不参加 79
ノルウェー ▼ 469 (2.0) 8 13.8 27 不参加 26 66
キプロス ▼ 465 (1.6) 8 13.8 29 24 36 89
ブルガリア ▼ 464 (5.0) 8 14.9 25 17 11 102
イスラエル ▼ 463 (3.9) 8 14.0 19 28 21 99
ウクライナ ▼ 462 (3.6) 8 14.2 不参加 不参加 不参加 89
ルーマニア ▼ 461 (4.1) 8 15.0 26 25 34 100
ボスニア・ヘルツェゴビナ ▼ 456 (2.7) 8 または 9 14.7 不参加 不参加 不参加 78
レバノン ▼ 449 (4.0) 8 14.4 31 不参加 不参加 75
タイ ▼ 441 (5.0) 8 14.3 不参加 27 20 92
トルコ ▼ 432 (4.8) 8 14.0 不参加 31 不参加 109
ヨルダン ▼ 427 (4.1) 8 14.0 32 32 不参加 102
チュニジア ▼ 420 (2.4) 8 14.5 35 29 不参加 67
グルジア ▼ 410 (5.9) 8 14.2 不参加 不参加 不参加 96
イラン ▼ 403 (4.1) 8 14.2 33 33 38 86
バーレーン ▼ 398 (1.6) 8 14.1 37 不参加 不参加 84
インドネシア ▼ 397 (3.8) 8 14.3 34 34 データなし 87
シリア ▼ 395 (3.8) 8 13.9 データなし 不参加 不参加 82
エジプト ▼ 391 (3.6) 8 14.1 36 不参加 不参加 100
アルジェリア ▼ 387 (2.1) 8 14.5 不参加 不参加 不参加 59
コロンビア ▼ 380 (3.6) 8 14.5 不参加 不参加 40 79
オマーン ▼ 372 (3.4) 8 14.3 不参加 不参加 不参加 95
パレスチナ ▼ 367 (3.5) 8 14.0 38 不参加 不参加 102
ボツワナ ▼ 364 (2.3) 8 14.9 42 不参加 不参加 77
クウェート ▼ 354 (2.3) 8 14.4 不参加 不参加 39 79
エルサルバドル ▼ 340 (2.8) 8 15.0 不参加 不参加 不参加 73
サウジアラビア ▼ 329 (2.9) 8 14.4 43 不参加 不参加 76
ガーナ ▼ 309 (4.4) 8 15.8 44 不参加 不参加 92
カタール ▼ 307 (1.4) 8 13.9 不参加 不参加 不参加 93
モロッコ ▼ 381 (3.0) 8 14.8 40 37 不参加 80

　　（注）１　TIMSS平均値はTIMSS1995，1999，2003と今回の調査結果を比較可能なようにするために500点としている。

　　　　　２　（　）内は標準誤差(SE)を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。

　　      ３　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

　　      ４　「枠外」は学校実施率が国際基準を満たしていなかったため参考データとして表の下に参考として示された国を示す。

平均
年齢

2003年の
順位

(参考）
標準偏差

　　      ５　「データなし」は標本抽出の不備から参加国数に含まれなかった国を示す。
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(参考）
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(参考）
国／地域 数学問題得点分布 平均得点
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学年
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▲
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2.2.2 算数・数学得点の変化 

 TIMSS2007 の目的の１つは，小学校４年について，TIMSS1995 と TIMSS2003 と TIMSS2007 における同

学年の比較を行うことにあった。表 2-5 は，TIMSS2007 と過去 2 回の調査のどちらかに参加した 23 か

国について，算数問題の平均得点の変化を，TIMSS2003，TIMSS1995 との平均得点の差が大きい順に示

したものである。 

 わが国の小学校４年生の算数の平均得点は，TIMSS2003 よりも 4 点，TIMSS1995 よりも 1 点高くなっ

ているが，統計上の誤差を考慮すると，有意差はない。前回よりも平均得点が有意に高くなった国はア

ルメニア，香港など９か国，有意差がない国は 10 か国，有意に低くなった国はハンガリーなど２か国

である。TIMSS1995 よりも平均得点が有意に高くなった国はイングランドなど８か国，有意差がない国

は３か国，有意に低くなった国はチェコなど4か国である。 

また，TIMSS2007 のもう 1 つの目的は，中学校２年について，TIMSS1995，TIMSS1999，TIMSS2003，

TIMSS2007 の４回の調査における同学年の比較を行うことにあった。表 2-6 は，TIMSS2007 と過去３回

の調査のいずれかに参加した 36か国について，数学問題の平均得点の変化を，TIMSS2003，TIMSS1999，

TIMSS1995 との平均得点の差が大きい順に示したものである。 

 

表 2-5 算数得点の変化 －小学校４年－ 

国／地域 
2007 年の   
平均得点 

2003 年の   
平均得点 

1995 年の   
平均得点 

2007 年の平均得点
から2003年の平均
得点を引いた差 

2007 年の平均得点
から1995年の平均
得点を引いた差

アルメニア 500 (4.3) 456 (3.5) -  44 (5.5) ▲ -  

香港 607 (3.6) 575 (3.2) 557 (4.0) 32 (4.8) ▲ 50 (5.4) ▲

スロベニア 502 (1.8) 479 (2.6) 462 (3.1) 23 (3.2) ▲ 40 (3.6) ▲

ノルウェー 473 (2.5) 451 (2.3) 476 (3.0) 22 (3.5) ▲ -3 (4.1)

オーストラリア 516 (3.5) 499 (3.9) 495 (3.4) 17 (5.3) ▲ 22 (4.9) ▲

イラン 402 (4.1) 389 (4.2) 387 (5.0) 13 (5.7) ▲ 15 (6.6) ▲

台湾 576 (1.7) 564 (1.8) -  12 (2.5) ▲ -  

ロシア 544 (4.9) 532 (4.7) -  12 (6.8)  -  

アメリカ 529 (2.4) 518 (2.4) 518 (2.9) 11 (3.4) ▲ 11 (3.8) ▲

イングランド 541 (2.9) 531 (3.7) 484 (3.3) 10 (4.7) ▲ 57 (4.4) ▲

シンガポール 599 (3.7) 594 (5.6) 590 (4.5) 5 (6.7)  9 (5.9)

日本 568 (2.1) 565 (1.6) 567 (1.9) 4 (2.6)  1 (2.8)

ラトビア 537 (2.3) 533 (3.1) 499 (4.6) 4 (3.8)  38 (5.1) ▲

イタリア 507 (3.1) 503 (3.7) -  4 (4.8)  -  

スコットランド 494 (2.2) 490 (3.3) 493 (4.2) 4 (3.9)  1 (4.7)

ニュージーランド 492 (2.3) 496 (2.1) 469 (4.4) -3 (3.2)  23 (5.0) ▲

リトアニア 530 (2.4) 534 (2.8) -  -4 (3.7)  -  

オランダ 535 (2.1) 540 (2.1) 549 (3.0) -5 (3.0)  -14 (3.7) ▼

モロッコ 341 (4.7) 347 (5.1) -  -6 (6.7)  -  

チュニジア 326 (4.5) 339 (4.7) -  -13 (6.5) ▼ -  

ハンガリー 510 (3.5) 529 (3.1) 521 (3.6) -19 (4.8) ▼ -12 (5.1) ▼

オーストリア 505 (2.0) -  531 (2.9) -   -25 (3.5) ▼

チェコ 486 (2.8) -  541 (3.1) -   -54 (4.0) ▼
      
 ▲ 2007 年の方が 2003 年（または 1995 年）よりも統計的に有意に高い国／地域 

 ▼ 2007 年の方が 2003 年（または 1995 年）よりも統計的に有意に低い国／地域 
      

（注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。平均得点及び差は整数値に丸めた値であり， 

     表中のそれぞれの得点差とは必ずしも一致しない。     

   ２ 「－」は不参加を示す。         
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表 2-6 数学得点の変化 －中学校２年－ 

国／地域 
2007 年の
平均得点

2003 年の 
平均得点 

1999 年の
平均得点

1995 年の
平均得点

2007 年の平均
得点から 2003
年の平均得点
を引いた差 

2007 年の平均
得点から 1999
年の平均得点
を引いた差 

2007 年の平均
得点から 1995
年の平均得点
を引いた差

ガーナ 309 (4.4) 276 (4.7) -   -   34 (6.2) ▲ -    -   

アルメニア 499 (3.5) 478 (3.0) -  -   21 (4.6) ▲ -   -  

レバノン 449 (4.0) 433 (3.1) -  -   16 (4.9) ▲ -   -  

イングランド 513 (4.8) 498 (4.7) 496 (4.1) 498 (3.0) 15 (6.7) ▲ 17 (6.4) ▲ 16 (5.6) ▲

台湾 598 (4.5) 585 (4.6) 585 (4.0) -   13 (6.4) ▲ 13 (5.9) ▲ -   

チュニジア 420 (2.4) 410 (2.2) 448 (2.4) -   10 (3.2) ▲ -28 (3.5) ▼ -   

セルビア 486 (3.3) 477 (2.6) -  -   9 (4.1) ▲ -   -  

スロベニア 501 (2.1) 493 (2.2) -  494 (2.9) 9 (3.0) ▲ -   7 (3.6)

韓国 597 (2.7) 589 (2.2) 587 (2.0) 581 (2.0) 8 (3.1) ▲ 10 (3.4) ▲ 17 (3.4) ▲

ノルウェー 469 (2.0) 461 (2.5) - - 498 (2.2) 8 (3.2) ▲ -    -29 (2.9) ▼

キプロス 465 (1.6) 459 (1.7) 476 (1.8) 468 (2.2) 6 (2.3) ▲ -11 (2.4) ▼ -2 (2.9)

リトアニア 506 (2.3) 502 (2.5) 482 (4.3) 472 (4.1) 4 (3.4) 24 (4.9) ▲ 34 (4.7) ▲

アメリカ 508 (2.8) 504 (3.3) 502 (4.0) 492 (4.7) 4 (4.4) 7 (4.8)  16 (5.5) ▲

ロシア 512 (4.1) 508 (3.7) 526 (5.9) 524 (5.3) 4 (5.5) -14 (7.2) ▼ -12 (6.7)

ヨルダン 427 (4.1) 424 (4.1) 428 (3.6) -   3 (5.8) -1 (5.4)  -  

日本 570 (2.4) 570 (2.1) 579 (1.7) 581 (1.6) 0 (3.1) -9 (2.9) ▼ -11 (2.8) ▼

ボツワナ 364 (2.3) 366 (2.6) -  -   -3 (3.3) -   -  

バーレーン 398 (1.6) 401 (1.7) -  -   -3 (2.2) -   -  

イタリア 480 (3.0) 484 (3.2) 479 (3.8) -   -4 (4.3) 0 (4.8)  -  

インドネシア 405 (4.6) 411 (4.8) 403 (4.9) -   -5 (6.6) 2 (6.4)  -   

スウェーデン 491 (2.3) 499 (2.6) -  540 (4.3) -8 (3.4) ▼ -   -48 (4.8) ▼

イラン 403 (4.1) 411 (2.4) 422 (3.4) 418 (3.9) -8 (4.8) -19 (5.1) ▼ -15 (5.6) ▼

オーストラリア 496 (3.9) 505 (4.6) -  509 (3.7) -8 (6.1) -   -13 (5.4) ▼

スコットランド 487 (3.7) 498 (3.7) -  493 (5.7) -10 (5.2) ▼ -   -6 (6.8)

ハンガリー 517 (3.5) 529 (3.2) 532 (3.7) 527 (3.2) -12 (4.7) ▼ -15 (5.0) ▼ -10 (4.7) ▼

ブルガリア 464 (5.0) 476 (4.3) 511 (5.8) 527 (5.8) -13 (6.5) -47 (7.7) ▼ -63 (7.6) ▼

シンガポール 593 (3.8) 605 (3.6) 604 (6.3) 609 (4.0) -13 (5.2) ▼ -12 (7.2)  -16 (5.6) ▼

香港 572 (5.8) 586 (3.3) 582 (4.3) 569 (6.1) -14 (6.6) ▼ -10 (7.2)  4 (8.4) X

ルーマニア 461 (4.1) 475 (4.8) 472 (5.8) 474 (4.6) -14 (6.4) ▼ -11 (7.2)  -12 (6.2) ▼

エジプト 391 (3.6) 406 (3.5) -   -   -16 (4.9) ▼ -    -   

パレスチナ 367 (3.5) 390 (3.1) -  -   -23 (4.6) ▼ -   -  

イスラエル 463 (3.9) 496 (3.4) 466 (3.9) -   -32 (5.2) ▼ -3 (5.6)  -  

マレーシア 474 (5.0) 508 (4.1) 519 (4.4) -   -34 (6.5) ▼ -45 (6.7) ▼ -  

チェコ 504 (2.4) -   520 (4.2) 546 (4.5) -  -16 (4.8) ▼ -42 (5.1) ▼

タイ 441 (5.0) -   467 (5.1) -   -  -26 (7.1) ▼ -  

コロンビア 380 (3.6) -   -   332 (5.6) -   -    47 (6.7) ▲
        
 ▲ 2007 年の方が 2003 年（または 1999 年，1995 年）よりも統計的に有意に高い国／地域 

 ▼ 2007 年の方が 2003 年（または 1999 年，1995 年）よりも統計的に有意に低い国／地域         

（注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。平均得点及び差は整数値に丸めた値であり，  

      表中のそれぞれの得点差とは必ずしも一致しない。        

   ２ 「－」は不参加を示す。             

 

わが国の中学校２年生の数学の得点は 570点で，TIMSS2003 と同じであるが，TIMSS1999 よりも９点，

TIMSS1995 よりも 11点，いずれも有意に低くなっている。 

TIMSS2003 よりも平均得点が有意に高くなった国はガーナなど 11 か国，有意差がない国は 12 か国，

有意に低くなった国はマレーシアなど 10 か国である。TIMSS1999 よりも平均得点が有意に高くなった
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国はリトアニアなど４か国，有意差がない国は８か国，有意に低くなった国はブルガリアなど 10 か国

である。TIMSS1995 よりも平均得点が有意に高くなった国はコロンビアなど５か国，有意差がない国は

５か国，有意に低くなった国はブルガリアなど 10か国である。 

また，TIMSS2007 の目的には，第４学年（小学校４年生）の調査に参加した学年を４年後の第８学年

（中学校２年生）で調査することにより，その間の変化を調べることがあった。 

2003 年（平成 15年）の調査に参加した第４学年（小学校４年生）と４年後の 2007 年（平成 19年）

の第８学年（中学校２年生）の得点を比べると，シンガポール，香港，韓国，日本，台湾，リトアニア，

ロシア，イングランド，ハンガリー，アメリカの 10 か国は 2003 年の小学校 4 年，2007 年の中学校 2

年でともに TIMSS 平均値より有意に高い。オーストラリアは両年度において TIMSS 平均値と有意差がな

く，スコットランド，ノルウエー，イラン，チュニジアは両年度において TIMSS 平均値より有意に低く，

スロベニアとアルメニアは2003年の小学校4年はTIMSS平均値より有意に低かったが2007年の中学校

2 年では TIMSS 平均値と有意差がなく，イタリアは 2003 年の小学校 4 年は TIMSS 平均値と有意差はな

いが 2007 年の中学校 2年は TIMSS 平均値より有意に低い。 

 

2.2.3 算数・数学の内容領域・認知的領域別の平均得点 

表 2-7 は，36 か国の小学校４年の算数問題の内容領域別および認知的領域別の平均得点（推定値。

以下同じ。）を，各領域別に得点が高い順に示したものである。なお，算数問題全体の得点と同様に，

内容領域・認知的領域別得点についても，平均 500点，標準偏差 100点とする分布モデルの推定値とし

て算出してある。 

 わが国の小学校４年生の算数問題の得点を内容領域別に見ると，「数」が 561点，「図形と測定」が

566点，「資料の表現」が 578点であり，いずれの内容領域においても得点は高い。「資料の表現」が

比較的高い。認知的領域別に見ると，「知ること」が 565点，「応用すること」が 566点，「推論を行

うこと」が 563点であり，いずれの認知的領域においても得点は他国と比較して高い。 

表 2-8 は，49 か国の中学校２年の数学問題の内容領域別および認知的領域別の平均得点（推定値。

以下同じ。）を，各領域別に得点が高い順に示したものである。 

わが国の中学校２年生の数学問題の得点を内容領域別に見ると，「数」が 551点，「代数」が 559 点，

「図形」が 573 点，「資料と確からしさ」が 573 点であり，いずれの内容領域においても得点は高い。

「図形」と「資料と確からしさ」が比較的高い。認知的領域別に見ると，「知ること」が 560点，「応

用すること」が 565点，「推論を行うこと」が 568点であり，いずれの認知的領域においても得点は他

国と比較して高い。 
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表 2-7 内容領域・認知的領域別平均得点 －小学校４年－ 
内容領域別平均得点 

国／地域 数 国／地域 図形と測定 国／地域 資料の表現 
シンガポール 611 (4.3) ▲ 香港 599 (3.1) ▲ 香港 585 (2.7) ▲
香港 606 (3.8) ▲ シンガポール 570 (3.6) ▲ シンガポール 583 (3.2) ▲
台湾 581 (1.9) ▲ 日本 566 (2.2) ▲ 日本 578 (2.8) ▲
日本 561 (2.2) ▲ 台湾 556 (2.2) ▲ 台湾 567 (2.0) ▲
カザフスタン 556 (6.6) ▲ イングランド 548 (2.7) ▲ イングランド 547 (2.5) ▲
ロシア 546 (4.4) ▲ デンマーク 544 (2.6) ▲ オランダ 543 (2.3) ▲
ラトビア 536 (2.1) ▲ カザフスタン 542 (7.4) ▲ アメリカ 543 (2.4) ▲
オランダ 535 (2.2) ▲ ロシア 538 (5.1) ▲ ラトビア 536 (3.0) ▲
リトアニア 533 (2.3) ▲ オーストラリア 536 (3.1) ▲ オーストラリア 534 (3.1) ▲
イングランド 531 (3.2) ▲ ラトビア 532 (2.6) ▲ ドイツ 534 (3.1) ▲
アメリカ 524 (2.7) ▲ ドイツ 528 (2.0) ▲ リトアニア 530 (2.9) ▲
アルメニア 522 (4.0) ▲ オランダ 522 (2.3) ▲ ロシア 530 (4.9) ▲
ドイツ 521 (2.2) ▲ スロベニア 522 (1.8) ▲ デンマーク 529 (3.4) ▲
ハンガリー 510 (3.7) ▲ アメリカ 522 (2.5) ▲ スウェーデン 529 (2.7) ▲
デンマーク 509 (2.9) ▲ リトアニア 518 (2.4) ▲ カザフスタン 522 (5.8) ▲
イタリア 505 (3.2)   ハンガリー 510 (3.3) ▲ スロベニア 518 (2.5) ▲
オーストリア 502 (2.2)   オーストリア 509 (2.4) ▲ スコットランド 516 (2.2) ▲
オーストラリア 496 (3.7)   イタリア 509 (3.0) ▲ ニュージーランド 513 (2.6) ▲
スロバキア 495 (3.9)   スウェーデン 508 (2.3) ▲ オーストリア 508 (2.6) ▲
スウェーデン 490 (2.5) ▼ スコットランド 503 (2.6)  イタリア 506 (3.4)  
スロベニア 485 (1.9) ▼ ニュージーランド 502 (2.3)  ハンガリー 504 (3.5)  
チェコ 482 (2.8) ▼ スロバキア 499 (4.3)  チェコ 493 (3.3) ▼
スコットランド 481 (2.6) ▼ チェコ 494 (2.8) ▼ スロバキア 492 (4.2)  
ウクライナ 480 (2.9) ▼ ノルウェー 490 (3.0) ▼ ノルウェー 487 (2.6) ▼
ニュージーランド 478 (2.7) ▼ アルメニア 483 (4.7) ▼ ウクライナ 462 (3.2) ▼
グルジア 464 (3.8) ▼ ウクライナ 457 (2.8) ▼ アルメニア 458 (4.3) ▼
ノルウェー 461 (2.8) ▼ イラン 429 (3.3) ▼ グルジア 414 (4.6) ▼
イラン 398 (3.6) ▼ グルジア 415 (4.8) ▼ イラン 400 (4.0) ▼
アルジェリア 391 (5.0) ▼ アルジェリア 383 (4.5) ▼ エルサルバドル 367 (3.5) ▼
コロンビア 360 (4.3) ▼ モロッコ 365 (4.3) ▼ コロンビア 363 (5.9) ▼
モロッコ 353 (4.7) ▼ コロンビア 361 (4.8) ▼ アルジェリア 361 (5.2) ▼
チュニジア 352 (4.5) ▼ チュニジア 334 (4.5) ▼ カタール 326 (1.6) ▼
クウェート 321 (3.5) ▼ エルサルバドル 333 (4.3) ▼ クウェート 318 (4.7) ▼
エルサルバドル 317 (3.9) ▼ クウェート 316 (3.6) ▼ モロッコ 316 (6.1) ▼
カタール 292 (1.2) ▼ カタール 296 (1.4) ▼ チュニジア 307 (4.8) ▼
イエメン ‐    イエメン ‐   イエメン ‐   
TIMSS 平均値 500     TIMSS 平均値 500    TIMSS 平均値 500    
            

認知的領域別平均得点 
国／地域 知る 国／地域 応用 国／地域 推論 

シンガポール 620 (4.0) ▲ 香港 599 (3.4) ▲ 香港 589 (3.5) ▲
香港 617 (3.5) ▲ シンガポール 590 (3.7) ▲ シンガポール 578 (3.8) ▲
台湾 584 (1.7) ▲ 台湾 569 (1.7) ▲ 台湾 566 (1.9) ▲
日本 565 (2.1) ▲ 日本 566 (2.0) ▲ 日本 563 (2.1) ▲
カザフスタン 559 (7.3) ▲ カザフスタン 547 (7.2) ▲ ロシア 540 (4.8) ▲
イングランド 544 (3.6) ▲ ロシア 547 (4.8) ▲ カザフスタン 539 (6.1) ▲
アメリカ 541 (2.6) ▲ イングランド 540 (3.1) ▲ イングランド 537 (3.1) ▲
ロシア 538 (4.5) ▲ ラトビア 540 (2.5) ▲ ラトビア 537 (2.5) ▲
ラトビア 530 (2.2) ▲ オランダ 540 (2.0) ▲ オランダ 534 (2.4) ▲
オランダ 525 (2.2) ▲ リトアニア 539 (2.4) ▲ ドイツ 528 (2.5) ▲
リトアニア 520 (2.8) ▲ ドイツ 531 (2.2) ▲ リトアニア 526 (2.5) ▲
アルメニア 518 (4.8) ▲ デンマーク 528 (2.5) ▲ デンマーク 524 (2.1) ▲
ドイツ 514 (2.0) ▲ アメリカ 524 (2.6) ▲ アメリカ 523 (2.2) ▲
イタリア 514 (3.2) ▲ オーストラリア 523 (3.5) ▲ スウェーデン 519 (2.5) ▲
デンマーク 513 (2.7) ▲ スウェーデン 508 (2.2) ▲ オーストラリア 516 (3.4) ▲
ハンガリー 511 (3.4) ▲ オーストリア 507 (1.8) ▲ ハンガリー 509 (3.8) ▲
オーストラリア 509 (4.2) ▲ ハンガリー 507 (3.5) ▲ イタリア 509 (3.1) ▲
オーストリア 505 (2.0) ▲ スロベニア 504 (1.9) ▲ オーストリア 506 (2.1) ▲
スロベニア 497 (1.8)   イタリア 501 (2.9)  スロベニア 505 (2.1) ▲
スロバキア 492 (3.9) ▼ スコットランド 500 (2.4)  ニュージーランド 503 (2.8)  
スコットランド 489 (2.6) ▼ スロバキア 498 (4.0)  スロバキア 499 (4.0)  
ニュージーランド 482 (2.5) ▼ チェコ 496 (2.7)  スコットランド 497 (2.2)  
スウェーデン 482 (2.5) ▼ ニュージーランド 495 (2.3) ▼ チェコ 493 (3.4) ▼
チェコ 473 (2.4) ▼ アルメニア 493 (4.1)  アルメニア 489 (4.7) ▼
ウクライナ 472 (3.0) ▼ ノルウェー 479 (2.8) ▼ ノルウェー 489 (2.7) ▼
ノルウェー 461 (2.9) ▼ ウクライナ 466 (3.1) ▼ ウクライナ 474 (3.2) ▼
グルジア 450 (4.0) ▼ グルジア 433 (4.5) ▼ グルジア 437 (4.2) ▼
イラン 410 (3.6) ▼ イラン 405 (3.7) ▼ イラン 410 (3.8) ▼
アルジェリア 384 (5.4) ▼ アルジェリア 376 (5.2) ▼ アルジェリア 387 (4.7) ▼
コロンビア 360 (5.2) ▼ コロンビア 357 (5.1) ▼ コロンビア 372 (4.9) ▼
モロッコ 354 (4.8) ▼ モロッコ 346 (4.7) ▼ エルサルバドル 356 (4.0) ▼
チュニジア 343 (4.9) ▼ エルサルバドル 339 (3.7) ▼ クウェート ‐   
クウェート 326 (4.6) ▼ チュニジア 329 (4.8) ▼ モロッコ ‐   
エルサルバドル 312 (4.1) ▼ クウェート 305 (4.1) ▼ カタール ‐   
カタール 293 (1.3) ▼ カタール 296 (1.2) ▼ チュニジア ‐    
イエメン ‐     イエメン ‐     イエメン ‐    
TIMSS 平均値 500     TIMSS 平均値 500    TIMSS 平均値 500    
     
 ▲ 平均得点がTIMSS平均値よりも統計的に有意に高い国／地域    
 ▼ 平均得点がTIMSS平均値よりも統計的に有意に低い国／地域    
     
（注）１ TIMSS平均値は内容領域・認知的領域のそれぞれについて500点としている。 

   ２ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。 

   ３ 「-」は平均得点の正確な推定が困難であることを示す。   
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表 2-8 内容領域・認知的領域別平均得点 －中学校２年－ 

内容領域別平均得点 

国／地域 数 国／地域 代数 国／地域 図形 国／地域 
資料と確か 

らしさ 

シンガポール 597 (3.5) ▲ 台湾 617 (5.4) ▲ 台湾 592 (4.6) ▲ 韓国 580 (2.0) ▲

韓国 583 (2.4) ▲ 韓国 596 (3.0) ▲ 韓国 587 (2.3) ▲ シンガポール 574 (3.9) ▲

台湾 577 (4.2) ▲ シンガポール 579 (3.7) ▲ シンガポール 578 (3.4) ▲ 日本 573 (2.2) ▲

香港 567 (5.6) ▲ 香港 565 (5.6) ▲ 日本 573 (2.2) ▲ 台湾 566 (3.6) ▲

日本 551 (2.3) ▲ 日本 559 (2.5) ▲ 香港 570 (5.5) ▲ 香港 549 (4.7) ▲

ハンガリー 517 (3.6) ▲ アルメニア 532 (2.5) ▲ イングランド 510 (4.4) ▲ イングランド 547 (5.0) ▲

チェコ 511 (2.5) ▲ ロシア 518 (4.5) ▲ ロシア 510 (4.1) ▲ アメリカ 531 (2.8) ▲

イングランド 510 (5.0)  ハンガリー 503 (3.6)  ハンガリー 508 (3.6) ▲ スウェーデン 526 (3.0) ▲

アメリカ 510 (2.7) ▲ アメリカ 501 (2.7)  リトアニア 507 (2.6) ▲ オーストラリア 525 (3.2) ▲

ロシア 507 (3.8)  セルビア 500 (3.2)  スロベニア 499 (2.4)   ハンガリー 524 (3.3) ▲

スウェーデン 507 (1.8) ▲ イングランド 492 (4.6)  チェコ 498 (2.7)   リトアニア 523 (2.3) ▲

リトアニア 506 (2.7) ▲ スロベニア 488 (2.4) ▼ マルタ 495 (1.1) ▼ スコットランド 517 (3.5) ▲

オーストラリア 503 (3.7)  チェコ 484 (2.4) ▼ アルメニア 493 (4.1)   チェコ 512 (2.8) ▲

スロベニア 502 (2.3)  リトアニア 483 (2.7) ▼ イタリア 490 (3.1) ▼ スロベニア 511 (2.3) ▲

マルタ 496 (1.3) ▼ ルーマニア 478 (4.6) ▼ オーストラリア 487 (3.6) ▼ ノルウェー 505 (2.5) ▲

アルメニア 492 (3.1) ▼ ブルガリア 476 (5.1) ▼ セルビア 486 (3.6) ▼ イタリア 491 (3.1) ▼

マレーシア 491 (5.1)  ボスニア・ヘルツェゴビナ 475 (3.2) ▼ スコットランド 485 (3.9) ▼ マルタ 487 (1.4) ▼

スコットランド 489 (3.7) ▼ マルタ 473 (1.4) ▼ アメリカ 480 (2.5) ▼ ロシア 487 (3.8) ▼

ノルウェー 488 (2.0) ▼ オーストラリア 471 (3.7) ▼ マレーシア 477 (5.6) ▼ マレーシア 469 (4.1) ▼

イタリア 478 (2.8) ▼ イスラエル 470 (3.9) ▼ スウェーデン 472 (2.5) ▼ イスラエル 465 (4.4) ▼

セルビア 478 (2.9) ▼ キプロス 468 (2.0) ▼ ブルガリア 468 (5.0) ▼ キプロス 464 (1.6) ▼

イスラエル 469 (3.2) ▼ スコットランド 467 (3.7) ▼ ウクライナ 467 (3.6) ▼ セルビア 458 (3.0) ▼

キプロス 464 (1.6) ▼ レバノン 465 (3.2) ▼ ルーマニア 466 (4.0) ▼ ウクライナ 458 (3.5) ▼

ウクライナ 460 (3.7) ▼ ウクライナ 464 (3.9) ▼ レバノン 462 (4.0) ▼ タイ 453 (4.1) ▼

ブルガリア 458 (4.7) ▼ イタリア 460 (3.2) ▼ ノルウェー 459 (2.3) ▼ トルコ 445 (4.4) ▼

ルーマニア 457 (3.5) ▼ スウェーデン 456 (2.4) ▼ キプロス 458 (2.7) ▼ ブルガリア 440 (4.7) ▼

レバノン 454 (3.4) ▼ マレーシア 454 (4.3) ▼ ボスニア・ヘルツェゴビナ 451 (3.5) ▼ ボスニア・ヘルツェゴビナ 437 (2.3) ▼

ボスニア・ヘルツェゴビナ 451 (3.0) ▼ ヨルダン 448 (4.1) ▼ タイ 442 (5.3) ▼ ルーマニア 429 (3.7) ▼

タイ 444 (4.8) ▼ トルコ 440 (5.1) ▼ チュニジア 437 (2.6) ▼ アルメニア 427 (3.9) ▼

トルコ 429 (4.0) ▼ タイ 433 (5.0) ▼ イスラエル 436 (4.3) ▼ ヨルダン 425 (3.8) ▼

チュニジア 425 (2.6) ▼ ノルウェー 425 (2.8) ▼ ヨルダン 436 (3.9) ▼ バーレーン 418 (2.1) ▼

グルジア 421 (5.6) ▼ チュニジア 423 (2.6) ▼ アルジェリア 432 (2.1) ▼ イラン 415 (3.5) ▼

ヨルダン 416 (4.3) ▼ グルジア 421 (6.6) ▼ イラン 423 (4.4) ▼ チュニジア 411 (2.3) ▼

アルジェリア 403 (1.7) ▼ エジプト 409 (3.3) ▼ シリア 417 (3.4) ▼ レバノン 407 (4.4) ▼

インドネシア 399 (3.7) ▼ イラン 408 (3.9) ▼ バーレーン 412 (2.1) ▼ コロンビア 405 (3.8) ▼

イラン 395 (3.9) ▼ シリア 406 (3.7) ▼ トルコ 411 (5.1) ▼ インドネシア 402 (3.6) ▼

エジプト 393 (3.1) ▼ インドネシア 405 (3.5) ▼ グルジア 409 (6.7) ▼ オマーン 389 (3.0) ▼

シリア 393 (3.4) ▼ バーレーン 403 (1.8) ▼ エジプト 406 (3.4) ▼ シリア 387 (2.7) ▼

バーレーン 388 (2.0) ▼ ボツワナ 394 (2.2) ▼ インドネシア 395 (4.5) ▼ ボツワナ 384 (2.6) ▼

コロンビア 369 (3.5) ▼ オマーン 391 (3.2) ▼ パレスチナ 388 (3.8) ▼ エジプト 384 (3.1) ▼

ボツワナ 366 (2.9) ▼ コロンビア 390 (3.1) ▼ オマーン 387 (3.0) ▼ グルジア 373 (4.3) ▼

パレスチナ 366 (3.2) ▼ パレスチナ 382 (3.4) ▼ クウェート 385 (2.8) ▼ アルジェリア 371 (1.7) ▼

オマーン 363 (2.7) ▼ ガーナ 358 (3.6) ▼ コロンビア 371 (3.3) ▼ パレスチナ 371 (2.9) ▼

エルサルバドル 355 (3.0) ▼ クウェート 354 (3.0) ▼ サウジアラビア 359 (2.6) ▼ クウェート 366 (3.5) ▼

クウェート 347 (3.1) ▼ アルジェリア 349 (2.4) ▼ ボツワナ 325 (3.2) ▼ エルサルバドル 362 (3.0) ▼

カタール 334 (1.6) ▼ サウジアラビア 344 (2.8) ▼ エルサルバドル 318 (3.7) ▼ サウジアラビア 348 (2.2) ▼

ガーナ 310 (3.9) ▼ エルサルバドル 331 (3.7) ▼ カタール 301 (1.8) ▼ ガーナ 321 (3.6) ▼

サウジアラビア 309 (3.3) ▼ カタール 312 (1.5) ▼ ガーナ 275 (4.9) ▼ カタール 305 (1.6) ▼

モロッコ 389 (3.4) ▼ モロッコ 362 (4.0) ▼ モロッコ 396 (3.6) ▼ モロッコ 371 (3.4) ▼

TIMSS 平均値 500    TIMSS 平均値 500    TIMSS 平均値 500     TIMSS 平均値 500    
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表 2-8 内容領域・認知的領域別平均得点（続き） －中学校２年－ 

認知的領域別平均得点 

国／地域 知る 国／地域 応用 国／地域 推論 

韓国 596 (2.5) ▲ 韓国 595 (2.8) ▲ 台湾 591 (4.1) ▲ 

台湾 594 (4.5) ▲ シンガポール 593 (3.6) ▲ 韓国 579 (2.3) ▲ 

シンガポール 581 (3.4) ▲ 台湾 592 (4.2) ▲ シンガポール 579 (4.1) ▲ 

香港 574 (5.4) ▲ 香港 569 (5.9) ▲ 日本 568 (2.4) ▲ 

日本 560 (2.2) ▲ 日本 565 (2.2) ▲ 香港 557 (5.6) ▲ 

ロシア 521 (3.9) ▲ イングランド 514 (4.9) ▲ イングランド 518 (4.3) ▲ 

ハンガリー 518 (3.3) ▲ ハンガリー 513 (3.1) ▲ ハンガリー 513 (3.2) ▲ 

アメリカ 514 (2.6) ▲ リトアニア 511 (2.4) ▲ アメリカ 505 (2.4) ▲ 

リトアニア 508 (2.5) ▲ ロシア 510 (3.7) ▲ オーストラリア 502 (3.3)   

アルメニア 507 (3.1) ▲ チェコ 504 (2.7)  チェコ 500 (2.6)   

イングランド 503 (4.0)  スロベニア 503 (2.0)  ロシア 497 (3.6)   

チェコ 502 (2.5)  アメリカ 503 (2.9)  スロベニア 496 (2.5)   

セルビア 500 (3.2)  オーストラリア 500 (3.4)  スコットランド 495 (3.3)   

スロベニア 500 (2.2)  スウェーデン 497 (2.0)  スウェーデン 490 (2.6) ▼ 

マルタ 490 (1.6) ▼ アルメニア 493 (3.8)  アルメニア 489 (3.8) ▼ 

オーストラリア 487 (3.3) ▼ マルタ 492 (1.0) ▼ リトアニア 486 (2.5) ▼ 

スコットランド 481 (3.3) ▼ スコットランド 489 (3.7) ▼ イタリア 483 (2.8) ▼ 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 478 (2.9) ▼ イタリア 483 (2.9) ▼ マルタ 475 (1.3) ▼ 

スウェーデン 478 (2.0) ▼ マレーシア 478 (4.9) ▼ ノルウェー 475 (2.3) ▼ 

ブルガリア 477 (4.7) ▼ セルビア 478 (3.3) ▼ セルビア 474 (3.3) ▼ 

マレーシア 477 (4.8) ▼ ノルウェー 477 (2.2) ▼ マレーシア 468 (3.8) ▼ 

イタリア 476 (3.0) ▼ キプロス 465 (1.8) ▼ イスラエル 462 (4.1) ▼ 

イスラエル 473 (3.7) ▼ ウクライナ 464 (3.5) ▼ キプロス 461 (2.1) ▼ 

ウクライナ 471 (3.5) ▼ ルーマニア 462 (4.0) ▼ タイ 456 (4.4) ▼ 

ルーマニア 470 (4.2) ▼ ブルガリア 458 (4.8) ▼ ブルガリア 455 (4.7) ▼ 

キプロス 468 (1.6) ▼ イスラエル 456 (4.1) ▼ ボスニア・ヘルツェゴビナ 452 (2.9) ▼ 

レバノン 464 (3.9) ▼ レバノン 448 (4.6) ▼ ルーマニア 449 (4.6) ▼ 

ノルウェー 458 (1.8) ▼ タイ 446 (4.7) ▼ ウクライナ 445 (3.8) ▼ 

トルコ 439 (4.8) ▼ ボスニア・ヘルツェゴビナ 440 (2.6) ▼ トルコ 441 (4.2) ▼ 

タイ 436 (4.8) ▼ トルコ 425 (4.5) ▼ ヨルダン 440 (3.6) ▼ 

ヨルダン 432 (4.2) ▼ チュニジア 423 (2.4) ▼ レバノン 429 (4.0) ▼ 

グルジア 427 (5.8) ▼ ヨルダン 422 (4.1) ▼ イラン 427 (3.5) ▼ 

チュニジア 421 (2.6) ▼ アルジェリア 412 (2.0) ▼ チュニジア 425 (2.3) ▼ 

イラン 403 (4.1) ▼ バーレーン 403 (1.9) ▼ コロンビア 416 (3.3) ▼ 

インドネシア 397 (4.0) ▼ イラン 402 (4.2) ▼ バーレーン 413 (2.1) ▼ 

バーレーン 395 (1.7) ▼ グルジア 401 (5.5) ▼ インドネシア 405 (3.3) ▼ 

シリア 393 (4.2) ▼ シリア 401 (3.4) ▼ オマーン 397 (3.3) ▼ 

エジプト 392 (3.6) ▼ インドネシア 398 (3.7) ▼ エジプト 396 (3.4) ▼ 

ボツワナ 376 (2.1) ▼ エジプト 393 (3.6) ▼ シリア 396 (3.4) ▼ 

オマーン 372 (3.5) ▼ コロンビア 384 (3.7) ▼ グルジア 389 (5.8) ▼ 

アルジェリア 371 (1.9) ▼ パレスチナ 371 (3.4) ▼ パレスチナ 381 (3.5) ▼ 

パレスチナ 365 (3.8) ▼ オマーン 368 (3.0) ▼ アルジェリア -    

コロンビア 364 (3.4) ▼ クウェート 361 (2.7) ▼ ボツワナ -    

クウェート 347 (3.1) ▼ ボツワナ 351 (2.6) ▼ エルサルバドル -    

エルサルバドル 336 (3.1) ▼ エルサルバドル 347 (3.3) ▼ ガーナ -    

ガーナ 313 (4.6) ▼ サウジアラビア 335 (2.3) ▼ クウェート -     

サウジアラビア 308 (2.6) ▼ カタール 305 (1.4) ▼ カタール -    

カタール 307 (1.4) ▼ ガーナ 297 (4.2) ▼ サウジアラビア -     

モロッコ 365 (4.4) ▼ モロッコ 389 (3.3) ▼ モロッコ 383 (3.5) ▼ 

TIMSS 平均値 500    TIMSS 平均値 500    TIMSS 平均値 500     
    

 ▲ 平均得点がTIMSS平均値よりも統計的に有意に高い国／地域   

 ▼ 平均得点がTIMSS平均値よりも統計的に有意に低い国／地域   

（注）１ TIMSS平均値は内容領域・認知的領域のそれぞれについて500点としている。 

２ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。平均得点は小数点以下を四捨五入した整数値で示す。 

３ モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。 

４ 「-」は平均得点の正確な推定が困難であることを示す。 
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2.2.4 算数・数学得点が一定の水準に達した児童・生徒の割合 

 表 2-9 および表 2-10 は，すべての参加国の小学校４年および中学校２年の得点分布について，625

点，550点，475点，400点という 75点きざみの４つの水準を設定し，参加各国ごとにその水準に達し

た児童・生徒の割合を表したものである。グラフの印は，左から 625点以上，550点以上，475点以上，

400点以上を示している。 

なおこれらの水準に達した児童・生徒はどんな算数・数学の力があるのかについては，2.3節におい

て当該水準の問題例を示すことにより詳細に述べることとする。 

 表 2-9 より，小学校４年については，625点に達した割合は，わが国は23％で，シンガポールの 41％，

香港の 40％，台湾の 24％に次いで４番目に高い。400 点に達した割合は，わが国は 98％で極めて高い

水準にある。  

 表 2-10 より，中学校２年については，625点に達した割合は，わが国は 26％で，台湾の 45％，韓国

の 40％，シンガポールの 40％，香港の 31％に次いで５番目に高い。６番目に高いハンガリーは 10％で

あり，わが国より 16ポイント低い。400点に達した割合は，わが国は 97％で極めて高い水準にある。 

 

表 2-9 算数得点が一定の水準に達した児童の割合 －小学校４年－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一定の水準に達した児童の割合

シンガポール 41 (2.1) 74 (1.7) 92 (0.9) 98 (0.3)
香港 40 (2.2) 81 (1.6) 97 (0.5) 100 (0.1)
台湾 24 (1.2) 66 (1.2) 92 (0.5) 99 (0.2)
日本 23 (1.2) 61 (1.2) 89 (0.8) 98 (0.4)
カザフスタン 19 (2.1) 52 (3.5) 81 (2.9) 95 (1.5)
イングランド 16 (1.2) 48 (1.4) 79 (1.2) 94 (0.7)
ロシア 16 (1.8) 48 (2.3) 81 (1.7) 95 (0.7)
ラトビア 11 (0.8) 44 (1.5) 81 (1.2) 97 (0.5)
アメリカ 10 (0.8) 40 (1.3) 77 (1.2) 95 (0.5)
リトアニア 10 (0.7) 42 (1.4) 77 (1.4) 94 (0.7)
ハンガリー 9 (0.8) 35 (1.4) 67 (1.7) 88 (1.2)
オーストラリア 9 (0.8) 35 (1.9) 71 (1.7) 91 (1.0)
アルメニア 8 (1.5) 28 (1.8) 60 (1.8) 87 (1.2)
デンマーク 7 (0.7) 36 (1.5) 76 (1.2) 95 (0.8)
オランダ 7 (0.7) 42 (1.6) 84 (1.3) 98 (0.4)
ドイツ 6 (0.5) 37 (1.3) 78 (1.2) 96 (0.5)
イタリア 6 (0.7) 29 (1.6) 67 (1.6) 91 (1.0)
ニュージーランド 5 (0.5) 26 (1.0) 61 (1.1) 85 (1.0)
スロバキア 5 (0.7) 26 (1.4) 63 (1.8) 88 (1.5)
スコットランド 4 (0.5) 25 (1.1) 62 (1.4) 88 (0.9)
スロベニア 3 (0.4) 25 (1.1) 67 (0.9) 92 (0.6)
オーストリア 3 (0.3) 26 (1.0) 69 (1.4) 93 (0.8)
スウェーデン 3 (0.3) 24 (1.4) 68 (1.4) 93 (0.7)
ウクライナ 2 (0.5) 17 (1.1) 50 (1.5) 79 (1.2)
チェコ 2 (0.4) 19 (1.4) 59 (1.6) 88 (1.1)
ノルウェー 2 (0.3) 15 (1.0) 52 (1.6) 83 (1.1)
グルジア 1 (0.4) 10 (1.0) 35 (1.8) 67 (2.0)
コロンビア 0 (0.1) 2 (0.4) 9 (1.1) 31 (2.0)
モロッコ 0 (0.2) 2 (0.8) 9 (1.1) 26 (2.0)
イラン 0 (0.1) 3 (0.5) 20 (1.5) 53 (2.0)
アルジェリア 0 (0.1) 2 (0.4) 14 (1.4) 41 (2.2)
チュニジア 0 (0.1) 1 (0.2) 9 (0.7) 28 (1.6)
エルサルバドル 0 (0.0) 1 (0.2) 6 (0.5) 22 (1.6)
クウェート 0 (0.0) 0 (0.1) 5 (0.6) 21 (1.2)
カタール 0 (0.0) 0 (0.1) 2 (0.2) 13 (0.4)
イエメン 0 (0.0) 0 (0.1) 1 (0.4) 6 (0.8)
国際中央値 5 26 67 90

国／地域
625点
以上

550点
以上

475点
以上

400点
以上

5th

0 10050 7525

400点以上475点以上550点以上625点以上

（注）１　国際中央値は調査に参加した国／地域の当該水準に達した児童の割合の中央値を示す。
　　　２　（　）内は標準誤差(SE)を示す。
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表 2-10 数学得点が一定の水準に達した生徒の割合 －中学校２年－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.5 算数・数学得点の男女差 

表 2-11 および表 2-12 は，小学校４年および中学校２年について，算数・数学問題の男子の平均得点，

女子の平均得点，および得点の男女差（男子の平均得点から女子の平均得点を引いた得点の差）を表し

たものである。なお表中の国は得点の男女差が大きい順に示してある。 

一定の水準に達した生徒の割合

台湾 45 (1.9) 71 (1.5) 86 (1.2) 95 (0.6)
韓国 40 (1.2) 71 (1.1) 90 (0.7) 98 (0.3)
シンガポール 40 (1.9) 70 (2.0) 88 (1.4) 97 (0.6)
香港 31 (2.1) 64 (2.6) 85 (2.1) 94 (1.1)
日本 26 (1.3) 61 (1.2) 87 (0.9) 97 (0.3)
ハンガリー 10 (1.0) 36 (1.6) 69 (1.6) 91 (1.0)
イングランド 8 (1.5) 35 (2.5) 69 (2.3) 90 (1.4)
ロシア 8 (0.9) 33 (1.8) 68 (2.1) 91 (1.2)
リトアニア 6 (0.7) 30 (1.1) 65 (1.3) 90 (0.8)
アメリカ 6 (0.6) 31 (1.5) 67 (1.4) 92 (0.8)
オーストラリア 6 (1.3) 24 (1.8) 61 (1.9) 89 (1.0)
アルメニア 6 (0.9) 27 (1.9) 63 (1.4) 88 (0.8)
チェコ 6 (0.7) 26 (1.2) 66 (1.4) 92 (0.8)
トルコ 5 (0.6) 15 (1.3) 33 (1.8) 59 (1.8)
セルビア 5 (0.8) 24 (1.3) 57 (1.8) 83 (1.2)
マルタ 5 (0.4) 26 (0.8) 60 (0.6) 83 (0.5)
ブルガリア 4 (0.8) 20 (1.5) 49 (1.9) 74 (1.7)
スロベニア 4 (0.6) 25 (1.0) 65 (1.4) 92 (0.8)
イスラエル 4 (0.5) 19 (1.3) 48 (1.7) 75 (1.4)
ルーマニア 4 (0.6) 20 (1.3) 46 (1.8) 73 (1.7)
スコットランド 4 (0.6) 23 (1.8) 57 (2.2) 85 (1.3)
タイ 3 (0.8) 12 (1.7) 34 (2.2) 66 (2.0)
ウクライナ 3 (0.5) 15 (1.1) 46 (1.7) 76 (1.5)
イタリア 3 (0.6) 17 (1.2) 54 (1.5) 85 (1.1)
マレーシア 2 (0.5) 18 (2.1) 50 (2.7) 82 (1.9)
キプロス 2 (0.3) 17 (0.8) 48 (0.9) 78 (0.7)
スウェーデン 2 (0.3) 20 (1.0) 60 (1.3) 90 (0.9)
ヨルダン 1 (0.2) 11 (0.8) 35 (1.7) 61 (1.8)
ボスニア・ヘルツェゴビナ 1 (0.2) 10 (0.7) 42 (1.4) 77 (1.3)
イラン 1 (0.2) 5 (0.9) 20 (1.7) 51 (1.9)
レバノン 1 (0.2) 10 (1.2) 36 (2.4) 74 (2.3)
グルジア 1 (0.3) 7 (0.8) 26 (1.7) 56 (2.8)
エジプト 1 (0.1) 5 (0.4) 21 (1.0) 47 (1.5)
インドネシア 0 (0.2) 4 (0.6) 19 (1.4) 48 (1.9)
ノルウェー 0 (0.1) 11 (0.7) 48 (1.5) 85 (0.8)
パレスチナ 0 (0.1) 3 (0.4) 15 (0.9) 39 (1.4)
コロンビア 0 (0.0) 2 (0.3) 11 (1.1) 39 (2.1)
バーレーン 0 (0.1) 3 (0.3) 19 (0.7) 49 (0.9)
シリア 0 (0.1) 3 (0.5) 17 (1.3) 47 (1.9)
チュニジア 0 (0.1) 3 (0.3) 21 (1.2) 61 (1.5)
オマーン 0 (0.0) 2 (0.3) 14 (1.1) 41 (1.5)
カタール 0 (0.0) 0 (0.1) 4 (0.2) 16 (0.5)
クウェート 0 (0.0) 0 (0.2) 6 (0.5) 29 (1.3)
ボツワナ 0 (0.0) 1 (0.1) 7 (0.7) 32 (1.3)
エルサルバドル 0 (0.0) 0 (0.1) 3 (0.5) 20 (1.2)
ガーナ 0 (0.0) 0 (0.1) 4 (0.7) 17 (1.4)
アルジェリア 0 (0.0) 0 (0.1) 7 (0.5) 41 (1.4)
サウジアラビア 0 (0.0) 0 (0.1) 3 (0.4) 18 (1.1)
モロッコ 0 (0.1) 1 (0.5) 13 (1.1) 41 (2.0)
国際中央値 2 15 46 75

国／地域
625点
以上

550点
以上

475点
以上

400点
以上

5th5th

5th5th

0 10050 7525

400点以上475点以上550点以上625点以上

（注）１　国際中央値は調査に参加した国／地域の当該水準に達した生徒の割合の中央値を示す。
　　　２　（　）内は標準誤差(SE)を示す。
　　　３　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。
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 小学校４年についてみると，わが国は，TIMSS2007 では男子の得点も女子の得点も 568点であり，同

じである。前回の TIMSS2003 では男子の得点が 566 点，女子の得点が 563点であったが，統計的な有意

差はなかった。TIMSS1995 では男女差があり，男子の方が女子よりも得点が 14 点高く有意差がみられ

た。 

 国際的にみると， TIMSS2007 では 36 か国中 19 か国に男女差がみられたが，男子が有意に得点が高

かった国は 11か国で，逆に女子が高かった国は８か国であった。ただし国際平均値は男子も女子も 473

点であり有意差はない。 

 

表 2-11 算数得点の男女差 －小学校４年－ 

国／地域 男 子 女 子 差（男子－女子） 

コロンビア 364 (5.5) 347 (5.2) 17 (3.9) ▲ 

イタリア 514 (3.6) 499 (3.2) 15 (2.5) ▲ 

オーストリア 512 (2.3) 498 (2.5) 14 (2.6) ▲ 

ドイツ 531 (2.5) 519 (2.5) 12 (2.1) ▲ 

オランダ 540 (2.4) 530 (2.7) 10 (2.7) ▲ 

エルサルバドル 334 (5.5) 325 (4.6) 9 (5.8)  

スコットランド 499 (2.8) 490 (2.6) 9 (3.1)  

ノルウェー 477 (3.0) 470 (3.2) 7 (3.6) ▲ 

デンマーク 526 (3.2) 520 (2.9) 7 (3.7)  

チェコ 489 (3.0) 483 (3.3) 6 (2.8) ▲ 

スロバキア 499 (4.7) 493 (4.6) 6 (2.7) ▲ 

スウェーデン 506 (3.1) 499 (2.4) 6 (2.4) ▲ 

オーストラリア 519 (3.6) 513 (4.2) 6 (3.4)  

アメリカ 532 (2.7) 526 (2.7) 6 (2.4) ▲ 

スロベニア 504 (2.1) 499 (2.4) 5 (2.6) ▲ 

香港 609 (4.4) 605 (3.2) 4 (2.9)  

モロッコ 343 (5.4) 339 (5.0) 3 (4.6)  

ハンガリー 511 (3.8) 508 (4.6) 3 (4.7)  

台湾 577 (2.0) 575 (2.0) 2 (2.1)  

ニュージーランド 493 (3.1) 492 (2.4) 1 (3.0)  

ウクライナ 469 (3.4) 469 (3.3) 0 (3.4)  

リトアニア 530 (3.2) 530 (2.8) 0 (3.6)  

イングランド 542 (3.6) 541 (3.2) 0 (3.7)  

日本 568 (2.7) 568 (2.5) 0 (3.1)  

グルジア 437 (4.9) 440 (4.2) -3 (3.7)  

ラトビア 536 (3.0) 539 (2.9) -3 (3.7)  

アルジェリア 375 (5.2) 380 (5.9) -5 (3.8)  

シンガポール 596 (4.1) 603 (3.8) -6 (2.7) ▼ 

ロシア 540 (4.9) 548 (5.5) -7 (3.6) ▼ 

カザフスタン 545 (7.9) 553 (6.7) -8 (3.7) ▼ 

アルメニア 495 (3.7) 504 (5.7) -9 (4.1) ▼ 

イラン 396 (5.5) 409 (5.2) -14 (7.0)  

チュニジア 319 (5.0) 337 (4.7) -18 (4.1) ▼ 

イエメン 214 (6.6) 236 (8.0) -22 (8.4) ▼ 

カタール 285 (2.1) 307 (2.0) -22 (3.6) ▼ 

クウェート 297 (6.2) 333 (4.3) -37 (7.6) ▼ 

国際平均値 473 (0.7) 473 (0.7) 0 (0.7)  
    

 ▲ 男子の方が女子よりも統計的に有意に高い国／地域   

 ▼ 男子の方が女子よりも統計的に有意に低い国／地域   
     

（注）１ 国際平均値は調査に参加した国／地域の平均得点の平均値を示す。 

   ２ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。平均得点および差は整数値に丸めた値であり，表中のそれぞれの得点 

     差とは必ずしも一致しない。 
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表 2-12 数学得点の男女差 －中学校２年－ 

国／地域 男 子 女 子 差（男子－女子） 

コロンビア 396 (4.1) 364 (4.2) 32 (4.3) ▲

ガーナ 319 (4.4) 297 (5.0) 22 (3.6) ▲

エルサルバドル 351 (3.6) 331 (3.8) 21 (4.9) ▲

チュニジア 431 (2.7) 410 (2.8) 21 (2.4) ▲

シリア 403 (5.1) 387 (4.3) 16 (5.6) ▲

オーストラリア 504 (5.4) 488 (5.5) 15 (7.7) ▲

レバノン 456 (4.7) 443 (4.1) 13 (3.6) ▲

モロッコ 385 (3.9) 377 (3.7) 9 (4.8)  

イタリア 483 (3.5) 477 (3.3) 6 (3.2)  

イングランド 516 (6.1) 511 (5.0) 6 (5.7)  

アルジェリア 389 (2.2) 384 (2.4) 5 (1.8) ▲

アメリカ 510 (3.1) 507 (3.0) 4 (2.2)  

日本 572 (3.2) 568 (3.2) 4 (4.3)  

韓国 599 (3.1) 595 (3.3) 4 (3.4)  

スコットランド 489 (4.4) 486 (3.8) 3 (3.5)  

スロベニア 503 (2.6) 500 (2.7) 2 (3.2)  

トルコ 432 (5.0) 432 (5.3) 1 (3.9)  

ハンガリー 517 (3.7) 517 (4.1) 1 (3.6)  

マルタ 488 (1.7) 488 (1.5) 0 (2.2)  

ボスニア・ヘルツェゴビナ 455 (2.8) 456 (3.1) -1 (2.5)  

台湾 598 (5.3) 599 (4.6) -1 (4.2)  

チェコ 503 (2.8) 505 (2.5) -2 (2.4)  

イスラエル 462 (4.9) 465 (4.6) -3 (5.4)  

インドネシア 395 (4.4) 399 (4.1) -4 (4.0)  

グルジア 408 (6.7) 412 (5.9) -4 (4.3)  

ノルウェー 467 (2.6) 471 (2.1) -4 (2.5)  

スウェーデン 490 (2.5) 493 (2.6) -4 (2.5)  

アルメニア 497 (3.5) 501 (4.4) -4 (3.7)  

ウクライナ 459 (3.9) 465 (3.9) -5 (2.9)  

ロシア 509 (4.7) 514 (4.3) -5 (3.7)  

セルビア 483 (4.0) 489 (3.6) -6 (3.9)  

イラン 400 (6.1) 407 (5.3) -7 (8.1)  

リトアニア 502 (2.3) 509 (3.0) -7 (2.6) ▼

香港 567 (8.0) 578 (5.0) -11 (6.7)  

マレーシア 468 (5.3) 479 (5.6) -11 (4.4) ▼

エジプト 384 (4.6) 397 (5.0) -13 (6.4) ▼

ボツワナ 355 (3.2) 371 (2.4) -15 (3.3) ▼

ブルガリア 456 (6.3) 471 (4.6) -15 (5.0) ▼

シンガポール 586 (4.6) 600 (4.1) -15 (4.4) ▼

ルーマニア 452 (4.6) 470 (4.2) -18 (3.3) ▼

ヨルダン 417 (5.6) 438 (6.4) -20 (8.8) ▼

キプロス 455 (2.4) 476 (2.2) -20 (3.2) ▼

クウェート 342 (4.0) 364 (2.7) -22 (4.8) ▼

サウジアラビア 319 (4.0) 341 (3.6) -23 (5.0) ▼

タイ 430 (5.5) 453 (5.3) -23 (4.7) ▼

バーレーン 382 (2.6) 414 (2.2) -32 (3.6) ▼

パレスチナ 349 (5.4) 385 (4.2) -36 (6.5) ▼

カタール 288 (2.0) 325 (2.1) -38 (2.9) ▼

オマーン 344 (5.0) 399 (3.6) -54 (5.6) ▼

モロッコ 385 (3.9) 377 (3.7) 9 (4.8)  

国際平均値 448 (0.7) 453 (0.7) 5 (0.6) ▼
  

 ▲ 男子の方が女子よりも統計的に有意に高い国／地域  

 ▼ 男子の方が女子よりも統計的に有意に低い国／地域  
    
（注）１ 国際平均値は調査に参加した国／地域の平均得点の平均値を示す。 

   ２ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。平均得点および差は整数値に丸めた値であり，表中のそれぞれの得点差とは必ずしも 

     一致しない。 

   ３ モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。 
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 中学校２年についてみると，わが国は，TIMSS2007 では男子の得点が 572点，女子の得点が 568点で

あり，男子の得点が女子の得点より4点高いが統計的な有意差はない。TIMSS2003 では男子の得点が 571

点，女子の得点が 569点であり，同様に統計的な有意差はなかった。なお，TIMSS1999 では男子の方が

女子よりも得点が８点高いとはいうものの，統計的には有意ではなかったが，TIMSS1995 では男女差が

あり，男子の方が女子よりも得点が８点高く有意差があった。 

 国際的にみると，TIMSS2007 は 50か国中 24か国に男女差がみられ，男子が有意に得点が高かった国

は８か国で，逆に女子が高かった国は 16 か国であった。なお TIMSS2003 は 46 か国中 18 か国に男女差

がみられ，男子が有意に得点が高かった国は９か国，女子が高かった国は９か国と半々であった。今回

の TIMSS2007 においては，女子が高い国が多く，国際平均値も男子が 448点，女子が 453点と，女子が

男子より 5点，統計的に有意に高い。 

 

2.2.6 算数・数学問題全体の状況 

表2-13および表2-14は，小学校４年に出題した179題および中学校２年に出題した215題について，

国際本部が算出した反応率表等をもとに，問題番号順に問題を並べたものである。なお反応率表は小数

第一位まで四捨五入された値で示されており，その値を引いて差を算出した。各問題の内容領域，認知

的領域，出題形式，問題内容，わが国の履修状況，今回（TIMSS2007）のわが国の正答率と国際平均値，

わが国の正答率から国際平均値を引いた差，さらに TIMSS2003 にも出題された同一問題については，初

実施年，TIMSS2003 の問題番号，TIMSS2003 のわが国の正答率,TIMSS2003 の国際平均値，わが国の正答

率から国際平均値を引いた差，TIMSS2007 のわが国の正答率から TIMSS2003 のわが国の正答率を引いた

差を示している。中学校においては TIMSS1999 との同一問題もあり，TIMSS1999 の問題番号とわが国の

正答率，わが国の TIMSS2003 と TIMSS1999 の正答率の差も示している。網掛けは非公開問題を示す。 

 表 2-13 の小学校４年の問題において，M9-04，M13-04 は TIMSS2003 において問題に何らかの不備が

見つかったため，国際的な分析対象から除かれた問題であり，そのため今回の TIMSS2007 においても国

際的な分析対象から除かれている。表 2-14 の中学校 2 年の問題において，M2-15 は問題に何らかの不

備があり国際的な分析対象から除かれている。  

 表 2-15 は，表 2-13 と表 2-14 をまとめ，出題形式の観点から，わが国の平均正答率と国際平均値を

算出したものである。統計的な有意差検定の処理は行っていない。 

 小学校４年における分析対象となった177題のわが国の平均正答率は73％であり，国際平均値の53％

を 20 ポイント上回っている。出題形式別に見ると，わが国は国際平均値を，選択肢式で 18 ポイント，

記述式で 23ポイント上回っている。 

 中学校２年における分析対象となった214題のわが国の平均正答率は66％であり，国際平均値の40％

を 26 ポイント上回っている。出題形式別に見ると，わが国は国際平均値を，選択肢式で 24 ポイント，

記述式で 28ポイント上回っている。 

 なお，小学校４年，中学校２年とも，わが国の記述式の問題の正答率は選択肢式の問題の正答率より

低いが，国際平均値も記述式は低くなっており，わが国の正答率と国際平均値との差を見ると，記述式

の方の差が大きい。つまり，国際的に見るとわが国は記述式の問題の正答率は高い。 
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表 2-13 算数問題の分類および正答率 （問題番号順） －小学校４年－ 

今回（TIMSS2007） 過去との比較 

問題番号 内容領域 
認知
的領
域 

出題 
形式 

問題の内容 

履
修
状
況

正答率（％）

初実
施年

TIMSS2003 正答率（％） 

日本
国際
平均
値

差：日
本－
国際

問題番号 日本 
国際
平均
値 

差：日
本-国

際

差（日
本）2007

年―
2003 年

M01 01 数 知る 記述 762 台の自動車が 6 列に，１列にある車の数は ○ 71.8 38.7 33.1 2003 M05-01 66.8  43.3  23.5 5.0 

M01 02 数 推論 記述 942 と 415 から見えなくなっている数字を求める ○ 80.4 42.0 38.4 2003 M05-02 74.2  47.0  27.2 6.2 

M01 03 数 推論 記述 今年の女子の数は去年より何人多いか ○ 35.6 18.4 17.2 2003 M05-03 30.9  19.8  11.1 4.7 

M01 04 数 推論 記述 しげるさんのきまりをかく ○ 38.5 15.5 23.0 2003 M05-04 27.1  15.5  11.6 11.4 

M01 05 数 推論 選択肢 午前 9 時の気温 ○ 80.8 57.0 23.8 2003 M05-05 80.2  57.8  22.4 0.6 

M01 06 数 推論 記述 3 時 50 分に家につくために 3 人が学校を出る時間 ○ 56.6 37.4 19.2 2003 M05-06 59.9  38.6  21.3 -3.3 

M01 07 数 応用 記述 250 ml をコップに入れたあとの水の量 ○ 69.1 45.7 23.4 2003 M05-07 68.0  47.4  20.6 1.1 

M01 08 数 応用 記述 ねこをかかえたままのとき 62ｋｇ ○ 82.9 59.9 23.0 2003 M05-08 79.9  64.3  15.6 3.0 

M01 09 図形と測定 知る 記述 正方形を 7 つに切り分けたとき，同じ形で同じ大きさ ○ 87.1 72.0 15.1 2003 M05-09 85.0  73.3  11.7 2.1 

M01 10 資料の表現 応用 記述 兄弟，姉妹の数の表の完成 ○ 60.4 27.7 32.7 2003 M05-10 59.1  27.5  31.6 1.3 

M01 11 資料の表現 推論 選択肢 表と同じ円グラフは × 91.5 61.1 30.4 2003 M05-11 83.3  62.4  20.9 8.2 

M02 01 数 知る 選択肢 大きい数から小さい数の順に並べてある 4 つの数 ○ 86.5 69.6 16.9 2007      

M02 02 数 応用 選択肢 28 人すわるのに必要なテーブル数 ○ 74.2 57.0 17.2 2007      

M02 03 数 知る 記述 53×26＝ ○ 66.6 40.8 25.8 2007      

M02 04 数 知る 選択肢 長方形の黒い部分を表す分数 ○ 39.2 40.8 -1.6 2007      

M02 05 数 知る 記述 5.3 - 3.8＝ ○ 90.2 43.8 46.4 2007      

M02 06 数 応用 選択肢 2.50 ゼッドのジュース 3.85 ゼッドのサンドイッチ × 53.1 38.0 15.1 2007      

M02 07 図形と測定 応用 選択肢 3cm と 7cm が図に示された長方形の周りの長さ ○ 33.7 51.2 -18.0 2007      

M02 08 図形と測定 応用 記述 ４つの辺を持つ図形を１つ作る × 64.5 39.7 24.8 2007      

M02 08 図形と測定 応用 記述 6 つの辺をもつ図形を１つ作る × 67.1 41.0 26.1 2007      

M02 08 図形と測定 推論 記述 ６つの辺をもつ別の図形を１つ作る × 58.7 30.6 28.1 2007      

M02 08 図形と測定 推論 記述 ７つの辺をもつ図形を１つ作る × 51.6 25.8 25.8 2007      

M02 09 図形と測定 知る 選択肢 90°回転した後の図形 × 48.8 30.0 18.8 2007      

M02 10 資料の表現 応用 記述 回転板を 100 回回した後の結果の棒グラフの目盛 ○ 86.5 45.4 41.1 2007      

M02 11 資料の表現 推論 記述 石田選手の得点を表す棒グラフをかく ○ 70.7 37.8 32.9 2007      

M03 01 数 推論 記述 8 人の子供に 74 個のお菓子，必要なお菓子の数 ○ 35.8 34.5 1.3 2003 M06-01 41.0  40.1  0.9 -5.2 

M03 02 数 推論 記述 ふみおさんが 6km 走るときあきらさんの走る距離 × 39.8 27.3 12.5 2003 M06-02 39.9  30.5  9.4 -0.1 

M03 03 数 応用 選択肢 30cm の定規で 9 本分より 6cm 短い黒板 ○ 68.1 45.4 22.7 2003 M06-03 68.5  47.3  21.2 -0.4 

M03 04 数 推論 記述 あき子さんが数をかえるのに使っているきまり ○ 49.3 26.2 23.1 2003 M06-04 47.1  29.3  17.8 2.2 

M03 05 数 応用 選択肢 2,5,11,23・・・の数の列のきまり ○ 56.8 39.5 17.3 2003 M06-05 52.9  43.1  9.8 3.9 

M03 06 数 応用 選択肢 64 ÷■＝■， ■にあてはまる数 ○ 81.9 54.3 27.6 2003 M06-06 78.5  57.6  20.9 3.4 

M03 07 図形と測定 応用 記述 しきつめるのに必要な三角形のタイルの枚数 ○ 67.8 39.7 28.1 2003 M06-07 64.8  46.1  18.7 3.0 

M03 08① 図形と測定 応用 記述 湖から 200ｍの位置の公園をつくる × 69.2 32.2 37.0 2003 M06-08① 71.9  33.6  38.3 -2.7 

M03 08② 図形と測定 推論 記述 公会堂から 300ｍから 400ｍの位置に図書館をつくる × 70.1 41.6 28.5 2003 M06-08② 72.7  44.9  27.8 -2.6 

M03 08③ 図形と測定 応用 記述 公園と図書館の中間に学校をつくる × 43.1 26.0 17.1 2003 M06-08③ 49.1  27.5  21.6 -6.0 

M03 09 図形と測定 応用 記述 線対称な図形の作成 × 68.2 50.6 17.6 2003 M06-09 64.3  56.4  7.9 3.9 

M03 10 資料の表現 応用 記述 帽子と男女別の人数の表の完成 ○ 81.5 48.1 33.4 2003 M06-10 84.3  65.0  19.3 -2.8 

M04 01 数 知る 選択肢 言葉で表された数と同じ数字 ○ 83.4 70.5 12.9 2007      

M04 02 数 知る 記述 12 このクッキーの 1/3 を線でかこむ ○ 53.7 40.1 13.6 2007      

M04 03 数 知る 選択肢  2/3 と等しい分数 × 19.6 24.6 -5.0 2007      

M04 04 数 知る 記述 持っているお金の 3/10 でペン，5/10 で本を買う × 69.6 36.6 33.0 2007      

M04 05 数 応用 選択肢 鉛筆 32 本とふで箱４つ，ふで箱に同じ数の鉛筆 ○ 76.7 58.5 18.2 2007      

M04 06 図形と測定 知る 選択肢 点線が対称軸になっている絵 × 73.3 65.0 8.3 2007      

M04 07 図形と測定 応用 記述 長方形の残りの２辺をかく ○ 78.4 53.7 24.7 2007      

M04 08 図形と測定 応用 選択肢 長さが４ｍ，高さが３m のへい，ペンキをぬる面積 ○ 76.0 42.4 33.6 2007      

M04 09(1) 図形と測定 推論 記述 2 つの形の同じところを１つ書く ○ 48.9 49.1 -0.2 2007      

M04 09(2) 図形と測定 推論 記述 2 つの形の違うところを１つ書く ○ 55.4 35.8 19.6 2007      

M04 10 図形と測定 知る 選択肢 木の高さを見積もる ○ 40.7 30.5 10.2 2007      

M04 11 資料の表現 応用 記述 表をもとに車の速さの棒グラフを完成させる ○ 86.4 50.7 35.7 2007      

M04 12 資料の表現 知る 選択肢 絵グラフから，リンゴを 5 個とった日を選ぶ ○ 59.3 49.7 9.6 2007      

M04 13 資料の表現 推論 選択肢 円グラフと棒グラフをもとに女子の人数を求める × 41.3 32.3 9.0 2007      

M05 01 数 応用 選択肢 9 列に 15 きゃくのイス，合計を求める式 ○ 73.4 67.6 5.8 2003 M07-01 74.0  70.9  3.1 -0.6 

M05 02 数 応用 記述 204cm のロープを 4 本に切る ○ 79.3 54.9 24.4 2003 M07-02 80.4  59.7  20.7 -1.1 

M05 03 数 応用 選択肢 12÷3＝■÷2 ○ 32.9 26.7 6.2 2003 M07-03 25.1  26.9  -1.8 7.8 

M05 04(1) 数 応用 記述 自転車の貸し出しの表の完成 ○ 85.1 52.3 32.8 2003 M07-04（1） 86.4  54.1  32.3 -1.3 

M05 04(2) 資料の表現 知る 記述 貸し出し料金が同じになる時 ○ 86.5 38.9 47.6 2003 M07-04（2） 83.0  40.6  42.4 3.5 

M05 04(3) 資料の表現 推論 選択肢 12 時間で料金の安い方 ○ 79.6 56.5 23.1 2003 M07-04（3） 77.9  56.4  21.5 1.7 

M05 05 数 推論 記述 子どもの切符 1 枚の値段を求める ○ 14.8 11.7 3.1 2003 M07-05 13.6  11.4  2.2 1.2 

M05 06 図形と測定 知る 選択肢 「L」字形の面積と長方形の面積の大小 ○ 63.9 47.2 16.7 2003 M07-06 58.5  52.4  6.1 5.4 

M05 07 数 応用 選択肢 持っている鉛筆の数を求める ○ 68.0 57.6 10.4 2003 M07-07 66.6  63.3  3.3 1.4 

M05 08 図形と測定 知る 選択肢 長方形と正三角形の図形から辺アイの長さを求める ○ 69.7 46.9 22.8 2003 M07-08 78.1  47.7  30.4 -8.4 



2.2 算数・数学の到達度の国際比較 

－31－ 

M05 09 資料の表現 応用 選択肢 絵グラフで表す場合の 20 軒の家の数 ○ 76.8 56.7 20.1 2003 M07-09 80.0  61.6  18.4 -3.2 

M06 01 数 知る 選択肢  ８が表しているのは ○ 84.3 66.0 18.3 2007      

M06 02 数 応用 選択肢 買わなければいけない缶の数 ○ 66.7 45.0 21.7 2007      

M06 03 数 応用 記述 大きな三角形の 1/2 をぬる ○ 63.9 56.8 7.1 2007      

M06 04 数 知る 記述 一番小さい３けたの数を作る ○ 72.2 45.4 26.8 2007      

M06 05 数 知る 記述 ある数より大きくある数より小さい数を１つかく ○ 61.0 48.2 12.8 2007      

M06 06 数 知る 記述 食べたケーキの量 × 25.1 23.0 2.1 2007      

M06 07 図形と測定 知る 選択肢 直角の角を選ぶ ○ 80.0 61.1 18.9 2007      

M06 08 図形と測定 知る 記述 ３つの形の名前をかく ○ 70.0 46.4 23.6 2007      

M06 09 図形と測定 応用 選択肢 つみ重ねた箱の数 × 82.2 62.0 20.2 2007      

M06 10 図形と測定 応用 記述 鏡に映った三角形をかく × 84.3 50.2 34.1 2007      

M06 11 図形と測定 応用 選択肢 正方形の校庭の周り ○ 57.8 48.0 9.8 2007      

M06 12 図形と測定 推論 記述 形をある観点で整理して表に表す × 27.6 14.1 13.5 2007      

M06 13 資料の表現 知る 選択肢 青を選んだ子供が一番少ない学級をグラフから選ぶ ○ 86.7 70.1 16.6 2007      

M06 14 資料の表現 推論 選択肢 円グラフと同じことを表している棒グラフ × 89.5 64.0 25.5 2007      

M07 01 数 知る 選択肢 4/5－1/5 × 76.3 52.1 24.2 2003 M08-01 76.0  64.6  11.4 0.3 

M07 02 数 知る 記述 12.36－9.7 × 28.1 14.1 14.0 2003 M08-02 16.0  20.7  -4.7 12.1 

M07 03 数 知る 選択肢 10 に最も近い数 × 85.3 60.1 25.2 2003 M08-03 85.8  57.6  28.2 -0.5 

M07 04 数 応用 選択肢 2,4,8,16・・・のきまりから，次にくる数 ○ 60.2 47.7 12.5 2003 M08-04 57.1  53.6  3.5 3.1 

M07 05 数 応用 選択肢 240ｃｍの棚に 20cm の箱を置くとき，箱の数を表す式 ○ 67.3 50.7 16.6 2003 M08-05 61.8  53.8  8.0 5.5 

M07 06 図形と測定 知る 選択肢 3 人のタイルの並べ方と面積 ○ 88.0 67.1 20.9 2003 M08-06 77.6  71.4  6.2 10.4 

M07 07 数 知る 選択肢 はかりの目盛 ○ 77.8 52.8 25.0 2003 M08-07 74.8  53.6  21.2 3.0 

M07 08 数 推論 選択肢 11 時前にビスケット，オーブンを温める時間 ○ 49.7 42.2 7.5 2003 M08-08 44.0  43.3  0.7 5.7 

M07 09 図形と測定 知る 選択肢 最少の枚数のタイルで床をしきつめる人 ○ 64.4 70.7 -6.3 2003 M08-09 61.4  72.6  -11.2 3.0 

M07 10 図形と測定 知る 記述 三角形すべての選択 ○ 85.2 69.0 16.2 2003 M08-10 83.3  74.8  8.5 1.9 

M07 11 図形と測定 応用 選択肢 示された立体になる元の図形 × 70.8 45.7 25.1 2003 M08-11 68.4  52.1  16.3 2.4 

M07 12 資料の表現 推論 選択肢 棒グラフと円グラフ × 95.1 65.8 29.3 2003 M08-12 92.9  71.0  21.9 2.2 

M08 01 数 知る 記述 ３けたの数のひき算 ○ 85.2 63.6 21.6 2007     

M08 02 数 応用 選択肢 ある整数に最も近い数 ○ 82.4 50.5 31.9 2007      

M08 03 数 知る 選択肢 一番小さい数 × 71.9 32.2 39.7 2007      

M08 04(1) 数 知る 選択肢  面積の 3/8 が黒くぬられている円 ○ 58.3 34.2 24.1 2007      

M08 04(2) 数 推論 記述 その答えが正しい理由 ○ 45.0 17.3 27.7 2007      

M08 05 数 知る 選択肢 □にあてはまる数 ○ 66.3 43.7 22.6 2007      

M08 06 数 応用 選択肢 イの列の数をもとめるきまり ○ 56.3 36.5 19.8 2007      

M08 07 図形と測定 知る 選択肢 平行な 2 本の線を表す図 × 55.9 70.0 -14.0 2007      

M08 08 図形と測定 知る 記述 長方形についての説明文 × 50.1 32.8 17.3 2007      

M08 09 図形と測定 応用 選択肢 アの辺の長さ × 44.7 32.2 12.5 2007      

M08 10 図形と測定 推論 選択肢 折ったときに立方体になる形 × 77.8 61.9 15.9 2007      

M08 11 図形と測定 応用 選択肢 三角形の面積 ○ 82.5 51.0 31.5 2007      

M08 12 資料の表現 応用 記述 子供の好きな色についての表を完成させる ○ 94.8 73.8 21.0 2007      

M08 13 資料の表現 応用 記述 下校後の過ごし方についてグラフを完成させる ○ 70.5 40.5 30.0 2007      

M09 01 数 知る 記述 4 けたと３けたの整数のたし算 ○ 87.6 69.2 18.4 2003 M11-01 87.1  72.2  14.9 0.5 

M09 02 数 推論 記述 賞品がもらえる番号 ○ 43.3 26.1 17.2 2003 M11-02 33.8  25.2  8.6 9.5 

M09 03 数 応用 記述 3 人分の料理に必要なものの量 × 20.3 22.6 -2.3 2003 M11-03 20.2  29.7  -9.5 0.1 

M09 04 数 知る 選択肢 えみ子さんが作った数の列 ○ 分析から除く 2003 M11-04 分析から除く 

M09 05 数 応用 選択肢 持っている鉛筆の数 ○ 70.2 68.0 2.2 2003 M11-05 70.3  71.0  -0.7 -0.1 

M09 06 数 応用 選択肢 えいじさんのきまり ○ 71.1 43.5 27.6 2003 M11-06 64.5  45.7  18.8 6.6 

M09 07 数 知る 選択肢 りんごをのせた時のはかりの目盛 ○ 92.5 53.2 39.3 2003 M11-07 90.2  56.7  33.5 2.3 

M09 08 図形と測定 応用 記述 黒い部分の面積 ○ 81.2 34.0 47.2 2003 M11-08 81.4  40.0  41.4 -0.2 

M09 09 数 応用 選択肢 箱の数を計算する式 ○ 76.4 53.1 23.3 2003 M11-09 70.8  55.7  15.1 5.6 

M09 10 図形と測定 知る 選択肢 角度の小さい順に並べた図 ○ 92.8 58.7 34.1 2003 M11-10 93.3  64.4  28.9 -0.5 

M09 11 図形と測定 知る 選択肢 回転のきまりを使った図 × 79.2 60.0 19.2 2003 M11-11 81.1  64.3  16.8 -1.9 

M09 12 資料の表現 応用 記述 表と同じ内容の棒グラフの完成 ○ 88.3 67.5 20.8 2003 M11-12 91.0  70.5  20.5 -2.7 

M10 01 数 応用 選択肢 リンゴを食べた残りを表す式 ○ 93.4 76.3 17.1 2007       

M10 02 数 知る 選択肢 ある数よりいくつか大きい数 ○ 87.9 61.4 26.5 2007       

M10 03 数 知る 記述 ある数の約数を○でかこむ × 6.6 25.7 -19.0 2007       

M10 04 数 知る 選択肢 1 けたと 2 けたの整数のかけ算に一番近いかけ算 ○ 77.4 57.4 20.0 2007       

M10 05 数 知る 選択肢 ある分数を含む文と同じ意味の文 × 52.2 43.4 8.8 2007       

M10 06(1) 数 応用 記述 図 1 から図 3 をもとに図 5 をかく ○ 84.7 53.8 30.9 2007       

M10 06(2) 数 推論 記述 図 16 をつくるのに必要な正方形の数 ○ 69.0 42.8 26.2 2007       

M10 07(1) 図形と測定 知る 記述 お店の位置 × 93.2 72.2 21.0 2007       

M10 07(2) 図形と測定 応用 記述 花子さんの家の位置 × 95.6 74.0 21.6 2007       

M10 08 図形と測定 応用 記述 対称軸をかく × 46.9 43.8 3.1 2007       

M10 09 図形と測定 知る 記述 ２つの立体に関する説明の正誤 × 47.5 29.4 18.1 2007       

M10 10 図形と測定 推論 選択肢 右の入れ物が左の形から作れるか × 66.6 35.9 30.7 2007       

M10 11 資料の表現 知る 選択肢 もっとも多くパン屋が売ったクッキー × 94.6 71.9 22.7 2007       

M10 12 資料の表現 推論 選択肢 表の数を正しく表しているグラフ ○ 88.6 64.1 24.5 2007       

M11 01 数 知る 選択肢 ある分数より大きい分数 × 55.4 44.1 11.3 2003 M12-01 52.5  47.8  4.7 2.9 
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M11 02 数 応用 記述 手紙のページ数の合計 ○ 65.8 34.5 31.3 2003 M12-02 62.3  35.2  27.1 3.5 

M11 03 数 応用 選択肢 4 つの数のきまりから求まる数 ○ 76.8 58.9 17.9 2003 M12-03 75.0  60.7  14.3 1.8 

M11 04 数 知る 記述 □にあてはまる数 ○ 99.0 81.4 17.6 2003 M12-04 97.8  84.7  13.1 1.2 

M11 05 数 知る 選択肢 □にあてはまる数 ○ 56.9 38.1 18.8 2003 M12-05 50.3  42.3  8.0 6.6 

M11 06(2) 数 応用 記述 5 番目の図にある円の数 ○ 93.1 64.1 29.0 2003 M12-06（2） 89.6  69.3  20.3 3.5 

M11 06(3) 数 推論 記述 10 番目の図にある円の数 ○ 59.7 34.8 24.9 2003 M12-06（3） 55.6  37.6  18.0 4.1 

M11 07 図形と測定 応用 選択肢 ひもをまっすぐに伸ばした長さ ○ 50.2 30.1 20.1 2003 M12-07 47.4  34.4  13.0 2.8 

M11 08 数 応用 選択肢 列車の到着時刻 ○ 66.5 49.3 17.2 2003 M12-08 63.2  50.2  13.0 3.3 

M11 09 図形と測定 応用 記述 ある角度の角の作成 ○ 72.4 28.0 44.4 2003 M12-09 67.3  30.2  37.1 5.1 

M11 10 図形と測定 応用 選択肢 コマをあるます目に移す動き × 84.1 65.1 19.0 2003 M12-10 82.8  69.3  13.5 1.3 

M11 11 図形と測定 知る 選択肢 点線が対称軸になっている図形 × 34.5 47.8 -13.0 2003 M12-11 37.8  50.2  -12.4 -3.3 

M11 12 資料の表現 応用 選択肢 棒グラフからペンの数の差 ○ 72.0 51.2 20.8 2003 M12-12 69.8  56.7  13.1 2.2 

M12 01 数 知る 選択肢 1/4 が黒くぬられている長方形 ○ 93.4 64.5 28.9 2007      

M12 02 数 知る 選択肢 あつしさんの数と考えられる数 ○ 76.4 44.9 31.5 2007      

M12 03 数 知る 選択肢 ４けた÷２けたの数の大きさに一番近い数 ○ 65.3 43.4 21.9 2007      

M12 04 数 知る 記述 黒いまるの表す分数 ○ 79.4 39.7 39.7 2007      

M12 05 数 知る 選択肢 一番大きい分数 × 49.0 43.5 5.5 2007      

M12 06 数 推論 選択肢 ４だんのカベの高さ ○ 62.6 47.7 14.9 2007      

M12 07 図形と測定 知る 選択肢 うらがえした形でない図を選ぶ × 88.8 49.3 39.5 2007      

M12 08 図形と測定 応用 選択肢 箱の中にある立方体の数 × 52.5 36.5 16.0 2007      

M12 09 図形と測定 応用 選択肢 方眼紙の中にかかれた三角形の面積 ○ 74.6 40.1 34.5 2007      

M12 10 図形と測定 応用 記述 かべに垂直な線 × 56.9 32.0 24.9 2007      

M12 11 資料の表現 応用 選択肢 グラフからいちろうさんはいくつ年上か ○ 75.5 65.9 9.6 2007      

M12 12 資料の表現 推論 選択肢 テレビを見ている結果を表すグラフ ○ 89.2 59.4 29.8 2007      

M12 13(1) 資料の表現 知る 記述 トライアスロンで誰が勝ったか ○ 69.7 41.7 28.0 2007      

M12 13(2) 資料の表現 推論 記述 まゆみさんがもっとも努力しなければならないもの ○ 63.7 27.2 36.5 2007      

M13 01(1) 数 応用 記述 カード交換：動物をマンガに ○ 78.1 58.0 20.1 2003 M14-01（1） 76.2  60.8  15.4 1.9 

M13 01(2) 数 推論 記述 カード交換：動物をスポーツに ○ 49.0 30.5 18.5 2003 M14-01（2） 48.3  32.7  15.6 0.7 

M13 01(3) 数 推論 記述 枚数をできるだけ多くする方法 ○ 43.8 21.7 22.1 2003 M14-01（3） 47.2  24.7  22.5 -3.4 

M13 02 数 推論 記述 カード交換：スポーツを動物に ○ 34.7 22.9 11.8 2003 M14-02 39.9  24.6  15.3 -5.2 

M13 03 数 推論 記述 カード交換:マンガをスポーツ ○ 29.5 17.0 12.5 2003 M14-03 27.8  18.0  9.8 1.7 

M13 04 数 推論 選択肢 海賊船の距離 ○ 分析から除く 2003 M14-04 分析から除く 

M13 05 数 応用 記述 船の乗客の合計 ○ 90.5 68.1 22.4 2003 M14-05 85.1  72.3  12.8 5.4 

M13 06 図形と測定 知る 選択肢 6 枚のボール紙からできる形 × 84.5 63.3 21.2 2003 M14-06 81.1  63.6  17.5 3.4 

M13 07 図形と測定 知る 選択肢 180 度回転した図 × 61.0 37.7 23.3 2003 M14-07 61.8  36.5  25.3 -0.8 

M13 08 数 推論 選択肢 地図上の町の実際の距離 × 65.6 53.0 12.6 2003 M14-08 62.2  51.7  10.5 3.4 

M14 01 数 知る 選択肢 言葉を数字で表す ○ 94.9 79.7 15.2 2007       

M14 02 数 知る 選択肢 たろうさんが植えた木の数 ○ 92.2 75.6 16.6 2007      

M14 03 数 知る 選択肢 3 の倍数 × 63.7 59.5 4.2 2007      

M14 04 数 知る 記述 小数第 2 位のたし算 × 71.4 42.8 28.6 2007      

M14 05 数 応用 記述 数のきまりを使って表を完成させる ○ 79.3 49.2 30.1 2007      

M14 06(1) 図形と測定 知る 選択肢 点を結んでできた図形 × 86.1 71.5 14.6 2007      

M14 06(2) 図形と測定 推論 記述 どの点を結んだか ○ 72.6 53.5 19.1 2007      

M14 06(3) 図形と測定 推論 記述 円の点を結んで六角形を１つかく × 86.8 55.4 31.4 2007      

M14 07 図形と測定 知る 選択肢 ある立体の辺の数 × 66.1 48.1 18.0 2007      

M14 08 図形と測定 応用 選択肢 ある図形の周りの長さ ○ 70.5 46.8 23.7 2007      

M14 09 図形と測定 応用 選択肢 ヘビがまっすぐのびたときのレンガの枚数 ○ 52.8 42.3 10.5 2007      

M14 10 図形と測定 応用 記述 線対称軸をすべてかく × 11.7 25.9 -14.0 2007      

M14 11 資料の表現 知る 記述 表から 10 箱より多いクッキーを売った子供の数 ○ 87.9 61.8 26.1 2007      

M14 12 資料の表現 応用 選択肢 太郎さんの身長が最も伸びた年齢をグラフから選ぶ ○ 96.5 76.4 20.1 2007      
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表 2-14 数学問題の分類および正答率 （問題番号順） ―中学校2年― 

今回（TIMSS2007） 過去との比較 

問題番号 内容領域 
認知
的領
域 

出題
形式 

問題の内容 

履
修
状
況

正答率（％） 

初実
施年

TIMSS2003 正答率（％） 
TIMSS1999 正答率

（％） 

日本

国
際
平
均
値

差 問題番号 日本
国際
平均
値 

差：
日本
-国
際 

差
（日
本）
2007
年－
2003
年 

問題
番号 

日本

差
（日
本）
2003
年－
1999
年

M01 01 数 知る 選択肢 長方形の黒い部分とほぼ同じ分数の円 ○ 85.2 62.5 22.7 1999 M05-01 82.4 62.4  20.0  2.8  K01 87.8 -5.4 

M01 02 数 応用 記述 4.45ｋｇと 2.735ｋｇの種の混合 ○ 86.0 56.6 29.4 1999 M05-02 82.9 57.1  25.8  3.1  K02 82.6 0.3 

M01 03 図形 推論 選択肢 回転後の立体 × 80.8 56.5 24.3 1999 M05-03 77.3 60.5  16.8  3.5  K03 77.8 -0.5 

M01 04 代数 知る 選択肢 x/3＞8 のときのｘの範囲 × 39.6 31.4 8.2 1999 M05-04 42.6 30.7  11.9  -3.0  K04 52.8 -10.2 

M01 05 図形 応用 記述 面積が100ｍ２の正方形のまわりの長さ × 32.6 28.5 4.1 1999 M05-05 28.3 31.7  -3.4  4.3  K05 30.6 -2.3 

M01 06 数 応用 選択肢 1426トンの肥料の売り上げが 15％減少 ○ 74.2 59.5 14.7 1999 M05-06 71.9 60.7  11.2  2.3  K06 73.9 -2.0 

M01 07 資料と確からしさ 応用 選択肢 36 個中青いガラス玉の確率は 4/9 ○ 66.8 45.5 21.3 1999 M05-07 64.8 46.8  18.0  2.0  K07 68.2 -3.4 

M01 08 図形 応用 選択肢 合同な２つの三角形における角度 ○ 71.1 35.1 36.0 1999 M05-08 70.5 36.2  34.3  0.6  K08 78.0 -7.5 

M01 09 数 知る 選択肢 2/5＋5/4＋9/8＝ ○ 79.3 43.6 35.7 1999 M05-09 81.7 47.8  33.9  -2.4  K09 86.2 -4.5 

M01 10 数 応用 記述 水の温度が下がる時間の見積り ○ 17.4 8.7 8.7 1999 M05-10 13.5 9.9  3.6  3.9  U01 25.7 -12.2 

M01 11(ア) 図形 応用 記述 
方眼紙に横が 3/4，縦が 2.5 倍の長方
形を作成 

○ 47.4 16.4 31.0 1999 M05-11(ア) 43.9 18.9 25.0  3.5  U02 60.5 -16.6 

M01 11(イ) 数 応用 記述 元と新しい長方形の面積の比 ○ 34.6 11.0 23.6 1999 M05-11(イ) 35.5 12.8 22.7  -0.9  U02 48.3 -12.8 

M01 12 図形 応用 記述 正方形の中の三角形の面積 ○ 70.7 28.7 42.0 1999 M05-12 68.0 30.4  37.6  2.7  U03 79.9 -11.9 

M02 01 数 知る 選択肢 大きい方から小さい方の順の 5 桁の数 ○ 80.1 59.8 20.3 2007      

M02 02 数 知る 選択肢 3.4×102 ○ 89.0 67.4 21.6 2007      

M02 03 数 応用 記述 
-5□－6□３□－9 に＋，－を記入し
最大に 

○ 69.2 34.3 34.9 2007      

M02 04 数 応用 選択肢 男女比が 2：3 のクラスの男子の人数 ○ 79.1 45.5 33.6 2007      

M02 05 数 応用 選択肢 30％引きで節約した値段 ○ 50.0 43.3 6.7 2007      

M02 06 代数 知る 選択肢 4ｘ－x＋7y－2y ○ 91.6 60.0 31.6 2007      

M02 07(1) 代数 知る 記述 多角形の内角の和の表の完成 ○ 81.5 47.4 34.1 2007      

M02 07(2) 代数 推論 記述 10 角形の内角の和 ○ 74.3 27.6 46.7 2007      

M02 07(3) 代数 推論 記述 ｎ角形の内角の和 ○ 76.5 15.7 60.8 2007      

M02 08 代数 推論 記述 ペン 1 本と鉛筆 1 本の値段 ○ 42.1 17.8 24.3 2007      

M02 09 図形 推論 選択肢 立方体の展開図 ○ 82.8 43.5 39.3 2007      

M02 10 図形 応用 選択肢 平行な 2 直線における x + y の値 ○ 77.9 42.1 35.8 2007      

M02 11 図形 知る 選択肢 (3, －2）が示す点 ○ 85.8 62.8 23.0 2007      

M02 12 資料と確からしさ 応用 選択肢 結果を正しく表す統計グラフ ○ 89.2 76.8 12.4 2007      

M02 13 資料と確からしさ 知る 記述 売ったチケットの数が同じのは誰と誰 ○ 93.4 63.1 30.3 2007      

M02 14 資料と確からしさ 応用 記述 円グラフの情報から棒グラフを作る ○ 68.3 27.4 40.9 2007      

M02 15 資料と確からしさ 推論 選択肢 平均 5000 ゼッドを正しく示す文 ○ 分析から除く 2007      

M03 01 数 知る 選択肢 メーターの電圧を読む ○ 87.1 52.8 34.3 1999 M06-01 89.5 58.3  31.2  -2.4  M01 93.9 -4.4 

M03 02 資料と確からしさ 知る 選択肢
17 の番号札をとりだし安いのはどちら
の箱 

○ 87.8 59.4 28.4 1999 M06-02 84.3 62.8  21.5  3.5  M03 84.0 0.3 

M03 03 数 知る 選択肢
1/2，5/8，5/6，5/12 のうち最も小さな
分数 

○ 82.6 57.5 25.1 1999 M06-03 82.7 63.7  19.0  -0.1  M04 85.9 -3.2 

M03 04 図形 知る 選択肢 三角形を半回転した結果 × 52.4 37.8 14.6 1999 M06-04 63.2 39.2  24.0  -10.8  M05 66.8 -3.6 

M03 05 数 応用 記述 
子供と大人の比が 5：4 のバスの子供
の人数 

○ 53.8 26.5 27.3 1999 M06-05 47.8 27.6  20.2  6.0  M06 55.2 -7.4 

M03 06 図形 応用 選択肢 大きさが 2ｘの角 PRS の角度 ○ 74.6 52.6 22.0 1999 M06-06 76.3 56.0  20.3  -1.7  M07 77.6 -1.3 

M03 07 数 知る 記述 0.402×0.53 ○ 79.9 58.7 21.2 1999 M06-07 55.5 44.2  11.3  24.4  M08 61.6 -6.1 

M03 08 資料と確からしさ 応用 選択肢 表に示された気温を示すグラフ ○ 96.1 71.9 24.2 1999 M06-08 95.2 73.8  21.4  0.9  M09 97.2 -2.0 

M03 09 数 応用 記述 1/5 は 30 ゼッド，2/3 は 15 ゼッド ○ 44.0 18.4 25.6 2003 M06-09 42.0 20.6  21.4  2.0   

M03 10 数 応用 選択肢
1.5 倍のパンを焼くのに必要な砂糖の
量 

○ 50.2 27.4 22.8 2003 M06-10 52.3 27.9  24.4  -2.1   

M03 11 数 応用 選択肢
108 人が旅行に行くのに必要な先生
の数 

○ 94.0 78.5 15.5 2003 M06-11 91.8 77.5  14.3  2.2   

M03 12 数 応用 選択肢 バスが 8 時間で走行する距離 ○ 82.9 59.5 23.4 2003 M06-12 74.4 57.3  17.1  8.5   

M03 13 数 知る 選択肢 ‐6 で割ると 12 になる数 ○ 80.8 51.4 29.4 2003 M06-13 81.3 50.7  30.6  -0.5   

M03 14 図形 応用 選択肢
35°と直角がある三角形の残りの角の
大きさ 

○ 92.4 58.6 33.8 2003 M06-14 87.1 59.1  28.0  5.3   

M03 15 図形 応用 記述 
直線 AO に鋭角，鈍角を作る直線 BC
を引く 

○ 47.5 37.6 9.9 2003 M06-15 42.8 39.9  2.9  4.7   

M04 01 数 知る 選択肢 千二万三十を数字で表す ○ 81.8 64.5 17.3 2007      

M04 02 数 知る 選択肢 1080 を素因数の積で示す × 42.6 44.1 -1.5 2007      

M04 03 代数 知る 選択肢 a=3, b=-1 のとき 2a+3(2-b) の値 ○ 60.2 34.2 26.0 2007      

M04 04 代数 知る 選択肢 x メートルのパイプのｙ倍の長さ ○ 72.2 47.9 24.3 2007      

M04 05 数 応用 記述 情報を使って水泳の表を完成させる ○ 81.2 57.8 23.4 2007      
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M04 05 数 応用 記述 
情報を使って自転車走の表を完成さ
せる 

○ 25.7 13.3 12.4 2007      

M04 05 数 応用 記述 
情報を使ってランニングの表を完成さ
せる 

○ 43.5 21.6 21.9 2007      

M04 05 数 推論 記述 トライアスロンで勝った人は ○ 61.5 32.6 28.9 2007      

M04 06 代数 応用 選択肢
ｙ＝４ｘ＋30，150ゼッドで何グラムの品
物 

○ 65.3 33.9 31.4 2007      

M04 07 代数 知る 選択肢 2(x+y)-(2x-y) ○ 72.0 25.8 46.2 2007      

M04 08 代数 応用 選択肢 ｙ＝ｘ＋2 上にある点の座標 ○ 52.5 30.0 22.5 2007      

M04 09 図形 推論 選択肢 立体をある方向から見たときの形 × 89.6 48.7 40.9 2007      

M04 10 図形 推論 選択肢 CD＝CE のときの x の値 ○ 70.7 31.8 38.9 2007      

M04 11 図形 応用 記述 長方形の面積の 2 倍の三角形をかく ○ 68.9 48.8 20.1 2007      

M04 12 資料と確からしさ 知る 記述 
人気の平均を求め，人気がある方を
求める 

○ 79.6 35.5 44.1 2007      

M04 12 資料と確からしさ 推論 記述 
グラフから，3 つの文章の正誤を判断
する 

× 49.8 18.7 31.1 2007      

M04 13 資料と確からしさ 知る 選択肢 3 個目の玉の出やすさ ○ 76.4 39.2 37.2 2007      

M05 01 数 応用 選択肢
男子と女子の比が同じ 2 つのクラスを
選ぶ 

○ 64.2 49.6 14.6 2003 M07-01 64.3 48.6  15.7  -0.1   

M05 02 代数 知る 選択肢 2a2×3a= ○ 86.8 46.6 40.2 2003 M07-02 83.5 47.1  36.4  3.3   

M05 03 代数 推論 記述 
73 本のマッチ棒でできる正方形の数
を求める 

○ 38.5 8.7 29.8 2003 M07-03 33.5 9.2  24.3  5.0   

M05 04 図形 応用 記述 
6 か所の長さが示された展開図の箱の
体積 

○ 71.2 28.9 42.3 2003 M07-04 70.7 33.0  37.7  0.5   

M05 05 図形 応用 記述 80km 以下の条件にあうかどうか ○ 87.0 54.9 32.1 2003 M07-05 90.4 60.9  29.5  -3.4   

M05 06 数 推論 記述 クラス旅行に行ける町と理由を説明 ○ 22.6 8.1 14.5 2003 M07-06 19.7 10.5  9.2  2.9   

M05 07(1) 資料と確からしさ 推論 記述 バス時刻表から中町の表の完成 ○ 55.8 15.0 40.8 2003 M07-07(1) 57.5 20.9  36.6  -1.7   

M05 07(2) 資料と確からしさ 推論 記述 バス時刻表から東町の表の完成 ○ 44.7 11.0 33.7 2003 M07-07(2) 45.2 15.1  30.1  -0.5   

M05 07(3) 資料と確からしさ 知る 記述 3 つの条件を満たす町 ○ 76.0 29.7 46.3 2003 M07-07(3) 83.3 36.7  46.6  -7.3   

M05 08 資料と確からしさ 推論 記述 総合的に考えて旅行に行ける町 ○ 65.4 35.6 29.8 2003 M07-08 68.6 41.2  27.4  -3.2   

M05 09 図形 応用 選択肢 正六角形内における角 QUS の角度 ○ 71.7 51.5 20.2 2003 M07-09 79.4 58.8  20.6  -7.7   

M05 10 代数 応用 選択肢 表に示された x と y の関係を表す式 ○ 62.9 38.4 24.5 2003 M07-10 61.8 45.8  16.0  1.1   

M06 01 数 知る 選択肢 小数点以下 3 桁の小数に等しい分数 ○ 81.6 68.4 13.2 2007      

M06 02 数 応用 選択肢 2 つの等しい分数の分子の値 ○ 67.2 44.7 22.5 2007      

M06 03 数 推論 記述 規則性が続くとき，次にくる行 ○ 73.2 36.0 37.2 2007      

M06 04 数 知る 記述 バスケットボールの成功数と割合 ○ 60.8 32.9 27.9 2007      

M06 05 代数 知る 選択肢 文字の計算を行う ○ 84.9 51.8 33.1 2007      

M06 06 代数 知る 記述 P の値を求める ○ 69.7 37.6 32.1 2007      

M06 07 代数 知る 記述 不等式を解く × 8.1 17.3 -9.2 2007      

M06 08 代数 応用 記述 文字式の値をもとめる ○ 37.8 27.6 10.2 2007      

M06 09 代数 推論 記述 パターンの中の x の値を求める ○ 56.8 30.3 26.5 2007      

M06 10 代数 応用 選択肢 数の組をともに満たす方程式 ○ 47.6 24.8 22.8 2007      

M06 11 図形 応用 記述 ある長さの二等辺三角形をかく ○ 85.2 46.4 38.8 2007      

M06 12 図形 応用 記述 各面が長方形の箱の体積を求める ○ 81.6 41.5 40.1 2007      

M06 13 図形 知る 選択肢 図形を半回転した結果 × 76.6 40.4 36.2 2007      

M06 14 資料と確からしさ 推論 選択肢 走り幅跳び競技の結果 × 75.5 55.6 19.9 2007      

M06 15 資料と確からしさ 応用 選択肢 １つ取り出すボタンの色の確率 ○ 82.3 46.3 36.0 2007      

M06 16 資料と確からしさ 応用 選択肢 普通の大きさのびんの注文数 ○ 76.8 49.9 26.9 2007      

M06 17 資料と確からしさ 応用 記述 円グラフを完成させスポーツ名を記入 ○ 70.4 42.1 28.3 2007      

M07 01 数 推論 記述 55 人より多く 65 人より少ない ○ 73.0 37.1 35.9 2003 M08-01 72.2 42.2  30.0  0.8   

M07 02 数 知る 選択肢 1/5－1/3 の答えを出す手順 ○ 59.5 29.8 29.7 2003 M08-02 56.5 31.3  25.2  3.0   

M07 03 数 応用 選択肢 1：4 の合金に含まれる銀の重さ ○ 37.6 23.3 14.3 2003 M08-03 32.2 25.3  6.9  5.4   

M07 04 代数 応用 選択肢 2, 5, 11, 23・・・の数の列の各項の規則 ○ 89.4 63.0 26.4 2003 M08-04 87.5 65.8  21.7  1.9   

M07 05 代数 知る 選択肢 3(2x-1)+2x=21 の x の値 ○ 81.4 57.6 23.8 2003 M08-05 83.6 61.2  22.4  -2.2   

M07 06 代数 知る 選択肢
上着の数が 3 着多いことをｎを使って
表す 

○ 56.9 40.8 16.1 2003 M08-06 54.6 44.4  10.2  2.3   

M07 07 図形 応用 選択肢
半径 10m の池にいるおよそのカエル
の数 

○ 50.4 28.4 22.0 2003 M08-07 47.9 29.3  18.6  2.5   

M07 08 図形 応用 選択肢 4 か所の長さが示された図形の面積 ○ 84.4 40.9 43.5 2003 M08-08 83.1 45.8  37.3  1.3   

M07 09 図形 応用 記述 二等分する角ｘの値 ○ 69.9 28.9 41.0 2003 M08-09 76.0 32.8  43.2  -6.1   

M07 10 図形 応用 選択肢 二等辺三角形の頂点の座標 ○ 81.4 57.3 24.1 2003 M08-10 80.3 61.7  18.6  1.1   

M07 11 資料と確からしさ 応用 記述 
ルーレットの矢印を 1000 回まわしたと
きの色 

○ 70.4 27.3 43.1 2003 M08-11 65.0 32.1  32.9  5.4   

M07 12 数 応用 選択肢
120 ゼッドから 84 ゼッドへの値引きの
割合 

○ 47.7 29.3 18.4 2003 M08-12 51.6 33.3  18.3  -3.9   

M07 13(1) 資料と確からしさ 応用 記述 
入会金と 1 週間の料金からグラフにコ
ース名を記入 

○ 87.4 54.5 32.9 2003 M08-13(1) 88.7 57.9  30.8  -1.3   

M07 13(2) 資料と確からしさ 知る 記述 支払う料金が同じになる週 ○ 93.8 48.7 45.1 2003 M08-13(2) 95.4 51.0  44.4  -1.6   

M07 13(3) 資料と確からしさ 応用 記述 24 週目の合計の差 ○ 80.7 33.7 47.0 2003 M08-13(3) 86.0 37.8  48.2  -5.3   

M08 01 数 知る 選択肢 わると答えがある数になる数を求める ○ 74.3 58.4 15.9 2007      
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M08 02 数 知る 選択肢 値引きされる割合を表す分数 ○ 61.8 48.6 13.2 2007      

M08 03 数 知る 記述 合計をおよその数で表す ○ 46.7 32.0 14.7 2007      

M08 04 数 応用 記述 どちらの分数が大きいか理由を説明 ○ 58.9 32.1 26.8 2007      

M08 05 数 推論 記述 パターンからわかる規則を書く ○ 50.3 22.5 27.8 2007      

M08 06 代数 知る 選択肢 一次方程式におけるｘの値を求める ○ 62.4 46.7 15.7 2007      

M08 07 代数 推論 記述 数の列のぬけている数を求める × 61.0 39.0 22.0 2007      

M08 08 代数 知る 選択肢 ある解を満たす方程式 ○ 61.2 37.4 23.8 2007      

M08 09 代数 知る 記述 分母にｎのある式の，ｎの値を求める × 36.7 24.5 12.2 2007      

M08 10 代数 応用 記述 ｘの値を求める方程式を書く ○ 46.3 23.8 22.5 2007      

M08 10 代数 知る 記述 三角形の最も長い辺の長さ ○ 42.2 21.8 20.4 2007      

M08 11 代数 知る 記述 a＋b を求める × 61.7 33.4 28.3 2007      

M08 11 代数 知る 記述 a－b を求める × 36.4 12.8 23.6 2007      

M08 12 図形 知る 選択肢 線分 ℓ と m について正しい文 ○ 79.2 61.2 18.0 2007      

M08 13 図形 応用 選択肢
長方形の中の図形の角度 x の値を求
める 

○ 89.6 48.4 41.2 2007      

M08 14 図形 推論 記述 相似により等しくなる 1 組の角 × 27.1 18.3 8.8 2007      

M08 15 資料と確からしさ 応用 選択肢 携帯電話の割合を正しく示す円グラフ ○ 81.3 56.1 25.2 2007      

M08 16 資料と確からしさ 知る 記述 グラフからある時刻の気温を見積もる ○ 78.3 44.4 33.9 2007      

M09 01 数 知る 選択肢 分数のたし算の答えを示す小数 ○ 73.8 57.2 16.6 2003 M11-01 71.3 59.6  11.7  2.5   

M09 02 数 推論 選択肢 P,Q が分数のとき数直線上の N の位置 ○ 43.8 21.6 22.2 2003 M11-02 41.0 20.5  20.5  2.8   

M09 03 数 応用 記述 花子さんが受け取ったお金 ○ 46.4 24.6 21.8 2003 M11-03 47.1 29.8  17.3  -0.7   

M09 04 代数 知る 選択肢 単項式のたし算の図的意味 ○ 69.7 41.0 28.7 2003 M11-04 66.4 43.3  23.1  3.3   

M09 05 代数 知る 選択肢
基本料と走行距離からなるタクシーの
料金 

○ 57.1 42.7 14.4 2003 M11-05 63.4 47.4  16.0  -6.3   

M09 06 代数 知る 記述 式に数値代入 ○ 66.9 37.5 29.4 2003 M11-06 65.4 41.6  23.8  1.5   

M09 07 図形 推論 選択肢 AB の中点と BC の中点の距離 ○ 62.3 37.4 24.9 2003 M11-07 62.8 39.0  23.8  -0.5   

M09 08 図形 応用 選択肢 正方形のまわりの長さ × 40.1 42.8 -2.7 2003 M11-08 44.5 45.0  -0.5  -4.4   

M09 09 図形 応用 選択肢 穴を埋めるのに必要な立方体の個数 ○ 80.1 42.3 37.8 2003 M11-09 79.1 49.5  29.6  1.0   

M09 10 図形 推論 選択肢 直角三角形である理由を示す式 × 23.1 47.5 -24.4 2003 M11-10 23.6 46.3  -22.7  -0.5   

M09 11 図形 知る 記述 真上から見た図の完成 ○ 84.8 53.0 31.8 2003 M11-11 90.3 57.9  32.4  -5.5   

M09 12 図形 知る 選択肢 図１を図 2 に，図 2 を図 3 に移動 × 72.5 38.4 34.1 2003 M11-12 75.8 41.0  34.8  -3.3   

M09 13 資料と確からしさ 応用 記述 進路希望を表す円グラフの作成 ○ 79.4 41.3 38.1 2003 M11-13 81.0 49.8  31.2  -1.6   

M09 14 資料と確からしさ 知る 選択肢 ピンクのキャンディの可能性を表す文 ○ 69.2 43.5 25.7 2003 M11-14 75.0 46.1  28.9  -5.8   

M10 01 数 応用 選択肢 パイプの元の長さ ○ 89.6 67.3 22.3 2007      

M10 02 数 知る 選択肢 数直線上で K が表す数 ○ 90.2 48.9 41.3 2007      

M10 03 数 応用 選択肢
表をもとに，かけ算の答えを累乗で表
す 

× 51.7 45.0 6.7 2007      

M10 04 数 推論 記述 2 桁のかけ算の答えが最大になる数 ○ 49.8 25.0 24.8 2007      

M10 05(1) 代数 知る 記述 
分数のパターンから次にくる数を求め
る 

○ 93.3 65.4 27.9 2007      

M10 05(2) 代数 推論 記述 
分数のパターンから100番目の数を求
める 

○ 56.1 36.0 20.1 2007      

M10 05(3) 代数 推論 記述 
分数のパターンから ｎ番目の数を求
める 

○ 32.1 15.0 17.1 2007      

M10 06 代数 知る 選択肢 等しい文字式 ○ 78.3 49.7 28.6 2007      

M10 07 代数 知る 選択肢 2 元１次連立方程式を解く ○ 76.3 45.1 31.2 2007      

M10 08 代数 応用 選択肢
2 辺の長さが文字で表された長方形の
面積 

× 44.2 38.3 5.9 2007      

M10 09 図形 知る 選択肢 対称軸がある図形 ○ 49.4 38.0 11.4 2007      

M10 10(1) 図形 応用 記述 点 B と点 C をグラフ上に示す × 80.3 42.8 37.5 2007      

M10 10(2) 図形 応用 記述 角 BOC の大きさを求める ○ 73.5 36.0 37.5 2007      

M10 11 資料と確からしさ 知る 選択肢 ある生徒が花子さんに投票した可能性 ○ 81.9 57.5 24.4 2007      

M10 12(1) 資料と確からしさ 知る 記述 従業員数の平均 ○ 84.3 36.2 48.1 2007      

M10 12(2) 資料と確からしさ 知る 記述 従業員数のメジアン × 26.4 21.9 4.5 2007      

M10 12(3) 資料と確からしさ 応用 記述 
従業員数の増加の，メジアンと平均へ
の影響 

× 5.5 9.4 -3.9 2007      

M11 01 代数 応用 選択肢 午前 10 時の木の影の長さ ○ 80.4 58.3 22.1 2003 M12-01 76.3 58.6  17.7  4.1   

M11 02 数 知る 記述 帯分数を小数第 2 位まで表す ○ 44.7 22.4 22.3 2003 M12-02 52.6 25.0  27.6  -7.9   

M11 03 代数 知る 記述 係数が分数の単項式のたし算 ○ 64.0 21.4 42.6 2003 M12-03 58.8 22.7  36.1  5.2   

M11 04 代数 知る 選択肢 乗法と加法に関する簡単な式の意味 ○ 85.3 62.1 23.2 2003 M12-04 85.2 66.4  18.8  0.1   

M11 05 代数 知る 選択肢 風船の合計数 ○ 90.8 70.9 19.9 2003 M12-05 88.3 72.1  16.2  2.5   

M11 06 図形 応用 選択肢 時計の長針の回転数 ○ 55.7 28.3 27.4 2003 M12-06 54.0 28.7  25.3  1.7   

M11 07 図形 応用 選択肢 黒くぬられた部分の面積 ○ 75.4 33.8 41.6 2003 M12-07 74.4 36.8  37.6  1.0   

M11 08 図形 知る 選択肢 紙を開くとできる形 ○ 87.1 50.3 36.8 2003 M12-08 84.1 53.6  30.5  3.0   

M11 09 代数 応用 選択肢 3 つの数の和 ○ 64.8 53.1 11.7 2003 M12-09 64.4 53.0  11.4  0.4   

M11 10 図形 推論 選択肢 図の中のｘの値 ○ 80.3 43.0 37.3 2003 M12-10 77.2 43.2  34.0  3.1   
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M11 11 資料と確からしさ 応用 選択肢 矢が赤い部分に当たる割合 ○ 60.4 28.9 31.5 2003 M12-11 54.3 30.3  24.0  6.1   

M11 12 代数 推論 選択肢 金属のかたまり 1 個の重さ × 74.9 43.3 31.6 2003 M12-12 71.2 46.8  24.4  3.7   

M11 13(1) 資料と確からしさ 知る 記述 150 台生産された時間 ○ 87.9 56.0 31.9 2003 M12-13(1) 82.8 59.0  23.8  5.1   

M11 13(2) 資料と確からしさ 応用 記述 1 時間当たりの平均生産台数 ○ 53.1 28.3 24.8 2003 M12-13(2) 48.2 31.5  16.7  4.9   

M11 13(3) 資料と確からしさ 応用 記述 最も生産された時間 ○ 77.9 28.7 49.2 2003 M12-13(3) 76.1 34.3  41.8  1.8   

M12 01 数 知る 選択肢 累乗した値 ○ 81.3 64.3 17.0 2007      

M12 02 数 知る 選択肢 速度計で示された速度 ○ 82.9 46.8 36.1 2007      

M12 03 数 知る 記述 チームが負けた割合（パーセント） ○ 84.7 58.8 25.9 2007      

M12 04 数 知る 記述 
1 束あたりの紙の枚数と高さの表を完
成させる 

○ 75.8 50.1 25.7 2007      

M12 04 数 応用 記述 ある高さの束にある紙の枚数 ○ 69.1 40.6 28.5 2007      

M12 05 代数 応用 選択肢 グラフ上の点 x と y の関係を表す式 ○ 54.6 52.6 2.0 2007      

M12 06 代数 応用 選択肢 時間と距離の関係を表す式 ○ 67.5 36.2 31.3 2007      

M12 07 代数 知る 記述 式の値を求める ○ 50.7 27.4 23.3 2007      

M12 08 代数 推論 記述 パターン 4 と 30 にある円の数 ○ 49.3 29.0 20.3 2007      

M12 08 代数 推論 記述 
パターン 30 にある円の数の求め方を
説明 

○ 45.5 24.9 20.6 2007      

M12 08 代数 推論 記述 
パターンｎになる円の数の求め方のき
まり 

○ 40.3 15.5 24.8 2007      

M12 09 図形 応用 記述 AB を対称軸として残りの図をかく ○ 87.7 47.5 40.2 2007      

M12 10 図形 推論 選択肢 台形の周りの長さ × 40.1 30.4 9.7 2007      

M12 11 図形 推論 選択肢 2 つ合わせて正方形になる組み合わせ ○ 66.0 39.0 27.0 2007      

M12 12 資料と確からしさ 知る 選択肢 最高気温と最低気温の差 ○ 81.7 56.5 25.2 2007      

M12 13 資料と確からしさ 応用 選択肢 時間・速さのグラフの読み ○ 59.8 35.4 24.4 2007      

M12 14 資料と確からしさ 知る 選択肢 雨が降る可能性 ○ 75.9 51.0 24.9 2007      

M13 01 数 知る 選択肢 計算式の値に最も近いもの ○ 78.1 53.6 24.5 2003 M14-01 81.6 56.6  25.0  -3.5   

M13 02 資料と確からしさ 推論 選択肢 販売数が同じになる年 ○ 55.3 38.6 16.7 2003 M14-02 56.3 40.1  16.2  -1.0   

M13 03 代数 推論 記述 赤いタイルと合計の表の完成 ○ 81.9 51.9 30.0 2003 M14-03 79.5 49.8  29.7  2.4   

M13 04(1) 代数 推論 記述 合計 64 個のタイル ○ 57.8 23.2 34.6 2003 M14-04(1) 54.4 24.0  30.4  3.4   

M13 04(2) 代数 推論 記述 49 個の黒いタイル ○ 41.4 17.1 24.3 2003 M14-04(2) 38.7 17.9  20.8  2.7   

M13 04(3) 代数 推論 記述 44 個の赤いタイル ○ 30.5 11.8 18.7 2003 M14-04(3) 29.1 12.0  17.1  1.4   

M13 05 代数 推論 記述 ｎ×ｎの形の表の完成 × 29.5 8.1 21.4 2003 M14-05 21.9 8.5  13.4  7.6   

M13 06 図形 推論 記述 多角形の内角の和 ○ 67.3 16.5 50.8 2003 M14-06 59.4 15.5  43.9  7.9   

M13 07 数 知る 選択肢 素因数の積 × 34.9 47.4 -12.5 2003 M14-07 28.5 45.3  -16.8  6.4   

M13 08 数 応用 選択肢 白と緑の帽子の数の合計 ○ 80.5 45.1 35.4 2003 M14-08 76.9 47.1  29.8  3.6   

M13 09 代数 知る 選択肢 ｔがある数の間のとき・・・ ○ 76.8 44.9 31.9 2003 M14-09 63.5 43.2  20.3  13.3   

M14 01 数 応用 選択肢 走り幅跳びで二郎さんが跳んだ距離 ○ 80.0 58.4 21.6 2007      

M14 02 数 知る 記述 式を計算し答えを小数で表す ○ 51.2 25.7 25.5 2007      

M14 03 代数 知る 選択肢  3x+3y の値 ○ 80.8 61.6 19.2 2007      

M14 04 数 知る 選択肢 等しい比を選ぶ ○ 86.9 53.6 33.3 2007      

M14 05 代数 知る 選択肢 文字の表記 ○ 71.4 45.7 25.7 2007      

M14 06(1) 数 応用 記述 携帯電話 1 年間所持する費用 ○ 50.6 25.0 25.6 2007      

M14 06(2) 数 応用 記述 
携帯電話 1 年後の費用（通話とメール
使用） 

○ 52.7 24.5 28.2 2007      

M14 06(3) 数 推論 記述 どちらの携帯電話が安いか ○ 46.3 10.1 36.2 2007      

M14 07 代数 知る 選択肢 方程式を満たす数の組 ○ 78.8 54.0 24.8 2007      

M14 08 代数 応用 選択肢 美術館訪問にかかる費用を表す式 ○ 73.4 47.2 26.2 2007      

M14 09 代数 応用 選択肢 条件を満たす x と y の値 × 68.1 47.8 20.3 2007      

M14 10 代数 応用 記述 山の頂上の気温 ○ 38.3 13.3 25.0 2007      

M14 11 図形 応用 選択肢 小さい立方体がいくつ残っているか ○ 69.1 43.4 25.7 2007      

M14 12 図形 推論 選択肢 三角形 ABC の面積 × 40.2 26.3 13.9 2007      

M14 13 資料と確からしさ 応用 記述 
表のデータを使って棒グラフを完成さ
せる 

○ 84.2 59.4 24.8 2007      

M14 14 資料と確からしさ 推論 記述 発言に賛成か反対かその理由 ○ 49.5 25.8 23.7 2007      

M14 15 資料と確からしさ 推論 記述 
平均点を 9 点にできるかどうかとその
理由 

○ 53.7 21.2 32.5 2007      
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表 2-15 算数・数学問題の出題形式別平均正答率 

小学校４年 問題数 
平均正答率 平均正答

率の差 

  
 

 

日  本 国際平均値    

出題

形式 

選択肢 94題 70.5％ 52.6％ 18.0％     

記 述 83 題 64.4％ 41.7％ 22.7％     

合 計 177 題 72.8％ 52.9％ 19.9％     

(注）1 分析対象外の 2題を除く。 

   2 平均正答率は，小数第一位まで四捨五入された各問題の正答率を平均したものである。 

 

中学校２年 問題数 
平均正答率 平均正答

率の差 

  
 

 

日  本 国際平均値    

出題

形式 

選択肢 116 題 71.2％ 47.4％ 23.8％     

記 述 98 題 59.2％ 30.8％ 28.4％     

合 計 214 題 65.7％ 39.8％ 25.9％     

(注）１ 分析対象外の 1題を除く。 

   ２ 平均正答率は，小数第一位まで四捨五入された各問題の正答率を平均したものである。 

 

表 2-16 算数・数学の同一問題の平均正答率 

小学校４年 問題数 

TIMSS2007 TIMSS2003 
日本の平

均正答率

の差(a-b)

平均正答率 平均正答

率の差 

平均正答率 平均正答

率の差 日 本(a) 国際平均値 日 本(b) 国際平均値 

出題

形式 

選択肢 39題 71.0％ 52.5％ 18.5％ 68.7％ 55.4％ 13.2％ 2.3％ 

記 述 40 題 63.1％ 40.1％ 22.9％ 61.5％ 43.5％ 18.0％ 1.6％ 

合 計 79 題 67.0％ 46.2％ 20.7％ 65.0％ 49.4％ 15.6％ 1.9％ 

(注）１ 分析対象外の 2題を除く。 

   ２ 平均正答率は，小数第一位まで四捨五入された各問題の正答率を平均したものである。 

   ３ 国際平均値は，TIMSS 参加国すべての平均値である。 

 

中学校２年 問題数 

TIMSS2007 TIMSS2003 日本の平

均正答率

の差(a-b)

平均正答率 平均正答

率の差 

平均正答率 平均正答

率の差 日 本(a) 国際平均値 日 本(b) 国際平均値 

出題

形式 

選択肢 56題 70.1％ 46.7％ 23.4％ 69.2％ 48.7％ 20.5％ 0.9％ 

記 述 39 題 60.6％ 29.6％ 31.0％ 58.9％ 32.1％ 26.8％ 1.7％ 

合 計 95 題 66.2％ 39.7％ 26.5％ 65.0％ 41.9％ 23.0％ 1.2％ 

(注）１ 平均正答率は，小数第一位まで四捨五入された各問題の正答率を平均したものである。 

   ２ 国際平均値は，TIMSS 参加国すべての平均値である。 

 

 表 2-16 は，算数・数学の同一問題について，出題形式の観点から，わが国の正答率と国際平均値に

ついて，TIMSS2007 と TIMSS2003 の正答率を算出したものである。統計的な有意差の処理は行っていな

い。 

 小学校４年において同一問題 79 題について見ると，TIMSS2007 においてわが国の児童の平均正答率

は国際平均値を 21ポイント，TIMSS2003 においても国際平均値を 16ポイント，上回っている。出題形

式別に見ると，TIMSS2007 においてわが国は国際平均値を，選択肢式で 19ポイント，記述式で 23ポイ

ント上回っている。国際的に見るとわが国は記述式の問題の正答率は高い。 

 中学校２年において同一問題 95 題について見ると，TIMSS2007 においてわが国の生徒の平均正答率
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は国際平均値を 27ポイント，TIMSS2003 においても国際平均値を 23ポイント，上回っている。出題形

式別に見ると，TIMSS2007 においてわが国は国際平均値を，選択肢式で 23ポイント，記述式で 31ポイ

ント上回っている。国際的に見るとわが国は記述形式の問題の正答率は高い。 

わが国の今回と前回の正答率を比較すると，今回の TIMSS2007 の方が小学校 4年は 2ポイント，中学

校 2年は１ポイント高くなっている。 

表 2-17 は，算数・数学問題についてわが国と国際平均値との正答率の差を５ポイントきざみの区間

で集計したときの問題数の分布を示したものである。 

小学校４年については，わが国の正答率が国際平均値より上回る問題が 177 題中 167 題で 94％を占

める。国際平均値を 10ポイント以上上回る問題は 150題であり，85％を占める。 

中学校２年については，わが国の正答率が国際平均値より上回る問題が 214 題中 208 題で 97％を占

める。国際平均値を 10ポイント以上上回る問題は 197題であり，92％を占める。 

 

表 2-17 算数・数学問題の正答率の国際平均値との差による問題数の分布 

正答率の差 
小学校４年 中学校２年 

問題数 累積（％） 問題数 累積（％） 

20 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 96 54％ 166 78％ 

15 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 20 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 37 75％ 15 85％ 

10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 15 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 17 85％ 16 92％ 

5 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 10 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 11 91％ 8 96％ 

0 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 5 ポイント未満 6 94％ 3 97％ 

-5 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 0 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 4 97％ 3 99％ 

-10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 -5 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 1 97％ 1 99％ 

-15 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 -10 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 3 99％ 1 100％ 

-20 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 -15 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 2 100％ 0 100％ 

-20 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 0 100％ 1 100％ 

合 計 177 題   214 題   

注）１ 小学校４年は分析対象外の 2題を除く。    

 ２ 中学校２年は分析対象外の 1題を除く。    

 

表 2-18 算数・数学同一問題の正答率の差による問題数の分布 

正答率の差 

小学校４年      

（日本－国際平均値） 

中学校２年      

（日本－国際平均値） 
今回－前回（日本） 

TIMSS2007 TIMSS2003 TIMSS2007 TIMSS2003 小学校４年 中学校２年

20 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 44 29 74 62 0 1 

15 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 20 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 18 14 7 17 0 0 

10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 15 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 8 13 7 8 3 1 

5 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 10 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 3 10 3 2 13 12 

0 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 5 ポイント未満 3 7 1 2 40 47 

-5 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 0 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 1 3 1 2 19 25 

-10 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 -5 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 1 1 0 0 4 8 

-15 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 -10 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 1 2 1 0 0 1 

-20 ﾎﾟｲﾝﾄ以上 -15 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 0 0 0 1 0 0 

-20 ﾎﾟｲﾝﾄ未満 0 0 1 1 0 0 

合 計 79 題 79 題 95 題 95 題 79 題 95 題 

注）１ 小学校４年は分析対象外の 2題を除く。     
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 表 2-18 は，前回との同一問題について，わが国と国際平均値との正答率の差を５ポイントきざみの

区間で集計したときの問題数の分布を今回のTIMSS2007，前回のTIMSS2003に分けて算出するとともに，

わが国の今回と前回との正答率の差による問題数の分布を示したものである。統計的な有意差検定の処

理は行っていない。TIMSS2007 では小学校 4 年，中学校 2 年とも国際平均値より 20 ポイント以上高い

問題の割合が TIMSS2003 より増えている。わが国の正答率が国際平均値より低い問題は小学校4年，中

学校 2年とも履修していない問題である。 

わが国の今回と前回の比較では，小学校 4年では 79題中 74題，中学校 2年では 95題中 92題が，プ

ラス・マイナス 10ポイントの中に入る。中学校 2年には前回と比べて 20ポイント以上高くなった問題

が 1題あるが，これは小数のかけ算の問題である。問題の詳細については 2.3節で後述する。 

 

2.3 算数・数学問題の例 

2.3.1 小学校４年の算数問題の例の構成                

 小学校 4年を対象にした算数の問題数は，合計 179題であった。2.2節で述べたように，そのうち２

題は国際的な分析から省かれているので，分析対象とするのは 177題である。 

この節では，（１）国際報告書がその水準に達した児童の特徴を説明するために例示した問題８題，

（２）わが国の視点から選んだ問題という観点から２題を選択し，その結果を述べる。なお記述式の問

題をとりあげる際には採点基準の類型として「コード 10」などの用語を用いるが，この類型の詳細は

資料９として示している。資料９に＜日本コード＞とあるのは，わが国の採点類型であり，国際比較結

果の報告においてはコード 29，コード 19，コード 79など，その他の正答や誤答として集計された。 

 

2.3.2 国際報告書がその水準に達した児童の特徴を説明するために例示した問題 

児童の水準については，前節の表 2-9 で示したように「625点」，「550点」，「475点」，「400点」

の４つの水準が設けられていた。表 2-19 はその得点に達した児童が，他の得点の児童に比べてよく解

ける問題 8題を用いて，その水準に達した児童の主な特徴を説明したものである。「625点」の難しい

問題が 2 題，「550 点」のやや難しい問題が 2 題，「475 点」のやややさしい問題が 3 題，「400 点」

のやさしい問題が 1題含まれている。 

この 8題を内容領域別にみれば，「数」が 4題，「図形と測定」が 2題，「資料の表現」が 2題であ

り，認知的領域別にみれば，「知ること」が2題，「応用すること」が 2題，「推論を行うこと」が 4

題である。出題形式からみれば，選択肢式が 2題，記述式が 6題であった。わが国の正答率はいずれの

問題も国際平均値より統計的に有意に高かった。 
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表 2-19 算数問題例の難易度とその水準にいる児童の主な特徴 －小学校４年－ 

得点 625 点 550 点 475 点 400 点 

問題の 

難易度 
難しい やや難しい やややさしい やさしい 

児童の水準 より高い水準 高い水準 中程度の水準 低い水準 

児童の 

主な特徴 

比較的複雑な場面におい

て理解したことや知識を応

用できる。いろいろな文脈

において比例的推論を応

用できる。分数や小数の

理解が進んでいることを示

すことができる。多段階の

文章題を解くために適切

な情報を選ぶことができ

る。関係について一定の

規則を作ったり選んだりで

きる。いろいろな場面にお

いて平面図形や空間図形

に関するいろいろな知識

を応用できる。資料を整

理，解釈，表現し問題を解

くことができる。 

知識や理解したことを応用

し問題を解くことができる。

計算に関する多段階の文

章題を解くことができる。い

ろいろな問題場面におい

て割り算を用いることがで

きる。パターンを拡張し，そ

の後にくる数を求め，対に

なった数の間の関係を見

つけることができる。基礎

的な図形の知識があること

を示すことができる。表や

グラフの数値を解釈し用い

問題を解くことができる。 

簡単な場面において基礎

的な数学的知識を応用で

きる。整数を理解し計算が

できる。数や図形の簡単な

きまりを拡張できる。いろい

ろな平面図形に慣れてい

る。同じ資料について異な

る表現を読み解釈できる。 

何らかの基礎的な数学的

知識を持っている。整数の

たし算とひき算を理解し計

算ができる。三角形と日常

における位置の表し方に

慣れている。簡単な棒グラ

フから情報を読み取ること

ができる。 

数 

【公表問題例１】しげるさん

のきまりをかく（M01-04） 

【公表問題例３】942 と 415

から見えなくなっている数

字を求める（M01-02） 

【公表問題例６】ねこをかか

えたまま 62ｋｇ，ねこの重さ

（M01-08） 

  

    

【公表問題例７】言葉で表

された数と同じ数字

（M04-01） 

  

図形と測定     
【公表問題例５】長方形の

残りの 2 辺をかく（M04-7） 

【公表問題例８】正方形を７

つに切り分けたとき，同じ

形で同じ大きさ（M01-0９）

資料の表現 

【公表問題例２】円グラフと

棒グラフをもとに女子の人

数を求める（M04-13） 

【公表問題例４】石田選手

の得点を表す棒グラフをか

く（M02-11） 

    

（注）１ 難易度は，400 点（やさしい），475 点（やややさしい），550 点（やや難しい），625 点（難しい）の４つの水準で示す。 

   ２ 公表問題例とは，TIMSS2007 国際報告書に掲載の問題をさす。  

 

【625 点に達した児童の特徴】 

比較的複雑な場面において理解したことや知識を応用できる。いろいろな文脈において比例的推論を

応用できる。分数や小数の理解が進んでいることを示すことができる。多段階の文章題を解くために適

切な情報を選ぶことができる。関係について一定の規則を作ったり選んだりできる。いろいろな場面に

おいて平面図形や空間図形に関するいろいろな知識を応用できる。資料を整理，解釈，表現し問題を解

くことができる。 

【625点に達した児童が解ける問題】 
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算数問題例１（M01-04） 

 

算数問題例１は，４を９に，５を 11に，８を 17に，11を 23 にかえるしげるさんのきまりをかく問

題であり，内容領域は「数」，認知的領域は「推論を行うこと」，難易度は 625 点の難しい問題である。

「三角形の数を 2 倍して１をたす」（コード 10），「三角形の中の数にその次の数をたす」（コード

19）などの解答が正答となる。 

わが国の正答率は 38％，国際平均値は 15％である。正答率は香港が 39％で最も高く，わが国が香港

に次いで高い。なお，このきまりを見つける問題は 2003 年にも実施され，わが国の正答率は 27％であ

ったが，今回は 11ポイント高くなっている。 

香港 39 (2.7) ▲

日本 38 (2.1) ▲

シンガポール 36 (2.1) ▲

アルメニア 35 (2.9) ▲

台湾 33 (2.4) ▲

イングランド 28 (2.3) ▲

カザフスタン 28 (4.2) ▲

ハンガリー 28 (2.4) ▲

ロシア 23 (3.1) ▲

アメリカ 23 (1.4) ▲

ラトビア 22 (2.3) ▲

イタリア 22 (1.7) ▲

オーストラリア 20 (3.1)

スコットランド 17 (1.7)

デンマーク 17 (2.1)

ニュージーランド 17 (1.6)

国際平均値 15 (0.3)

ドイツ 13 (1.2)

オランダ 13 (2.0)

リトアニア 13 (1.7)

スロバキア 13 (2.0)

オーストリア 11 (1.6) ▼

ウクライナ 11 (1.5) ▼

ノルウェー 9 (1.4) ▼

グルジア 8 (1.6) ▼

スロベニア 8 (0.8) ▼

スウェーデン 7 (1.3) ▼

チェコ 6 (1.0) ▼

アルジェリア 6 (1.2) ▼

イラン 5 (1.1) ▼

モロッコ 4 (2.0) ▼

チュニジア 3 (0.5) ▼

クウェート 1 (0.4) ▼

カタール 1 (0.2) ▼

コロンビア 1 (0.4) ▼

イエメン 0 (0.2) ▼

エルサルバドル 0 (0.0) ▼

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：数　　　　認知的領域：推論

問題の説明：しげるさんのきまりをかく　（M01-04）
国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域
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算数問題例２（M04-13） 

 

算数問題例２は，円グラフと棒グラフをもとに女子の人数を求める問題であり，内容領域は「資料の

表現」，認知的領域は「推論を行うこと」，難易度は 625 点の難しい問題である。正答は①である。 

わが国の正答率は 41％，国際平均値は 32％である。正答率はシンガポールが 63％で最も高く，香港

63％，カザフスタン 51％，台湾 47％と続いており，わが国は 8 番目に高い。なおわが国において円グ

ラフは小学校 6年の内容であるため，この問題は履修していないが，その割にはよくできている。円グ

ラフを知らなくとも，面積を使って解けたと考えられる。 

 

【550 点に達した児童の特徴】 

知識や理解したことを応用し問題を解くことができる。計算に関する多段階の文章題を解くことがで

きる。いろいろな問題場面において割り算を用いることができる。パターンを拡張し，その後にくる数

シンガポール 63 (2.3) ▲

香港 63 (2.3) ▲

カザフスタン 51 (3.7) ▲

台湾 47 (2.5) ▲

リトアニア 46 (2.1) ▲

オランダ 44 (2.6) ▲

ロシア 42 (3.0) ▲

日本 41 (2.2) ▲

イングランド 40 (2.5) ▲

スロバキア 39 (2.1) ▲

アメリカ 38 (1.8) ▲

ハンガリー 37 (2.9)

スウェーデン 37 (2.0) ▲

ラトビア 37 (2.5)

オーストラリア 36 (2.2)

スロベニア 35 (2.1)

ドイツ 35 (1.9)

デンマーク 34 (2.6)

スコットランド 34 (2.3)

オーストリア 34 (2.1)

アルメニア 33 (2.7)

国際平均値 32 (0.4)

ウクライナ 32 (2.1)

ニュージーランド 32 (1.6)

ノルウェー 31 (2.3)

チェコ 31 (2.6)

グルジア 26 (2.7) ▼

イタリア 26 (2.2) ▼

アルジェリア 21 (1.9) ▼

モロッコ 15 (2.0) ▼

イラン 15 (1.8) ▼

チュニジア 14 (1.7) ▼

カタール 13 (1.1) ▼

クウェート 12 (1.5) ▼

イエメン 9 (1.3) ▼

エルサルバドル 9 (1.4) ▼

コロンビア 9 (1.5) ▼

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

問題の説明：円グラフと棒グラフをもとに女子の人数を求める
（M04-13）

国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：資料の表現　　　　認知的領域：推論
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を求め，対になった数の間の関係を見つけることができる。基礎的な図形の知識があることを示すこと

ができる。表やグラフの数値を解釈し用い問題を解くことができる。 

 

【550 点に達した児童が解ける問題】 

算数問題例３（M01-02） 

 

 算数問題例３は，942 と 415 から見えなくなっている数字を求める問題であり，内容領域は「数」，

認知的領域は「推論を行うこと」，難易度は 550 点のやや難しい問題である。「２」（コード 10），

「527」（コード 11），「20」（コード 17：日本コード）を正答とした。 

わが国の正答率は 80％，国際平均値は 42％である。正答率は台湾が 88％で最も高く，香港 85％，シ

ンガポール 85％，ロシア 84％と続いており，わが国は 6 番目に高い。なお，この位取り記数法の概念

を応用し推論する問題は 2003 年にも実施され，わが国の正答率は 74％であったが，今回は６ポイント

高くなっている。 

台湾 88 (1.6) ▲

香港 85 (1.9) ▲

シンガポール 85 (1.4) ▲

ロシア 84 (1.8) ▲

カザフスタン 83 (3.1) ▲

日本 80 (1.8) ▲

リトアニア 71 (2.3) ▲

ラトビア 71 (2.6) ▲

ウクライナ 68 (2.3) ▲

アルメニア 66 (3.0) ▲

グルジア 60 (2.7) ▲

ハンガリー 51 (2.8) ▲

スロバキア 50 (2.3) ▲

イタリア 49 (2.1) ▲

国際平均値 42 (0.4)

ドイツ 41 (2.2)

チェコ 41 (2.6)

アメリカ 41 (1.8)

オーストリア 41 (2.4)

スロベニア 31 (2.0) ▼

オランダ 31 (2.6) ▼

イラン 29 (2.2) ▼

デンマーク 28 (2.5) ▼

イングランド 28 (2.1) ▼

コロンビア 25 (2.1) ▼

スコットランド 25 (2.2) ▼

オーストラリア 22 (2.6) ▼

スウェーデン 18 (1.7) ▼

ニュージーランド 18 (1.6) ▼

ノルウェー 18 (1.9) ▼

チュニジア 18 (1.8) ▼

アルジェリア 16 (1.9) ▼

モロッコ 14 (1.7) ▼

エルサルバドル 13 (1.6) ▼

クウェート 10 (1.4) ▼

イエメン 7 (1.3) ▼

カタール 5 (0.8) ▼

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

正答率

内容領域：数　　　　認知的領域：推論

問題の説明：942と415から見えなくなっている数字を求める
（M01-02）

国／地域
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算数問題例４（M02-11） 

 

算数問題例４は，文章題に示された必要な情報を読み取り石田選手の得点を表す棒グラフをかく問題

であり，内容領域は「資料の表現」，認知的領域は「推論を行うこと」，難易度は 550点のやや難しい

問題である。「86の長さの棒グラフ」（コード 10），「85-87 までの長さの棒グラフだが 86ではない」

（コード 11），「85，87」（コード 17：日本コード）を正答とした。 

わが国の正答率は 71％，国際平均値は 38％である。正答率は香港が 77％で最も高く，台湾 72％と続

いており，わが国は 3番目に高い。 

 

【475 点に達した児童の特徴】 

簡単な場面において基礎的な数学的知識を応用できる。整数を理解し計算ができる。数や図形の簡単な

きまりを拡張できる。いろいろな平面図形に慣れている。同じ資料について異なる表現を読み解釈できる。 

 

香港 77 (1.9) ▲

台湾 72 (1.8) ▲

日本 71 (2.0) ▲

シンガポール 70 (2.1) ▲

カザフスタン 63 (3.7) ▲

オランダ 55 (2.5) ▲

スウェーデン 54 (2.5) ▲

ラトビア 54 (2.8) ▲

オーストラリア 52 (3.0) ▲

イングランド 52 (2.5) ▲

アメリカ 51 (1.7) ▲

ロシア 50 (3.2) ▲

デンマーク 48 (2.7) ▲

リトアニア 47 (2.9) ▲

オーストリア 46 (2.4) ▲

ハンガリー 45 (3.0) ▲

スコットランド 44 (2.4) ▲

ニュージーランド 42 (1.9) ▲

スロベニア 41 (2.1)

ドイツ 40 (2.3)

スロバキア 38 (2.3)

国際平均値 38 (0.4)

イタリア 36 (2.0)

アルメニア 35 (2.5)

ウクライナ 32 (2.6) ▼

チェコ 30 (2.5) ▼

ノルウェー 30 (2.1) ▼

グルジア 23 (2.7) ▼

アルジェリア 12 (1.6) ▼

モロッコ 10 (1.7) ▼

イラン 10 (1.5) ▼

クウェート 9 (1.4) ▼

コロンビア 8 (1.4) ▼

エルサルバドル 6 (0.9) ▼

チュニジア 4 (1.0) ▼

カタール 4 (0.6) ▼

イエメン 1 (0.4) ▼

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

問題の説明：石田選手の得点を表す棒グラフをかく（M02-11）
国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：資料の表現　　　　認知的領域：推論
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【475 点に達した児童が解ける問題】 

算数問題例５（M04-07） 

 

算数問題例５は，長方形の 2辺が与えられているとき，残りの 2辺をかく問題であり，内容領域は「図

形と測定」，認知的領域は「応用すること」，難易度は 475点のやややさしい問題である。このように

基礎的な数学的知識を応用し，実際に作図できる力があるかどうかをみる問題は TIMSS2003 から始まっ

た新傾向の問題である。長方形の４つめの頂点が正しい位置にある図（コード 10）を正答とした。 

わが国の正答率は 78％，国際平均値は 54％である。正答率は香港が 90％で最も高く，わが国は香港

に次いで高い。 

 

香港 90 (1.4) ▲

日本 78 (1.8) ▲

台湾 77 (1.9) ▲

ロシア 75 (2.8) ▲

チェコ 72 (2.2) ▲

イングランド 70 (1.9) ▲

シンガポール 69 (2.3) ▲

オーストラリア 68 (3.3) ▲

スロバキア 67 (2.5) ▲

スウェーデン 66 (2.0) ▲

デンマーク 66 (2.6) ▲

カザフスタン 65 (4.6) ▲

ドイツ 62 (2.1) ▲

ハンガリー 62 (2.5) ▲

ニュージーランド 61 (1.8) ▲

オランダ 60 (2.6) ▲

オーストリア 60 (2.2) ▲

アルメニア 58 (2.5)

リトアニア 57 (2.6)

スロベニア 57 (2.1)

アメリカ 55 (1.7)

スコットランド 55 (2.4)

国際平均値 54 (0.4)

イタリア 54 (2.2)

イラン 52 (2.9)

ウクライナ 50 (2.3)

グルジア 46 (3.3) ▼

ノルウェー 45 (2.7) ▼

モロッコ 40 (2.9) ▼

チュニジア 31 (2.3) ▼

コロンビア 27 (3.1) ▼

クウェート 24 (2.0) ▼

アルジェリア 24 (2.1) ▼

カタール 16 (1.2) ▼

エルサルバドル 13 (1.5) ▼

イエメン 5 (1.0) ▼

ラトビア -

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

問題の説明：長方形の残りの2辺をかく　（M04-07）
国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：図形と測定　　　　認知的領域：応用
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算数問題例６（M01-08） 

 

算数問題例６は，体重計に自分だけがのったときとねこをかかえたときの重さからねこの体重を求め

る問題であり，内容領域は「数」，認知的領域は「応用すること」，難易度は 475点のやややさしい問

題である。正答は「５」（コード 10）である。 

わが国の正答率は 83％，国際平均値は 60％である。正答率は台湾が 95％で最も高く，シンガポール

87％，ロシア 86％，香港 86％と続いており，わが国は７番目に高い。なおこの問題は 2003 年にも実施

され，わが国の正答率は 80％であり，今回３ポイント高くなっている。 

 

台湾 95 (1.2) ▲

シンガポール 87 (1.3) ▲

ロシア 86 (1.8) ▲

香港 86 (1.7) ▲

カザフスタン 85 (2.6) ▲

オランダ 85 (1.9) ▲

日本 83 (2.0) ▲

リトアニア 81 (1.8) ▲

オーストリア 80 (2.1) ▲

ドイツ 80 (1.6) ▲

ラトビア 80 (2.2) ▲

チェコ 76 (2.1) ▲

デンマーク 75 (2.2) ▲

ハンガリー 73 (2.4) ▲

スロベニア 69 (2.2) ▲

イタリア 68 (2.0) ▲

ウクライナ 68 (2.4) ▲

ノルウェー 67 (2.4) ▲

スウェーデン 66 (2.4) ▲

アルメニア 65 (2.5) ▲

スコットランド 64 (2.7)

イングランド 63 (2.2)

オーストラリア 61 (2.4)

スロバキア 60 (2.3)

国際平均値 60 (0.3)

アメリカ 60 (1.7)

グルジア 59 (2.7)

ニュージーランド 53 (2.1) ▼

イラン 43 (2.7) ▼

チュニジア 28 (2.3) ▼

アルジェリア 23 (2.3) ▼

エルサルバドル 21 (1.7) ▼

モロッコ 19 (2.1) ▼

コロンビア 18 (2.1) ▼

クウェート 12 (1.5) ▼

カタール 9 (1.0) ▼

イエメン 5 (1.1) ▼

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

問題の説明：ねこをかかえたままのとき62kg　(M01-08)
国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：数　　　　認知的領域：応用
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算数問題例７（M04-01） 

 

算数問題例７は，言葉で表された数と同じ数字を選ぶ問題であり，内容領域は「数」，認知的領域は

「知ること」，難易度は 475点のやややさしい問題である。正答は②である。 

わが国の正答率は 83％，国際平均値は 71％である。正答率は台湾が 89％で最も高く，オランダ 88％，

シンガポール 86％，ドイツ 84％，イングランド 84％と続き，わが国は 6番目に高い。 

 

【400 点に達した児童の特徴】 

この水準にいる児童は，何らかの基礎的な数学的知識を持っている。整数のたし算とひき算を理解し

計算ができる。三角形と日常における位置の表し方に慣れている。簡単な棒グラフから情報を読み取る

ことができる。 

台湾 89 (1.4) ▲

オランダ 88 (1.8) ▲

シンガポール 86 (1.5) ▲

ドイツ 84 (1.5) ▲

イングランド 84 (1.8) ▲

日本 83 (1.6) ▲

ハンガリー 82 (2.2) ▲

ロシア 82 (1.8) ▲

香港 81 (2.0) ▲

ラトビア 81 (2.2) ▲

スロバキア 81 (1.7) ▲

デンマーク 80 (2.0) ▲

オーストリア 80 (1.7) ▲

スウェーデン 80 (1.6) ▲

アメリカ 79 (1.4) ▲

クウェート 76 (1.8) ▲

アルジェリア 75 (2.2) ▲

リトアニア 73 (2.1)

スコットランド 73 (2.3)

スロベニア 73 (2.0)

カザフスタン 73 (3.3)

チェコ 71 (2.3)

国際平均値 71 (0.4)

ニュージーランド 70 (2.0)

イタリア 69 (2.2)

ノルウェー 68 (2.4)

ウクライナ 67 (2.4)

オーストラリア 67 (2.5)

イラン 67 (2.4)

モロッコ 65 (2.8) ▼

カタール 60 (1.3) ▼

チュニジア 59 (2.6) ▼

アルメニア 53 (2.5) ▼

グルジア 50 (3.0) ▼

イエメン 48 (2.4) ▼

エルサルバドル 20 (2.0) ▼

コロンビア 20 (2.0) ▼

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

問題の説明：言葉で表された数と同じ数字　（M04-01）
国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：数　　　　認知的領域：知る



 

－48－ 

【400 点に達した児童が解ける問題】 

算数問題例８（M01-09） 

 

算数問題例８は，正方形を７つに切り分けたとき，同じ形で同じ大きさの２つの三角形に「×」印を

つける問題であり，内容領域は「図形と測定」，認知的領域は「知ること」，難易度は 400 点のやさし

い問題である。２つの合同な三角形に「×」印がついている解答（コード 10）が正答である。 

 わが国の正答率は87％，国際平均値は72％である。正答率は香港が91％で最も高く，スロベニア91％，

リトアニア 89％，デンマーク 88％，スコットランド 88％，イングランド 88％，シンガポール 88％と

続き，わが国はシンガポールに次いで８番目に高い。なおこの問題は 2003 年にも実施され，わが国の

正答率は 85％であり，今回２ポイント高くなっている。 

 

香港 91 (1.2) ▲

スロベニア 91 (1.3) ▲

リトアニア 89 (1.3) ▲

デンマーク 88 (1.8) ▲

スコットランド 88 (1.4) ▲

イングランド 88 (1.4) ▲

シンガポール 88 (1.4) ▲

日本 87 (1.4) ▲

イタリア 87 (1.5) ▲

スウェーデン 86 (1.6) ▲

オーストラリア 85 (1.9) ▲

アメリカ 85 (1.0) ▲

スロバキア 84 (1.9) ▲

ノルウェー 84 (1.9) ▲

チェコ 83 (1.8) ▲

オーストリア 82 (2.1) ▲

台湾 81 (1.9) ▲

ハンガリー 81 (2.1) ▲

ラトビア 81 (2.1) ▲

ロシア 81 (2.6) ▲

ニュージーランド 81 (1.4) ▲

オランダ 79 (2.0) ▲

カザフスタン 77 (2.2) ▲

ドイツ 76 (1.8) ▲

アルメニア 74 (2.2)

国際平均値 72 (0.3)

ウクライナ 67 (2.3) ▼

コロンビア 59 (2.8) ▼

グルジア 59 (2.9) ▼

イラン 58 (2.7) ▼

エルサルバドル 50 (2.6) ▼

アルジェリア 44 (2.3) ▼

クウェート 40 (2.5) ▼

モロッコ 39 (2.3) ▼

チュニジア 38 (2.2) ▼

カタール 32 (1.5) ▼

イエメン 13 (1.5) ▼

▲

▼

(注) （　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。

問題の説明：正方形を7つに切り分けたとき, 同じ形で同じ大きさ
（M01-09）

国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：図形と測定　　　　認知的領域：知る
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2.3.3 わが国の視点から選んだ小学校 4年の問題 

【わが国の正答率が国際平均値を上回った問題と下回った問題】 

表 2－20はわが国の正答率と国際平均値との差が大きい順に問題を並べたものである。表 2－20の中

にある正答率は，当該問題について，正答率が最も高い国の正答率を最高，最も正答率の低い国の正答

率を最低として示している。 

前節の表2－17に見るように，わが国の正答率が国際平均値を上回った問題は177題中167題であり，

下回った問題は 10題のみであった。このように算数問題において，わが国は 94％の問題で国際平均値

を上回っている。 

わが国の正答率が国際平均値を下回った問題は，10 題中 6 題は，約数，線対称（2 題），平行，比，

大きさの等しい分数であり，わが国にとって履修していない問題である。履修している問題は４題ある

が，その中から２題とりあげる。 
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表 2-20 算数問題の分類および正答率 (わが国が国際平均値より高い順) －小学校４年－ 

今回（TIMSS2007） 過去との比較 

問題番号 内容領域 
認知
的領
域 

出題
形式 

問題の内容 

履
修
状
況

正答率（％） 

初実
施年 

TIMSS2003 正答率（％）

日本
国際
平均
値

差：日
本－
国際

最高 最低 日本 
国際
平均
値 

差：日
本-国

際

差（日
本）
2007
年―
2003
年

M05 04(2) 資料の表現 知る 記述 貸し出し料金が同じになる時 ○ 86.5 38.9 47.6 86.5 1.3 2003 83.0 40.6 42.4 3.5 

M09 08 図形と測定 応用 記述 黒い部分の面積 ○ 81.2 34.0 47.2 81.2 2.3 2003 81.4 40.0 41.4 -0.2 

M02 05 数 知る 記述 5.3 - 3.8＝ ○ 90.2 43.8 46.4 94.8 2.5 2007  
M11 09 図形と測定 応用 記述 ある角度の角の作成 ○ 72.4 28.0 44.4 80.0 3.6 2003 67.3 30.2 37.1 5.1 

M02 10 資料の表現 応用 記述 回転板を 100 回回した後の結果の棒グラフの目盛 ○ 86.5 45.4 41.1 95.8 3.5 2007  

M08 03 数 知る 選択肢 一番小さい数 × 71.9 32.2 39.7 78.8 1.9 2007  

M12 04 数 知る 記述 黒いまるの表す分数 ○ 79.4 39.7 39.7 95.4 2.9 2007  

M12 07 図形と測定 知る 選択肢 うらがえした形でない図を選ぶ × 88.8 49.3 39.5 88.8 10.4 2007  

M09 07 数 知る 選択肢 りんごをのせた時のはかりの目盛 ○ 92.5 53.2 39.3 92.5 10.7 2003 90.2 56.7 33.5 2.3 
M01 02 数 推論 記述 942 と 415 から見えなくなっている数字を求める ○ 80.4 42.0 38.4 88.2 5.0 2003 74.2 47.0 27.2 6.2 

M03 08① 図形と測定 応用 記述 湖から 200ｍの位置の公園をつくる × 69.2 32.2 37.0 69.2 0.9 2003 71.9 33.6 38.3 -2.7 

M12 13(2) 資料の表現 推論 記述 まゆみさんがもっとも努力しなければならないもの ○ 63.7 27.2 36.5 63.7 0.1 2007  

M04 11 資料の表現 応用 記述 表をもとに車の速さの棒グラフを完成させる ○ 86.4 50.7 35.7 90.0 1.5 2007  

M12 09 図形と測定 応用 選択肢 方眼紙の中にかかれた三角形の面積 ○ 74.6 40.1 34.5 91.2 17.8 2007  

M06 10 図形と測定 応用 記述 鏡に映った三角形をかく × 84.3 50.2 34.1 89.3 1.3 2007  
M09 10 図形と測定 知る 選択肢 角度の小さい順に並べた図 ○ 92.8 58.7 34.1 92.8 27.2 2003 93.3 64.4 28.9 -0.5 

M04 08 図形と測定 応用 選択肢 長さが４ｍ，高さが３m のへい，ペンキをぬる面積 ○ 76.0 42.4 33.6 92.0 11.1 2007  

M03 10 資料の表現 応用 記述 帽子と男女別の人数の表の完成 ○ 81.5 48.1 33.4 83.9 5.3 2003 84.3 65.0 19.3 -2.8 

M01 01 数 知る 記述 762 台の自動車が 6 列に，１列にある車の数は ○ 71.8 38.7 33.1 87.4 0.7 2003 66.8 43.3 23.5 5.0 

M04 04 数 知る 記述 持っているお金の 3/10 でペン，5/10 で本を買う × 69.6 36.6 33.0 92.0 5.4 2007  

M02 11 資料の表現 推論 記述 石田選手の得点を表す棒グラフをかく ○ 70.7 37.8 32.9 77.3 1.1 2007  
M05 04(1) 数 応用 記述 自転車の貸し出しの表の完成 ○ 85.1 52.3 32.8 85.2 8.6 2003 86.4 54.1 32.3 -1.3 

M01 10 資料の表現 応用 記述 兄弟，姉妹の数の表の完成 ○ 60.4 27.7 32.7 62.4 0.8 2003 59.1 27.5 31.6 1.3 

M08 02 数 応用 選択肢 ある整数に最も近い数 ○ 82.4 50.5 31.9 85.0 8.5 2007  

M12 02 数 知る 選択肢 あつしさんの数と考えられる数 ○ 76.4 44.9 31.5 76.4 14.9 2007  

M08 11 図形と測定 応用 選択肢 三角形の面積 ○ 82.5 51.0 31.5 86.8 16.8 2007  

M14 06(3) 図形と測定 推論 記述 円の点を結んで六角形を１つかく × 86.8 55.4 31.4 90.7 3.1 2007  
M11 02 数 応用 記述 手紙のページ数の合計 ○ 65.8 34.5 31.3 65.8 1.5 2003 62.3 35.2 27.1 3.5 

M10 06(1) 数 応用 記述 図 1 から図 3 をもとに図 5 をかく ○ 84.7 53.8 30.9 84.7 6.4 2007  

M10 10 図形と測定 推論 選択肢 右の入れ物が左の形から作れるか × 66.6 35.9 30.7 75.8 6.9 2007  

M01 11 資料の表現 推論 選択肢 表と同じ円グラフは × 91.5 61.1 30.4 91.8 11.9 2003 83.3 62.4 20.9 8.2 

M14 05 数 応用 記述 数のきまりを使って表を完成させる ○ 79.3 49.2 30.1 81.7 5.1 2007  

M08 13 資料の表現 応用 記述 下校後の過ごし方についてグラフを完成させる ○ 70.5 40.5 30.0 83.0 3.3 2007  
M12 12 資料の表現 推論 選択肢 テレビを見ている結果を表すグラフ ○ 89.2 59.4 29.8 93.4 15.7 2007  

M07 12 資料の表現 推論 選択肢 棒グラフと円グラフ × 95.1 65.8 29.3 95.1 19.6 2003 92.9 71.0 21.9 2.2 

M11 06(2) 数 応用 記述 5 番目の図にある円の数 ○ 93.1 64.1 29.0 93.4 6.8 2003 89.6 69.3 20.3 3.5 

M12 01 数 知る 選択肢 1/4 が黒くぬられている長方形 ○ 93.4 64.5 28.9 95.6 14.0 2007  

M14 04 数 知る 記述 小数第 2 位のたし算 × 71.4 42.8 28.6 92.3 3.0 2007  

M03 08② 図形と測定 推論 記述 公会堂から 300ｍから 400ｍの位置に図書館をつくる × 70.1 41.6 28.5 73.9 1.3 2003 72.7 44.9 27.8 -2.6 
M02 08 図形と測定 推論 記述 ６つの辺をもつ別の図形を１つ作る × 58.7 30.6 28.1 59.4 0.6 2007  

M03 07 図形と測定 応用 記述 しきつめるのに必要な三角形のタイルの枚数 ○ 67.8 39.7 28.1 76.9 3.1 2003 64.8 46.1 18.7 3.0 

M12 13(1) 資料の表現 知る 記述 トライアスロンで誰が勝ったか ○ 69.7 41.7 28.0 77.8 0.9 2007  

M08 04(2) 数 推論 記述 その答えが正しい理由 ○ 45.0 17.3 27.7 59.7 0 2007  

M03 06 数 応用 選択肢 64 ÷■＝■， ■にあてはまる数 ○ 81.9 54.3 27.6 87.5 20.1 2003 78.5 57.6 20.9 3.4 

M09 06 数 応用 選択肢 えいじさんのきまり ○ 71.1 43.5 27.6 77.7 19.5 2003 64.5 45.7 18.8 6.6 
M06 04 数 知る 記述 一番小さい３けたの数を作る ○ 72.2 45.4 26.8 83.2 2.1 2007  

M10 02 数 知る 選択肢 ある数よりいくつか大きい数 ○ 87.9 61.4 26.5 94.3 19.8 2007  

M10 06(2) 数 推論 記述 図 16 をつくるのに必要な正方形の数 ○ 69.0 42.8 26.2 74.9 3.2 2007  

M14 11 資料の表現 知る 記述 表から 10 箱より多いクッキーを売った子供の数 ○ 87.9 61.8 26.1 94.5 4.2 2007  

M02 08 図形と測定 応用 記述 6 つの辺をもつ図形を１つ作る × 67.1 41.0 26.1 85.5 2.3 2007  

M02 08 図形と測定 推論 記述 ７つの辺をもつ図形を１つ作る × 51.6 25.8 25.8 59.6 0.3 2007  
M02 03 数 知る 記述 53×26＝ ○ 66.6 40.8 25.8 87.6 1.9 2007  

M06 14 資料の表現 推論 選択肢 円グラフと同じことを表している棒グラフ × 89.5 64.0 25.5 89.5 17.5 2007  

M07 03 数 知る 選択肢 10 に最も近い数 × 85.3 60.1 25.2 87.8 17.3 2003 85.8 57.6 28.2 -0.5 

M07 11 図形と測定 応用 選択肢 示された立体になる元の図形 × 70.8 45.7 25.1 74.3 11.2 2003 68.4 52.1 16.3 2.4 

M07 07 数 知る 選択肢 はかりの目盛 ○ 77.8 52.8 25.0 80.3 24.6 2003 74.8 53.6 21.2 3.0 

M11 06(3) 数 推論 記述 10 番目の図にある円の数 ○ 59.7 34.8 24.9 64.6 2.4 2003 55.6 37.6 18.0 4.1 
M12 10 図形と測定 応用 記述 かべに垂直な線 × 56.9 32.0 24.9 63.4 4.4 2007  

M02 08 図形と測定 応用 記述 ４つの辺を持つ図形を１つ作る × 64.5 39.7 24.8 77.9 3.9 2007  

M04 07 図形と測定 応用 記述 長方形の残りの２辺をかく ○ 78.4 53.7 24.7 89.8 5.2 2007  

M10 12 資料の表現 推論 選択肢 表の数を正しく表しているグラフ ○ 88.6 64.1 24.5 95.5 15.0 2007  

M05 02 数 応用 記述 204cm のロープを 4 本に切る ○ 79.3 54.9 24.4 91.2 3.6 2003 80.4 59.7 20.7 -1.1 

M07 01 数 知る 選択肢 4/5－1/5 × 76.3 52.1 24.2 96.9 14.6 2003 76.0 64.6 11.4 0.3 
M08 04(1) 数 知る 選択肢 面積の 3/8 が黒くぬられている円 ○ 58.3 34.2 24.1 73.0 7.4 2007  

M01 05 数 推論 選択肢 午前 9 時の気温 ○ 80.8 57.0 23.8 82.6 22.9 2003 80.2 57.8 22.4 0.6 

M14 08 図形と測定 応用 選択肢 ある図形の周りの長さ ○ 70.5 46.8 23.7 83.6 13.2 2007  

M06 08 図形と測定 知る 記述 ３つの形の名前をかく ○ 70.0 46.4 23.6 81.4 5.2 2007  

M01 07 数 応用 記述 250 ml をコップに入れたあとの水の量 ○ 69.1 45.7 23.4 86.1 1.8 2003 68.0 47.4 20.6 1.1 

M09 09 数 応用 選択肢 箱の数を計算する式 ○ 76.4 53.1 23.3 88.7 16.9 2003 70.8 55.7 15.1 5.6 
M13 07 図形と測定 知る 選択肢 180 度回転した図 × 61.0 37.7 23.3 67.8 12.7 2003 61.8 36.5 25.3 -0.8 
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M03 04 数 推論 記述 あき子さんが数をかえるのに使っているきまり ○ 49.3 26.2 23.1 54.2 0.6 2003 47.1 29.3 17.8 2.2 

M05 04(3) 資料の表現 推論 選択肢 12 時間で料金の安い方 ○ 79.6 56.5 23.1 80.3 30.1 2003 77.9 56.4 21.5 1.7 

M01 08 数 応用 記述 ねこをかかえたままのとき 62ｋg ○ 82.9 59.9 23.0 95.0 4.6 2003 79.9 64.3 15.6 3.0 
M01 04 数 推論 記述 しげるさんのきまりをかく ○ 38.5 15.5 23.0 38.9 0 2003 27.1 15.5 11.6 11.4 

M05 08 図形と測定 知る 選択肢 長方形と正三角形の図形から辺アイの長さを求める ○ 69.7 46.9 22.8 73.4 26.4 2003 78.1 47.7 30.4 -8.4 

M03 03 数 応用 選択肢 30cm の定規で 9 本分より 6cm 短い黒板 ○ 68.1 45.4 22.7 77.1 15.8 2003 68.5 47.3 21.2 -0.4 

M10 11 資料の表現 知る 選択肢 もっとも多くパン屋が売ったクッキー × 94.6 71.9 22.7 94.6 29.0 2007  

M08 05 数 知る 選択肢 □にあてはまる数 ○ 66.3 43.7 22.6 84.2 10.2 2007  

M13 05 数 応用 記述 船の乗客の合計 ○ 90.5 68.1 22.4 93.1 8.7 2003 85.1 72.3 12.8 5.4 
M13 01(3) 数 推論 記述 枚数をできるだけ多くする方法 ○ 43.8 21.7 22.1 60.5 0 2003 47.2 24.7 22.5 -3.4 

M12 03 数 知る 選択肢 ４けた÷２けたの数の大きさに一番近い数 ○ 65.3 43.4 21.9 85.7 16.6 2007  

M06 02 数 応用 選択肢 買わなければいけない缶の数 ○ 66.7 45.0 21.7 81.0 20.7 2007  

M08 01 数 知る 記述 ３けたの数のひき算 ○ 85.2 63.6 21.6 94.0 23.7 2007  

M10 07(2) 図形と測定 応用 記述 花子さんの家の位置 × 95.6 74.0 21.6 96.4 7.0 2007  

M13 06 図形と測定 知る 選択肢 6 枚のボール紙からできる形 × 84.5 63.3 21.2 91.3 22.1 2003 81.1 63.6 17.5 3.4 
M08 12 資料の表現 応用 記述 子供の好きな色についての表を完成させる ○ 94.8 73.8 21.0 95.2 14.9 2007  

M10 07(1) 図形と測定 知る 記述 お店の位置 × 93.2 72.2 21.0 97.4 10.4 2007  

M07 06 図形と測定 知る 選択肢 3 人のタイルの並べ方と面積 ○ 88.0 67.1 20.9 93.2 21.9 2003 77.6 71.4 6.2 10.4 

M09 12 資料の表現 応用 記述 表と同じ内容の棒グラフの完成 ○ 88.3 67.5 20.8 96.4 5.4 2003 91.0 70.5 20.5 -2.7 

M11 12 資料の表現 応用 選択肢 棒グラフからペンの数の差 ○ 72.0 51.2 20.8 85.6 16.2 2003 69.8 56.7 13.1 2.2 

M06 09 図形と測定 応用 選択肢 つみ重ねた箱の数 × 82.2 62.0 20.2 95.0 23.8 2007  
M11 07 図形と測定 応用 選択肢 ひもをまっすぐに伸ばした長さ ○ 50.2 30.1 20.1 55.5 5.8 2003 47.4 34.4 13.0 2.8 

M05 09 資料の表現 応用 選択肢 絵グラフで表す場合の 20 軒の家の数 ○ 76.8 56.7 20.1 88.7 10.4 2003 80.0 61.6 18.4 -3.2 

M13 01(1) 数 応用 記述 カード交換：動物をマンガに ○ 78.1 58.0 20.1 87.3 4.4 2003 76.2 60.8 15.4 1.9 

M14 12 資料の表現 応用 選択肢 
太郎さんの身長が最も伸びた年齢をグラフから選
ぶ 

○ 96.5 76.4 20.1 96.5 34.9 2007  

M10 04 数 知る 選択肢 1 けたと 2 けたの整数のかけ算に一番近いかけ算 ○ 77.4 57.4 20.0 83.4 28.1 2007  

M08 06 数 応用 選択肢 イの列の数をもとめるきまり ○ 56.3 36.5 19.8 69.0 12.7 2007  
M04 09(2) 図形と測定 推論 記述 2 つの形の違うところを１つ書く ○ 55.4 35.8 19.6 81.9 3.3 2007  

M01 06 数 推論 記述 3 時 50 分に家につくために 3 人が学校を出る時間 ○ 56.6 37.4 19.2 64.5 0.5 2003 59.9 38.6 21.3 -3.3 

M09 11 図形と測定 知る 選択肢 回転のきまりを使った図 × 79.2 60.0 19.2 88.7 17.3 2003 81.1 64.3 16.8 -1.9 

M14 06(2) 図形と測定 推論 記述 どの点を結んだか ○ 72.6 53.5 19.1 76.0 3.7 2007  

M11 10 図形と測定 応用 選択肢 コマをあるます目に移す動き × 84.1 65.1 19.0 86.2 32.3 2003 82.8 69.3 13.5 1.3 

M06 07 図形と測定 知る 選択肢 直角の角を選ぶ ○ 80.0 61.1 18.9 95.5 24.6 2007  
M02 09 図形と測定 知る 選択肢 90°回転した後の図形 × 48.8 30.0 18.8 50.6 9.8 2007  

M11 05 数 知る 選択肢 □にあてはまる数 ○ 56.9 38.1 18.8 90.2 7.6 2003 50.3 42.3 8.0 6.6 

M13 01(2) 数 推論 記述 カード交換：動物をスポーツに ○ 49.0 30.5 18.5 68.7 1.4 2003 48.3 32.7 15.6 0.7 

M09 01 数 知る 記述 4 けたと３けたの整数のたし算 ○ 87.6 69.2 18.4 94.9 20.4 2003 87.1 72.2 14.9 0.5 

M06 01 数 知る 選択肢 ８が表しているのは ○ 84.3 66.0 18.3 95.7 33.0 2007  

M04 05 数 応用 選択肢 鉛筆 32 本とふで箱４つ，ふで箱に同じ数の鉛筆 ○ 76.7 58.5 18.2 92.6 15.0 2007  
M10 09 図形と測定 知る 記述 ２つの立体に関する説明の正誤 × 47.5 29.4 18.1 59.6 0.9 2007  

M14 07 図形と測定 知る 選択肢 ある立体の辺の数 × 66.1 48.1 18.0 91.5 15.9 2007  

M11 03 数 応用 選択肢 4 つの数のきまりから求まる数 ○ 76.8 58.9 17.9 90.5 20.0 2003 75.0 60.7 14.3 1.8 

M03 09 図形と測定 応用 記述 線対称な図形の作成 × 68.2 50.6 17.6 94.8 1.0 2003 64.3 56.4 7.9 3.9 

M11 04 数 知る 記述 □にあてはまる数 ○ 99.0 81.4 17.6 99.0 36.8 2003 97.8 84.7 13.1 1.2 

M08 08 図形と測定 知る 記述 長方形についての説明文 × 50.1 32.8 17.3 77.6 2.7 2007  
M03 05 数 応用 選択肢 2,5,11,23・・・の数の列のきまり ○ 56.8 39.5 17.3 69.1 18.3 2003 52.9 43.1 9.8 3.9 

M01 03 数 推論 記述 今年の女子の数は去年より何人多いか ○ 35.6 18.4 17.2 68.7 0.1 2003 30.9 19.8 11.1 4.7 

M02 02 数 応用 選択肢 28 人すわるのに必要なテーブル数 ○ 74.2 57.0 17.2 81.8 25.4 2007  

M11 08 数 応用 選択肢 列車の到着時刻 ○ 66.5 49.3 17.2 80.0 18.1 2003 63.2 50.2 13.0 3.3 

M09 02 数 推論 記述 賞品がもらえる番号 ○ 43.3 26.1 17.2 49.4 0.1 2003 33.8 25.2 8.6 9.5 

M10 01 数 応用 選択肢 リンゴを食べた残りを表す式 ○ 93.4 76.3 17.1 94.0 28.5 2007  
M03 08③ 図形と測定 応用 記述 公園と図書館の中間に学校をつくる × 43.1 26.0 17.1 45.4 0.8 2003 49.1 27.5 21.6 -6.0 

M02 01 数 知る 選択肢 大きい数から小さい数の順に並べてある 4 つの数 ○ 86.5 69.6 16.9 94.6 17.4 2007  

M05 06 図形と測定 知る 選択肢 「L」字形の面積と長方形の面積の大小 ○ 63.9 47.2 16.7 77.7 25.2 2003 58.5 52.4 6.1 5.4 

M06 13 資料の表現 知る 選択肢 青を選んだ子供が一番少ない学級をグラフから選ぶ ○ 86.7 70.1 16.6 91.8 24.9 2007  

M14 02 数 知る 選択肢 たろうさんが植えた木の数 ○ 92.2 75.6 16.6 96.8 25.2 2007  

M07 05 数 応用 選択肢 240ｃｍの棚に 20cm の箱を置くとき，箱の数を表す式 ○ 67.3 50.7 16.6 81.3 18.7 2003 61.8 53.8 8.0 5.5 
M07 10 図形と測定 知る 記述 三角形すべての選択 ○ 85.2 69.0 16.2 93.1 9.6 2003 83.3 74.8 8.5 1.9 

M12 08 図形と測定 応用 選択肢 箱の中にある立方体の数 × 52.5 36.5 16.0 80.2 7.6 2007  

M08 10 図形と測定 推論 選択肢 折ったときに立方体になる形 × 77.8 61.9 15.9 89.9 22.9 2007  

M14 01 数 知る 選択肢 言葉を数字で表す ○ 94.9 79.7 15.2 96.7 29.1 2007  

M02 06 数 応用 選択肢 2.50 ゼッドのジュース 3.85 ゼッドのサンドイッチ × 53.1 38.0 15.1 79.2 16.5 2007  

M01 09 図形と測定 知る 記述 正方形を 7 つに切り分けたとき，同じ形で同じ大きさ ○ 87.1 72.0 15.1 91.1 13.3 2003 85.0 73.3 11.7 2.1 
M12 06 数 推論 選択肢 ４だんのカベの高さ ○ 62.6 47.7 14.9 76.9 25.6 2007  

M14 06(1) 図形と測定 知る 選択肢 点を結んでできた図形 × 86.1 71.5 14.6 96.5 23.1 2007  

M07 02 数 知る 記述 12.36－9.7 × 28.1 14.1 14.0 81.5 0 2003 16.0 20.7 -4.7 12.1 

M04 02 数 知る 記述 12 このクッキーの 1/3 を線でかこむ ○ 53.7 40.1 13.6 85.0 6.5 2007  

M06 12 図形と測定 推論 記述 形をある観点で整理して表に表す × 27.6 14.1 13.5 35.3 0.2 2007  

M04 01 数 知る 選択肢 言葉で表された数と同じ数字 ○ 83.4 70.5 12.9 89.3 19.8 2007  
M06 05 数 知る 記述 ある数より大きくある数より小さい数を１つかく ○ 61.0 48.2 12.8 86.9 6.7 2007  

M13 08 数 推論 選択肢 地図上の町の実際の距離 × 65.6 53.0 12.6 83.3 22.9 2003 62.2 51.7 10.5 3.4 

M07 04 数 応用 選択肢 2,4,8,16・・・のきまりから，次にくる数 ○ 60.2 47.7 12.5 83.0 14.4 2003 57.1 53.6 3.5 3.1 

M08 09 図形と測定 応用 選択肢 アの辺の長さ × 44.7 32.2 12.5 65.1 11.6 2007  

M13 03 数 推論 記述 カード交換:マンガをスポーツ ○ 29.5 17.0 12.5 41.1 0.7 2003 27.8 18.0 9.8 1.7 

M03 02 数 推論 記述 ふみおさんが 6km 走るときあきらさんの走る距離 × 39.8 27.3 12.5 53.7 1.9 2003 39.9 30.5 9.4 -0.1 
M13 02 数 推論 記述 カード交換：スポーツを動物に ○ 34.7 22.9 11.8 53.6 2.2 2003 39.9 24.6 15.3 -5.2

M11 01 数 知る 選択肢 ある分数より大きい分数 × 55.4 44.1 11.3 72.2 11.8 2003 52.5 47.8 4.7 2.9 

M14 09 図形と測定 応用 選択肢 ヘビがまっすぐのびたときのレンガの枚数 ○ 52.8 42.3 10.5 59.0 16.7 2007  

M05 07 数 応用 選択肢 持っている鉛筆の数を求める ○ 68.0 57.6 10.4 89.8 16.5 2003 66.6 63.3 3.3 1.4 
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M04 10 図形と測定 知る 選択肢 木の高さを見積もる ○ 40.7 30.5 10.2 45.9 11.5 2007  

M06 11 図形と測定 応用 選択肢 正方形の校庭の周り ○ 57.8 48.0 9.8 88.5 13.8 2007  

M04 12 資料の表現 知る 選択肢 絵グラフから，リンゴを 5 個とった日を選ぶ ○ 59.3 49.7 9.6 78.1 12.4 2007  
M12 11 資料の表現 応用 選択肢 グラフからいちろうさんはいくつ年上か ○ 75.5 65.9 9.6 93.5 24.1 2007  

M04 13 資料の表現 推論 選択肢 円グラフと棒グラフをもとに女子の人数を求める × 41.3 32.3 9.0 63.3 8.8 2007  

M10 05 数 知る 選択肢 ある分数を含む文と同じ意味の文 × 52.2 43.4 8.8 89.2 12.8 2007  

M04 06 図形と測定 知る 選択肢 点線が対称軸になっている絵 × 73.3 65.0 8.3 97.4 20.9 2007  

M07 08 数 推論 選択肢 11 時前にビスケット，オーブンを温める時間 ○ 49.7 42.2 7.5 65.3 10.2 2003 44.0 43.3 0.7 5.7 

M06 03 数 応用 記述 大きな三角形の 1/2 をぬる ○ 63.9 56.8 7.1 90.9 10.1 2007  
M05 03 数 応用 選択肢 12÷3＝■÷2 ○ 32.9 26.7 6.2 75.2 4.8 2003 25.1 26.9 -1.8 7.8 

M05 01 数 応用 選択肢 9 列に 15 きゃくのイス，合計を求める式 ○ 73.4 67.6 5.8 92.3 28.7 2003 74.0 70.9 3.1 -0.6 

M12 05 数 知る 選択肢 一番大きい分数 × 49.0 43.5 5.5 86.0 5.4 2007  

M14 03 数 知る 選択肢 3 の倍数 × 63.7 59.5 4.2 94.9 13.2 2007  

M05 05 数 推論 記述 子どもの切符 1 枚の値段を求める ○ 14.8 11.7 3.1 51.6 0.3 2003 13.6 11.4 2.2 1.2 

M10 08 図形と測定 応用 記述 対称軸をかく × 46.9 43.8 3.1 95.9 6.3 2007  
M09 05 数 応用 選択肢 持っている鉛筆の数 ○ 70.2 68.0 2.2 89.1 27.9 2003 70.3 71.0 -0.7 -0.1 

M06 06 数 知る 記述 食べたケーキの量 × 25.1 23.0 2.1 84.9 1.3 2007  

M03 01 数 推論 記述 8 人の子供に 74 個のお菓子，必要なお菓子の数 ○ 35.8 34.5 1.3 64.8 3.4 2003 41.0 40.1 0.9 -5.2 

M04 09(1) 図形と測定 推論 記述 2 つの形の同じところを１つ書く ○ 48.9 49.1 -0.2 83.0 3.9 2007  

M02 04 数 知る 選択肢 長方形の黒い部分を表す分数 ○ 39.2 40.8 -1.6 81.8 7.7 2007  

M09 03 数 応用 記述 3 人分の料理に必要なものの量 × 20.3 22.6 -2.3 60.3 1.7 2003 20.2 29.7 -9.5 0.1 
M04 03 数 知る 選択肢 2/3 と等しい分数 × 19.6 24.6 -5.0 84.2 4.0 2007  

M07 09 図形と測定 知る 選択肢 最少の枚数のタイルで床をしきつめる人 ○ 64.4 70.7 -6.3 90.4 28.4 2003 61.4 72.6 -11.2 3.0 

M11 11 図形と測定 知る 選択肢 点線が対称軸になっている図形 × 34.5 47.8 -13.0 89.9 16.4 2003 37.8 50.2 -12.4 -3.3 

M08 07 図形と測定 知る 選択肢 平行な 2 本の線を表す図 × 55.9 70.0 -14.0 95.7 39.1 2007  

M14 10 図形と測定 応用 記述 線対称軸をすべてかく × 11.7 25.9 -14.0 90.2 0.6 2007  

M02 07 図形と測定 応用 選択肢 3cm と 7cm が図に示された長方形の周りの長さ ○ 33.7 51.2 -18.0 91.9 12.9 2007  
M10 03 数 知る 記述 ある数の約数を○でかこむ × 6.6 25.7 -19.0 85.1 0.4 2007  

M09 04 数 知る 選択肢 えみ子さんが作った数の列 ○ 分析から除く 2003 分析から除く 

M13 04 数 推論 選択肢 海賊船の距離 ○ 分析から除く 2003 分析から除く 
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表 2-21 長方形の周りの長さ －小学校４年－ 

国／地域 
反応率（％） 正答率（％） 

① ② ③ ④ 無答 全体 男子 女子 

シンガポール 1.1 2.7 91.9 3.8 0.5 91.9 91.0 92.8 

カザフスタン 1.2 10.8 80.3 7.6 0.1 80.3 80.7 79.8 

台湾 2.4 3.9 77.6 15.9 0.3 77.6 77.7 77.5 

香港 0.3 1.3 76.1 22.0 0.3 76.1 79.3 72.8 

ラトビア 0.7 7.7 75.6 14.4 1.6 75.6 74.0 77.4 

スウェーデン 5.6 14.2 73.5 3.3 3.3 73.5 72.6 74.4 

ロシア 1.8 5.3 71.0 19.9 2.0 71.0 70.4 71.5 

スロバキア 5.2 14.3 70.2 6.7 3.7 70.2 70.6 69.8 

リトアニア 1.8 5.6 68.3 21.7 2.6 68.3 66.7 70.1 

アメリカ 2.8 14.9 67.8 11.9 2.6 67.8 69.6 66.3 

オーストラリア 7.9 18.9 63.4 7.2 2.7 63.4 64.1 62.7 

イングランド 3.2 15.3 62.2 15.3 4.0 62.2 62.3 62.1 

オーストリア 2.2 15.1 62.1 17.5 3.0 62.1 63.0 61.1 

デンマーク 2.1 18.4 60.0 15.4 4.2 60.0 63.1 56.7 

ドイツ 6.3 24.2 59.8 7.4 2.3 59.8 62.7 57.2 

アルメニア 7.1 12.2 59.4 16.4 4.9 59.4 59.7 59.1 

グルジア 4.4 11.3 59.3 17.9 7.2 59.3 60.1 58.4 

ハンガリー 6.3 24.1 55.9 9.2 4.4 55.9 53.4 58.5 

オランダ 2.8 25.2 55.7 14.1 2.2 55.7 56.4 54.9 

ウクライナ 5.9 16.1 53.6 21.2 3.1 53.6 53.6 53.6 

チェコ 5.7 32.7 49.6 7.6 4.4 49.6 45.3 53.7 

イタリア 15.7 22.9 49.1 6.2 6.1 49.1 51.1 47.0 

イラン 13.8 18.3 43.1 11.6 13.1 43.1 45.5 40.7 

ノルウェー 11.7 23.6 41.7 13.5 9.5 41.7 38.7 45.1 

スロベニア 16.0 34.3 40.6 3.7 5.3 40.6 45.5 36.2 

チュニジア 13.8 15.8 40.5 8.8 21.2 40.5 43.1 37.1 

日本 2.5 8.9 33.7 53.9 1.0 33.7 30.8 36.7 

スコットランド 12.0 41.0 33.1 7.4 6.6 33.1 38.2 28.3 

ニュージーランド 19.0 35.0 30.1 8.5 7.3 30.1 27.8 32.4 

アルジェリア 16.1 20.2 29.9 19.0 14.8 29.9 31.2 28.3 

クウェート 30.0 24.7 21.7 13.2 10.5 21.7 21.9 21.5 

イエメン 30.6 21.7 21.1 13.4 13.1 21.1 22.6 19.1 

カタール 36.1 28.5 18.5 6.9 10.1 18.5 20.4 16.7 

モロッコ 28.6 19.6 18.1 17.7 15.9 18.1 16.4 20.1 

コロンビア 28.4 27.5 14.3 8.8 21.0 14.3 12.0 16.6 

エルサルバドル 44.0 22.2 12.9 7.1 13.9 12.9 14.8 11.2 

国際平均値 11.0 18.3 51.2 13.2 6.4 51.2 51.6 50.8 

 

この問題は，内容領域は「図形と測定」，認知的領域は「応用すること」，難易度は 550点のやや難

しい問題である。正答は③である。 

表 2-21 に見るように，わが国の正答率は 34％，国際平均値は 51％であり，わが国は国際平均値より

18ポイント低い。長方形の周りの長さは小学校3年で履修しているが，TIMSS1995 調査時にも，小学校

4年になると長方形の面積を学習し，そのため長方形の面積と混同してしまいがちであるというわが国

に特有の問題点がみられた。そこでこのようなわが国特有の問題点を TIMSS1995 および 2003 の国内報

告書でとりあげてきたが，今回の TIMSS2007 においても同様に面積との混同が多く見られた。わが国は，

54％もの児童が誤答である面積④を選んだが，この誤答を選んだ児童は国際的には 13％しかいない。 
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算数問題例 10「２つの形の同じところと違うところを１つずつ書く」（M04-09(1)(2)） 

 

 

表 2-22 2 つの形の同じところと違うところ －小学校４年－ 

(1) 同じところ         (2) 違うところ         

国／地域 

反応率（％） 正答率（％）  

国／地域 

反応率（％） 正答率（％） 
正答
（コー
ド 10） 

誤答
（コー
ド 70） 

誤答
（コー
ド 71）

誤答
（コー
ド 79） 

無答 全体 男子 女子  
正答
（コー
ド 10）

正答
（コー
ド 11）

正答
（コー
ド 12）

誤答
（コー
ド 70） 

誤答
（コー
ド 79） 

無答 全体 男子 女子

香港 83.0  0.0  0.2 12.3  4.5  83.0  79.6 86.7  香港 73.4 3.4 5.0 3.7 10.9 3.5  81.9 78.9 85.2 

シンガポール 79.7  2.5  1.3 12.2  4.4  79.7  77.1 82.6  台湾 44.6 4.6 17.9 10.8 13.7 8.4  67.1 67.2 67.0 

ラトビア 77.8  0.6  0.2 10.0  11.3  77.8  72.5 83.9  シンガポール 44.4 7.3 15.2 14.2 16.3 2.5  66.9 63.6 70.7 

イングランド 72.7  1.3  0.6 15.6  9.8  72.7  69.6 75.7  日本 26.3 13.6 15.5 16.1 19.7 8.8  55.4 51.4 59.4 

カザフスタン 72.0  0.2  0.3 16.3  11.2  72.0  68.0 75.8  ラトビア 14.7 4.0 33.8 9.4 27.8 10.4  52.5 50.8 54.5 

台湾 70.8  0.4  1.3 18.8  8.6  70.8  70.5 71.1  イングランド 23.0 10.3 19.1 11.0 28.9 7.7  52.4 52.6 52.3 

アメリカ 70.3  5.5  0.3 10.3  13.6  70.3  69.2 71.1  ロシア 20.9 5.0 25.5 7.7 21.5 19.4  51.4 47.1 57.0 

ロシア 68.8  0.6  0.0 11.9  18.7  68.8  64.3 74.7  アメリカ 8.3 5.3 36.9 20.4 23.6 5.6  50.4 49.8 50.9 

オーストラリア 68.1  3.3  0.6 12.2  15.8  68.1  63.7 72.6  カザフスタン 28.5 2.9 16.1 3.4 38.6 10.5  47.5 43.7 51.1 

スロバキア 67.4  0.4  0.8 17.3  14.2  67.4  62.4 72.6  デンマーク 12.9 4.3 28.4 8.1 34.3 12.0  45.6 42.5 48.5 

スウェーデン 65.8  1.6  0.4 15.2  17.1  65.8  65.2 66.4  スロベニア 0.5 1.9 42.5 20.2 24.9 10.0  45.0 44.2 45.8 

ドイツ 65.3  1.1  0.4 17.3  16.0  65.3  64.5 66.2  スウェーデン 7.3 3.6 32.4 10.6 28.1 18.1  43.2 43.0 43.4 

デンマーク 64.9  0.6  1.4 18.6  14.5  64.9  63.2 66.5  ノルウェー 16.2 2.6 24.0 1.7 37.8 17.7  42.8 36.0 49.6 

スロベニア 63.4  4.4  1.2 15.1  15.9  63.4  59.8 67.0  イタリア 11.6 16.2 14.4 11.8 23.2 22.7  42.2 40.4 44.0 

ハンガリー 62.1  0.4  1.2 17.3  18.9  62.1  59.0 65.3  リトアニア 10.9 2.0 29.1 5.9 38.9 13.3  41.9 44.0 39.6 

スコットランド 60.7  2.0  0.8 14.5  21.9  60.7  60.2 61.2  スロバキア 4.9 0.6 35.0 15.8 28.9 14.8  40.5 39.8 41.3 

ニュージーランド 57.3  3.9  1.6 15.1  22.1  57.3  53.3 61.2  ハンガリー 17.9 2.5 18.4 15.2 26.2 20.0  38.7 39.8 37.6 

リトアニア 57.2  0.0  0.2 30.8  11.9  57.2  52.6 62.2  ドイツ 6.2 4.7 27.7 19.0 25.7 16.7  38.6 34.8 42.7 

オランダ 54.0  3.0  1.0 27.4  14.5  54.0  55.4 52.5  イラン 28.1 5.8 3.9 3.3 23.2 35.7  37.8 33.4 42.7 

イタリア 52.1  0.4  0.4 20.0  27.0  52.1  50.7 53.7  アルメニア 22.0 6.0 9.7 3.0 18.0 41.3  37.7 35.8 39.5 

ノルウェー 52.1  1.0  0.5 20.2  26.2  52.1  47.0 57.4  オランダ 8.3 0.7 27.4 19.0 38.4 6.2  36.4 34.5 38.4 

アルメニア 49.7  0.6  2.1 11.1  36.5  49.7  51.9 47.6  ニュージーランド 5.7 3.5 26.5 19.2 32.5 12.6  35.7 31.4 40.0 

日本 48.9  0.5  0.3 41.4  8.9  48.9  48.1 49.8  チェコ 15.9 3.8 15.4 9.3 29.3 26.3  35.1 33.6 36.9 

チェコ 48.8  1.1  0.0 17.8  32.3  48.8  50.1 47.3  スコットランド 5.9 6.3 21.3 17.9 33.8 14.9  33.5 30.6 36.4 

ウクライナ 42.4  2.0  0.1 25.8  29.6  42.4  40.4 44.6  オーストリア 7.0 1.3 22.7 12.2 34.6 22.1  31.0 31.8 30.1 

オーストリア 40.8  0.4  0.8 29.8  28.2  40.8  40.2 41.4  オーストラリア 8.1 3.0 19.8 8.2 51.9 9.0  30.9 27.1 34.7 

イラン 32.2  0.2  0.6 38.6  28.4  32.2  26.5 38.8  ウクライナ 1.9 2.2 17.6 9.9 40.2 28.2  21.7 18.9 24.7 

グルジア 30.2  0.5  0.0 13.4  55.9  30.2  31.2 29.0  アルジェリア 9.3 1.1 3.1 4.2 38.0 44.4  13.5 12.3 14.7 

チュニジア 17.2  1.6  0.0 44.6  36.6  17.2  16.4 18.0  グルジア 9.9 1.4 1.5 8.1 21.7 57.4  12.7 12.7 12.8 

コロンビア 16.8  0.6  0.7 36.4  45.5  16.8  15.5 18.2  チュニジア 6.3 0.7 5.2 1.3 46.7 39.8  12.2 12.4 11.9 

モロッコ 3.9  1.4  0.4 31.7  62.6  3.9  2.9 5.1  モロッコ 9.2 1.0 0.8 1.1 27.0 61.0  11.0 8.5 13.7 

クウェート 15.7  1.7  1.1 31.7  49.7  15.7  14.2 17.3  コロンビア 1.1 0.2 9.8 6.2 45.3 37.5  11.1 11.3 10.9 

アルジェリア 12.0  5.6  0.0 42.1  40.3  12.0  12.3 11.7  クウェート 1.1 0.1 7.6 3.8 45.8 41.6  8.8 6.7 10.8 

エルサルバドル 9.5  0.8  0.1 34.6  55.0  9.5  8.2 11.0  エルサルバドル 0.6 0.8 6.5 5.8 42.7 43.5  7.9 5.3 10.8 

カタール 7.7  1.2  0.4 45.3  45.4  7.7  5.1 10.0  カタール 1.1 0.2 3.5 2.1 54.2 38.9  4.8 3.1 6.3 

イエメン 6.7  0.0  0.3 39.2  53.8  6.7  6.3 7.1  イエメン 2.6 0.0 0.7 0.4 51.5 44.8  3.3 2.9 3.8 

国際平均値 49.1  1.4  0.6 23.1  25.7  49.1  47.1 51.2  国際平均値 14.3 3.7 17.8 9.5 31.8 23.0  35.8 33.9 37.8 
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 この問題は，(1)でまず同じところを書かせ，次に(2)で違うところを書かせる問題である。内容領域

はともに「図形と測定」，認知的領域は「推論を行うこと」，難易度は 550点のやや難しい問題である。 

(1)については「両方とも三角形，辺が 3 つ，辺の数が同じ，角が 3 つ，かどが 3 つ，あるいはそれ

らに等しい表現」（コード 10）を正答，(2)については「片方には直角がありもう一方にはない」（コ

ード 10），「片方は２つの角の大きさ（または辺の長さ）が同じ，片方は二等辺三角形，片方には線

対称の軸がある」（コード 11），「片方はもう一方より大きい，長さが長い，広い，面積が大きい，

など大きさに関するそれらに等しい表現」（コード 12）を正答とした。 

直角三角形を学ぶのは小学校３年である。ところが，(2)の違うところについては，表 2-22 に見るよ

うに，わが国の正答率が 55％，国際平均値が 36％とわが国は 19 ポイント高いのに，一方(1)の同じと

ころについては，わが国の正答率も国際平均値も 49％であった。国際的には(1)の同じところの正答率

が，(2)の違うところより 13ポイント高いが，わが国は逆に(2)の違うところが，(1)の同じところより

も６ポイント高い。わが国の児童は国際的に見て，同じところを書くのは苦手だが違うところを書くこ

とは得意のようである。 

 

2.3.4 中学校２年の数学問題の例の構成                

 中学校２年を対象にした数学の問題数は，合計 215題であった。2.2節で述べたように，そのうち１

題は国際的な分析から省かれているので，分析対象とするのは 214題である。 

この節では，（１）国際報告書がその水準に達した生徒の特徴を説明するために例示した問題 8 題，

（２）わが国の視点から選んだ問題という観点から４題を選択し，その結果を述べる。なお記述式の問

題をとりあげる際には採点基準の類型として「コード 10」などの用語を用いるが，この類型の詳細は

資料 10として示している。資料 10に＜日本コード＞とあるのは，わが国の採点類型であり，国際比較

結果の報告においてはコード 29，コード 19，コード 79など，その他の正答や誤答として集計された。 

 

2.3.5 国際報告書がその水準に達した生徒の特徴を説明するために例示した問題 

生徒の水準については，前節の表 2－10で示したように「625点」，「550点」，「475点」，「400

点」の４つの水準が設けられていた。表 2-23 はその得点に達した生徒が，他の得点の生徒に比べてよ

く解ける問題 8題を用いて，その水準に達した生徒の主な特徴を説明したものである。「625点」の難

しい問題が 2 題，「550 点」のやや難しい問題が 2 題，「475 点」のやややさしい問題が 2 題，「400

点」のやさしい問題が2題含まれている。 

この 8題を内容領域別にみれば，「数」が 2題，「代数」が 2題，「図形」が 2題，「資料と確から

しさ」が 2題であり，認知的領域別にみれば，「知ること」が１題，「応用すること」が５題，「推論

を行うこと」が２題である。出題形式からみれば，選択肢式が6題，記述式が 2題であった。わが国の

正答率はいずれの問題も国際平均値より統計的に有意に高かった。 
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表 2-23 数学問題例の難易度とその水準にいる生徒の主な特徴 －中学校２年－ 

得点 625 点 550 点 475 点 400 点 

問題の 

難易度 
難しい やや難しい やややさしい やさしい 

生徒の水準 より高い水準 高い水準 中程度の水準 低い水準 

生徒の主な 

特徴 

情報を整理し結論を導き，

一般化を行い，決まりきっ

た方法では解けない問題

を解くことができる。比，比

例，パーセントのいろいろ

な問題を解くことができる。

数や代数の概念や関係に

ついての知識を応用でき

る。一般化を代数で表現

でき，場面のモデル化を

行うことができる。図形の

知識を複雑な問題場面に

応用できる。いくつかの情

報源から資料を取り出し用

い多段階の問題を解くこと

ができる。 

比較的複雑な場面におい

て理解したことや知識を応

用できる。分数，小数，パ

ーセントを関連付け計算

でき負の数の計算を行

い，比に関する文章題が

解ける。代数式や一次関

数の問題に取り組むことが

できる。図形の性質の知

識を用い，面積，体積，角

度を含む問題を解くことが

できる。いろいろなグラフ

や表における数値を解釈

し比に関する簡単な問題

が解ける。 

簡単な場面において基礎

的な数学的知識を応用で

きる。たし算とかけ算がで

き，整数と小数に関する 1

段階の文章題を解くことが

できる。見慣れた分数を扱

うことができる。簡単な代

数的関係を理解できる。三

角形の性質や基本的な図

形の概念を理解している。

グラフや表を読み解釈で

きる。起こりやすさの基礎

的概念を認識している。 

整数，小数，演算，基礎的

なグラフについてある程度

の知識を持っている。 

数     

【公表問題例５】長方形の

黒い部分とほぼ同じ分数

の円（M01-01） 

【公表問題例７】108 人が

旅行に行くのに必要な先

生の数（M03-11） 

代数 
【公表問題例１】ペン 1 本と

鉛筆1本の値段（M02-08） 

【公表問題例３】ｙ＝4ｘ＋

30，150 ゼッドで何グラム

の品物（M04-06） 

    

図形 
【公表問題例２】CD＝CE

のときのｘの値（M04-10） 
  

【公表問題例６】二等辺三

角形の頂点の座標

（M07-10） 

  

資料と確か 

らしさ 
  

【公表問題例４】円グラフ

の情報から棒グラフを作る

（M02-14） 

  

【公表問題例８】表に示さ

れた気温を示すグラフ

（M03-08） 

（注）１ 難易度は，400 点（やさしい），475 点（やややさしい），550 点（やや難しい），625 点（難しい） 

          の４つの水準で示す。 

   ２ 公表問題例とは，TIMSS2007 国際報告書に掲載の問題をさす。 

 

【625点に達した生徒の特徴】 

情報を整理し結論を導き，一般化を行い，決まりきった方法では解けない問題を解くことができる。

比，比例，パーセントのいろいろな問題を解くことができる。数や代数の概念や関係についての知識を

応用できる。一般化を代数で表現でき，場面のモデル化を行うことができる。図形の知識を複雑な問題

場面に応用できる。いくつかの情報源から資料を取り出し用い多段階の問題を解くことができる。 
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【625 点に達した生徒が解ける問題】 

数学問題例１（M02-08） 

 

数学問題例１は，ペン 1本と鉛筆 1本の値段を求める問題であり，内容領域は「代数」，認知的領域

は「推論を行うこと」，難易度は 625 点の難しい問題である。「10 ゼッドと答えていて，正しい方程

式が書かれている」（コード 10），「10 ゼッドと答えているが，ペン＝鉛筆＋１など他の求め方が書

かれている」（コード 11）を正答とした。 

わが国の正答率は 42％，国際平均値は 18％である。正答率は台湾が 68％で最も高く，韓国 68％，シ

台湾 68 (2.3) ▲

韓国 68 (2.1) ▲

シンガポール 59 (1.9) ▲

香港 53 (2.8) ▲

日本 42 (1.9) ▲

アメリカ 37 (2.0) ▲

正答例 オーストラリア 36 (2.6) ▲

イングランド 34 (2.5) ▲

スウェーデン 34 (1.8) ▲

スロベニア 30 (2.0) ▲

スコットランド 29 (1.9) ▲

チェコ 25 (2.1) ▲

ハンガリー 24 (2.2) ▲

イスラエル 24 (2.5) ▲

マルタ 21 (1.6) ▲

アルメニア 21 (2.6)

イタリア 19 (1.9)

ロシア 19 (1.6)

ノルウェー 18 (1.7)

トルコ 18 (2.0)

国際平均値 18 (0.2)

ブルガリア 17 (1.8)

リトアニア 15 (1.7)

セルビア 15 (1.7)

ルーマニア 14 (1.8)

マレーシア 14 (1.7) ▼

タイ 13 (1.4) ▼

キプロス 11 (1.4) ▼

ウクライナ 11 (1.2) ▼

コロンビア 9 (1.0) ▼

グルジア 8 (1.8) ▼

インドネシア 8 (1.3) ▼

ボスニア・ヘルツェゴビナ 8 (1.4) ▼

チュニジア 6 (0.9) ▼

レバノン 5 (1.1) ▼

ヨルダン 5 (1.0) ▼

オマーン 4 (0.8) ▼

バーレーン 4 (0.8) ▼

イラン 3 (0.8) ▼

サウジアラビア 3 (0.8) ▼

シリア 3 (0.7) ▼

エルサルバドル 2 (0.4) ▼

アルジェリア 2 (0.6) ▼

エジプト 2 (0.5) ▼

クウェート 2 (0.6) ▼

ボツワナ 2 (0.5) ▼

カタール 2 (0.4) ▼

ガーナ 1 (0.5) ▼

パレスチナ 1 (0.7) ▼

モロッコ 2 (1.3) ▼

▲

▼

(注)１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

内容領域：代数　　　　認知的領域：推論

問題の説明：ペン1本と鉛筆1本の値段　（M02-08）
国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域
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ンガポール 59％，香港 53％と続いており，わが国は香港に次いで 5番目に高い。 

 

数学問題例２（M04-10） 

 

数学問題例２は，図に示された２つの三角形のうち，１つの三角形の 2辺の長さが等しいときその底

角を選ぶ問題であり，内容領域は「図形」，認知的領域は「推論を行うこと」，難易度は 625点の難し

い問題である。正答は④である。 

シンガポール 75 (1.7) ▲

台湾 73 (2.2) ▲

韓国 73 (1.8) ▲

日本 71 (1.9) ▲

香港 69 (2.8) ▲

アルメニア 50 (2.7) ▲

イングランド 42 (2.8) ▲

マルタ 40 (1.7) ▲

レバノン 40 (3.0) ▲

ハンガリー 38 (2.6) ▲

ブルガリア 36 (2.6)

タイ 36 (2.1)

マレーシア 36 (2.7)

リトアニア 35 (2.1)

ノルウェー 34 (2.3)

ロシア 34 (2.3)

イスラエル 33 (2.4)

トルコ 32 (2.1)

国際平均値 32 (0.3)

オーストラリア 32 (2.8)

イタリア 31 (2.3)

スウェーデン 31 (2.0)

スコットランド 31 (2.0)

セルビア 30 (2.2)

ヨルダン 29 (2.0)

チュニジア 28 (2.2)

エジプト 28 (2.2)

ウクライナ 28 (2.0) ▼

キプロス 28 (2.0) ▼

チェコ 27 (1.7) ▼

アメリカ 26 (1.4) ▼

スロベニア 25 (2.4) ▼

グルジア 25 (2.9) ▼

ルーマニア 24 (2.4) ▼

アルジェリア 23 (1.7) ▼

ボスニア・ヘルツェゴビナ 22 (1.8) ▼

イラン 21 (2.1) ▼

インドネシア 19 (2.0) ▼

オマーン 19 (1.7) ▼

サウジアラビア 18 (1.9) ▼

パレスチナ 18 (1.6) ▼

クウェート 17 (1.5) ▼

バーレーン 17 (1.4) ▼

カタール 17 (1.2) ▼

コロンビア 17 (1.4) ▼

エルサルバドル 16 (1.5) ▼

シリア 16 (1.8) ▼

ボツワナ 15 (1.5) ▼

ガーナ 14 (1.5) ▼

モロッコ 19 (1.7) ▼

▲

▼

(注)１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：図形　　　　認知的領域：推論

問題の説明：ＣＤ＝ＣＥのときのｘの値　（M04-10）

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国／地域 正答率
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わが国の正答率は 71％，国際平均値は 32％である。正答率はシンガポールが 73％で最も高く，台湾

73％，韓国 73％と続いており，わが国は韓国に次いで 4番目に高い。 

 

【550 点に達した生徒の特徴】 

比較的複雑な場面において理解したことや知識を応用できる。分数，小数，パーセントを関連付け計

算でき負の数の計算を行い，比に関する文章題が解ける。代数式や一次関数の問題に取り組むことがで

きる。図形の性質の知識を用い，面積，体積，角を含む問題を解くことができる。いろいろなグラフや

表における数値を解釈し比に関する簡単な問題が解ける。 
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【550 点に達した生徒が解ける問題】 

数学問題例３（M04-06） 

 

数学問題例３は，品物を送る代金（ゼッド）が重さの一次関数で表されたとき，150ゼッドで送るこ

とのできる重さ（グラム）を選ぶ問題であり，内容領域は「代数」，認知的領域は「応用すること」，

難易度は 550 点のやや難しい問題である。正答は④である。 

わが国の正答率は 65％，国際平均値は 34％である。正答率は台湾が 75％で最も高く，韓国 71％，香

港 67％と続いており，わが国は香港に次いで4番目に高い。 

台湾 75 (2.0) ▲

韓国 71 (1.8) ▲

香港 67 (2.9) ▲

日本 65 (2.1) ▲

アルメニア 63 (2.7) ▲

セルビア 57 (2.9) ▲

アメリカ 57 (2.2) ▲

シンガポール 56 (1.7) ▲

ロシア 53 (3.1) ▲

リトアニア 50 (2.5) ▲

ブルガリア 47 (2.4) ▲

ルーマニア 44 (2.8) ▲

マルタ 41 (1.7) ▲

ウクライナ 39 (2.5) ▲

ハンガリー 39 (2.2) ▲

チェコ 39 (2.5) ▲

イングランド 39 (2.8)

ボスニア・ヘルツェゴビナ 37 (2.6)

スロベニア 36 (2.2)

ヨルダン 35 (2.5)

トルコ 35 (2.1)

キプロス 35 (1.9)

レバノン 34 (2.6)

国際平均値 34 (0.3)

イスラエル 32 (2.5)

ガーナ 26 (1.9) ▼

スコットランド 26 (2.4) ▼

オーストラリア 26 (2.0) ▼

インドネシア 26 (1.9) ▼

タイ 26 (2.3) ▼

バーレーン 25 (2.0) ▼

グルジア 25 (2.7) ▼

イタリア 24 (2.0) ▼

マレーシア 24 (2.1) ▼

エジプト 24 (1.9) ▼

ボツワナ 23 (1.7) ▼

スウェーデン 23 (1.5) ▼

オマーン 23 (2.1) ▼

イラン 21 (2.2) ▼

シリア 19 (1.9) ▼

コロンビア 19 (1.5) ▼

チュニジア 19 (1.8) ▼

エルサルバドル 17 (1.7) ▼

パレスチナ 16 (1.8) ▼

アルジェリア 16 (1.4) ▼

クウェート 15 (1.5) ▼

サウジアラビア 14 (1.9) ▼

カタール 12 (1.1) ▼

ノルウェー 10 (1.1) ▼

モロッコ 15 (2.9) ▼

▲

▼

(注)１（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：代数　　　　認知的領域：応用

問題の説明：ｙ＝４ｘ＋30，150ゼッドで何グラムの品物か
（M04-06）

国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域
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数学問題例４（M02-14） 

 

数学問題例４は，円グラフの情報から棒グラフを作る問題であり，内容領域は「資料と確からしさ」，

認知的領域は「応用すること」，難易度は 550 点のやや難しい問題である。この問題には正答（2点満

点）と部分正答（1点）があり，正答は「棒グラフ３つとも大きさがすべて正しい」（コード 20），部

分正答は「２つの棒グラフが正しい」（コード 10）である。 

わが国の正答率は 68％，国際平均値は 27％である。正答率は韓国が 76％で最も高く，シンガポール

75％，台湾 70％と続いており，わが国は台湾に次いで 4番目に高い。 

韓国 76 (2.0) ▲

シンガポール 75 (1.7) ▲

台湾 70 (2.1) ▲

日本 68 (1.8) ▲

香港 66 (2.6) ▲

スウェーデン 56 (2.2) ▲

リトアニア 51 (2.4) ▲

ハンガリー 48 (2.6) ▲

チェコ 45 (2.4) ▲

イングランド 45 (2.7) ▲

スロベニア 44 (2.5) ▲

ノルウェー 41 (2.1) ▲

アメリカ 40 (1.9) ▲

マルタ 40 (1.9) ▲

オーストラリア 38 (2.7) ▲

スコットランド 38 (2.3) ▲

ロシア 35 (2.5) ▲

マレーシア 35 (2.4) ▲

キプロス 33 (2.3) ▲

イスラエル 31 (2.4)

ルーマニア 29 (2.7)

国際平均値 27 (0.3)

セルビア 27 (2.8)

イタリア 27 (1.9)

タイ 26 (2.2)

ウクライナ 24 (2.2)

ブルガリア 23 (2.5)

ヨルダン 22 (2.0) ▼

トルコ 17 (1.7) ▼

レバノン 15 (2.0) ▼

グルジア 15 (2.6) ▼

インドネシア 14 (1.3) ▼

ボスニア・ヘルツェゴビナ 13 (2.0) ▼

アルメニア 12 (1.8) ▼

イラン 11 (1.5) ▼

コロンビア 10 (1.8) ▼

エジプト 10 (1.3) ▼

バーレーン 9 (1.2) ▼

チュニジア 8 (1.1) ▼

パレスチナ 8 (1.3) ▼

ボツワナ 7 (0.9) ▼

シリア 7 (1.1) ▼

オマーン 6 (1.0) ▼

エルサルバドル 4 (0.8) ▼

カタール 4 (0.6) ▼

サウジアラビア 3 (0.9) ▼

アルジェリア 3 (0.8) ▼

クウェート 3 (0.8) ▼

ガーナ 2 (0.6) ▼

モロッコ 9 (1.9) ▼

▲

▼

(注)１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：資料と確からしさ　　　　認知的領域：応用

国／地域 正答率
問題の説明：円グラフの情報から棒グラフを作る　（M02-14）
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【475 点に達した生徒の特徴】 

簡単な場面において基礎的な数学的知識を応用できる。たし算とかけ算ができ，整数と小数に関する

1段階の文章題を解くことができる。見慣れた分数を扱うことができる。簡単な代数的関係を理解でき

る。三角形の性質や基本的な図形の概念を理解している。グラフや表を読み解釈できる。起こりやすさ

の基礎的概念を認識している。 

 

【475 点に達した生徒が解ける問題】 

数学問題例５（M01-01） 

 

韓国 89 (1.3) ▲

日本 85 (1.8) ▲

香港 82 (2.3) ▲

台湾 81 (1.7) ▲

アメリカ 81 (1.3) ▲

シンガポール 81 (1.7) ▲

スウェーデン 77 (1.8) ▲

イングランド 77 (2.2) ▲

ハンガリー 77 (2.2) ▲

オーストラリア 75 (2.3) ▲

チェコ 74 (1.9) ▲

リトアニア 74 (2.3) ▲

マレーシア 74 (2.0) ▲

スコットランド 74 (2.0) ▲

ノルウェー 73 (2.2) ▲

ロシア 73 (2.2) ▲

スロベニア 72 (2.2) ▲

マルタ 72 (1.6) ▲

イタリア 70 (2.3) ▲

キプロス 70 (2.0) ▲

タイ 68 (1.9) ▲

イスラエル 66 (2.6)

トルコ 64 (2.4)

ウクライナ 63 (2.4)

国際平均値 63 (0.3)

ルーマニア 62 (2.8)

バーレーン 61 (2.0)

チュニジア 61 (2.3)

セルビア 60 (2.7)

ブルガリア 59 (3.0) ●

クウェート 56 (2.0) ▼

イラン 55 (2.2) ▼

レバノン 55 (3.0) ▼

コロンビア 54 (2.9) ▼

アルジェリア 54 (1.8) ▼

ボスニア・ヘルツェゴビナ 53 (2.6) ▼

インドネシア 52 (2.3) ▼

シリア 51 (2.3) ▼

グルジア 51 (3.7) ▼

ヨルダン 48 (2.2) ▼

エルサルバドル 47 (2.2) ▼

オマーン 46 (2.1) ▼

アルメニア 46 (2.8) ▼

カタール 44 (1.8) ▼

エジプト 44 (2.3) ▼

サウジアラビア 41 (2.3) ▼

ボツワナ 41 (1.7) ▼

パレスチナ 41 (2.4) ▼

ガーナ 34 (2.3) ▼

モロッコ 56 (3.0) ▼

▲

▼

(注)１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

正答率国／地域

内容領域：数　　　　認知的領域：知る

問題の説明：長方形の黒い部分とほぼ同じ分数の円（M01-01）
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数学問題例５は，長方形の黒い部分を表す分数とほぼ同じ分数を表している円を選ぶ問題であり，内

容領域は「数」，認知的領域は「知ること」，難易度は 475点のやややさしい問題である。正答は④で

ある。 

わが国の正答率は 85％，国際平均値は 63％である。正答率は韓国が 89％で最も高く，わが国は韓国

に次いで 2番目に高い。なおこの問題は 2003 年，1999 年にも実施され，わが国の正答率は 82％，88％

であり，1999 年に比べると 5 ポイント低くなっているが，2003 年と比べると３ポイント高くなってい

る。 
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数学問題例６（M07-10） 

 

数学問題例６は，二等辺三角形の頂点となりうる点の座標を選ぶ問題であり，内容領域は「図形」，

認知的領域は「応用すること」，難易度は 475 点のやややさしい問題である。正答は①である。 

わが国の正答率は 81％，国際平均値は 57％である。正答率は台湾が 86％で最も高く，韓国 82％と続

いており，わが国は韓国に次いで３番目に高い。なおこの問題は 2003 年にも実施され，わが国の正答

率は 80％であり，今回１ポイント高くなっている。 

 

台湾 86 (1.5) ▲

韓国 82 (1.6) ▲

日本 81 (1.6) ▲

香港 80 (2.6) ▲

スロベニア 80 (2.2) ▲

リトアニア 78 (1.9) ▲

シンガポール 77 (2.0) ▲

ロシア 77 (2.3) ▲

ハンガリー 74 (2.1) ▲

マレーシア 73 (1.8) ▲

スコットランド 68 (2.1) ▲

ウクライナ 68 (2.4) ▲

セルビア 67 (2.8) ▲

マルタ 65 (1.5) ▲

レバノン 65 (2.9) ▲

イスラエル 64 (2.9) ▲

イングランド 63 (2.2) ▲

チェコ 63 (2.3) ▲

クウェート 63 (2.6) ▲

ルーマニア 62 (2.6) ▲

イタリア 61 (2.1)
バーレーン 59 (2.1)

インドネシア 59 (2.5)
オマーン 59 (2.0)

ブルガリア 58 (2.8)
シリア 58 (2.4)

エジプト 58 (2.0)
国際平均値 57 (0.3)

ノルウェー 56 (2.3)
ボスニア・ヘルツェゴビナ 55 (2.5)

タイ 55 (2.2)
ヨルダン 54 (2.5)

アルメニア 53 (2.9)
オーストラリア 51 (2.3) ▼

キプロス 51 (2.1) ▼

アルジェリア 50 (2.0) ▼

イラン 49 (2.5) ▼

スウェーデン 48 (2.0) ▼

サウジアラビア 46 (2.3) ▼

アメリカ 45 (1.6) ▼

グルジア 41 (3.0) ▼

パレスチナ 41 (2.1) ▼

トルコ 38 (2.0) ▼

カタール 38 (1.5) ▼

エルサルバドル 33 (1.9) ▼

コロンビア 30 (2.1) ▼

ボツワナ 30 (1.7) ▼

チュニジア 26 (1.9) ▼

ガーナ 26 (1.6) ▼

モロッコ 45 (3.1) ▼

▲

▼

(注)１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：図形　　　　認知的領域：応用

問題の説明：二等辺三角形の頂点の座標　（M07-10）
国／地域 正答率

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域
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【400 点に達した生徒の特徴】 

整数，小数，演算，基礎的なグラフについてある程度の知識を持っている。 

 

【400 点に達した生徒が解ける問題】 

数学問題例７（M03-11） 

 

 

韓国 97 (0.6) ▲

シンガポール 95 (1.0) ▲

リトアニア 95 (0.9) ▲

台湾 95 (1.0) ▲

日本 94 (1.0) ▲

香港 94 (1.4) ▲

ハンガリー 93 (1.1) ▲

チェコ 93 (1.5) ▲

ロシア 92 (1.5) ▲

アメリカ 91 (1.0) ▲

マレーシア 90 (1.4) ▲

セルビア 89 (1.5) ▲

イタリア 89 (1.2) ▲

スロベニア 89 (1.2) ▲

オーストラリア 88 (1.6) ▲

スウェーデン 87 (1.2) ▲

レバノン 86 (1.8) ▲

マルタ 86 (1.4) ▲

ボスニア・ヘルツェゴビナ 85 (1.6) ▲

ウクライナ 85 (1.5) ▲

ノルウェー 84 (1.9) ▲

イングランド 83 (1.8) ▲

キプロス 82 (1.6)

タイ 81 (1.7)

イスラエル 81 (2.1)

アルメニア 80 (1.8)

スコットランド 80 (1.9)

ルーマニア 80 (2.3)

ブルガリア 79 (2.3)

国際平均値 79 (0.3)

アルジェリア 79 (1.6)

インドネシア 78 (2.0)

チュニジア 78 (2.0)

イラン 77 (2.0)

トルコ 77 (2.0)

グルジア 77 (3.6)

ヨルダン 76 (2.1)

エジプト 72 (2.1) ▼

パレスチナ 65 (2.2) ▼

シリア 64 (2.5) ▼

オマーン 64 (2.1) ▼

コロンビア 62 (1.7) ▼

エルサルバドル 61 (2.3) ▼

バーレーン 61 (2.0) ▼

ボツワナ 56 (2.1) ▼

カタール 53 (1.7) ▼

ガーナ 51 (1.8) ▼

サウジアラビア 48 (2.6) ▼

クウェート 41 (2.0) ▼

モロッコ 69 (2.5) ▼

▲

▼

(注)１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

内容領域：数　　　　認知的領域：応用

問題の説明：108人が旅行に行くのに必要な先生の数（M03-11）
国／地域 正答率
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数学問題例７は，108人の生徒が旅行に行くのに必要な先生の人数を選ぶ問題であり，内容領域は「数」，

認知的領域は「応用すること」，難易度は 400 点のやさしい問題である。正答は③である。 

わが国の正答率は 94％，国際平均値は 71％である。正答率は韓国が 97％で最も高く，シンガポール

95％，リトアニア 95％，台湾 95％と続き，わが国は台湾に次いで５番目に高い。なおこの問題は 2003

年にも実施され，わが国の正答率は 92％であり，今回２ポイント高くなっている。 

 

数学問題例８（M03-08） 

 

韓国 97 (0.7) ▲

日本 96 (0.8) ▲

シンガポール 93 (1.1) ▲

台湾 92 (1.1) ▲

リトアニア 90 (1.4) ▲

スロベニア 90 (1.4) ▲

アメリカ 89 (1.0) ▲

マレーシア 89 (1.3) ▲

スウェーデン 89 (1.2) ▲

チェコ 88 (1.3) ▲

ハンガリー 88 (1.6) ▲

香港 87 (1.6) ▲

オーストラリア 87 (1.7) ▲

ロシア 85 (1.8) ▲

イタリア 84 (1.4) ▲

スコットランド 83 (1.6) ▲

マルタ 82 (1.4) ▲

イングランド 81 (2.1) ▲

セルビア 81 (1.9) ▲

レバノン 79 (2.3) ▲

ノルウェー 77 (1.8) ▲

ウクライナ 77 (2.2) ▲

キプロス 74 (1.8)

タイ 73 (1.9)

コロンビア 73 (2.2)

ブルガリア 72 (2.3)

国際平均値 72 (0.3)

イスラエル 71 (2.3)

ボスニア・ヘルツェゴビナ 70 (2.3)

イラン 66 (2.2) ▼

ルーマニア 66 (2.5) ▼

アルメニア 66 (2.7) ▼

インドネシア 66 (2.2) ▼

ボツワナ 65 (1.8) ▼

グルジア 65 (3.4) ▼

チュニジア 63 (2.4) ▼

バーレーン 62 (2.2) ▼

トルコ 61 (2.3) ▼

ヨルダン 61 (2.2) ▼

オマーン 57 (2.1) ▼

エルサルバドル 55 (2.5) ▼

エジプト 52 (2.4) ▼

アルジェリア 51 (1.9) ▼

パレスチナ 50 (2.8) ▼

クウェート 47 (2.2) ▼

シリア 47 (2.1) ▼

サウジアラビア 45 (2.3) ▼

ガーナ 43 (2.1) ▼

カタール 40 (1.6) ▼

モロッコ 56 (3.6) ▼

▲

▼

(注)１　（　）内は標準誤差(SE)を示す。正答率は小数点以下を四捨五入した整数値で示している。
    ２　モロッコは学校実施率が国際基準を満たしていないため，参考データとして示す。

内容領域：資料と確からしさ　　　　認知的領域：応用

国／地域

国際平均値より統計的に有意に低い国／地域

問題の説明：表に示された気温を表すグラフ（M03-08）

国際平均値より統計的に有意に高い国／地域

正答率
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数学問題例８は，表に示された気温を表すグラフを選ぶ問題であり，内容領域は「資料と確からしさ」，

認知的領域は「応用すること」，難易度は 400点のやさしい問題である。正答は②である。わが国の正

答率は 96％，国際平均値は 72％である。正答率は韓国が 97％で最も高く，わが国は韓国に次いで２番

目に高い。なおこの問題は 2003 年，1999 年にも実施され，わが国の正答率は 95％，97％であり，1999

年に比べると１ポイント低くなっているが，2003 年と比べると１ポイント高くなっている。 

 

2.3.6 わが国の視点から選んだ中学校２年の問題 

【わが国の正答率が国際平均値を上回った問題と下回った問題】 

表 2－24はわが国の正答率と国際平均値との差が大きい順に問題を並べたものである。表 2－24の中

にある正答率は，当該問題について，正答率が最も高い国の正答率を最高，最も正答率の低い国の正答

率を最低として示している。 

前節の表2－17に見るように，わが国の正答率が国際平均値を上回った問題は214題中208題であり，

下回った問題は 6 題のみであった。このように数学問題において，わが国は 97％の問題で国際平均値

を上回っている。 

 ｎ角形の内角の和を求める問題（M02-07(3)）は，国際平均値より 61ポイントも上回っている。この問題

は，内容領域は「図形」，認知的領域は「推論を行うこと」，難易度は 625点の難しい問題である。わが国

の正答率は 77％，国際平均値は 16％であり，わが国の正答率は国際的に一番高い。三角形の内角の和をも

とに，四角形の内角の和，五角形の内角の和を求め，そこからｎ角形の内角の和を求めるために推論を行う

問題であるが，わが国にとっては中学校2年で履修する問題であり，知識として定着していると考えられる。 

わが国の正答率が国際平均値を下回った問題は 6題あるが，いずれも，素因数の積，直角三角形の理

由など，わが国にとって履修していない問題である。 

公開問題の中で，履修しているにもかかわらず，わが国の正答率と国際平均値の差が最も小さいのが

30％引きの問題である。ここでは，その問題とパーセントの問題をもう1題とりあげる。いずれもコー

トの値段の割引の問題である。 
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表 2-24 数学問題の分類および正答率 (わが国が国際平均値より高い順) ―中学校 2年―  
今回（TIMSS2007） 過去との比較 

問題番号 内容領域 
認知
的領
域 

出題 
形式 

問題の内容 

履
修
状
況

正答率（％） 

初実
施年

TIMSS2003 正答率（％）
TIMSS1999
正答率（％）

日本
国際
平均
値

差：日
本－
国際

最高 最低 日本 
国際
平均
値 

差：日
本-国

際 

差（日
本）
2007
年－
2003
年 

日本

差（日
本）
2003
年－
1999
年

M02 07（3） 代数 推論 記述 ｎ角形の内角の和 ○ 76.5 15.7 60.8 76.5 0.1 2007       
M13 06 図形 推論 記述 多角形の内角の和 ○ 67.3 16.5 50.8 71.0 0.2 2003 59.4 15.5 43.9 7.9 

M11 13（3） 資料と確からしさ 応用 記述 最も生産された時間 ○ 77.9 28.7 49.2 77.9 1.6 2003 76.1 34.3 41.8 1.8 

M10 12（1） 資料と確からしさ 知る 記述 従業員数の平均 ○ 84.3 36.2 48.1 84.3 2.2 2007    

M07 13（3） 資料と確からしさ 応用 記述 24 週目の合計の差 ○ 80.7 33.7 47.0 80.7 4.0 2003 86.0 37.8 48.2 -5.3 

M02 07（2） 代数 推論 記述 10 角形の内角の和 ○ 74.3 27.6 46.7 80.4 2.9 2007    

M05 07（3） 資料と確からしさ 知る 記述 3 つの条件を満たす町 ○ 76.0 29.7 46.3 76.0 3.1 2003 83.3 36.7 46.6 -7.3 

M04 07 代数 知る 選択肢 2(x+y)-(2x-y) ○ 72.0 25.8 46.2 77.0 6.7 2007    

M07 13（2） 資料と確からしさ 知る 記述 支払う料金が同じになる週 ○ 93.8 48.7 45.1 93.8 6.4 2003 95.4 51.0 44.4 -1.6 

M04 12（1） 資料と確からしさ 知る 記述 人気の平均を求め，人気がある方を求める ○ 79.6 35.5 44.1 85.2 0.6 2007    

M07 08 図形 応用 選択肢 4 か所の長さが示された図形の面積 ○ 84.4 40.9 43.5 85.0 16.5 2003 83.1 45.8 37.3 1.3 

M07 11 資料と確からしさ 応用 記述 ルーレットの矢印を 1000 回まわしたときの色 ○ 70.4 27.3 43.1 70.4 1.3 2003 65.0 32.1 32.9 5.4 

M11 03 代数 知る 記述 係数が分数の単項式のたし算 ○ 64.0 21.4 42.6 72.4 1.0 2003 58.8 22.7 36.1 5.2 

M05 04 図形 応用 記述 6 か所の長さが示された展開図の箱の体積 ○ 71.2 28.9 42.3 72.9 2.3 2003 70.7 33.0 37.7 0.5 

M01 12 図形 応用 記述 正方形の中の三角形の面積 ○ 70.7 28.7 42.0 79.1 2.4 1999 68.0 30.4 37.6 2.7 79.9 -11.9 
M11 07 図形 応用 選択肢 黒くぬられた部分の面積 ○ 75.4 33.8 41.6 80.2 12.5 2003 74.4 36.8 37.6 1.0 

M10 02 数 知る 選択肢 数直線上で K が表す数 ○ 90.2 48.9 41.3 94.3 17.4 2007    

M08 13 図形 応用 選択肢 長方形の中の図形の角度 x の値を求める ○ 89.6 48.4 41.2 92.1 11.5 2007    

M07 09 図形 応用 記述 二等分する角ｘの値 ○ 69.9 28.9 41.0 76.2 2.9 2003 76.0 32.8 43.2 -6.1 

M02 14 資料と確からしさ 応用 記述 円グラフの情報から棒グラフを作る ○ 68.3 27.4 40.9 75.6 2.1 2007    

M04 09 図形 推論 選択肢 立体をある方向から見たときの形 × 89.6 48.7 40.9 89.6 13.9 2007    
M05 07（1） 資料と確からしさ 推論 記述 バス時刻表から中町の表の完成 ○ 55.8 15.0 40.8 55.8 0.2 2003 57.5 20.9 36.6 -1.7 

M12 09 図形 応用 記述 AB を対称軸として残りの図をかく ○ 87.7 47.5 40.2 87.7 3.2 2007    

M05 02 代数 知る 選択肢 2a2×3a= ○ 86.8 46.6 40.2 86.8 11.6 2003 83.5 47.1 36.4 3.3 

M06 12 図形 応用 記述 各面が長方形の箱の体積を求める ○ 81.6 41.5 40.1 87.8 9.2 2007    

M02 09 図形 推論 選択肢 立方体の展開図 ○ 82.8 43.5 39.3 82.8 11.1 2007    

M04 10 図形 推論 選択肢 CD＝CE のときの x の値 ○ 70.7 31.8 38.9 75.5 13.9 2007    

M06 11 図形 応用 記述 ある長さの二等辺三角形をかく ○ 85.2 46.4 38.8 85.2 4.8 2007    

M09 13 資料と確からしさ 応用 記述 進路希望を表す円グラフの作成 ○ 79.4 41.3 38.1 84.5 8.6 2003 81.0 49.8 31.2 -1.6 

M09 09 図形 応用 選択肢 穴を埋めるのに必要な立方体の個数 ○ 80.1 42.3 37.8 83.8 11.0 2003 79.1 49.5 29.6 1.0 

M10 10（1） 図形 応用 記述 点 B と点 C をグラフ上に示す × 80.3 42.8 37.5 82.6 6.3 2007    

M10 10（2） 図形 応用 記述 角 BOC の大きさを求める ○ 73.5 36.0 37.5 76.6 3.5 2007    

M11 10 図形 推論 選択肢 図の中のｘの値 ○ 80.3 43.0 37.3 80.3 20.8 2003 77.2 43.2 34.0 3.1 

M04 13 資料と確からしさ 知る 選択肢 3 個目の玉の出やすさ ○ 76.4 39.2 37.2 84.4 9.7 2007    

M06 03 数 推論 記述 規則性が続くとき，次にくる行 ○ 73.2 36.0 37.2 79.8 3.5 2007    

M11 08 図形 知る 選択肢 紙を開くとできる形 ○ 87.1 50.3 36.8 87.1 22.9 2003 84.1 53.6 30.5 3.0 

M06 13 図形 知る 選択肢 図形を半回転した結果 × 76.6 40.4 36.2 76.6 20.3 2007    

M14 06（3） 数 推論 記述 どちらの携帯電話が安いか ○ 46.3 10.1 36.2 46.3 0.5 2007    

M12 02 数 知る 選択肢 速度計で示された速度 ○ 82.9 46.8 36.1 87.1 16.5 2007    

M06 15 資料と確からしさ 応用 選択肢 １つ取り出すボタンの色の確率 ○ 82.3 46.3 36.0 90.0 16.5 2007    

M01 08 図形 応用 選択肢 合同な２つの三角形における角度 ○ 71.1 35.1 36.0 81.1 11.7 1999 70.5 36.2 34.3 0.6 78.0 -7.5 

M07 01 数 推論 記述 55 人より多く 65 人より少ない ○ 73.0 37.1 35.9 80.2 3.8 2003 72.2 42.2 30.0 0.8 

M02 10 図形 応用 選択肢 平行な 2 直線における x + y の値 ○ 77.9 42.1 35.8 87.4 18.2 2007    

M01 09 数 知る 選択肢 2/5＋5/4＋9/8＝ ○ 79.3 43.6 35.7 88.4 10.6 1999 81.7 47.8 33.9 -2.4 86.2 -4.5 

M13 08 数 応用 選択肢 白と緑の帽子の数の合計 ○ 80.5 45.1 35.4 86.1 15.5 2003 76.9 47.1 29.8 3.6 

M02 03 数 応用 記述 -5□－6□３□－9 に＋，－を記入し最大に ○ 69.2 34.3 34.9 81.6 6.1 2007    

M13 04（1） 代数 推論 記述 合計 64 個のタイル ○ 57.8 23.2 34.6 69.9 1.0 2003 54.4 24.0 30.4 3.4 

M03 01 数 知る 選択肢 メーターの電圧を読む ○ 87.1 52.8 34.3 90.9 18.1 1999 89.5 58.3 31.2 -2.4 93.9 -4.4 

M02 07（1） 代数 知る 記述 多角形の内角の和の表の完成 ○ 81.5 47.4 34.1 85.2 8.2 2007    

M09 12 図形 知る 選択肢 図１を図 2 に，図 2 を図 3 に移動 × 72.5 38.4 34.1 83.5 13.6 2003 75.8 41.0 34.8 -3.3 

M08 16 資料と確からしさ 知る 記述 グラフからある時刻の気温を見積もる ○ 78.3 44.4 33.9 83.5 8.9 2007    
M03 14 図形 応用 選択肢 35°と直角がある三角形の残りの角の大きさ ○ 92.4 58.6 33.8 93.9 22.2 2003 87.1 59.1 28.0 5.3 

M05 07（2） 資料と確からしさ 推論 記述 バス時刻表から東町の表の完成 ○ 44.7 11.0 33.7 44.7 0.0 2003 45.2 15.1 30.1 -0.5 

M02 04 数 応用 選択肢 男女比が 2：3 のクラスの男子の人数 ○ 79.1 45.5 33.6 88.1 22.4 2007    

M14 04 数 知る 選択肢 等しい比を選ぶ ○ 86.9 53.6 33.3 91.8 10.9 2007    

M06 05 代数 知る 選択肢 文字の計算を行う ○ 84.9 51.8 33.1 88.3 23.9 2007    

M07 13（1） 資料と確からしさ 応用 記述 
入会金と 1 週間の料金からグラフにコース
名を記入 

○ 87.4 54.5 32.9 87.4 13.9 2003 88.7 57.9 30.8 -1.3 

M14 15 資料と確からしさ 推論 記述 平均点を 9 点にできるかどうかとその理由 ○ 53.7 21.2 32.5 63.8 0.8 2007    

M05 05 図形 応用 記述 80km 以下の条件にあうかどうか ○ 87.0 54.9 32.1 90.6 18.5 2003 90.4 60.9 29.5 -3.4 

M06 06 代数 知る 記述 P の値を求める ○ 69.7 37.6 32.1 85.8 3.5 2007    

M11 13（1） 資料と確からしさ 知る 記述 150 台生産された時間 ○ 87.9 56.0 31.9 87.9 23.2 2003 82.8 59.0 23.8 5.1 

M13 09 代数 知る 選択肢 ｔがある数の間のとき・・・ ○ 76.8 44.9 31.9 85.9 19.9 2003 63.5 43.2 20.3 13.3 

M09 11 図形 知る 記述 真上から見た図の完成 ○ 84.8 53.0 31.8 88.3 6.5 2003 90.3 57.9 32.4 -5.5 
M11 12 代数 推論 選択肢 金属のかたまり 1 個の重さ × 74.9 43.3 31.6 79.3 11.2 2003 71.2 46.8 24.4 3.7 

M02 06 代数 知る 選択肢 4ｘ－x＋7y－2y ○ 91.6 60.0 31.6 91.6 19.4 2007    

M11 11 資料と確からしさ 応用 選択肢 矢が赤い部分に当たる割合 ○ 60.4 28.9 31.5 66.4 13.2 2003 54.3 30.3 24.0 6.1 

M04 06 代数 応用 選択肢 ｙ＝４ｘ＋30，150 ゼッドで何グラムの品物 ○ 65.3 33.9 31.4 74.5 10.0 2007    

M12 06 代数 応用 選択肢 時間と距離の関係を表す式 ○ 67.5 36.2 31.3 71.8 14.8 2007    
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M10 07 代数 知る 選択肢 2 元１次連立方程式を解く ○ 76.3 45.1 31.2 87.1 13.1 2007    

M04 12（2） 資料と確からしさ 推論 記述 グラフから，3 つの文章の正誤を判断する × 49.8 18.7 31.1 49.8 4.0 2007    

M01 11（ア） 図形 応用 記述 
方眼紙に横が 3/4，縦が 2.5 倍の長方形を
作成 

○ 47.4 16.4 31.0 52.4 0.6 1999 43.9 18.9 25.0 3.5 60.5 -16.6 

M02 13 資料と確からしさ 知る 記述 売ったチケットの数が同じのは誰と誰 ○ 93.4 63.1 30.3 95.6 18.7 2007    

M13 03 代数 推論 記述 赤いタイルと合計の表の完成 ○ 81.9 51.9 30.0 87.3 17.2 2003 79.5 49.8 29.7 2.4 

M05 08 資料と確からしさ 推論 記述 総合的に考えて旅行に行ける町 ○ 65.4 35.6 29.8 65.4 13.5 2003 68.6 41.2 27.4 -3.2 

M05 03 代数 推論 記述 
73 本のマッチ棒でできる正方形の数を求
める 

○ 38.5 8.7 29.8 58.5 0.2 2003 33.5 9.2 24.3 5.0 

M07 02 数 知る 選択肢 1/5－1/3 の答えを出す手順 ○ 59.5 29.8 29.7 78.8 7.3 2003 56.5 31.3 25.2 3.0 

M09 06 代数 知る 記述 式に数値代入 ○ 66.9 37.5 29.4 78.4 3.4 2003 65.4 41.6 23.8 1.5 
M01 02 数 応用 記述 4.45ｋｇと 2.735ｋｇの種の混合 ○ 86.0 56.6 29.4 92.0 11.3 1999 82.9 57.1 25.8 3.1 82.6 0.3 

M03 13 数 知る 選択肢 ‐6 で割ると 12 になる数 ○ 80.8 51.4 29.4 85.0 17.0 2003 81.3 50.7 30.6 -0.5 

M04 05（4） 数 推論 記述 トライアスロンで勝った人は ○ 61.5 32.6 28.9 74.7 0.9 2007    

M09 04 代数 知る 選択肢 単項式のたし算の図的意味 ○ 69.7 41.0 28.7 79.1 22.9 2003 66.4 43.3 23.1 3.3 

M10 06 代数 知る 選択肢 等しい文字式 ○ 78.3 49.7 28.6 86.8 15.1 2007    

M12 04（2） 数 応用 記述 ある高さの束にある紙の枚数 ○ 69.1 40.6 28.5 76.8 6.8 2007    
M03 02 資料と確からしさ 知る 選択肢 17 の番号札をとりだし安いのはどちらの箱 ○ 87.8 59.4 28.4 94.6 21.2 1999 84.3 62.8 21.5 3.5 84.0 0.3

M06 17 資料と確からしさ 応用 記述 円グラフを完成させスポーツ名を記入 ○ 70.4 42.1 28.3 85.2 0.4 2007    

M08 11（1） 代数 知る 記述 a＋b を求める × 61.7 33.4 28.3 75.5 3.6 2007    

M14 06（2） 数 応用 記述 
携帯電話 1 年後の費用（通話とメール使
用） 

○ 52.7 24.5 28.2 63.4 0.3 2007    

M06 04 数 知る 記述 バスケットボールの成功数と割合 ○ 60.8 32.9 27.9 82.9 5.2 2007    

M10 05（1） 代数 知る 記述 分数のパターンから次にくる数を求める ○ 93.3 65.4 27.9 94.0 9.3 2007    

M08 05 数 推論 記述 パターンからわかる規則を書く ○ 50.3 22.5 27.8 60.5 0.4 2007    

M11 06 図形 応用 選択肢 時計の長針の回転数 ○ 55.7 28.3 27.4 61.0 15.7 2003 54.0 28.7 25.3 1.7 

M03 05 数 応用 記述 子供と大人の比が 5：4 のバスの子供の人数 ○ 53.8 26.5 27.3 81.0 2.8 1999 47.8 27.6 20.2 6.0 55.2 -7.4 

M12 11 図形 推論 選択肢 2 つ合わせて正方形になる組み合わせ ○ 66.0 39.0 27.0 66.0 17.2 2007    

M06 16 資料と確からしさ 応用 選択肢 普通の大きさのびんの注文数 ○ 76.8 49.9 26.9 83.2 20.6 2007    

M08 04 数 応用 記述 どちらの分数が大きいか理由を説明 ○ 58.9 32.1 26.8 80.2 2.4 2007    

M06 09 代数 推論 記述 パターンの中の x の値を求める ○ 56.8 30.3 26.5 69.9 6.5 2007    

M07 04 代数 応用 選択肢 2, 5, 11, 23・・・の数の列の各項の規則 ○ 89.4 63.0 26.4 92.4 35.8 2003 87.5 65.8 21.7 1.9 

M14 08 代数 応用 選択肢 美術館訪問にかかる費用を表す式 ○ 73.4 47.2 26.2 80.9 27.3 2007    

M04 03 代数 知る 選択肢 a=3, b=-1 のとき 2a+3(2-b) の値 ○ 60.2 34.2 26.0 77.2 10.9 2007    

M12 03 数 知る 記述 チームが負けた割合（パーセント） ○ 84.7 58.8 25.9 88.9 9.7 2007    

M09 14 資料と確からしさ 知る 選択肢 ピンクのキャンディの可能性を表す文 ○ 69.2 43.5 25.7 84.8 14.0 2003 75.0 46.1 28.9 -5.8 

M14 05 代数 知る 選択肢 文字の表記 ○ 71.4 45.7 25.7 81.3 14.6 2007    

M12 04（1） 数 知る 記述 
1 束あたりの紙の枚数と高さの表を完成さ
せる 

○ 75.8 50.1 25.7 82.0 10.4 2007    

M14 11 図形 応用 選択肢 小さい立方体がいくつ残っているか ○ 69.1 43.4 25.7 79.0 8.7 2007    

M03 09 数 応用 記述 1/5 は 30 ゼッド，2/3 は 15 ゼッド ○ 44.0 18.4 25.6 70.1 1.1 2003 42.0 20.6 21.4 2.0 

M14 06（1） 数 応用 記述 携帯電話 1 年間所持する費用 ○ 50.6 25.0 25.6 66.8 0.6 2007    

M14 02 数 知る 記述 式を計算し答えを小数で表す ○ 51.2 25.7 25.5 72.0 1.5 2007    

M12 12 資料と確からしさ 知る 選択肢 最高気温と最低気温の差 ○ 81.7 56.5 25.2 85.3 37.7 2007    

M08 15 資料と確からしさ 応用 選択肢 携帯電話の割合を正しく示す円グラフ ○ 81.3 56.1 25.2 82.9 31.8 2007    

M03 03 数 知る 選択肢 1/2，5/8，5/6，5/12 のうち最も小さな分数 ○ 82.6 57.5 25.1 89.5 14.1 1999 82.7 63.7 19.0 -0.1 85.9 -3.2 

M14 10 代数 応用 記述 山の頂上の気温 ○ 38.3 13.3 25.0 74.1 0.1 2007    

M12 14 資料と確からしさ 知る 選択肢 雨が降る可能性 ○ 75.9 51.0 24.9 95.5 15.0 2007    

M09 07 図形 推論 選択肢 AB の中点と BC の中点の距離 ○ 62.3 37.4 24.9 73.1 16.6 2003 62.8 39.0 23.8 -0.5 

M14 13 資料と確からしさ 応用 記述 表のデータを使って棒グラフを完成させる ○ 84.2 59.4 24.8 90.3 20.5 2007    

M11 13（2） 資料と確からしさ 応用 記述 1 時間当たりの平均生産台数 ○ 53.1 28.3 24.8 62.7 4.4 2003 48.2 31.5 16.7 4.9 

M10 04 数 推論 記述 2 桁のかけ算の答えが最大になる数 ○ 49.8 25.0 24.8 53.6 1.2 2007    

M12 08（3） 代数 推論 記述 パターンｎになる円の数の求め方のきまり ○ 40.3 15.5 24.8 55.0 0.4 2007    

M14 07 代数 知る 選択肢 方程式を満たす数の組 ○ 78.8 54.0 24.8 88.2 29.7 2007    

M05 10 代数 応用 選択肢 表に示された x と y の関係を表す式 ○ 62.9 38.4 24.5 77.6 17.7 2003 61.8 45.8 16.0 1.1 
M13 01 数 知る 選択肢 計算式の値に最も近いもの ○ 78.1 53.6 24.5 90.8 20.2 2003 81.6 56.6 25.0 -3.5 

M10 11 資料と確からしさ 知る 選択肢 ある生徒が花子さんに投票した可能性 ○ 81.9 57.5 24.4 95.5 26.1 2007    

M12 13 資料と確からしさ 応用 選択肢 時間・速さのグラフの読み ○ 59.8 35.4 24.4 74.4 14.7 2007    

M04 04 代数 知る 選択肢 x メートルのパイプのｙ倍の長さ ○ 72.2 47.9 24.3 83.5 18.0 2007    

M02 08 代数 推論 記述 ペン 1 本と鉛筆 1 本の値段 ○ 42.1 17.8 24.3 68.1 1.1 2007    

M01 03 図形 推論 選択肢 回転後の立体 × 80.8 56.5 24.3 85.7 34.3 1999 77.3 60.5 16.8 3.5 77.8 -0.5 
M13 04（2） 代数 推論 記述 49 個の黒いタイル ○ 41.4 17.1 24.3 61.0 1.2 2003 38.7 17.9 20.8 2.7 

M03 08 資料と確からしさ 応用 選択肢 表に示された気温を示すグラフ ○ 96.1 71.9 24.2 97.1 40.4 1999 95.2 73.8 21.4 0.9 97.2 -2.0 

M07 10 図形 応用 選択肢 二等辺三角形の頂点の座標 ○ 81.4 57.3 24.1 85.9 25.7 2003 80.3 61.7 18.6 1.1 

M07 05 代数 知る 選択肢 3(2x-1)+2x=21 の x の値 ○ 81.4 57.6 23.8 83.8 32.3 2003 83.6 61.2 22.4 -2.2 

M08 08 代数 知る 選択肢 ある解を満たす方程式 ○ 61.2 37.4 23.8 80.3 8.1 2007    

M14 14 資料と確からしさ 推論 記述 発言に賛成か反対かその理由 ○ 49.5 25.8 23.7 67.5 0.5 2007    
M01 11（イ） 数 応用 記述 元と新しい長方形の面積の比 ○ 34.6 11.0 23.6 60.7 0.0 1999 35.5 12.8 22.7 -0.9 48.3 -12.8 

M08 11（2） 代数 知る 記述 a－b を求める × 36.4 12.8 23.6 61.3 0.4 2007    

M03 12 数 応用 選択肢 バスが 8 時間で走行する距離 ○ 82.9 59.5 23.4 91.1 25.2 2003 74.4 57.3 17.1 8.5 

M04 05（1） 数 応用 記述 情報を使って水泳の表を完成させる ○ 81.2 57.8 23.4 91.1 9.7 2007    

M12 07 代数 知る 記述 式の値を求める ○ 50.7 27.4 23.3 68.9 0.5 2007    

M11 04 代数 知る 選択肢 乗法と加法に関する簡単な式の意味 ○ 85.3 62.1 23.2 89.6 26.7 2003 85.2 66.4 18.8 0.1 

M02 11 図形 知る 選択肢 (3, －2）が示す点 ○ 85.8 62.8 23.0 88.2 28.6 2007    

M03 10 数 応用 選択肢 1.5 倍のパンを焼くのに必要な砂糖の量 ○ 50.2 27.4 22.8 70.3 10.6 2003 52.3 27.9 24.4 -2.1 

M06 10 代数 応用 選択肢 数の組をともに満たす方程式 ○ 47.6 24.8 22.8 67.2 7.8 2007    

M01 01 数 知る 選択肢 長方形の黒い部分とほぼ同じ分数の円 ○ 85.2 62.5 22.7 89.3 33.6 1999 82.4 62.4 20.0 2.8 87.8 -5.4 

M04 08 代数 応用 選択肢 ｙ＝ｘ＋2 上にある点の座標 ○ 52.5 30.0 22.5 63.1 14.0 2007    

M06 02 数 応用 選択肢 2 つの等しい分数の分子の値 ○ 67.2 44.7 22.5 81.4 24.2 2007    
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M08 10（1） 代数 応用 記述 ｘの値を求める方程式を書く ○ 46.3 23.8 22.5 73.7 0.7 2007    
M11 02 数 知る 記述 帯分数を小数第 2 位まで表す ○ 44.7 22.4 22.3 70.8 0.0 2003 52.6 25.0 27.6 -7.9 

M10 01 数 応用 選択肢 パイプの元の長さ ○ 89.6 67.3 22.3 94.0 34.7 2007    

M09 02 数 推論 選択肢 P,Q が分数のとき数直線上の N の位置 ○ 43.8 21.6 22.2 49.4 8.8 2003 41.0 20.5 20.5 2.8 

M11 01 代数 応用 選択肢 午前 10 時の木の影の長さ ○ 80.4 58.3 22.1 83.6 40.4 2003 76.3 58.6 17.7 4.1 

M07 07 図形 応用 選択肢 半径 10m の池にいるおよそのカエルの数 ○ 50.4 28.4 22.0 63.6 14.8 2003 47.9 29.3 18.6 2.5 

M08 07 代数 推論 記述 数の列のぬけている数を求める × 61.0 39.0 22.0 72.4 11.3 2007    
M03 06 図形 応用 選択肢 大きさが 2ｘの角 PRS の角度 ○ 74.6 52.6 22.0 84.4 24.6 1999 76.3 56.0 20.3 -1.7 77.6 -1.3 

M04 05（3） 数 応用 記述 情報を使ってランニングの表を完成させる ○ 43.5 21.6 21.9 60.3 0.9 2007    

M09 03 数 応用 記述 花子さんが受け取ったお金 ○ 46.4 24.6 21.8 78.0 0.6 2003 47.1 29.8 17.3 -0.7 

M14 01 数 応用 選択肢 走り幅跳びで二郎さんが跳んだ距離 ○ 80.0 58.4 21.6 93.2 26.9 2007    

M02 02 数 知る 選択肢 3.4×102 ○ 89.0 67.4 21.6 91.6 33.7 2007    

M13 05 代数 推論 記述 ｎ×ｎの形の表の完成 × 29.5 8.1 21.4 51.8 0.0 2003 21.9 8.5 13.4 7.6 
M01 07 資料と確からしさ 応用 選択肢 36 個中青いガラス玉の確率は 4/9 ○ 66.8 45.5 21.3 86.0 19.7 1999 64.8 46.8 18.0 2.0 68.2 -3.4 

M03 07 数 知る 記述 0.402×0.53 ○ 79.9 58.7 21.2 90.6 7.9 1999 55.5 44.2 11.3 24.4 61.6 -6.1 

M12 08（2） 代数 推論 記述 パターン 30 にある円の数の求め方を説明 ○ 45.5 24.9 20.6 69.2 1.0 2007    

M08 10（2） 代数 知る 記述 三角形の最も長い辺の長さ ○ 42.2 21.8 20.4 66.4 0.9 2007    

M02 01 数 知る 選択肢 大きい方から小さい方の順の 5 桁の数 ○ 80.1 59.8 20.3 87.3 19.1 2007    

M12 08（1） 代数 推論 記述 パターン 4 と 30 にある円の数 ○ 49.3 29.0 20.3 67.7 5.2 2007    

M14 09 代数 応用 選択肢 条件を満たす x と y の値 × 68.1 47.8 20.3 84.0 11.5 2007    

M05 09 図形 応用 選択肢 正六角形内における角 QUS の角度 ○ 71.7 51.5 20.2 79.6 26.0 2003 79.4 58.8 20.6 -7.7 

M04 11 図形 応用 記述 長方形の面積の 2 倍の三角形をかく  ○ 68.9 48.8 20.1 74.1 9.8 2007    

M10 05（2） 代数 推論 記述 分数のパターンから100番目の数を求める ○ 56.1 36.0 20.1 75.4 3.4 2007    

M06 14 資料と確からしさ 推論 選択肢 走り幅跳び競技の結果 × 75.5 55.6 19.9 81.2 33.8 2007    

M11 05 代数 知る 選択肢 風船の合計数 ○ 90.8 70.9 19.9 93.6 39.6 2003 88.3 72.1 16.2 2.5 

M14 03 代数 知る 選択肢  3x+3y の値 ○ 80.8 61.6 19.2 90.6 34.4 2007    

M13 04（3） 代数 推論 記述 44 個の赤いタイル ○ 30.5 11.8 18.7 50.5 0.2 2003 29.1 12.0 17.1 1.4 

M07 12 数 応用 選択肢 120 ゼッドから 84 ゼッドへの値引きの割合 ○ 47.7 29.3 18.4 82.0 7.5 2003 51.6 33.3 18.3 -3.9 

M08 12 図形 知る 選択肢 線分 ℓ と m について正しい文 ○ 79.2 61.2 18.0 86.1 27.2 2007    

M04 01 数 知る 選択肢 千二万三十を数字で表す ○ 81.8 64.5 17.3 90.7 18.4 2007    

M10 05（3） 代数 推論 記述 分数のパターンから ｎ番目の数を求める ○ 32.1 15.0 17.1 59.0 0.1 2007    

M12 01 数 知る 選択肢 累乗した値 ○ 81.3 64.3 17.0 93.2 12.1 2007    

M13 02 資料と確からしさ 推論 選択肢 販売数が同じになる年 ○ 55.3 38.6 16.7 66.4 24.3 2003 56.3 40.1 16.2 -1.0 

M09 01 数 知る 選択肢 分数のたし算の答えを示す小数 ○ 73.8 57.2 16.6 90.7 21.6 2003 71.3 59.6 11.7 2.5 

M07 06 代数 知る 選択肢 上着の数が 3 着多いことをｎを使って表す ○ 56.9 40.8 16.1 76.8 14.6 2003 54.6 44.4 10.2 2.3 

M08 01 数 知る 選択肢 わると答えがある数になる数を求める ○ 74.3 58.4 15.9 85.3 23.2 2007    

M08 06 代数 知る 選択肢 一次方程式におけるｘの値を求める ○ 62.4 46.7 15.7 81.8 15.4 2007    
M03 11 数 応用 選択肢 108 人が旅行に行くのに必要な先生の数 ○ 94.0 78.5 15.5 97.3 40.9 2003 91.8 77.5 14.3 2.2 

M01 06 数 応用 選択肢 1426 トンの肥料の売り上げが 15％減少 ○ 74.2 59.5 14.7 84.0 29.2 1999 71.9 60.7 11.2 2.3 73.9 -2.0 

M08 03 数 知る 記述 合計をおよその数で表す ○ 46.7 32.0 14.7 78.4 0.9 2007    

M03 04 図形 知る 選択肢 三角形を半回転した結果 × 52.4 37.8 14.6 74.5 14.1 1999 63.2 39.2 24.0 -10.8 66.8 -3.6 

M05 01 数 応用 選択肢 男子と女子の比が同じ 2 つのクラスを選ぶ ○ 64.2 49.6 14.6 83.7 33.4 2003 64.3 48.6 15.7 -0.1 

M05 06 数 推論 記述 クラス旅行に行ける町と理由を説明 ○ 22.6 8.1 14.5 39.6 0.1 2003 19.7 10.5 9.2 2.9 
M09 05 代数 知る 選択肢 基本料と走行距離からなるタクシーの料金 ○ 57.1 42.7 14.4 72.1 19.9 2003 63.4 47.4 16.0 -6.3 

M07 03 数 応用 選択肢 1：4 の合金に含まれる銀の重さ ○ 37.6 23.3 14.3 67.4 10.9 2003 32.2 25.3 6.9 5.4 

M14 12 図形 推論 選択肢 三角形 ABC の面積 × 40.2 26.3 13.9 77.2 8.2 2007    

M08 02 数 知る 選択肢 値引きされる割合を表す分数 ○ 61.8 48.6 13.2 87.6 11.5 2007    

M06 01 数 知る 選択肢 小数点以下 3 桁の小数に等しい分数 ○ 81.6 68.4 13.2 96.7 33.5 2007    

M02 12 資料と確からしさ 応用 選択肢 結果を正しく表す統計グラフ ○ 89.2 76.8 12.4 95.2 53.6 2007    

M04 05（2） 数 応用 記述 情報を使って自転車走の表を完成させる ○ 25.7 13.3 12.4 51.4 0.3 2007    

M08 09 代数 知る 記述 分母にｎのある式の，ｎの値を求める × 36.7 24.5 12.2 70.0 1.0 2007    

M11 09 代数 応用 選択肢 3 つの数の和 ○ 64.8 53.1 11.7 77.2 34.1 2003 64.4 53.0 11.4 0.4 

M10 09 図形 知る 選択肢 対称軸がある図形 ○ 49.4 38.0 11.4 77.1 14.0 2007    

M06 08 代数 応用 記述 文字式の値をもとめる ○ 37.8 27.6 10.2 72.2 1.7 2007    

M03 15 図形 応用 記述 直線AO に鋭角，鈍角を作る直線BC を引く ○ 47.5 37.6 9.9 69.7 2.9 2003 42.8 39.9 2.9 4.7 

M12 10 図形 推論 選択肢 台形の周りの長さ × 40.1 30.4 9.7 65.2 16.3 2007    

M08 14 図形 推論 記述 相似により等しくなる 1 組の角 × 27.1 18.3 8.8 49.1 1.1 2007    

M01 10 数 応用 記述 水の温度が下がる時間の見積り ○ 17.4 8.7 8.7 40.9 0.0 1999 13.5 9.9 3.6 3.9 25.7 -12.2 

M01 04 代数 知る 選択肢 x/3＞8 のときのｘの範囲 × 39.6 31.4 8.2 67.0 12.7 1999 42.6 30.7 11.9 -3.0 52.8 -10.2 

M02 05 数 応用 選択肢 30％引きで節約した値段 ○ 50.0 43.3 6.7 68.4 13.9 2007    

M10 03 数 応用 選択肢 表をもとに，かけ算の答えを累乗で表す × 51.7 45.0 6.7 69.6 21.5 2007    

M10 08 代数 応用 選択肢 2 辺の長さが文字で表された長方形の面積 × 44.2 38.3 5.9 79.8 22.8 2007    

M10 12（2） 資料と確からしさ 知る 記述 従業員数のメジアン × 26.4 21.9 4.5 78.7 2.1 2007    

M01 05 図形 応用 記述 面積が 100ｍ２の正方形のまわりの長さ × 32.6 28.5 4.1 71.7 0.8 1999 28.3 31.7 -3.4 4.3 30.6 -2.3 

M12 05 代数 応用 選択肢 グラフ上の点 x と y の関係を表す式 ○ 54.6 52.6 2.0 68.9 33.2 2007    

M04 02 数 知る 選択肢 1080 を素因数の積で示す × 42.6 44.1 -1.5 74.6 13.7 2007    

M09 08 図形 応用 選択肢 正方形のまわりの長さ × 40.1 42.8 -2.7 76.9 18.7 2003 44.5 45.0 -0.5 -4.4 

M10 12（3） 資料と確からしさ 応用 記述 従業員数の増加の，メジアンと平均への影響 × 5.5 9.4 -3.9 40.9 0.0 2007    

M06 07 代数 知る 記述 不等式を解く × 8.1 17.3 -9.2 59.6 0.0 2007    

M13 07 数 知る 選択肢 素因数の積 × 34.9 47.4 -13.0 89.0 11.4 2003 28.5 45.3 -16.8 6.4 

M09 10 図形 推論 選択肢 直角三角形である理由を示す式 × 23.1 47.5 -24.0 83.1 17.8 2003 23.6 46.3 -22.7 -0.5 

M02 15 資料と確からしさ 推論 選択肢 平均 5000 ゼッドを正しく示す文 ○ 分析から除く 2007       

 

 



2.3 算数・数学問題の例 
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数学問題例９「30％引きで節約した値段」（M02-05） 

 

 

この問題は，内容領域は「数」，認知的領域は「応用すること」，難易度は 550 点のやや難しい問題

である。正答は①である。わが国の正答率は 50％，国際平均値は 43％である。 

 公開問題の中にはパーセントに関する問題としてもう1題，コートの値引きの問題がある。これが数

学問題例 10 である。この問題は，内容領域は「数」，認知的領域は「応用すること」，難易度は 625

点の難しい問題である。正答は②である。わが国の正答率は 48％，国際平均値は 29％である。問題例

10の方が計算の手順の段階が１つ多いため国際的には難しい問題である。 

 

数学問題例 10「120 ゼッドから 84ゼッドへ値引き」（M07-12） 
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表 2-25 コートの値段の割引 －中学校２年－ 

(1) 30％引き(M02-05)          (2) 120 ゼッドから 84 ゼッドへ値引き(M07-12)     

国／地域 
反応率（％） 正答率（％）  

国／地域 
反応率（％） 正答率（％） 

① ② ③ ④ 無答 全体 男子 女子  ① ② ③ ④ 無答 全体 男子 女子

リトアニア 68.4 7.8 10.5 12.2 1.1 68.4 66.7 70.1  シンガポール 4.3 82.0 4.5 8.3 1.0 82.0 78.5 85.3 

シンガポール 67.3 2.6 3.7 25.8 0.6 67.3 66.4 68.3  香港 6.8 64.3 8.3 19.1 1.7 64.3 64.4 64.1 

スウェーデン 64.7 11.0 5.0 17.4 2.0 64.7 65.5 63.7  韓国 5.7 57.1 10.4 26.0 0.9 57.1 62.9 50.9 

ハンガリー 63.8 10.7 11.6 12.2 1.7 63.8 63.6 64.0  ハンガリー 15.0 49.2 10.8 21.0 4.1 49.2 52.3 45.4 

香港 63.1 6.2 5.3 24.8 0.7 63.1 64.7 61.5  台湾 7.7 48.0 13.3 30.0 1.1 48.0 52.3 43.2 

韓国 62.3 3.8 5.6 27.8 0.5 62.3 58.7 66.6  日本 10.8 47.7 10.3 29.3 1.9 47.7 52.2 43.3 

アルジェリア 61.6 4.9 21.8 7.3 4.4 61.6 57.8 65.5  スウェーデン 12.0 45.2 12.8 24.1 5.9 45.2 44.2 46.3 

マレーシア 60.3 4.9 15.0 17.7 2.2 60.3 59.1 61.4  マレーシア 6.6 42.6 8.2 35.9 6.7 42.6 41.8 43.2 

台湾 59.2 3.6 9.4 27.5 0.3 59.2 61.2 57.2  アメリカ 10.9 42.5 13.3 30.9 2.3 42.5 46.9 37.9 

スコットランド 56.5 12.7 11.9 16.8 2.0 56.5 58.2 54.7  チェコ 15.7 42.1 11.0 25.7 5.4 42.1 44.1 39.8 

チェコ 56.2 10.8 11.0 21.0 1.0 56.2 60.4 51.7  イングランド 12.7 41.8 17.8 24.7 3.0 41.8 45.9 37.4 

マルタ 56.2 7.9 13.9 20.3 1.7 56.2 55.6 56.7  マルタ 8.7 40.3 9.7 37.6 3.7 40.3 41.3 39.4 

イングランド 55.9 14.0 8.6 20.0 1.5 55.9 58.0 54.0  リトアニア 11.8 39.1 7.8 36.8 4.5 39.1 43.0 35.5 

アメリカ 55.2 8.4 12.7 22.1 1.6 55.2 55.6 54.9  スロベニア 16.7 38.9 14.4 24.5 5.5 38.9 46.2 32.4 

ノルウェー 54.0 15.9 11.7 16.8 1.6 54.0 53.8 54.3  ロシア 9.6 34.7 5.6 44.2 6.0 34.7 35.4 34.0 

ルーマニア 52.9 7.7 22.1 13.7 3.5 52.9 53.6 52.3  ノルウェー 17.2 34.2 14.7 29.7 4.2 34.2 33.1 35.5 

スロベニア 52.7 17.6 9.9 18.1 1.6 52.7 57.8 47.5  オーストラリア 14.2 33.8 15.1 33.9 3.0 33.8 40.8 26.8 

ロシア 52.1 10.9 18.4 16.4 2.1 52.1 54.2 50.1  イスラエル 15.2 33.1 10.9 31.0 9.7 33.1 40.0 27.3 

日本 50.0 6.2 12.0 31.2 0.5 50.0 49.4 50.6  スコットランド 11.9 32.2 12.2 38.5 5.3 32.2 35.4 29.4 

イスラエル 49.9 9.2 19.6 16.3 5.0 49.9 54.4 45.8  アルメニア 13.3 31.7 8.4 30.6 16.0 31.7 33.1 30.4 

オーストラリア 49.2 15.3 16.8 16.4 2.3 49.2 52.6 45.4  イタリア 11.5 31.0 14.2 39.2 4.1 31.0 33.4 28.4 

ブルガリア 49.2 8.1 24.9 15.4 2.3 49.2 50.6 47.9  セルビア 14.0 30.9 9.7 38.8 6.6 30.9 31.8 29.8 

アルメニア 48.6 8.3 19.7 11.4 12.1 48.6 49.2 48.0  ウクライナ 12.4 27.2 6.2 50.6 3.6 27.2 29.9 24.8 

イタリア 47.1 13.0 18.7 19.0 2.3 47.1 46.6 47.6  カタール 14.4 26.1 15.9 41.1 2.5 26.1 30.8 21.5 

グルジア 46.5 5.2 36.0 8.3 4.0 46.5 47.4 45.6  ブルガリア 12.9 25.1 6.5 46.0 9.5 25.1 24.9 25.3 

キプロス 42.9 17.3 19.0 19.1 1.7 42.9 41.0 44.9  タイ 17.6 22.3 8.2 48.4 3.5 22.3 23.6 20.8 

ウクライナ 42.6 18.7 24.4 12.8 1.5 42.6 42.6 42.7  キプロス 11.5 21.5 13.4 50.2 3.4 21.5 24.8 18.2 

セルビア 42.1 12.1 19.7 19.2 6.9 42.1 46.2 37.8  ルーマニア 15.3 21.4 12.1 46.6 4.7 21.4 19.5 23.6 

ヨルダン 38.9 9.1 38.4 11.9 1.7 38.9 36.2 41.8  サウジアラビア 18.9 21.1 18.4 37.2 4.4 21.1 23.1 18.9 

タイ 37.7 11.2 38.0 11.7 1.4 37.7 34.3 41.3  レバノン 6.0 21.0 14.0 51.0 8.0 21.0 23.1 19.2 

オマーン 37.1 8.4 40.8 10.4 3.3 37.1 26.8 46.3  ボスニア・ヘルツェゴビナ 11.8 20.9 6.0 50.6 10.8 20.9 24.2 17.8 

インドネシア 36.0 8.1 42.1 9.4 4.4 36.0 33.7 38.4  トルコ 12.9 20.8 7.6 53.5 5.2 20.8 24.4 16.9 

レバノン 35.5 9.3 34.3 15.5 5.4 35.5 37.3 33.8  グルジア 14.8 20.5 4.5 50.1 10.1 20.5 26.0 14.8 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 35.4 13.8 29.9 16.4 4.5 35.4 39.3 31.7  ヨルダン 11.2 19.5 12.9 52.4 4.0 19.5 22.1 16.7 

エジプト 34.2 11.2 40.5 12.4 1.7 34.2 30.7 37.7  バーレーン 19.1 19.4 12.5 43.1 6.0 19.4 23.4 15.1 

トルコ 33.7 8.2 41.9 14.5 1.8 33.7 36.6 30.6  クウェート 18.2 19.2 18.0 37.1 7.5 19.2 21.9 17.0 

ボツワナ 32.2 7.7 46.3 9.6 4.1 32.2 34.1 30.5  ボツワナ 12.9 18.3 15.2 43.2 10.4 18.3 21.3 15.8 

コロンビア 27.5 12.7 46.3 8.7 4.8 27.5 33.2 21.5  チュニジア 14.3 17.8 12.5 47.6 7.8 17.8 23.2 12.3 

パレスチナ 27.1 12.6 46.9 11.4 2.0 27.1 28.1 26.1  エジプト 12.6 17.5 14.2 53.0 2.7 17.5 19.7 15.1 

イラン 23.7 8.9 48.1 16.0 3.3 23.7 23.7 23.6  イラン 10.3 17.4 10.7 54.5 7.2 17.4 17.1 17.8 

チュニジア 23.3 14.9 40.6 17.7 3.4 23.3 25.9 21.2  インドネシア 10.9 16.2 10.5 57.3 5.2 16.2 20.0 12.4 

カタール 22.5 18.9 44.3 13.4 0.9 22.5 22.3 22.7  ガーナ 16.0 15.6 10.0 47.9 10.6 15.6 16.4 14.6 

シリア 22.1 13.4 51.9 10.9 1.7 22.1 23.5 20.9  コロンビア 13.9 15.2 13.7 47.8 9.5 15.2 14.8 15.7 

ガーナ 21.1 6.3 64.3 6.2 2.1 21.1 19.2 23.4  シリア 10.3 14.4 16.0 56.4 2.9 14.4 16.0 12.9 

クウェート 20.8 17.0 40.8 16.2 5.2 20.8 20.5 21.0  パレスチナ 9.1 12.8 14.4 59.7 4.1 12.8 13.2 12.4 

バーレーン 20.6 11.9 48.6 15.4 3.5 20.6 22.1 19.0  オマーン 9.5 12.7 11.7 61.1 4.9 12.7 15.0 10.4 

エルサルバドル 20.4 12.4 54.3 8.4 4.5 20.4 21.4 19.4  エルサルバドル 13.7 12.1 13.7 51.5 9.0 12.1 14.0 10.4 

サウジアラビア 13.9 12.5 58.3 11.4 3.8 13.9 14.6 13.2  アルジェリア 6.9 9.3 7.4 67.8 8.6 9.3 12.8 5.9 

モロッコ 27.2 10.1 45.1 12.0 5.6 27.2 22.2 31.7  モロッコ 12.6 7.5 6.9 50.0 23.1 7.5 9.5 5.9 

国際平均値 43.3 10.5 27.8 15.6 2.8 43.3 43.6 43.0  国際平均値 12.3 29.3 11.3 41.1 5.9 29.3 31.7 26.9 

 

パーセントの問題は多くの国にとってかなり難しい問題であった。わが国を含めどの国も，世の中で

実際使われる知識や技能の定着が十分ではないといえよう。 

 

【電卓の影響】 

TIMSS2007 では，国際的には問題冊子のどの部分においても生徒は電卓を使ってもよいことになって

いた。ただし，当該問題を解くのに実際に電卓を使うかどうかは生徒の判断に任せられた。前回の

TIMSS2003 では，問題冊子の第 2 部においてのみ，生徒は電卓を使用してもよいことになっていた。

TIMSS2003 の問題について国際研究センターで作成したデータの中には，5 題の問題について電卓の影

響に関する反応率が掲げてあった。今回の TIMSS2007 においてその 5題がすべて含まれているため，電

卓の影響を比較したのが表 2-26 である。 



2.3 算数・数学問題の例 
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表 2-26 電卓使用が不可の場合と可の場合の正答率の比較 －中学校２年－ 

      (1) 正答率が 20ポイント以上違う問題 

問題番号 M03-07 

 

問題の内容 0.402×0.53 

出題形式 記述 

調査年 2007 2003 

電卓使用 可 可 不可

正答率

（％） 

日本 79.9 85.1 55.5

国際平均値 58.7 67.2 44.2

     

      (2) 正答率にあまり差がない問題 

問題番号 M01-02 M03-11 M03-12 M03-13 

問題の内容 
4.45kgと2.735kgの

種の混合 

108 人が旅行に行く

のに必要な先生の数

バスが8時間で走行 

する距離 

-6で割ると 12に

なる数 

出題形式 記述 選択肢 選択肢 選択肢 

調査年 2007 2003 2007 2003 2007 2003 2007 2003 

電卓使用 可 可 不可 可 可 不可 可 可 不可 可 可 不可

正答率

（％） 

日本 86.0 85.1 82.9 94.0 93.3 91.8 82.9 79.7 74.4 80.8 83.0 81.3

国際平均値 56.6 63.6 57.1 78.5 80.8 77.5 59.5 62.2 57.3 51.4 55.2 50.7

 

数学問題例 11「0.402×0.53」（M03-07） 

 

 

数学問題例 12「4.45 キログラムと 2.735 キログラムの種の混合」（M01-02） 
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表 2－26 の(1)に見るように，2003 年の正答率が電卓使用可と不可で 20 ポイント以上違っているの

はこの問題のみであり，わが国において 30ポイント，国際平均値も 23ポイント異なっている。なおこ

の数学問題例 11 は，内容領域は「数」，認知的領域は「知ること」，難易度は 400 点のやさしい問題

である。(2)はその他の 4 題であり，電卓使用可と不可で大きな違いはない。例えば数学問題例 12 は，

内容領域は「数」，認知的領域は「応用すること」，難易度は 475 点のやややさしい問題である。わが

国の正答率は 2003 年の電卓使用可，不可，2007 年とほぼ同じである。 

前述した表 2-18 において，今回 20 ポイント以上高くなった問題が 1題あったが，それは M03-07 の

問題であり，電卓の影響と考えられる。 

 

2.4 児童・生徒の背景と算数・数学に対する態度 

2.4.1 質問紙の構成と分析対象項目 

児童・生徒には，算数・数学問題に加えて，児童・生徒質問紙による調査も行われた。それぞれの質

問紙は，国際的には，児童質問紙 17項目，生徒質問紙 21項目で構成されており，一般項目，算数・数

学項目，理科項目からなっていた。それらのうち，この節では，過去の調査との比較可能な項目を中心

に，一般項目，算数・数学項目の主な項目について分析することにする。 

児童・生徒質問紙の一般項目，算数・数学項目の主な項目をまとめると，表 2-27 の通りである。な

お，国際比較においては，質問紙項目の児童・生徒の反応率等を単に比較分析したものと，質問紙項目

の反応率と算数・数学の得点との関係を比較分析したものがある。 

 

表 2-27 児童・生徒質問紙の算数・数学の主な項目 

項目番号 
項目内容 

小項目数 
表番号 

小学校 中学校 小学校 中学校 

1 1 年齢 2 2   

2 2 性別 1 1   

3 3 家庭での言語 1 1   

4 4 家庭の蔵書数 1 1 表 2-30,表 2-31  

5 5 家庭の所有物 9 9   

－ 6 両親の最終卒業学校 － 2   

－ 7 将来の進路希望 － 1   

6 8 算数・数学の勉強 8 8 

表 2-32,表 2-33,表 2-34,表 2-35,表

2-37,表2-38,表2-39,表2-40,表2-41,

表 2-42 

－ 9 数学を学習する重要性の意識 － 4 表 2-36 

7 10 算数・数学の授業 11 17   

10 14 コンピュータの利用 6 6   

11 15 学校に対する意識 3 3   

12 16 学校での問題 5 5   

13 17 学校外での活動時間 8 9 表 2-28,表 2-29 

14 18 算数・数学の宿題 2 2   

16 20 両親の生まれた国 2 2   

17 21 生まれた国 2 2   

 



2.4 児童・生徒の背景と算数・数学に対する態度 

－75－ 

2.4.2 一般に関する主な項目の結果 

（1）学校外での一日の時間の過ごし方 

学校外での平日の一日の時間の過ごし方について，小学校４年８小項目（「宿題をする」「テレビや

ビデオを見る」「コンピュータゲームをして遊ぶ」「友だちと遊んだり話をしたりする」「家の仕事を

する」「スポーツをする」「楽しみのために本を読む」「インターネットを使う」），中学校２年９小

項目（小学校４年８小項目に，さらに「お金がもらえる仕事をする」を加えた）について，「学校のあ

る日に，学校に行く前に，または学校が終わってから，次のことを 1日でどれくらい行いますか」とい

う形で聞いた結果をまとめると，表 2-28，表 2-29 の通りである。なお，表においては，「しない」「１

時間より少ない」「１～２時間」「２～４時間」「４時間以上」という選択肢への回答を，それぞれ順

に，0時間，0.5時間，1.5 時間，3時間，4.5時間として平均値を算出したものである。 

小学校４年の児童についてみると，わが国は，「宿題をする」1.1時間，「テレビやビデオを見る」

2.0 時間，「コンピュータゲームをして遊ぶ」0.9 時間，「友だちと遊んだり話をしたりする」1.9 時

間，「家の仕事をする」0.8 時間，「スポーツをする」1.6 時間，「楽しみのために本を読む」0.9 時

間，「インターネットを使う」0.5 時間である。国際平均値は，それぞれ 1.4 時間，1.5 時間，1.0 時

間，1.9時間，1.3時間，1.6時間，1.1 時間，0.9時間である。「テレビやビデオを見る」時間は，わ

が国は国際平均値より 0.5時間多いが，「宿題をする」時間は，わが国は国際平均値より 0.3時間少な

く，「家の仕事をする」時間は，わが国は国際平均値より 0.5時間少なく，「インターネットを使う」

時間は，わが国は国際平均値より 0.4時間少ない。 

2003 年と比べると，わが国は，「スポーツをする」が 0.3 時間，「宿題をする」が 0.2 時間，「楽

しみのために本を読む」時間が 0.1時間，「インターネットを使う」時間が 0.1時間，それぞれ増えて

いるが，その他の 4項目には変化はない。 

中学校２年の生徒についてみると，わが国は，「宿題をする」1.0時間，「テレビやビデオを見る」

2.5 時間，「コンピュータゲームをして遊ぶ」0.8 時間，「友だちと遊んだり話をしたりする」1.6 時

間，「家の仕事をする」0.6 時間，「お金がもらえる仕事をする」0.1 時間，「スポーツをする」1.4

時間，「楽しみのために本を読む」0.8 時間，「インターネットを使う」0.8 時間，である。国際平均

値は，それぞれ 1.6 時間，1.8 時間，1.2 時間，1.9 時間，1.2 時間，0.5 時間，1.4 時間，0.8 時間，

1.3 時間である。「テレビやビデオを見る」時間は，わが国は国際平均値より 0.7 時間多く 49 か国中

一番多く，他方，わが国が国際平均値より少ない項目が 6項目あり，「宿題をする」時間は 0.6時間少

なく，「家の仕事をする」時間は 0.6 時間少なく，「インターネットを使う」時間は 0.5 時間少なく，

「コンピュータゲームをして遊ぶ」時間は 0.4 時間少なく，「お金がもらえる仕事をする」時間が 0.4

時間少なく，「友だちと遊んだり話をしたりする」時間が 0.3時間少ない。 

2003 年と比べると，わが国は，「テレビやビデオを見る」時間が 0.2 時間減り，「インターネット

を使う」時間が 0.2時間増えている。その他の項目にはあまり変化はない。 
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表 2-28 学校外での一日の時間の過ごし方 －小学校４年－ 

国／地域 

一日当たりの平均時間(時間） 

宿題をする 
テレビやビデ

オを見る 

コンピュータ

ゲームをして

遊ぶ 

友だちと遊ん

だり話をした

りする 

家の仕事をす

る 

スポーツをす

る 

楽しみのため

に本を読む 

インターネッ

トを使う

アルジェリア 2.3 1.0 0.7 1.2 1.2 1.4 1.1 0.6 

モロッコ 2.1 1.1 0.7 1.3 1.5 1.4 1.1 0.8 

クウェート 2.1 1.5 1.3 1.3 1.3 1.5 1.0 1.3 

チュニジア 2.0 1.1 0.9 1.1 1.4 1.3 1.2 0.8 

コロンビア 1.9 1.4 0.6 1.4 1.8 1.6 1.1 0.6 

グルジア 1.9 1.2 0.9 1.3 1.3 0.9 1.2 0.6 

カタール 1.9 1.4 1.4 1.3 1.4 1.6 1.2 1.4 

シンガポール 1.8 2.1 1.5 1.3 1.0 1.5 1.3 1.5 

アルメニア 1.8 1.3 0.9 1.2 1.4 1.2 1.4 0.6 

エルサルバドル 1.6 1.2 0.5 1.3 1.7 1.5 1.1 0.4 

イラン 1.6 1.3 0.4 1.2 1.7 1.5 1.2 0.2 

イタリア 1.6 1.3 0.9 1.8 1.3 1.5 0.8 0.5 

カザフスタン 1.6 1.1 0.6 1.5 1.4 1.0 1.2 0.3 

香港 1.5 1.8 1.3 1.1 1.0 1.4 1.2 1.2 

イエメン 1.5 0.8 0.5 1.2 1.4 1.0 0.7 0.5 

台湾 1.5 1.3 1.1 1.0 0.9 1.2 1.1 1.1 

ハンガリー 1.5 1.8 1.5 2.3 1.4 2.0 1.0 1.1 

ロシア 1.4 1.5 0.9 2.2 1.3 1.4 1.2 0.3 

ニュージーランド 1.4 1.5 1.0 1.7 1.3 1.7 1.2 1.1 

リトアニア 1.4 1.5 1.3 2.5 1.8 1.2 1.1 1.1 

ウクライナ 1.4 1.2 0.8 2.2 1.7 1.4 1.3 0.4 

ラトビア 1.3 1.8 1.2 2.8 1.7 1.6 0.8 1.1 

スロバキア 1.3 1.9 1.3 2.7 1.7 2.0 1.0 1.0 

スウェーデン 1.2 1.5 1.4 2.9 1.3 1.6 0.9 1.4 

アメリカ 1.2 1.8 1.1 1.9 1.1 2.0 1.0 1.3 

ノルウェー 1.2 1.4 1.2 2.5 1.1 1.8 0.9 1.4 

オーストラリア 1.1 1.6 1.0 1.6 1.2 1.9 1.0 1.1 

日本 1.1 2.0 0.9 1.9 0.8 1.6 0.9 0.5 

デンマーク 1.1 1.6 1.4 3.0 0.9 1.7 0.8 1.5 

スロベニア 1.1 1.4 1.2 1.9 1.6 1.8 1.1 1.0 

ドイツ 1.1 1.2 0.8 2.7 1.2 2.2 1.2 0.7 

オーストリア 1.1 1.4 0.9 2.7 1.3 2.3 1.2 0.7 

チェコ 1.0 1.8 1.5 2.5 1.6 1.8 1.1 1.1 

イングランド 1.0 1.8 1.4 1.9 1.0 2.0 0.9 1.4 

スコットランド 0.9 1.6 1.3 2.2 1.0 2.1 0.9 1.2 

オランダ 0.8 1.4 1.2 2.6 0.9 1.9 0.9 1.4 

国際平均値 1.4 1.5 1.0 1.9 1.3 1.6 1.1 0.9 

（注）１ 時間は，選択肢の「しない」「１時間より少ない」「１～２時間」「２～４時間」「４時間以上」を 

     それぞれ，0時間，0.5 時間，1.5時間，3時間，4.5時間として平均値を算出した。 

   ２ 平均時間は小数第２位以下を四捨五入した値で示す。 

 



2.4 児童・生徒の背景と算数・数学に対する態度 

－77－ 

表 2-29 学校外での一日の時間の過ごし方 －中学校２年－ 

国／地域 

一日当たりの平均時間(時間） 

宿題をする 
テレビやビデ

オを見る 

コンピュータ

ゲームをして

遊ぶ 

友だちと遊ん

だり話をした

りする 

家の仕事を

する 

お金がもらえ

る仕事をする

スポーツをす

る 

楽しみのた

めに本を読

む 

インターネッ

トを使う 

シリア 2.6 1.3 0.8 1.1 1.3 0.7 1.2 0.9 0.6 

コロンビア 2.2 1.8 0.5 2.0 2.2 0.3 1.7 0.7 0.8 

チュニジア 2.2 1.6 0.9 1.5 1.4 0.4 1.6 1.0 0.6 

ロシア 2.1 1.9 1.2 2.5 1.5 0.2 1.3 1.0 0.6 

グルジア 2.1 2.1 1.0 1.8 1.8 0.6 1.3 1.4 0.8 

レバノン 2.1 1.8 1.5 1.7 1.1 0.7 1.5 0.9 1.4 

イタリア 2.1 1.7 1.3 2.4 1.0 0.4 1.7 0.6 1.2 

ヨルダン 2.1 1.8 1.0 1.2 1.2 0.6 1.2 0.7 0.7 

クウェート 2.1 2.2 1.5 1.6 0.9 0.7 1.2 0.7 1.9 

アルメニア 2.1 1.6 0.9 1.5 1.5 0.4 1.2 1.1 1.0 

パレスチナ 2.0 1.5 1.0 1.4 1.3 0.6 1.2 0.8 0.8 

ルーマニア 2.0 2.2 1.4 2.3 1.5 0.6 1.5 0.8 1.3 

イラン 2.0 1.8 0.6 1.4 1.4 0.4 1.3 1.0 0.4 

ウクライナ 2.0 1.9 1.0 2.4 1.8 0.3 1.3 0.9 0.5 

トルコ 1.9 1.6 0.7 1.4 0.8 0.3 1.2 1.1 0.7 

エルサルバドル 1.9 1.5 0.4 1.7 2.0 0.5 1.7 0.9 0.4 

ボツワナ 1.9 1.6 0.6 2.1 2.2 0.6 1.5 1.7 0.6 

エジプト 1.8 1.2 0.8 1.3 1.3 0.7 1.3 0.9 0.7 

バーレーン 1.7 2.2 1.5 1.8 0.9 0.5 1.4 0.7 2.0 

カタール 1.7 2.2 1.7 1.6 1.0 0.7 1.5 0.9 2.0 

マレーシア 1.7 2.2 0.8 1.5 1.7 0.3 1.0 1.0 0.6 

サウジアラビア 1.7 2.1 1.1 1.6 1.3 0.4 1.3 0.8 1.1 

キプロス 1.6 2.3 1.6 2.3 0.9 0.5 1.8 0.9 1.5 

オマーン 1.6 1.3 0.7 1.3 1.3 0.7 1.3 0.9 0.6 

シンガポール 1.6 2.3 1.9 1.9 0.8 0.3 1.4 0.8 2.2 

マルタ 1.6 1.8 1.4 1.9 0.8 0.3 1.2 0.6 2.3 

ブルガリア 1.6 2.2 1.7 2.7 1.1 0.4 1.5 0.7 1.9 

リトアニア 1.5 1.8 1.4 2.4 1.4 0.4 1.1 0.6 1.6 

ガーナ 1.5 0.7 0.5 1.1 1.5 0.7 0.9 1.7 0.6 

ノルウェー 1.5 1.9 1.3 2.6 0.9 0.6 2.0 0.5 2.1 

香港 1.4 2.1 2.0 1.6 0.8 0.2 1.2 1.0 2.1 

イスラエル 1.4 2.2 2.0 2.2 1.4 0.6 1.7 0.9 2.4 

台湾 1.4 1.7 1.4 1.3 0.7 0.2 0.9 1.0 1.4 

アメリカ 1.3 2.1 1.0 2.5 1.2 0.5 1.9 0.7 2.0 

ハンガリー 1.3 2.1 1.7 2.4 1.1 0.3 1.6 0.7 1.8 

インドネシア 1.3 1.6 0.4 1.3 1.8 0.6 1.1 0.9 0.3 

セルビア 1.3 1.9 1.2 2.0 1.2 0.3 1.7 0.7 0.9 

スウェーデン 1.3 1.9 1.8 2.8 1.1 0.5 1.7 0.6 2.3 

タイ 1.3 1.6 0.8 1.8 1.2 0.6 1.3 0.9 0.8 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 1.2 1.9 1.2 2.1 1.2 0.4 1.8 0.9 1.0 

オーストラリア 1.1 1.8 0.9 1.9 1.1 0.4 1.7 0.6 1.7 

イングランド 1.0 2.0 1.3 2.5 0.9 0.4 1.7 0.5 2.1 

日本 1.0 2.5 0.8 1.6 0.6 0.1 1.4 0.8 0.8 

スコットランド 1.0 1.9 1.4 2.8 0.9 0.5 2.0 0.6 2.1 

スロベニア 0.9 1.9 1.4 1.9 1.3 0.3 1.6 0.7 1.8 

韓国 0.9 1.9 1.5 1.6 0.7 0.1 0.7 0.7 1.6 

チェコ 0.9 1.9 1.5 2.8 1.4 0.4 1.8 0.7 2.0 

アルジェリア 0.5 0.4 0.9 0.5 0.4 0.5 0.5 0.5 0.4 

モロッコ 2.4 1.4 1.0 1.5 1.7 0.5 1.5 1.0 1.2 

国際平均値 1.6 1.8 1.2 1.9 1.2 0.5 1.4 0.8 1.3 

（注）１ 時間は，選択肢の「しない」「１時間より少ない」「１～２時間」「２～４時間」「４時間以上」を 

     それぞれ，0時間，0.5 時間，1.5時間，3時間，4.5時間として平均値を算出した。 

   ２ 平均時間は小数第２位以下を四捨五入した値で示す。 
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（2）家庭の蔵書数 

家庭の蔵書数について，「あなたの家にはおよそどれくらいの本がありますか。（ただし，一般の雑

誌，新聞，教科書は数えません）」という形で聞いた結果をまとめると，表 2-30，表 2-31 の通りであ

る。なお，家庭の蔵書数は家庭の経済状況・学習環境の一つの指標として選ばれたものである。 

小学校４年の児童についてみると，わが国は，本箱１つ分以上が 58％であり，国際平均値は，本箱

１つ分以上が 55％である。 

中学校２年の生徒についてみると，わが国は，本箱１つ分以上が 64％であり，国際平均値は，本箱

１つ分以上が 51％である。 

小学校４年，中学校２年ともに，ほとんどの国で家庭の蔵書数と算数・数学の得点の間には関係が見

られ，家庭の蔵書数が多いと答えた児童・生徒の算数・数学の得点は高くなっている。わが国でも，同

じ傾向を示している。このような傾向は，1995 年，2003 年と比べても同じである。家庭の経済状況・

家庭環境が算数・数学の成績と密接に関連していることが分かる。 

 

表 2-30 家庭の蔵書数 －小学校４年－ 

国／地域 

本箱３つ分以上 
（200 冊より多い） 

本箱２つ分 
(101～200 冊） 

本箱１つ分 
（26～100 冊） 

本棚１つ分 
（11～25 冊） 

ほとんどない 
（0～10 冊） 

児童の割合
（％） 

平均得点 
児童の割合

（％） 
平均得点

児童の割合
（％） 

平均得点
児童の割合

（％） 
平均得点 

児童の割合
（％） 

平均得点

アルジェリア 2 (0.3) － － 3 (0.3) 384 (10.0) 12 (0.9) 399 (6.3) 29 (1.4) 395 (6.5) 54 (1.9) 374 (6.8)

アルメニア 17 (1.2) 499 (4.2) 12 (0.7) 514 (6.5) 25 (1.0) 501 (4.3) 23 (1.6) 502 (9.9) 23 (1.5) 507 (7.8)

オーストラリア 22 (1.0) 531 (5.1) 22 (1.0) 540 (5.3) 36 (0.9) 517 (3.3) 13 (0.8) 486 (5.8) 6 (0.6) 458 (8.1)

オーストリア 12 (0.7) 535 (3.7) 13 (0.6) 533 (3.1) 35 (1.0) 515 (2.3) 29 (0.9) 490 (2.7) 11 (0.6) 458 (4.1)

台湾 14 (0.6) 606 (2.8) 13 (0.6) 605 (3.3) 32 (0.9) 588 (2.4) 25 (0.8) 557 (2.8) 16 (0.8) 537 (3.6)

コロンビア 5 (0.4) 339 (8.5) 5 (0.4) 364 (11.9) 19 (0.9) 379 (8.5) 26 (0.9) 371 (6.3) 44 (1.4) 345 (4.4)

チェコ 11 (0.9) 505 (5.7) 16 (0.8) 515 (4.2) 40 (1.0) 495 (2.5) 26 (1.2) 466 (2.6) 6 (0.7) 424 (7.0)

デンマーク 12 (1.0) 544 (5.6) 18 (0.8) 547 (3.2) 38 (1.2) 526 (2.8) 23 (1.1) 509 (3.9) 9 (0.7) 483 (7.7)

エルサルバドル 3 (0.4) 336 (11.4) 4 (0.3) 330 (10.2) 14 (0.7) 355 (5.4) 26 (0.9) 349 (4.8) 52 (1.3) 318 (4.9)

イングランド 19 (1.0) 575 (4.9) 22 (1.0) 567 (5.0) 33 (1.0) 542 (3.0) 17 (0.8) 513 (3.9) 9 (0.7) 473 (5.6)

ブルガリア 17 (1.3) 448 (5.6) 13 (1.0) 456 (7.9) 29 (1.4) 452 (4.7) 24 (1.4) 439 (4.7) 17 (1.2) 414 (7.5)

ドイツ 14 (0.8) 561 (3.4) 17 (0.8) 554 (3.3) 35 (1.0) 535 (2.4) 25 (1.0) 506 (3.1) 8 (0.7) 465 (5.1)

香港 12 (0.7) 628 (4.5) 15 (0.9) 621 (5.3) 34 (0.9) 611 (3.6) 22 (0.9) 597 (4.4) 16 (1.0) 588 (5.3)

ハンガリー 16 (1.0) 557 (4.8) 17 (0.7) 545 (3.9) 32 (1.2) 523 (4.2) 25 (1.0) 484 (3.9) 10 (0.9) 429 (7.5)

イラン 5 (0.5) 449 (8.4) 5 (0.5) 438 (7.6) 12 (1.0) 445 (5.0) 25 (1.2) 419 (5.2) 53 (1.9) 380 (4.7)

イタリア 12 (0.7) 517 (4.8) 12 (0.5) 521 (4.2) 31 (0.8) 517 (3.4) 31 (0.8) 500 (3.9) 14 (0.9) 483 (5.7)

日本 7 (0.4) 599 (5.7) 13 (0.6) 603 (3.6) 38 (1.0) 579 (2.7) 28 (0.9) 556 (2.6) 14 (0.7) 522 (4.3)

カザフスタン 6 (0.6) 560 (11.0) 9 (0.9) 558 (7.2) 28 (2.9) 548 (9.7) 34 (2.9) 541 (10.0) 22 (2.7) 558 (9.1)

クウェート 14 (0.9) 300 (6.7) 10 (0.5) 325 (9.6) 24 (1.0) 344 (4.8) 30 (1.2) 328 (4.7) 22 (1.2) 317 (5.6)

ラトビア 13 (0.9) 556 (5.5) 16 (0.8) 559 (3.9) 41 (1.2) 542 (2.7) 22 (1.1) 518 (4.3) 8 (0.7) 501 (6.3)

リトアニア 6 (0.5) 540 (7.3) 9 (0.6) 555 (5.3) 34 (1.0) 548 (2.7) 36 (1.3) 522 (3.0) 15 (0.8) 493 (5.9)

モロッコ 5 (1.2) 377 (22.1) 5 (0.7) 368 (17.4) 13 (1.0) 364 (7.7) 23 (1.3) 357 (6.8) 53 (2.2) 336 (7.1)

オランダ 11 (0.9) 547 (6.0) 15 (0.7) 554 (3.9) 40 (1.1) 543 (2.4) 25 (1.1) 519 (3.2) 9 (0.8) 502 (6.4)

ニュージーランド 17 (0.8) 524 (3.7) 22 (0.7) 519 (3.0) 34 (0.7) 498 (3.2) 18 (0.6) 460 (3.4) 10 (0.6) 432 (6.3)

ノルウェー 13 (0.7) 489 (5.2) 19 (0.8) 493 (3.8) 37 (1.2) 480 (2.8) 23 (0.8) 460 (3.2) 7 (0.6) 420 (5.0)

カタール 22 (0.4) 297 (3.0) 14 (0.4) 313 (3.1) 25 (0.5) 319 (2.6) 19 (0.5) 300 (3.4) 19 (0.5) 287 (3.4)

ロシア 11 (0.7) 556 (6.7) 14 (0.7) 564 (5.6) 39 (1.1) 553 (5.3) 26 (1.0) 535 (5.4) 10 (1.8) 494 (13.8)

スコットランド 17 (0.9) 518 (5.2) 19 (0.9) 519 (3.3) 33 (1.0) 503 (2.5) 20 (0.8) 475 (3.4) 12 (0.8) 439 (4.6)

シンガポール 13 (0.5) 627 (5.1) 18 (0.8) 629 (4.4) 37 (0.8) 608 (4.0) 21 (0.8) 578 (4.9) 10 (0.6) 540 (5.1)

スロバキア 8 (0.5) 517 (7.6) 12 (0.6) 527 (3.9) 36 (1.0) 514 (3.8) 32 (0.9) 489 (4.4) 11 (1.3) 434 (8.7)

スロベニア 10 (0.6) 519 (5.1) 13 (0.6) 523 (3.4) 38 (1.0) 515 (2.2) 30 (1.0) 487 (2.4) 9 (0.6) 459 (4.7)

スウェーデン 17 (1.0) 530 (3.1) 21 (0.8) 517 (3.1) 35 (1.0) 504 (2.6) 21 (0.9) 483 (3.7) 7 (0.7) 454 (6.4)

チュニジア 3 (0.4) 359 (13.6) 5 (0.5) 386 (12.0) 18 (1.1) 375 (6.3) 29 (1.3) 354 (5.7) 44 (2.1) 304 (5.1)

ウクライナ 9 (0.6) 488 (6.3) 12 (0.7) 501 (4.5) 37 (1.0) 481 (3.3) 31 (1.1) 459 (3.8) 11 (0.8) 425 (6.3)

アメリカ 15 (0.6) 552 (3.8) 16 (0.5) 554 (3.3) 34 (0.6) 538 (2.4) 21 (0.5) 512 (2.6) 14 (0.7) 480 (3.0)

イエメン 4 (0.6) 201 (18.4) 4 (0.4) 213 (10.6) 10 (1.0) 235 (9.5) 22 (1.8) 244 (9.4) 60 (2.4) 229 (7.0)

国際平均値 12 (0.1) 494 (1.3) 13 (0.1) 495 (1.1) 30 (0.2) 486 (0.8) 25 (0.2) 466 (0.8) 20 (0.2) 438 (1.1)

（注）１ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

    ２ 「－」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。       
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表 2-31 家庭の蔵書数 －中学校２年－ 

国／地域 

本箱３つ分以上 
（200 冊より多い） 

本箱２つ分 
(101～200 冊） 

本箱１つ分 
（26～100 冊） 

本棚１つ分 
（11～25 冊） 

ほとんどない 
（0～10 冊） 

生徒の割合
（％） 

平均得点 
生徒の割合

（％） 
平均得点

生徒の割合
（％） 

平均得点
生徒の割合

（％） 
平均得点 

生徒の割合
（％） 

平均得点

アルジェリア 2 (0.3) － － 4 (0.3) 395 (5.6) 17 (0.8) 398 (2.7) 41 (0.8) 386 (2.8) 36 (1.2) 382 (2.5)

アルメニア 19 (0.9) 511 (3.8) 13 (0.7) 511 (6.1) 28 (1.0) 503 (4.7) 24 (1.0) 487 (4.9) 16 (0.9) 485 (7.1)

オーストラリア 22 (1.1) 532 (5.9) 22 (0.8) 516 (4.7) 32 (1.1) 492 (4.4) 15 (1.0) 464 (4.9) 9 (0.6) 438 (5.5)

バーレーン 11 (0.5) 409 (4.3) 13 (0.6) 428 (4.3) 32 (0.7) 411 (2.7) 27 (0.8) 381 (2.8) 17 (0.7) 375 (4.0)

ボスニア・ヘルツェゴビナ 3 (0.3) 500 (8.5) 4 (0.4) 487 (7.5) 22 (0.8) 475 (3.4) 45 (1.0) 454 (2.9) 26 (1.0) 435 (3.8)

ボツワナ 6 (0.4) 376 (6.8) 5 (0.4) 376 (6.9) 14 (0.7) 383 (4.9) 37 (1.0) 364 (2.5) 39 (0.8) 358 (3.0)

ブルガリア 23 (1.0) 504 (5.6) 15 (0.7) 497 (5.7) 24 (0.9) 474 (5.0) 16 (0.9) 444 (7.1) 22 (1.4) 410 (9.7)

台湾 18 (1.2) 649 (4.9) 13 (0.7) 636 (5.1) 31 (0.9) 611 (4.3) 21 (0.9) 577 (5.6) 17 (1.1) 518 (5.8)

コロンビア 3 (0.3) 443 (10.4) 4 (0.5) 429 (9.4) 20 (1.2) 406 (3.9) 35 (1.1) 383 (4.4) 37 (1.9) 351 (3.3)

キプロス 13 (0.6) 490 (4.1) 17 (0.7) 499 (3.4) 34 (0.6) 474 (2.4) 25 (0.7) 444 (3.1) 10 (0.5) 407 (4.9)

ブルガリア 12 (0.6) 543 (4.3) 21 (0.8) 527 (3.2) 40 (0.8) 506 (2.4) 20 (0.7) 469 (3.4) 7 (0.5) 451 (5.5)

エジプト 5 (0.4) 386 (9.1) 5 (0.4) 417 (8.9) 21 (0.7) 411 (4.8) 38 (0.9) 390 (4.3) 31 (1.1) 381 (4.8)

エルサルバドル 3 (0.4) 348 (9.9) 4 (0.5) 380 (11.7) 16 (0.8) 367 (4.7) 32 (1.0) 348 (3.6) 44 (1.4) 322 (3.1)

イングランド 18 (1.0) 568 (5.8) 18 (0.9) 536 (5.6) 28 (0.9) 521 (4.9) 21 (0.9) 485 (5.3) 15 (1.0) 452 (6.4)

グルジア 20 (1.5) 443 (6.0) 15 (0.9) 436 (8.2) 27 (1.0) 410 (7.8) 25 (1.3) 389 (8.8) 13 (1.4) 375 (8.6)

ガーナ 6 (0.5) 315 (10.1) 4 (0.4) 314 (10.9) 13 (0.7) 328 (6.8) 39 (1.3) 306 (4.4) 38 (1.7) 308 (5.6)

香港 10 (0.6) 610 (6.7) 9 (0.5) 598 (6.4) 26 (1.0) 591 (5.8) 30 (0.8) 568 (6.3) 26 (1.0) 537 (7.4)

ハンガリー 26 (1.1) 560 (4.3) 21 (0.7) 538 (4.4) 30 (0.9) 510 (3.5) 15 (0.9) 469 (4.5) 7 (0.6) 431 (7.5)

インドネシア 1 (0.2) － － 2 (0.3) － － 17 (0.8) 425 (6.2) 55 (1.2) 389 (3.8) 25 (1.3) 393 (5.4)

イラン 6 (0.5) 445 (9.5) 5 (0.5) 453 (10.0) 16 (1.1) 442 (6.2) 30 (1.2) 402 (5.1) 43 (1.8) 379 (3.9)

イスラエル 21 (1.1) 493 (5.5) 19 (0.8) 485 (5.3) 31 (1.0) 466 (4.7) 20 (1.0) 440 (5.0) 9 (0.6) 417 (9.4)

イタリア 22 (1.2) 505 (3.5) 16 (0.7) 498 (4.4) 28 (0.8) 482 (3.0) 23 (0.8) 458 (4.3) 11 (0.6) 439 (6.3)

日本 16 (0.8) 604 (4.6) 16 (0.8) 588 (3.9) 32 (0.8) 577 (3.3) 21 (0.7) 551 (4.0) 15 (0.8) 526 (4.4)

ヨルダン 9 (0.6) 463 (6.7) 10 (0.6) 453 (7.5) 29 (0.8) 444 (4.5) 35 (0.9) 417 (5.1) 17 (0.9) 395 (7.5)

韓国 26 (1.0) 643 (3.6) 25 (0.7) 613 (2.9) 29 (0.8) 584 (3.0) 11 (0.6) 548 (4.9) 9 (0.6) 528 (4.6)

クウェート 10 (0.5) 354 (5.5) 9 (0.4) 373 (5.2) 24 (0.7) 367 (3.6) 30 (0.8) 354 (3.6) 27 (0.9) 341 (3.7)

レバノン 10 (0.7) 464 (7.6) 10 (0.6) 473 (6.1) 28 (1.1) 466 (5.2) 30 (1.1) 442 (4.8) 22 (1.3) 425 (4.4)

リトアニア 10 (0.6) 544 (4.2) 13 (0.5) 544 (4.2) 33 (0.8) 520 (3.0) 32 (1.0) 483 (3.1) 12 (0.9) 458 (6.1)

マレーシア 5 (0.6) 532 (9.0) 9 (0.7) 510 (6.0) 29 (0.8) 493 (5.2) 38 (1.0) 460 (4.6) 19 (1.0) 439 (5.7)

マルタ 19 (0.5) 519 (3.3) 19 (0.5) 516 (3.0) 37 (0.7) 491 (2.4) 18 (0.6) 460 (3.6) 8 (0.3) 401 (4.2)

ノルウェー 25 (0.9) 493 (2.9) 20 (0.7) 482 (2.3) 30 (0.7) 471 (2.7) 17 (0.8) 443 (3.4) 7 (0.5) 415 (3.9)

オマーン 9 (0.7) 395 (6.7) 11 (0.8) 399 (5.3) 28 (1.0) 394 (4.1) 31 (0.9) 366 (4.0) 21 (1.0) 338 (4.6)

パレスチナ 7 (0.6) 380 (9.0) 7 (0.4) 398 (7.6) 23 (0.9) 386 (4.7) 35 (1.0) 369 (4.3) 29 (1.2) 349 (4.7)

カタール 16 (0.5) 317 (3.9) 13 (0.4) 329 (3.5) 27 (0.6) 326 (2.4) 25 (0.5) 295 (2.3) 19 (0.5) 275 (2.8)

ルーマニア 9 (0.7) 524 (6.4) 11 (0.6) 513 (7.2) 30 (1.1) 485 (3.9) 33 (1.1) 442 (5.9) 17 (1.1) 398 (6.2)

ロシア 16 (0.8) 540 (5.9) 21 (0.8) 533 (4.7) 37 (0.9) 511 (5.0) 22 (0.8) 484 (5.1) 5 (0.6) 467 (9.7)

サウジアラビア 8 (0.8) 342 (6.0) 7 (0.6) 358 (6.3) 25 (1.0) 348 (4.8) 32 (0.9) 328 (4.0) 27 (1.1) 306 (4.7)

スコットランド 15 (0.8) 540 (5.7) 14 (0.7) 527 (4.6) 25 (0.8) 499 (3.6) 24 (0.9) 469 (4.1) 22 (1.1) 439 (4.5)

セルビア 8 (0.6) 532 (6.3) 9 (0.6) 520 (6.8) 26 (0.9) 514 (3.9) 39 (1.3) 470 (3.6) 18 (1.0) 443 (5.0)

シンガポール 14 (0.6) 636 (3.6) 15 (0.6) 625 (3.9) 32 (0.8) 607 (3.8) 24 (0.8) 568 (5.0) 16 (0.8) 536 (6.6)

スロベニア 11 (0.6) 535 (4.1) 15 (0.7) 529 (3.9) 37 (0.9) 509 (2.4) 29 (0.9) 479 (3.1) 7 (0.5) 449 (4.5)

スウェーデン 26 (1.0) 521 (2.8) 20 (0.7) 502 (3.0) 29 (0.8) 486 (2.8) 16 (0.7) 468 (3.0) 8 (0.5) 442 (5.1)

シリア 5 (0.4) 401 (8.1) 7 (0.4) 409 (6.7) 22 (0.8) 409 (4.3) 39 (0.8) 393 (4.1) 27 (1.1) 386 (4.8)

タイ 3 (0.5) 538 (14.5) 4 (0.4) 506 (13.4) 21 (1.0) 471 (7.0) 42 (1.2) 434 (4.3) 30 (1.5) 413 (5.5)

チュニジア 3 (0.3) 461 (8.0) 5 (0.5) 477 (6.3) 21 (1.0) 441 (3.3) 41 (1.0) 412 (2.5) 30 (1.4) 406 (3.0)

トルコ 5 (0.5) 494 (10.8) 9 (0.6) 497 (7.9) 23 (0.9) 467 (5.4) 37 (1.0) 427 (4.9) 26 (1.5) 378 (4.1)

ウクライナ 12 (0.9) 500 (7.0) 16 (0.7) 489 (4.5) 35 (0.9) 472 (3.8) 30 (1.1) 435 (4.3) 7 (0.5) 406 (7.3)

アメリカ 18 (0.8) 546 (3.4) 17 (0.6) 538 (3.3) 28 (0.7) 515 (2.4) 20 (0.7) 482 (3.0) 17 (0.9) 461 (3.6)

モロッコ 6 (0.7) 400 (7.4) 8 (0.8) 406 (5.1) 22 (1.4) 395 (5.9) 38 (1.2) 374 (4.0) 25 (1.7) 367 (4.6)

国際平均値 12 (0.1) 486 (1.0) 12 (0.1) 481 (0.9) 27 (0.1) 464 (0.6) 29 (0.1) 436 (0.6) 20 (0.2) 413 (0.8)

（注）１ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

    ２ 「－」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。          

 

2.4.3 算数・数学に関する主な項目の結果 

（1）算数・数学の勉強は楽しいか 

「算数・数学の勉強は楽しい」について，「あなたは，算数・数学の勉強に関する次の質問について，

どう思いますか」という形で聞いた結果をまとめると，表 2-32，表 2-33 の通りである。なお，表にお

いては，「強くそう思う」「そう思う」「そう思わない」「まったくそう思わない」の選択肢への回答
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のうち，肯定的な回答の前者 2つをあげてある。 

小学校４年の児童についてみると，わが国は「強くそう思う」と答えた児童の割合が 34％であり，

国際平均値の 55％よりも 21ポイント下回っており，台湾，オランダ，香港，デンマークに次いで低い

が，2003 年の 29％，1995 年の 16％と比べると，高くなっている。弱い肯定の「そう思う」と答えた児

童は 36％で，2003 年と変わらない。肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，わが国は

70％の児童が「算数の勉強は楽しい」としており，2003 年の 65％よりも 5 ポイント高くなっている。

なお，肯定が 70％未満の国は，台湾（60％），オランダ（65％），オーストリア（65％），チェコ（69％）

である。 

 

表 2-32 算数の勉強は楽しい －小学校４年－ 

国／地域 

「強くそう思う」と答えた 

児童の割合（％） 

「そう思う」と答えた 

児童の割合（％） 

2007 年 2003 年 1995 年 2007 年 2003 年 1995 年 

コロンビア 86  ◊   ◊  9   ◊   ◊  

アルジェリア 83   ◊   ◊  9   ◊   ◊  

グルジア 83   ◊   ◊  11   ◊   ◊  

モロッコ 83  71  ◊  10  18  ◊  

チュニジア 83  70  ◊  10  18  ◊  

イラン 77  81 72 13  11 22 

カタール 77   ◊   ◊  12   ◊   ◊  

アルメニア 74  71  ◊  13  8  ◊  

カザフスタン 73   ◊   ◊  19   ◊   ◊  

クウェート 73   ◊  69 16   ◊  24 

エルサルバドル 72   ◊   ◊  18   ◊   ◊  

イエメン 71   ◊   ◊  17   ◊   ◊  

ウクライナ 69   ◊   ◊  23   ◊   ◊  

リトアニア 53  58  ◊  29  25  ◊  

ノルウェー 52  52 52 28  28 34 

ニュージーランド 50  52 45 28  29 37 

オーストラリア 50  52 41 29  27 42 

スウェーデン 50   ◊   ◊  32   ◊   ◊  

ロシア 50  50  ◊  32  29  ◊  

シンガポール 49  57 48 33  27 44 

アメリカ 47  54 47 30  25 38 

スロバキア 47   ◊   ◊  28   ◊   ◊  

イングランド 46  43 53 30  27 31 

スコットランド 46  50 - 28  26 - 

ハンガリー 46  49 32 26  27 45 

ラトビア 44  49 38 30  30 46 

イタリア 44  40 - 40  41 - 

スロベニア 43  49 59 33  26 31 

チェコ 40   ◊  27 29   ◊  51 

ドイツ 38   ◊   ◊  34   ◊   ◊  

オーストリア 36   ◊  37 30   ◊  33 

日本 34  29 16 36  36 56 

デンマーク 33   ◊   ◊  37   ◊   ◊  

香港 33  30 34 44  42 49 

オランダ 27  30 28 38  39 40 

台湾 26  31  ◊  35  35  ◊  

国際平均値 55  50 46 25  28 38 

（注）１ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

    ２ 「◊」は参加していなかったことを示す。   
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表 2-33 数学の勉強は楽しい －中学校２年－ 

国／地域 

「強くそう思う」と答えた 

生徒の割合（％） 

「そう思う」と答えた 

生徒の割合（％） 

2007 年 2003 年 1999 年 1995 年 2007 年 2003 年 1999 年 1995 年 

アルジェリア 79  ◊   ◊   ◊  13  ◊   ◊   ◊  

チュニジア 71 45 38  ◊  17 31 44  ◊  

エジプト 69 61  ◊   ◊  21 27  ◊   ◊  

シリア 63 -  ◊   ◊  22 -  ◊   ◊  

コロンビア 62  ◊   ◊  34 27  ◊   ◊  49 

ボツワナ 62 65  ◊   ◊  22 22  ◊   ◊  

トルコ 61  ◊  33  ◊  26  ◊  47  ◊  

オマーン 61   ◊   ◊   ◊  28   ◊   ◊   ◊  

ガーナ 57  53  ◊   ◊  30  30  ◊   ◊  

ヨルダン 57  50 46  ◊  28  31 37  ◊  

イラン 52  58 50 39 30  26 40 43 

エルサルバドル 51   ◊   ◊   ◊  34   ◊   ◊   ◊  

レバノン 50  50  ◊   ◊  27  28  ◊   ◊  

バーレーン 50  40  ◊   ◊  29  33  ◊   ◊  

カタール 46   ◊   ◊   ◊  27   ◊   ◊   ◊  

パレスチナ 46  45  ◊   ◊  28  33  ◊   ◊  

クウェート 45   ◊   ◊  41 30   ◊   ◊  43 

サウジアラビア 44  34  ◊   ◊  30  34  ◊   ◊  

アルメニア 44  45  ◊   ◊  20  28  ◊   ◊  

インドネシア 43  21 25  ◊  44  62 67  ◊  

シンガポール 34  33 28 25 41  42 52 53 

マレーシア 33  41 43  ◊  46  45 50  ◊  

グルジア 29   ◊   ◊   ◊  39   ◊   ◊   ◊  

タイ 28   ◊  12 16 53   ◊  61 58 

イスラエル 26  27 31 - 37  34 42 - 

ブルガリア 24  22 21 - 35  39 35 - 

キプロス 22  36 38 38 31  34 46 45 

ノルウェー 22  22  ◊  20 39  40  ◊  55 

アメリカ 21  22 22 20 39  38 47 50 

ルーマニア 21  21 19 25 37  39 49 48 

マルタ 21   ◊   ◊   ◊  35   ◊   ◊   ◊  

ウクライナ 19   ◊   ◊   ◊  40   ◊   ◊   ◊  

ロシア 18  17 16 14 39  38 41 40 

リトアニア 17  18 13 12 36  36 46 33 

オーストラリア 16  18 - 13 38  39 - 52 

イングランド 16  14 25 22 44  39 54 59 

イタリア 16  16 21 - 42  43 45 - 

香港 16  15 19 15 45  45 50 50 

スコットランド 15  18  ◊  - 42  40  ◊  - 

台湾 15 13 16  ◊  30  29 42  ◊  

スウェーデン 14  15  ◊  17 49  51  ◊  57 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 14   ◊   ◊   ◊  24   ◊   ◊   ◊  

セルビア 11  23  ◊   ◊  21  29  ◊   ◊  

ハンガリー 11  17 8 8 31  36 30 31 

チェコ 9   ◊  7 6 28   ◊  29 31 

日本 9  9 6 5 30  30 33 41 

韓国 9  9 5 8 30  34 27 33 

スロベニア 5  7 - 10 24  28 - 39 

モロッコ 82  60 -  ◊  12  23 -  ◊  

国際平均値 35  29 25 17 32  36 44 46 

（注）１ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

    ２ 「◊」は参加していなかったことを示す。     
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中学校２年の生徒についてみると，わが国は「強くそう思う」と答えた生徒の割合が 9％であり，国

際平均値の 35％よりも 26ポイント下回っており，スロベニア，韓国に次いで低いが，2003 年と変らな

い。弱い肯定の「そう思う」と答えた生徒は 30％で，2003 年と変わらない。肯定の「強くそう思う」

と「そう思う」を合わせると，わが国は 40％の生徒が「数学の勉強は楽しい」としており，2003 年の

39％とほとんど変わらない。なお，肯定が 40％未満の国は，スロベニア（29％），セルビア（32％），

チェコ（37％），ボスニア・ヘルツェゴビナ（38％），韓国（39％）である。 

 

（2）算数・数学が好きか 

「算数・数学が好きだ」について，「あなたは，算数・数学の勉強に関する次の質問について，どう

思いますか」という形で聞いた結果をまとめると，表 2-34，表 2-35 の通りである。なお，表において

は，「強くそう思う」「そう思う」「そう思わない」「まったくそう思わない」の選択肢への回答のう

ち，肯定的な回答の前者 2 つをあげてある。また，1999 年，1995 年には，算数・数学が好きか嫌いか

を，「大好き」「好き」「きらい」「大きらい」の４つの選択肢で聞いており，表ではこのうち，「大

好き」「好き」と答えた児童・生徒の割合を示している。なお，この項目は，2003 年には国際的には

聞いていなかった。 

小学校４年の児童についてみると，わが国は強い肯定の「強くそう思う」と答えた児童は 34％で，

国際平均値の 57％よりも 23 ポイント下回っているが，1995 年（「大好き」）よりも 10 ポイント高く

なっている。弱い肯定の「そう思う」と答えた児童は 32％で，国際平均値の 23％よりも 9 ポイント上

回っているが，1995 年（「好き」）より 15％ポイント低くなっている。肯定の「強くそう思う」と「そ

う思う」を合わせると，わが国は 65％の児童が「算数が好き」としており，国際平均値の 79％よりも

14ポイント下回っており，1995 年（「大好き」と「好き」）の71％よりも 6ポイント低くなっている。

なお，肯定が 65％未満の国は，台湾（60％），オランダ（62％）である。 

中学校２年の生徒についてみると，わが国は強い肯定の「強くそう思う」と答えた生徒は 10％で，

国際平均値の 34％よりも 24ポイント下回っており，1999 年（「大好き」）よりも 1ポイント高くなっ

ている。弱い肯定の「そう思う」と答えた生徒は 27％で，国際平均値の 31％よりも 4 ポイント下回っ

ており，1999 年（「好き」）より 12％ポイント低くなっている。肯定の「強くそう思う」と「そう思

う」を合わせると，わが国は 36％の生徒が「数学が好き」としており，国際平均値の 65％よりも 29ポ

イント下回っており，49 か国中一番低く，1999 年（「大好き」と「好き」）の 48％よりも 12 ポイン

ト低くなっている。なお，肯定が 30％台の国は，スロベニア（37％），イタリア（39％）である。 
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表 2-34 算数がすき －小学校４年－ 

国／地域 

「大好き」「強くそう思う」と答

えた児童の割合（％） 

「好き」「そう思う」と答えた

児童の割合（％） 

2007 年 1995 年 2007 年 1995 年 

グルジア 86   ◊  9   ◊  

カザフスタン 83   ◊  12   ◊  

モロッコ 82   ◊  10   ◊  

チュニジア 81   ◊  11   ◊  

アルジェリア 79   ◊  11   ◊  

コロンビア 79   ◊  13   ◊  

カタール 75   ◊  12   ◊  

イラン 75  79  12  18  

アルメニア 75   ◊  9    

クウェート 72  76  13  18  

ウクライナ 71   ◊  19   ◊  

エルサルバドル 71   ◊  16   ◊  

ロシア 66   ◊  20   ◊  

イエメン 66   ◊  20   ◊  

リトアニア 56   ◊  26   ◊  

スロバキア 53   ◊  25   ◊  

スロベニア 53  49  26  40  

シンガポール 50  52  29  40  

オーストラリア 50  41  27  42  

ハンガリー 49  37  24  47  

ドイツ 49   ◊  30   ◊  

アメリカ 49  50  26  34  

ニュージーランド 48  46  27  35  

オーストリア 48  44  26  32  

ラトビア 48  37  27  45  

ノルウェー 47  40  27  37  

イングランド 47  52  26  32  

チェコ 47  36  25  48  

スコットランド 45  51  24  33  

イタリア 41  - 35  - 

スウェーデン 40   ◊  30   ◊  

デンマーク 39   ◊  34   ◊  

香港 34  36  39  46  

日本 34  24  32  47  

オランダ 28  27  34  37  

台湾 28   ◊  32   ◊  

国際平均値 57  49  23  36  

（注）１ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

    ２ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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表 2-35 数学が好き －中学校２年－ 

国／地域 

「大好き」「強くそう思う」と答えた 

生徒の割合（％） 

「好き」「そう思う」と答えた 

生徒の割合（％） 

2007 年 1999 年 1995 年 2007 年 1999 年 1995 年 

アルジェリア 70   ◊   ◊  19   ◊   ◊  

ボツワナ 65   ◊   ◊  21   ◊   ◊  

オマーン 63   ◊   ◊  26   ◊   ◊  

エジプト 63   ◊   ◊  26   ◊   ◊  

ガーナ 61   ◊   ◊  26   ◊   ◊  

ヨルダン 56  41   ◊  27  41   ◊  

シリア 55   ◊   ◊  25   ◊   ◊  

チュニジア 52  31   ◊  26  46   ◊  

トルコ 50  27   ◊  30  50   ◊  

レバノン 50   ◊   ◊  27   ◊   ◊  

アルメニア 48   ◊   ◊  18   ◊   ◊  

エルサルバドル 47   ◊   ◊  36   ◊   ◊  

イラン 46  35  38  31  49  47  

バーレーン 44   ◊   ◊  27   ◊   ◊  

パレスチナ 44   ◊   ◊  26   ◊   ◊  

クウェート 43   ◊  44 28   ◊  40  

カタール 42   ◊   ◊  25   ◊   ◊  

コロンビア 42   ◊  23  36   ◊  55  

グルジア 40   ◊   ◊  33   ◊   ◊  

インドネシア 39  22   ◊  46  70   ◊  

サウジアラビア 38   ◊   ◊  29   ◊   ◊  

マレーシア 35  42   ◊  43  53   ◊  

シンガポール 34  30  28  39  49  54  

キプロス 31  30  28  30  47  46  

ウクライナ 30   ◊   ◊  38      

イスラエル 29  29  21  32  45  45  

ロシア 28  22  15  38  56  58  

ボスニア・ヘルツェゴビナ 26   ◊   ◊  25   ◊   ◊  

ブルガリア 26  22  - 34  46  - 

ルーマニア 24  19  19  35  50  52  

アメリカ 24  23  23  35  46  47  

タイ 23  13  23  52  66  59  

マルタ 22   ◊   ◊  31   ◊   ◊  

セルビア 21   ◊   ◊  23   ◊   ◊  

リトアニア 19  16  9  37  55  44  

ノルウェー 18   ◊  16  32    47  

イングランド 16  23  24  42  54  56  

オーストラリア 16  17  13  36  51  51  

ハンガリー 15  14  11  28  48  47  

スコットランド 14   ◊  17  38   ◊  57  

台湾 14  15   ◊  29  41   ◊  

チェコ 14  11  8  30  44  41  

香港 13  22  17  43  53  48  

韓国 12  12  14  30  42  44  

イタリア 11  30  - 28  38  - 

スウェーデン 11   ◊  13  35   ◊  48  

スロベニア 10  12  14  27  48  52  

日本 10  9  10  27  39  43  

モロッコ 68  54   ◊  19  33   ◊  

国際平均値 34  24  19  31  48  49  

（注）１ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

    ２ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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（3）数学を学習する重要性の意識 

中学校２年の生徒に「数学を学習する重要性の意識」について，「数学を勉強すると，日常生活に役

立つ」「他教科を勉強するために数学が必要だ」「自分が行きたい大学に入るために数学で良い成績を

とる必要がある」「将来，自分が望む仕事につくために，数学で良い成績をとる必要がある」の４小項

目に対して，「数学に関する次の質問について，どう思いますか」という形で聞いた結果をまとめると，

表 2-36 の通りである。なお，表においては，「強くそう思う」「そう思う」「そう思わない」「まっ

たくそう思わない」の選択肢への回答のうち，肯定的な回答の前者 2つを合わせた割合をあげてある。 

肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，「数学を勉強すると，日常生活に役立つ」は，

わが国は 71％で，国際平均値の 90％よりも 19ポイント下回っており，韓国の 62％に次いで低い。「他

教科を勉強するために数学が必要だ」は，わが国は 59％で，国際平均値の 81％よりも 22ポイント下回

っており，49か国中一番低い。「自分が行きたい大学に入るために数学で良い成績をとる必要がある」

は，わが国は 69％で，国際平均値の 85％よりも 16 ポイント下回っており，アルメニアの 61％，台湾

の 64％に次いで低い。「将来，自分が望む仕事につくために，数学で良い成績をとる必要がある」は，

わが国は 57％で，国際平均値の 82％よりも 25ポイント下回っており，台湾の 49％に次いで低い。 

2003 年と比較すると，肯定の「強くそう思う」と「そう思う」を合わせると，わが国は，「数学を

勉強すると，日常生活に役立つ」は 8ポイント高くなり，「他教科を勉強するために数学が必要だ」は

2ポイント高くなり，「自分が行きたい大学に入るために数学で良い成績をとる必要がある」は 1ポイ

ント低くなり，「将来，自分が望む仕事につくために，数学で良い成績をとる必要がある」は 10 ポイ

ント高くなっている。 
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表 2-36 数学を学習する重要性の意識 －中学校２年－ 

国／地域 

「強くそう思う」「そう思う」と答えた生徒の割合（％） 

数学を勉強する

と，日常生活に 

役立つ 

他教科を勉強す

るために数学が

必要だ 

自分が行きたい大学に入るために

数学で良い成績をとる必要がある

将来，自分が望む仕事につくため

に，数学で良い成績をとる必要が

ある 

2007 年 2003 年 2007 年 2003 年 2007 年 2003 年 1999 年 1995 年 2007 年 2003 年 1999 年 1995 年

アルジェリア 95   ◊  91   ◊  91  ◊   ◊   ◊  92   ◊   ◊   ◊  

アルメニア 88  89  68  71 61 61  ◊   ◊  64  67   ◊   ◊  

オーストラリア 91  90  80  82 82 83 80 79 82  74  79 79 

バーレーン 93  92  86  82 90 86  ◊   ◊  91  83   ◊   ◊  

ボスニア・ヘルツェゴビナ 93   ◊  79   ◊  84  ◊   ◊   ◊  80   ◊   ◊   ◊  

ボツワナ 92  94  79  84 88 90  ◊   ◊  85  86   ◊   ◊  

ブルガリア 86  87  73  78 74 84 86 - 77  71  84 - 

台湾 79  77  60  62 64 59 88  ◊  49  46  77  ◊  

コロンビア 94   ◊  88   ◊  92  ◊   ◊  94 89   ◊   ◊  85 

キプロス 92  91  79  78 84 83 85 82 81  74  88 87 

チェコ 86   ◊  77   ◊  82  ◊  85 85 74   ◊  80 82 

エジプト 96  95  89  87 89 86  ◊   ◊  88  84   ◊   ◊  

エルサルバドル 98   ◊  85   ◊  92  ◊   ◊   ◊  90   ◊   ◊   ◊  

イングランド 91  89  78  75 86 81 85 86 77  61  77 80 

グルジア 94   ◊  76   ◊  84  ◊   ◊   ◊  86   ◊   ◊   ◊  

ガーナ 96  93  90  85 93 88  ◊   ◊  92  88   ◊   ◊  

香港 84  87  71  73 75 74 78 83 76  70  81 76 

ハンガリー 91  91  87  91 75 80 82 75 82  77  83 77 

インドネシア 98  94  91  89 95 92 95  ◊  95  90  96  ◊  

イラン 91  93  79  79 90 83 91 95 86  73  85 90 

イスラエル 87  85  74  74 87 87 93 96 82  75  82 79 

イタリア 90  88  61  60 72 70 79 - 63  55  75 - 

日本 71  62  59  57 69 68 88 91 57  47  51 55 

ヨルダン 95  93  92  89 92 91 92  ◊  91  88  90  ◊  

韓国 62  59  72  70 80 74 85 86 69  56  44 47 

クウェート 89   ◊  84   ◊  89  ◊   ◊  88 89   ◊   ◊  84 

レバノン 88  88  82  84 84 85  ◊   ◊  80  81   ◊   ◊  

リトアニア 90  91  91  91 87 89 88 83 88  84  89 87 

マレーシア 89  96  76  83 86 92 96  ◊  87  87  95  ◊  

マルタ 88   ◊  81   ◊  85  ◊   ◊   ◊  81   ◊   ◊   ◊  

ノルウェー 94  91  79  77 86 83  ◊  89 83  70   ◊  73 

オマーン 96   ◊  93   ◊  92  ◊   ◊   ◊  93   ◊   ◊   ◊  

パレスチナ 92  92  89  88 88 86  ◊   ◊  87  85   ◊   ◊  

カタール 89   ◊  81   ◊  86  ◊   ◊   ◊  86   ◊   ◊   ◊  

ルーマニア 91  90  79  81 76 76 88 82 73  68  88 78 

ロシア 88  87  87  89 81 83 88 83 82  78  84 82 

サウジアラビア 89  85  81  79 87 80  ◊   ◊  87  82   ◊   ◊  

スコットランド 93  93  87  87 87 87  ◊  84 81  72   ◊  87 

セルビア 90  89  75  78 77 74  ◊   ◊  73  64   ◊   ◊  

シンガポール 90  91  81  82 88 95 95 95 83  77  86 85 

スロベニア 91  87  76  65 86 89 89 88 70  72  77 78 

スウェーデン 90  89  80  80 81 79  ◊  82 74  57   ◊  71 

シリア 93  - 87  - 89 -  ◊   ◊  89  -  ◊   ◊  

タイ 97   ◊  91   ◊  93  ◊  96 98 95   ◊  95 95 

チュニジア 94  90  91  89 90 89 85  ◊  91  88  84  ◊  

トルコ 92   ◊  84   ◊  92  ◊  93  ◊  89   ◊  87  ◊  

ウクライナ 91   ◊  86   ◊  88  ◊   ◊   ◊  84   ◊   ◊   ◊  

アメリカ 88  89  82  85 92 93 94 96 85  77  81 86 

モロッコ 97  94  94  90 92 91 91  ◊  93  88  91  ◊  

国際平均値 90  88  81  80 85 82 87 85 82  73  81 77 

（注）１ 割合は「強くそう思う」と「そう思う」を足し合わせたもの。 

      ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

      ３ 「◊」は参加していなかったことを示す。 

      ４ 「自分が行きたい大学に入るために数学で良い成績をとる必要がある」の1995 年，1999 年の質問項目は「自分が行きたい

高等学校や大学へ入るため・・・」であり，2003 年，2007 年の調査では「高等学校」が入っていないが，参考のために挙

げてある。 

 

（4）算数・数学は得意でない教科かどうか 

「算数・数学は得意な教科ではない」について，小学校４年生には「わたしは，算数が苦手だ」，中
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学校２年生には「数学は私の得意な教科ではない」に対して，「あなたは，次の算数・数学の勉強に関

する質問について，どう思いますか」という形で聞いた結果をまとめると，表 2-37，表 2-38 の通りで

ある。なお，表においては，「強くそう思う」「そう思う」「そう思わない」「まったくそう思わない」

の選択肢への回答のうち，否定的な回答の後者 2つをまとめてある。 

小学校４年の児童についてみると，わが国は否定的な回答の割合が 64％で，国際平均値の 62％より

も 2 ポイント上回っており，国際的に平均的である。2003 年と比較すると，わが国は，62％で，２ポ

イント高くなっている。 

中学校２年の生徒についてみると，わが国は否定的な回答の割合が 37％で，国際平均値の 49％より

も 12ポイント下回っており，インドネシア，タイなど 8か国とともに 40％以下で国際的に低い方であ

る。1999 年は 41％，2003 年は 39％であり，少しずつ下がってきている。 

 

表 2-37 「わたしは，算数が苦手だ」の変化 －小学校４年－ 

国／地域 

「まったくそう思わない」「そう思わない」と答

えた児童の割合（％） 

2007 年 2003 年 

スウェーデン 85   ◊  

オランダ 80  82  

オーストリア 79   ◊  

ドイツ 78   ◊  

ノルウェー 78  73  

イギリス 77  72  

デンマーク 77   ◊  

スコットランド 77  71  

アメリカ 77  71  

イタリア 76  72  

オーストラリア 74  74  

ハンガリー 72  74  

リトアニア 71  73  

イラン 67  31  

カザフスタン 67   ◊  

ニュージーランド 65  65  

スロベニア 64  81  

日本 64  62  

チェコ 64   ◊  

ロシア 64  64  

スロバキア 62   ◊  

シンガポール 58  59  

カタール 56   ◊  

ウクライナ 56   ◊  

アルメニア 55  49  

グルジア 53   ◊  

香港 52  47  

クウェート 51   ◊  

台湾 51  52  

ラトビア 47  52  

チュニジア 46  54  

コロンビア 45   ◊  

モロッコ 44  57  

アルジェリア 43   ◊  

エルサルバドル 37   ◊  

イエメン 35   ◊  

国際平均値 62  63  

（注）１「－」は比較するデータがないことを示す。 

    ２「◊」は参加していなかったことを示す。 
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表 2-38 「数学は得意な教科ではない」の変化 －中学校２年－ 

国／地域 
「まったくそう思わない」「そう思わない」と答えた生徒の割合（％） 

2007 年 2003 年 1999 年 
ヨルダン 64  － － 
リトアニア 61  57 46 
イスラエル 60  61 61 
カタール 60   ◊   ◊  
チェコ 58   ◊  - 
イングランド 58  50 59 
ロシア 58  62 61 
クウェート 57   ◊   ◊  
エジプト 57  56  ◊  
アメリカ 56  54 58 
バーレーン 55  47 － 
イタリア 55  52 55 
マレーシア 55  64 68 
ボツワナ 55  47  ◊  
アルジェリア 54   ◊   ◊  
スコットランド 53  54  ◊  
イラン 53  30 61 
コロンビア 52   ◊   ◊  
シリア 52  44 － 
パレスチナ 52  49  ◊  
チュニジア 51  46 56 
スウェーデン 51  49  ◊  
シンガポール 51  50 54 
アルメニア 50  54  ◊  
トルコ 50   ◊  - 
オマーン 50   ◊   ◊  
サウジアラビア 49  45  ◊  
キプロス 49  46 57 
セルビア 49  43  ◊  
レバノン 49  48  ◊  
オーストラリア 49  53 55 
ノルウェー 48  44  ◊  
ウクライナ 48   ◊   ◊  
ガーナ 47  46  ◊  
スロベニア 43  41 64 
ハンガリー 43  45 49 
マルタ 42   ◊   ◊  
グルジア 42   ◊   ◊  
香港 40  38 41 
ルーマニア 40  38 37 
韓国 39  43 44 
ブルガリア 38  36 45 
台湾 38  39 44 
ボスニア・ヘルツェゴビナ 38   ◊   ◊  
エルサルバドル 38   ◊   ◊  
日本 37  39 41 
タイ 36   ◊  - 
インドネシア 28  30 37 
モロッコ 50  46 50 
国際平均値 49  54 57 

（注）１ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

    ２ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
 

 

（5）算数・数学への好意的態度 

算数・数学への好意的態度について，「算数・数学の勉強」に関する８小項目のうちの「算数・数学

の勉強は楽しい」「算数・数学はたいくつだ」「わたしは，算数・数学が好きだ」の３小項目に対して

聞いた結果をもとに，３小項目すべてに対して，「強くそう思う」「そう思う」（否定的な小項目では

「まったくそう思わない」「そう思わない」）のみ回答した場合を「高いレベル」，３小項目すべてに

対して，「まったくそう思わない」「そう思わない」（否定的な小項目では「強くそう思う」「そう思

う」）のみ回答した場合を「低いレベル」，それ以外の場合を「中間レベル」として，「算数・数学へ

の好意的態度」の指標にしてそれらに対する児童・生徒の割合をまとめると，表 2-39，表 2-40 の通り

である。 

小学校４年の児童についてみると，わが国は「算数への好意的態度」についての高いレベルの児童の
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割合が 62％で，国際平均値の 72％よりも 10ポイント下回っており，国際的に，台湾，デンマーク，オ

ランダ，スコットランドに次いで低い。1995 年と比較すると，わが国は，高いレベル，中間レベルは

ほとんど変わらないが，低いレベルが３ポイント高くなっている。なお，わが国を含めほとんどの国と

国際平均値で，高いレベルの児童の平均得点は，中間レベル・低いレベルの児童の平均得点よりも高く

なっている。 

中学校２年の生徒についてみると，わが国は「数学への好意的態度」についての高いレベルの割合が

30％で，国際平均値の 54％よりも 24ポイント下回っており，国際的に，スロベニア，ハンガリーに次

いで低い。1999 年と比較すると，高いレベルはほとんど変わらないが，中間レベルの割合が低くなり，

低いレベルの割合が高くなっている。1995 年と比較すると，高いレベル，中間レベルの割合がそれぞ

れ低くなり，低いレベルの割合が高くなっている。なお，わが国を含めほとんどの国と国際平均値で，

高いレベルの生徒の平均得点は，中間レベル・低いレベルの生徒の平均得点よりも高くなっている。 

 

表 2-39 算数への好意的態度 －小学校４年－ 

国／地域 
高いレベル 中間レベル 低いレベル 

児童の割合
（％） 

平均得点 
1995年の児童の

割合との差 
児童の割合
（％） 

平均得点 
1995年の児童
の割合との差

児童の割合
（％） 

平均得点 
1995年の児童
の割合との差

グルジア 90 (0.9) 450 (3.7) ◊ ◊  6 (0.6) 415 (9.0) ◊ ◊  4 (0.5) 415 (10.2) ◊ ◊  
カザフスタン 89 (0.9) 554 (6.5) ◊ ◊  8 (0.7) 518 (16.0) ◊ ◊  3 (0.4) 493 (11.1) ◊ ◊  
モロッコ 87 (1.0) 356 (4.8) ◊ ◊  8 (0.7) 301 (10.0) ◊ ◊  5 (0.6) 301 (17.1) ◊ ◊  
ウクライナ 86 (0.7) 479 (2.9) ◊ ◊  8 (0.5) 449 (5.8) ◊ ◊  5 (0.5) 442 (8.3) ◊ ◊  
コロンビア 86 (0.8) 365 (4.6) ◊ ◊  9 (0.6) 338 (10.0) ◊ ◊  5 (0.5) 355 (15.9) ◊ ◊  

チュニジア 85 (0.9) 349 (4.3) ◊ ◊  10 (0.6) 282 (7.0) ◊ ◊  5 (0.6) 273 (12.6) ◊ ◊  
アルジェリア 84 (1.0) 389 (5.0) ◊ ◊  10 (0.6) 343 (7.7) ◊ ◊  5 (0.6) 339 (12.3) ◊ ◊  
イラン 83 (1.0) 418 (4.1) -1 (1.6) 9 (0.8) 370 (6.6) -5 (1.4) ▼ 8 (0.7) 355 (9.9) 6 (0.8) ▲
カタール 81 (0.5) 314 (1.3) ◊ ◊  10 (0.4) 267 (3.8) ◊ ◊  9 (0.3) 286 (3.9) ◊ ◊  
ロシア 80 (1.3) 552 (5.0) ◊ ◊  13 (1.0) 524 (6.9) ◊ ◊  8 (0.5) 511 (8.7) ◊ ◊  

アルメニア 79 (1.4) 509 (4.3) ◊ ◊  12 (0.9) 492 (10.0) ◊ ◊  9 (0.9) 507 (12.9) ◊ ◊  
クウェート 78 (1.1) 332 (3.5) - - 12 (0.7) 295 (7.4) - - 10 (0.7) 306 (7.6) - - 
エルサルバドル 77 (0.9) 340 (4.0) ◊ ◊  16 (0.8) 306 (6.4) ◊ ◊  7 (0.5) 320 (9.4) ◊ ◊  
イタリア 75 (0.9) 514 (3.3) - - 13 (0.6) 494 (4.9) - - 12 (0.7) 490 (4.4) - - 
リトアニア 74 (1.2) 541 (2.3) ◊ ◊  14 (0.8) 498 (4.8) ◊ ◊  12 (0.8) 505 (5.0) ◊ ◊  

イエメン 73 (1.4) 240 (6.5) ◊ ◊  19 (1.0) 215 (8.1) ◊ ◊  8 (0.6) 211 (9.6) ◊ ◊  
シンガポール 71 (0.8) 610 (3.5) -15 (1.1) ▼ 14 (0.6) 575 (5.9) 5 (0.8) ▲ 15 (0.6) 575 (5.6) 11 (0.7) ▲
スロベニア 71 (1.1) 508 (2.0) -10 (1.6) ▼ 13 (0.6) 487 (3.8) -1 (1.1) 16 (0.9) 490 (4.0) 11 (1.1) ▲
ドイツ 70 (0.9) 534 (2.7) ◊ ◊  16 (0.6) 520 (3.7) ◊ ◊  14 (0.7) 509 (3.6) ◊ ◊  
スロバキア 68 (1.2) 505 (4.7) ◊ ◊  14 (0.7) 484 (4.1) ◊ ◊  18 (1.0) 482 (5.6) ◊ ◊  

ノルウェー 68 (1.2) 478 (3.1) -4 (2.1) 15 (0.6) 470 (5.1) 1 (1.1) 18 (1.0) 462 (3.7) 3 (1.6) ▲
スウェーデン 67 (1.2) 505 (2.8) ◊ ◊  16 (0.7) 501 (3.2) ◊ ◊  17 (1.0) 497 (4.1) ◊ ◊  
香港 67 (1.3) 619 (3.5) -5 (1.8) ▼ 15 (0.7) 588 (4.2) -2 (1.2) 19 (1.1) 579 (5.1) 7 (1.5) ▲
オーストラリア 66 (1.4) 525 (3.6) -7 (1.7) ▼ 16 (0.8) 512 (4.6) 3 (1.0) ▲ 18 (1.1) 494 (5.1) 4 (1.2) ▲
アメリカ 66 (0.8) 535 (2.7) -8 (1.4) ▼ 16 (0.5) 526 (3.0) 3 (0.8) ▲ 18 (0.6) 517 (2.5) 5 (1.0) ▲

ニュージーランド 66 (1.0) 499 (2.6) -5 (1.6) ▼ 18 (0.8) 485 (3.8) 3 (1.2) ▲ 17 (0.8) 484 (3.3) 3 (1.2) ▲
ラトビア 65 (1.1) 544 (3.0) -6 (1.7) ▼ 17 (0.8) 528 (4.8) -1 (1.2) 17 (0.9) 527 (3.4) 7 (1.2) ▲
ハンガリー 64 (1.3) 522 (3.5) -4 (2.1) 15 (0.7) 498 (6.4) -3 (1.1) ▼ 21 (1.1) 492 (5.8) 7 (1.6) ▲
チェコ 64 (1.3) 495 (3.1) -9 (1.8) ▼ 15 (0.7) 479 (4.3) -1 (1.0) 21 (1.0) 471 (3.4) 10 (1.3) ▲
イングランド 62 (1.4) 548 (3.1) -14 (1.8) ▼ 17 (0.8) 544 (4.7) 7 (1.0) ▲ 21 (1.1) 524 (4.1) 7 (1.5) ▲

オーストリア 62 (1.0) 513 (2.0) -5 (1.7) ▼ 16 (0.7) 499 (4.1) 1 (1.1) 22 (0.9) 492 (2.9) 4 (1.3) ▲
日本 62 (1.4) 584 (2.4) -1 (1.8) 21 (0.8) 547 (3.3) -1 (1.2) 17 (1.0) 543 (4.4) 3 (1.2) ▲
スコットランド 59 (1.3) 497 (2.7) - - 18 (0.8) 496 (3.5) - - 24 (1.1) 490 (3.9) - - 
オランダ 56 (1.4) 540 (2.7) -5 (2.0) ▼ 17 (0.9) 531 (3.6) 3 (1.2) ▲ 27 (1.3) 528 (3.4) 3 (1.9)
デンマーク 55 (1.8) 526 (3.0) ◊ ◊  24 (1.0) 521 (3.4) ◊ ◊  21 (1.4) 523 (3.1) ◊ ◊  

台湾 50 (1.2) 595 (2.4) ◊ ◊  21 (0.8) 563 (3.2) ◊ ◊  29 (0.9) 555 (2.9) ◊ ◊  

国際平均値 72 (0.2) 483 (0.6)    14 (0.1) 457 (1.1)   14 (0.1) 454 (1.3)   

（注）１ 算数への好意的態度に関して，下記の3つの質問項目について①強くそう思う，②そう思う，③そう思わない，④まったくそう思わないから選

択させ，以下のようにレベルを設定した。 

高いレベル：すべての質問項目に対し，①，②（否定的な質問項目では③，④）のみ回答した場合 

低いレベル：すべての質問項目に対し，③，④（否定的な質問項目では①，②）のみ回答した場合 

中間レベル：それ以外の場合 

質問項目（１）算数の勉強は楽しい，（２）算数はたいくつだ，（３）わたしは，算数がすきだ。 

２ 2007年と 1995年の差の検定結果は次の通りである。 

▲ 2007年の方が1995年よりも統計的に有意に高い 

▼ 2007年の方が1995年よりも統計的に有意に低い 

３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 



 

－90－ 

表 2-40 数学への好意的態度 －中学校２年－ 

国／地域 

高いレベル 中間レベル 低いレベル 

生徒の割合 

（％） 
平均得点 

1999年の生徒 

の割合との差 

1995年の生徒 

の割合との差 

生徒の割合

（％）
平均得点

1999年の生徒

の割合との差

1995年の生徒

の割合との差

生徒の割合 

（％）
平均得点 

1999年の生徒

の割合との差 

1995年の生徒

の割合との差

アルジェリア 83 (0.7) 394 (2.2) ◊ ◊   ◊ ◊   10(0.5) 364(3.9) ◊◊  ◊◊  7(0.5) 357 (3.8) ◊◊   ◊◊  

エジプト 78 (1.1) 404 (3.4) ◊ ◊   ◊ ◊   14(0.8) 362(6.5) ◊◊  ◊◊  8(0.5) 376 (7.6) ◊◊   ◊◊  

ボツワナ 78 (1.0) 376 (2.3) ◊ ◊   ◊ ◊   13(0.6) 339(3.8) ◊◊  ◊◊  9(0.7) 332 (5.0) ◊◊   ◊◊  

オマーン 78 (0.9) 386 (3.3) ◊ ◊   ◊ ◊   16(0.8) 335(4.7) ◊◊  ◊◊  6(0.4) 334 (7.5) ◊◊   ◊◊  

チュニジア 73 (1.0) 430 (2.5) 0(1.4)  ◊ ◊   14(0.6) 398(4.2) 1(0.8) ◊◊  13(0.7) 395 (4.2) -1 (1.0)  ◊◊  

マレーシア 73 (1.0) 485 (5.2) -16(1.2) ▼ ◊ ◊   18(0.8) 445(5.6) 9(0.9) ▲ ◊◊  10(0.6) 445 (6.0) 7 (0.6) ▲ ◊◊  

ヨルダン 72 (1.4) 448 (4.0) 3(1.9)  ◊ ◊   15(0.8) 396(5.5) -3(1.1) ▼ ◊◊  13(1.0) 385 (9.2) 0 (1.3)  ◊◊  

インドネシア 72 (1.3) 400 (3.9) -10(1.7) ▼ ◊ ◊   21(1.0) 390(4.9) 7(1.3) ▲ ◊◊  7(0.6) 402 (7.3) 3 (0.7) ▲ ◊◊  

トルコ 71 (1.2) 450 (5.1) --  ◊ ◊   17(0.8) 399(6.3) -- ◊◊  11(0.8) 386 (5.8) - -  ◊◊  

シリア 70 (1.1) 410 (3.6) ◊ ◊   ◊ ◊   17(0.8) 376(5.4) ◊◊  ◊◊  13(0.6) 368 (4.5) ◊◊   ◊◊  

ガーナ 70 (1.2) 327 (4.2) ◊ ◊   ◊ ◊   22(0.8) 282(6.3) ◊◊  ◊◊  8(0.6) 269 (8.4) ◊◊   ◊◊  

コロンビア 69 (1.3) 385 (3.5) ◊ ◊   -1 (1.9)  20(1.0) 377(4.7) ◊◊  -2(1.5) 11(0.7) 380 (6.7) ◊◊   2(1.1) ▲

エルサルバドル 68 (1.3) 351 (2.7) ◊ ◊   ◊ ◊   22(1.0) 327(3.8) ◊◊  ◊◊  10(0.7) 327 (6.0) ◊◊   ◊◊  

イラン 64 (1.2) 425 (4.4) -7(1.5) ▼ -3 (1.8)  21(1.0) 382(4.5) 2(1.2) 0(1.4) 15(0.9) 382 (6.6) 5 (1.1) ▲ 2(1.3)

レバノン 63 (1.3) 465 (4.3) ◊ ◊   ◊ ◊   19(0.9) 428(5.9) ◊◊  ◊◊  17(0.9) 428 (4.9) ◊◊   ◊◊  

シンガポール 60 (1.0) 615 (3.6) -7(1.5) ▼ -7 (1.6) ▼ 20(0.6) 575(5.3) 1(1.0) 0(1.0) 20(0.8) 545 (5.4) 6 (1.1) ▲ 6(1.2) ▲

バーレーン 59 (0.9) 412 (2.0) ◊ ◊   ◊ ◊   18(0.6) 389(2.8) ◊◊  ◊◊  23(0.8) 376 (3.0) ◊◊   ◊◊  

グルジア 58 (1.7) 436 (5.0) ◊ ◊   ◊ ◊   22(1.0) 399(7.8) ◊◊  ◊◊  20(1.2) 392 (6.5) ◊◊   ◊◊  

カタール 57 (0.5) 321 (1.6) ◊ ◊   ◊ ◊   19(0.5) 299(4.0) ◊◊  ◊◊  24(0.5) 296 (2.8) ◊◊   ◊◊  

タイ 57 (1.5) 457 (5.6) -2(1.9)  - -  31(1.1) 420(5.1) -1(1.4) -- 12(0.7) 427 (5.8) 3 (0.9) ▲ -- 

クウェート 57 (1.0) 367 (2.4) ◊ ◊   - -  20(0.7) 349(3.7) ◊◊  -- 24(0.9) 338 (4.3) ◊◊   -- 

パレスチナ 56 (1.3) 392 (4.1) ◊ ◊   ◊ ◊   22(0.8) 340(5.0) ◊◊  ◊ ◊  22(1.0) 347 (4.1) ◊◊   ◊ ◊  

アルメニア 55 (1.4) 511 (3.9) ◊ ◊   ◊ ◊   23(0.7) 494(6.4) ◊◊  ◊ ◊  22(1.2) 489 (4.5) ◊◊   ◊ ◊  

ウクライナ 54 (1.5) 485 (3.9) ◊ ◊   ◊ ◊   23(0.8) 456(4.3) ◊◊  ◊ ◊  23(1.1) 440 (4.0) ◊◊   ◊ ◊  

サウジアラビア 54 (1.4) 340 (3.7) ◊ ◊   ◊ ◊   22(0.8) 321(4.0) ◊◊  ◊ ◊  24(1.0) 323 (4.7) ◊◊   ◊ ◊  

ロシア 53 (1.1) 533 (4.6) 0(1.9)  5 (1.7) ▲ 27(0.8) 494(4.7) -5(1.3) ▼ -7(1.3) ▼ 20(0.8) 488 (5.7) 5 (1.3) ▲ 2(1.2)

イスラエル 49 (1.1) 475 (4.8) -12(1.9) ▼ - -  22(0.8) 470(5.3) 2(1.2) -- 28(1.1) 451 (4.8) 10 (1.4) ▲ -- 

ルーマニア 47 (1.4) 486 (4.9) -6(2.1) ▼ -8 (2.0) ▼ 21(0.8) 451(5.1) -5(1.4) ▼ -7(1.3) ▼ 31(1.2) 443 (4.5) 11 (1.6) ▲ 15(1.5) ▲

香港 47 (1.2) 603 (5.5) -9(1.6) ▼ -2 (1.9)  22(0.9) 566(6.4) -2(1.1) -4(1.2) ▼ 31(1.2) 532 (7.3) 11 (1.4) ▲ 6(1.7) ▲

ブルガリア 46 (1.2) 487 (5.6) -4(2.5)  - -  22(0.9) 463(5.5) -3(1.4) ▼ -- 32(1.2) 448 (6.4) 8 (2.2) ▲ -- 

キプロス 44 (0.9) 497 (2.4) -23(1.4) ▼ -21 (1.4) ▼ 21(0.6) 455(3.4) 2(1.0) ▲ 2(0.9) 35(0.8) 436 (2.4) 21 (1.2) ▲ 19(1.2) ▲

マルタ 42 (0.6) 517 (1.8) ◊ ◊   ◊ ◊   21(0.6) 474(3.2) ◊◊  ◊◊  37(0.7) 465 (2.4) ◊◊   ◊◊  

アメリカ 41 (0.8) 524 (2.9) -11(1.4) ▼ -9 (1.4) ▼ 24(0.5) 511(3.3) 2(0.8) ▲ -2(0.9) ▼ 35(0.8) 490 (3.3) 9 (1.2) ▲ 11(1.1) ▲

ボスニア・ヘルツェゴビナ 41 (1.2) 476 (3.2) ◊ ◊   ◊  ◊   16(0.6) 459(4.2) ◊◊  ◊◊  43(1.3) 444 (3.4) ◊◊   ◊◊  

イングランド 40 (1.4) 532 (5.7) -25(1.9) ▼ -27 (2.1) ▼ 25(0.9) 515(6.1) 6(1.2) ▲ 7(1.3) ▲ 35(1.5) 495 (4.9) 19 (1.8) ▲ 20(1.8) ▲

スウェーデン 39 (1.1) 517 (2.9) ◊ ◊   -9 (2.1) ▼ 24(0.6) 488(2.9) ◊◊  -3(1.4) 37(1.1) 470 (2.7) ◊◊   12(1.7) ▲

リトアニア 38 (1.1) 531 (3.4) -14(1.9) ▼ 5 (1.8) ▲ 28(0.8) 503(2.7) -1(1.3) -6(1.5) ▼ 34(1.1) 481 (3.5) 14 (1.6) ▲ 0(1.8)

イタリア 38 (1.2) 506 (3.3) -16(1.8) ▼ - -  23(0.8) 482(4.5) 1(1.2) -- 39(1.1) 455 (3.2) 15 (1.6) ▲ -- 

台湾 37 (1.2) 657 (3.7) -8(1.6) ▼ ◊ ◊   18(0.6) 605(5.1) -4(0.8) ▼ ◊◊  45(1.4) 547 (4.6) 12 (1.7) ▲ ◊◊  

ノルウェー 37 (1.1) 488 (2.4) ◊ ◊   -12 (1.6) ▼ 24(0.6) 474(2.6) ◊◊  -2(1.1) ▼ 39(1.1) 451 (2.1) ◊◊   14(1.5) ▲

セルビア 35 (1.4) 518 (4.3) ◊ ◊   ◊ ◊   16(0.7) 499(5.7) ◊◊  ◊◊  49(1.6) 467 (3.7) ◊◊   ◊◊  

オーストラリア 34 (1.3) 521 (6.2) --  -10 (1.8) ▼ 27(0.8) 498(3.7) -- -1(1.0) 39(1.2) 476 (4.1) - -  11(1.5) ▲

スコットランド 33 (1.0) 502 (4.5) ◊ ◊   - -  29(0.8) 490(4.1) ◊ ◊  -- 38(1.0) 476 (4.1) ◊◊   -- 

韓国 33 (0.9) 650 (2.9) 3(1.1) ▲ -2 (1.4)  23(0.6) 600(3.4) -12(0.9) ▼ -13(1.2) ▼ 44(0.9) 558 (3.1) 8 (1.3) ▲ 15(1.4) ▲

チェコ 31 (1.0) 530 (3.0) -1(1.9)  -1 (1.6)  22(0.6) 501(3.6) -10(1.3) ▼ -8(1.3) ▼ 47(1.1) 489 (2.7) 11 (1.9) ▲ 9(1.9) ▲

日本 30 (1.1) 609 (3.7) -1(1.5)  -7 (1.8) ▼ 30(1.0) 567(3.0) -4(1.2) ▼ -6(1.2) ▼ 40(1.2) 543 (2.5) 5 (1.6) ▲ 13(1.8) ▲

ハンガリー 30 (1.0) 554 (4.4) -6(1.6) ▼ -5 (1.6) ▼ 22(1.0) 517(4.9) -13(1.2) ▼ -12(1.5) ▼ 48(1.4) 496 (3.6) 19 (2.0) ▲ 16(1.9) ▲

スロベニア 25 (1.1) 520 (4.3) --  -15 (2.0) ▼ 22(0.7) 507(3.0) -- -12(1.2) ▼ 53(1.1) 492 (2.1) - -  27(1.9) ▲

モロッコ 84 (0.7) 387 (3.1) --  ◊ ◊   10(0.6) 353(7.1) -- ◊◊  6(0.6) 353 (9.4) - -  ◊◊  

国際平均値 54 (0.2) 471 (0.6)        21(0.1) 441(0.7)     26(0.1) 428 (0.7)       

（注）１ 数学への好意的態度に関して，下記の3つの質問項目について①強くそう思う，②そう思う，③そう思わない，④まったくそう思わない 
     から選択させ，以下のようにレベルを設定した。 
      高いレベル：すべての質問項目に対し，①，②（否定的な質問項目では③，④）のみ回答した場合 
      低いレベル：すべての質問項目に対し，③，④（否定的な質問項目では①，②）のみ回答した場合 
      中間レベル：それ以外の場合 
     質問項目 （１）数学の勉強は楽しい，（２）数学はたいくつだ，（３）私は，数学がすきだ 
    ２ 2007年と 1999年，1995年の差の検定結果は次の通りである。 
          ▲ 2007年の方が1995年，または，1999年よりも統計的に有意に高い 
          ▼ 2007年の方が1995年，または，1999年よりも統計的に有意に低い 
    ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 
    ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
    ５  「◊」は参加していなかったことを示す。 

 

（6）算数・数学の勉強に対する自信 

算数・数学の勉強に対する自信について，「算数・数学の勉強」に関する８小項目のうちの「算数・

数学の成績はいつも良い」「私は，クラスの友だちよりも算数・数学を難しいと感じる」「わたしは算

数が苦手だ・数学は私の得意な教科ではない」「算数・数学で習うことはすぐにわかる」の４小項目に
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対して聞いた結果をもとに，４小項目すべてに対して，「強くそう思う」「そう思う」（否定的な小項

目では「まったくそう思わない」「そう思わない」）のみ回答した場合を「高いレベル」，４小項目す

べてに対して，「まったくそう思わない」「そう思わない」，（否定的な小項目では「強くそう思う」

「そう思う」）のみ回答した場合を「低いレベル」，それ以外の場合を「中間レベル」として，「算数・

数学の勉強に対する自信」の指標にしてそれらに対する児童・生徒の割合をまとめると，表 2-41，表

2-42 の通りである。 

 

表 2-41 算数の勉強に対する自信 －小学校４年－ 

国／地域 

高いレベル 中間レベル 低いレベル 

児童の割合 

（％） 
平均得点 

2003年の児童の

割合との差 

児童の割合

（％） 
平均得点

2003年の児童の

割合との差 

児童の割合 

（％） 
平均得点 

2003年の児

童の割合と

の差 

スウェーデン 77 (0.9) 514 (2.4) ◊ ◊  19 (0.8) 467 (4.5) ◊ ◊  5 (0.4) 459 (5.2) ◊ ◊   

オーストリア 70 (0.8) 524 (1.9) ◊ ◊  22 (0.8) 470 (2.6) ◊ ◊  8 (0.5) 445 (5.5) ◊ ◊   

ドイツ 70 (0.9) 548 (2.1) ◊ ◊  21 (0.7) 493 (3.5) ◊ ◊  10 (0.5) 468 (4.5) ◊ ◊   

デンマーク 70 (1.1) 540 (2.5) ◊ ◊  23 (1.0) 493 (3.5) ◊ ◊  7 (0.6) 469 (5.8) ◊ ◊   

ノルウェー 69 (0.8) 490 (2.7) 5 (1.2) ▲ 24 (0.8) 441 (3.8) -3 (1.2) ▼ 7 (0.4) 429 (7.1) -1 (0.7)  

スロベニア 68 (0.9) 522 (2.0) -8 (1.3) ▼ 25 (0.8) 467 (2.9) 7 (1.2) ▲ 6 (0.4) 431 (4.5) 1 (0.6)  

グルジア 68 (1.3) 464 (3.9) ◊ ◊  25 (1.1) 412 (5.2) ◊ ◊  7 (0.7) 413 (11.7) ◊ ◊   

アメリカ 67 (0.8) 551 (2.4) 13 (1.1) ▲ 22 (0.6) 493 (2.8) -17 (0.9) ▼ 10 (0.4) 478 (3.1) 3 (0.5) ▲

スコットランド 67 (1.1) 511 (2.4) 3 (1.4) ▲ 24 (1.0) 472 (3.5) -2 (1.3) 9 (0.6) 450 (5.3) -1 (0.8)  

オランダ 66 (1.0) 551 (2.5) 0 (1.4) 22 (0.9) 511 (3.1) -1 (1.3) 12 (0.7) 489 (4.2) 1 (0.9)  

ブルガリア 66 (1.7) 563 (6.5) ◊ ◊  24 (1.7) 524 (7.9) ◊ ◊  10 (1.1) 516 (12.4) ◊ ◊   

イタリア 66 (0.9) 525 (3.2) 5 (1.4) ▲ 27 (0.8) 481 (3.9) -2 (1.2) 7 (0.4) 457 (5.4) -3 (0.7) ▼

イラン 66 (1.3) 428 (3.8) 23 (2.0) ▲ 28 (1.2) 377 (5.6) -23 (2.0) ▼ 7 (0.7) 330 (10.2) 0 (0.9)  

イングランド 64 (1.0) 566 (3.0) 5 (1.5) ▲ 26 (0.8) 507 (3.7) -4 (1.3) ▼ 10 (0.7) 483 (5.0) -1 (0.9)  

オーストラリア 64 (1.3) 542 (2.8) 0 (1.6) 26 (0.9) 480 (3.8) 1 (1.2) 10 (0.8) 457 (6.7) -1 (1.1)  

ハンガリー 62 (1.0) 543 (3.0) -2 (1.3) 27 (0.8) 468 (4.6) 0 (1.1) 11 (0.5) 447 (6.0) 1 (0.7)  

カタール 61 (0.7) 328 (1.3) ◊ ◊  33 (0.6) 273 (2.2) ◊ ◊  6 (0.3) 275 (5.2) ◊ ◊   

スロバキア 59 (1.1) 526 (3.5) ◊ ◊  28 (0.9) 464 (4.6) ◊ ◊  12 (0.7) 445 (8.2) ◊ ◊   

リトアニア 57 (0.8) 562 (2.2) -4 (1.5) ▼ 33 (0.8) 495 (2.9) 3 (1.3) ▲ 9 (0.6) 466 (6.6) 2 (0.9)  

チェコ 56 (1.0) 512 (2.5) ◊ ◊  31 (1.0) 460 (3.3) ◊ ◊  12 (0.6) 442 (4.9) ◊ ◊   

クウェート 56 (1.4) 353 (3.7) ◊ ◊  39 (1.3) 296 (4.5) ◊ ◊  5 (0.4) 280 (9.0) ◊ ◊   

ウクライナ 55 (1.0) 505 (2.8) ◊ ◊  34 (0.9) 443 (4.0) ◊ ◊  11 (0.7) 432 (5.4) ◊ ◊   

ロシア 54 (1.2) 570 (5.0) 1 (1.9) 31 (1.0) 522 (5.5) -1 (1.4) 15 (1.1) 505 (6.5) -1 (1.3)  

ニュージーランド 52 (0.7) 527 (2.3) 13 (1.3) ▲ 37 (0.7) 465 (2.6) -19 (1.2) ▼ 11 (0.5) 438 (4.8) 7 (0.6) ▲

アルメニア 52 (1.4) 517 (3.8) 8 (1.8) ▲ 35 (1.3) 500 (9.9) -9 (1.7) ▼ 13 (0.7) 489 (5.9) 0 (1.0)  

ラトビア 50 (0.9) 568 (2.6) 1 (1.6) 36 (0.8) 515 (2.7) 1 (1.4) 15 (0.8) 493 (4.1) -2 (1.2)  

コロンビア 49 (1.4) 389 (5.0) ◊ ◊  43 (1.4) 338 (5.7) ◊ ◊  7 (0.6) 329 (6.7) ◊ ◊   

シンガポール 46 (1.2) 639 (3.0) -3 (2.0) 35 (0.8) 580 (3.8) -1 (1.3) 19 (0.8) 544 (4.9) 3 (1.2) ▲

香港 46 (1.0) 634 (3.7) 6 (1.5) ▲ 38 (1.0) 588 (3.6) -3 (1.3) ▼ 16 (0.7) 574 (4.6) -3 (1.1) ▼

チュニジア 46 (1.4) 383 (4.4) -10 (2.3) ▼ 46 (1.4) 305 (4.5) 9 (2.1) ▲ 8 (0.6) 278 (10.0) 1 (0.9)  

モロッコ 45 (1.5) 370 (6.1) -9 (2.3) ▼ 46 (1.6) 331 (6.1) 6 (2.2) ▲ 9 (1.0) 329 (16.1) 3 (1.2) ▲

日本 45 (1.1) 602 (2.4) 6 (1.4) ▲ 36 (0.9) 553 (2.9) -5 (1.2) ▼ 20 (0.7) 522 (3.1) -1 (1.1)  

アルジェリア 41 (1.5) 404 (5.3) ◊ ◊  49 (1.3) 374 (5.6) ◊ ◊  11 (0.9) 342 (8.7) ◊ ◊   

エルサルバドル 39 (1.3) 365 (4.5) ◊ ◊  53 (1.2) 315 (4.4) ◊ ◊  8 (0.6) 303 (9.0) ◊ ◊   

台湾 36 (1.0) 612 (2.1) -5 (1.3) ▼ 37 (0.8) 566 (2.7) -2 (1.2) 27 (0.8) 542 (2.7) 7 (1.1) ▲

イエメン 35 (1.5) 261 (7.4) ◊ ◊  52 (1.5) 225 (5.8) ◊ ◊  13 (1.0) 210 (9.6) ◊ ◊   

国際平均値 57 (0.2) 500 (0.6)   32 (0.2) 449 (0.8)  11 (0.1) 429 (1.2)   

（注）１ 算数の勉強に対する自信に関して，下記の4つの質問項目について，①強くそう思う，②そう思う， 

     ③そう思わない，④まったくそう思わない，から選択させ，以下のようにレベルを設定した。 

        高いレベル：すべての質問項目に対し，①，②（否定的な質問項目では③，④）のみ回答した場合 

        低いレベル：すべての質問項目に対し，③，④（否定的な質問項目では①，②）のみ回答した場合 

        中間レベル：それ以外の場合 

     質問項目（１）算数の成績はいつもよい，（２）わたしは，クラスの友だちよりも算数をむずかしいと感じる 

         （３）わたしは算数が苦手だ，（４）算数でならうことはすぐにわかる 

   ２ 2007年と 2003年の差の検定結果は次の通りである。 

         ▲ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

   ４ 「◊」は参加していなかったことを示す。 



 

－92－ 

表 2-42 数学の勉強に対する自信 －中学校２年－ 

国／地域 

高いレベル 中間レベル 低いレベル 

生徒の割合

（％） 
平均得点 

2003年の生徒の

割合との差 

生徒の割合

（％） 
平均得点

2003年の生徒

の割合との差

生徒の割合 

（％） 
平均得点 

2003年の生徒

の割合との差

イスラエル 59 (1.0) 495 (4.1) 0 (1.5)  29 (0.9) 432 (5.3) -1 (1.3) 12 (0.7) 417 (7.2) 1 (1.0)

ヨルダン 58 (1.5) 468 (3.7) 9 (1.9) ▲ 34 (1.2) 388 (4.2) -5 (1.6) ▼ 9 (0.6) 361 (6.6) -4 (0.9) ▼

カタール 55 (0.6) 339 (2.3) ◊ ◊  34 (0.6) 279 (2.3) ◊ ◊  11 (0.3) 267 (3.4) ◊ ◊  

エジプト 55 (1.5) 422 (3.7) -3 (1.8) 38 (1.4) 368 (3.8) 3 (1.7) 7 (0.4) 356 (8.0) 0 (0.6)

クウェート 54 (0.9) 381 (2.5) ◊ ◊  35 (0.9) 331 (2.6) ◊ ◊  11 (0.6) 319 (5.7) ◊ ◊  

スコットランド 53 (1.3) 515 (4.0) 1 (2.0)  33 (1.0) 465 (3.6) 1 (1.4) 14 (0.7) 442 (4.6) -1 (1.2)

アメリカ 53 (1.0) 537 (2.5) 2 (1.3) 28 (0.7) 487 (3.2) -1 (0.9) 19 (0.7) 462 (3.0) -1 (1.0)

イングランド 53 (1.4) 543 (4.9) 6 (2.1) ▲ 32 (1.0) 494 (4.7) -2 (1.6) 15 (0.8) 457 (5.5) -4 (1.3) ▼

バーレーン 53 (0.8) 435 (2.1) 8 (1.2) ▲ 33 (0.7) 366 (2.4) -5 (1.1) ▼ 15 (0.6) 350 (3.0) -4 (0.9) ▼

キプロス 50 (1.0) 508 (1.7) 4 (1.3) ▲ 30 (0.8) 437 (2.5) -2 (1.1) ▼ 20 (0.7) 411 (3.3) -2 (1.0) ▼

ブルガリア 50 (0.8) 505 (2.1) 4 (1.4) ▲ 31 (0.7) 450 (2.1) -1 (1.1) 19 (0.7) 415 (2.2) -2 (1.1) ▼

スウェーデン 49 (1.0) 528 (2.6) 1 (1.6) 35 (0.7) 468 (2.4) -1 (1.2) 16 (0.6) 438 (3.6) 0 (1.1)

レバノン 49 (1.2) 483 (4.1) 6 (1.8) ▲ 39 (1.3) 425 (4.2) -5 (1.8) ▼ 12 (0.9) 416 (4.9) -1 (1.1)

セルビア 48 (1.3) 539 (3.4) 4 (1.7) ▲ 25 (0.8) 464 (3.6) -1 (1.1) 27 (1.1) 426 (3.9) -3 (1.6)

イタリア 48 (1.0) 514 (3.1) 2 (1.3) 28 (0.7) 462 (3.6) -1 (1.1) 24 (0.9) 434 (3.7) -2 (1.4)

シリア 47 (1.1) 429 (3.5) - -  40 (0.9) 378 (4.2) - - 13 (0.7) 361 (4.7) - - 

サウジアラビア 47 (1.2) 361 (3.2) - - 42 (1.0) 310 (3.5) - - 11 (0.7) 294 (4.9) - - 

コロンビア 46 (1.3) 409 (3.6) ◊ ◊  40 (1.2) 363 (3.8) ◊ ◊  13 (0.7) 351 (4.5) ◊ ◊  

アルジェリア 46 (1.0) 412 (2.2) ◊ ◊  41 (0.9) 372 (2.7) ◊ ◊  12 (0.6) 358 (2.7) ◊ ◊  

オーストラリア 45 (1.2) 539 (4.8) -5 (2.1) ▼ 35 (0.8) 472 (4.1) 5 (1.3) ▲ 19 (0.9) 445 (3.7) 0 (1.5)

イラン 45 (1.2) 443 (5.0) 10 (1.5) ▲ 40 (1.1) 380 (3.7) -8 (1.4) ▼ 14 (0.9) 368 (6.1) -2 (1.1)

オマーン 45 (1.1) 415 (3.4) ◊ ◊  47 (1.1) 346 (3.7) ◊ ◊  8 (0.5) 327 (5.6) ◊ ◊  

チュニジア 45 (1.3) 452 (2.8) 1 (1.6) 34 (0.8) 400 (2.6) -2 (1.1) 21 (1.0) 391 (2.7) 1 (1.3)

グルジア 44 (1.8) 455 (4.9) ◊ ◊  37 (1.5) 401 (7.5) ◊ ◊  19 (1.0) 379 (7.0) ◊ ◊  

ガーナ 44 (1.3) 341 (4.8) 0 (1.9) 46 (0.9) 292 (4.8) 1 (1.5) 11 (0.8) 285 (7.4) -2 (1.0)

パレスチナ 44 (1.1) 414 (3.6) 0 (1.5)  44 (1.0) 341 (4.3) 3 (1.3) ▲ 13 (0.7) 333 (5.0) -3 (1.0) ▼

チェコ 43 (0.9) 542 (2.6) ◊ ◊  31 (0.7) 490 (2.8) ◊ ◊  25 (0.8) 456 (3.1) ◊ ◊  

ボツワナ 42 (1.0) 385 (3.0) 4 (1.3) ▲ 41 (0.9) 355 (2.6) -4 (1.2) ▼ 17 (0.7) 354 (3.6) 0 (1.0)

ハンガリー 42 (1.0) 566 (3.5) -3 (1.4) 32 (0.9) 499 (4.2) 1 (1.3) 26 (1.0) 464 (3.7) 2 (1.3)

シンガポール 41 (1.0) 638 (3.3) 2 (1.3)  34 (0.9) 572 (4.6) 0 (1.1) 25 (0.8) 547 (4.7) -2 (1.0)

ボスニア・ヘルツェゴビナ 41 (1.2) 502 (2.6) ◊ ◊  27 (0.8) 441 (3.2) ◊ ◊  32 (1.1) 422 (3.5) ◊ ◊  

ロシア 41 (1.1) 560 (4.3) -2 (1.5) 31 (0.8) 496 (4.9) 1 (1.2) 28 (0.8) 466 (4.1) 1 (1.2)

リトアニア 41 (1.0) 556 (2.7) 4 (1.4) ▲ 34 (0.9) 481 (2.9) -3 (1.2) ▼ 25 (0.9) 461 (3.1) -1 (1.2)

スロベニア 40 (1.1) 541 (2.9) -1 (1.4) 41 (0.9) 485 (2.2) 2 (1.3) 19 (0.8) 458 (3.2) -1 (1.2)

トルコ 39 (1.1) 494 (6.1) ◊ ◊  36 (0.8) 403 (4.7) ◊ ◊  24 (1.0) 384 (4.3) ◊ ◊  

マルタ 38 (0.7) 536 (2.1) ◊ ◊   35 (0.7) 467 (2.0) ◊ ◊  27 (0.6) 449 (2.2) ◊ ◊  

ブルガリア 37 (1.3) 516 (5.5) 4 (1.8) 38 (1.1) 452 (5.3) -1 (1.8) 25 (1.1) 430 (7.6) -3 (1.6)

アルメニア 37 (0.9) 521 (4.0) -4 (1.5) ▼ 38 (1.1) 496 (4.6) -2 (1.5) 26 (1.0) 485 (4.7) 7 (1.4) ▲

ウクライナ 36 (1.2) 523 (3.8) ◊ ◊  36 (0.9) 448 (3.5) ◊ ◊  28 (1.1) 423 (3.2) ◊ ◊  

エルサルバドル 35 (1.1) 377 (3.2) ◊ ◊   52 (1.1) 327 (2.7) ◊ ◊  13 (0.8) 323 (4.5) ◊ ◊  

オマーン 33 (1.2) 517 (5.3) 3 (1.7) 41 (1.1) 449 (4.6) -4 (1.6) ▼ 27 (1.2) 426 (4.4) 2 (1.5)

香港 30 (1.1) 622 (5.1) 1 (1.4) 40 (1.0) 562 (6.7) 2 (1.2) 30 (0.7) 539 (5.8) -2 (1.1) ▼

韓国 29 (0.8) 668 (2.6) -2 (1.1) 34 (0.7) 606 (3.1) -2 (1.0) ▼ 38 (0.8) 536 (2.8) 4 (1.2) ▲

インドネシア 28 (1.0) 405 (5.4) 2 (1.6) 58 (1.0) 394 (3.8) -1 (1.3) 14 (0.8) 401 (5.0) -1 (1.2)

マレーシア 27 (1.4) 521 (5.3) -11 (1.8) ▼ 50 (1.2) 458 (5.1) 5 (1.5) ▲ 23 (0.8) 453 (4.5) 6 (1.0) ▲

台湾 27 (1.1) 674 (3.7) 1 (1.5)  27 (0.7) 610 (5.0) -3 (1.0) ▼ 46 (1.2) 547 (4.4) 2 (1.6)

タイ 22 (1.1) 489 (6.9) ◊ ◊  60 (0.9) 428 (4.6) ◊ ◊  18 (0.7) 430 (5.6) ◊ ◊  

日本 17 (0.6) 638 (3.9) 0 (0.9)  35 (0.8) 586 (2.9) -3 (1.1) ▼ 48 (0.9) 535 (2.6) 2 (1.2) ▲

モロッコ 43 (1.6) 417 (3.7) - - 39 (1.2) 360 (3.6) - - 18 (0.9) 348 (5.4) - - 

国際平均値 43 (0.2) 492 (0.6)     37 (0.1) 433 (0.6)    20 (0.1) 412 (0.7)    

（注）１ 数学の勉強に対する自信に関して，下記の4つの質問項目について，①強くそう思う，②そう思う， 

     ③そう思わない，④まったくそう思わない，から選択させ，以下のようにレベルを設定した。 

        高いレベル：すべての質問項目に対し，①，②（否定的な質問項目では③，④）のみ回答した場合 

        低いレベル：すべての質問項目に対し，③，④（否定的な質問項目では①，②）のみ回答した場合 

        中間レベル：それ以外の場合 

     質問項目（１）数学の成績はいつも良い，（２）私は，クラスの友だちよりも数学を難しいと感じる 

         （３）数学は私の得意の教科ではない，（４）数学で習うことはすぐにわかる 

   ２ 2007年と 2003年の差の検定結果は次の通りである。 

      ▲ 2007 年の方が2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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小学校４年の児童についてみると，わが国は「算数の勉強に対する自信」についての高いレベルの児

童の割合が 45％で，国際平均値の 57％よりも 12ポイント下回っており，イエメン，台湾，エルサルバ

ドル，アルジェリアに次いで低く，低いレベルの児童の割合は 20％で，台湾の 27％に次いで高い。2003

年と比較すると，わが国は，高いレベルの割合は６ポイント高くなり，中間レベルの割合が５ポイント

低くなり，低いレベルの割合はほとんど変わっていない。わが国を含めほとんどの国と国際平均値で，

自信のレベルが高いほど平均得点が高い。 

中学校２年の生徒についてみると，わが国は「数学の勉強に対する自信」についての高いレベルの割

合が 17％で，国際平均値の 43％よりも 26 ポイント下回っており，49 か国中一番低く，低いレベルの

生徒の割合は 48％で，49か国中で一番高い。2003 年と比較すると，わが国は，高いレベルの割合は変

らず，中間レベルの割合が３ポイント低くなり，低いレベルの割合が２ポイント高くなっている。わが

国を含めほとんどの国と国際平均値で，自信のレベルが高いほど平均得点が高い。 

 

2.5 教師と指導 

2.5.1 質問紙の構成と分析対象項目 

教師質問紙は，調査対象の学級を指導している教師を対象に行われ，小学校は算数・理科で共通の質

問紙であったが，中学校は数学と理科に分かれていた。それぞれの質問紙は，国際的には，小学校教師

質問紙 41項目，中学校教師質問紙（数学）33項目で構成されている。小学校教師質問紙は，一般項目，

算数項目，理科項目からなっており，中学校教師質問紙（数学）は，一般項目，数学項目からなってい

た。それらのうち，この節では，過去の調査との比較可能な項目を中心に，一般項目，算数・数学項目

の主な項目について分析することにする。 

教師質問紙の一般項目，算数・数学項目の主な項目をまとめると，表 2-43 の通りである。なお，国

際比較においては，質問紙項目の教師の反応率等を単に比較分析したものと，質問紙項目の反応率と算

数・数学の得点との関係を比較分析したものがある。また，抽出単位が学級であったために，教師質問

紙の分析においては，反応率は回答した教師が担当した児童・生徒数の割合に換算されており，したが

って，以下の表中では，回答した教師に対応する「児童・生徒の割合」が示されている。 
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表 2-43 教師質問紙の算数・数学の主な項目 

項目番号 
項目内容 

小項目数 
表番号 

小学校 中学校 小学校 中学校

1 1 年齢 1 1 表 2-44，表 2-45 

2 2 性別 1 1 表 2-44，表 2-45 

3 3 経験年数 1 1 表 2-44，表 2-45 

4 6 教員免許状 1 1   

5 4 最終学歴 1 1   

6 5 専攻 9 6   

7 8 教師間の相互作用 4 4 表 2-46，表 2-47 

8 10 学校の安全性 3 3   

9 11 学校の問題 4 3   

10 12 学校の特徴 8 8   

11 7 算数・数学を指導する準備 20 18   

12 13 学級児童・生徒数 2 1   

13 14 1 週間当たりの対象学級の算数・数学の授業時数 1 1   

14 15 算数・数学の教科書の使用 2 2   

15 16 算数・数学の授業での活動 8 8   

16 21 算数・数学の授業での電卓利用の許可 1 1 表 2-54，表 2-55 

17 22 算数・数学の授業での電卓利用の方法 4 4 表 2-54，表 2-55 

18 23 算数・数学の授業でのコンピュータ 2 2 表 2-56，表 2-57 

19 24 算数・数学の授業でのコンピュータ利用 3 4 表 2-56，表 2-57 

20 17 算数・数学の授業での指導内容 9 12 
表 2-50．表 2-51，表 2-52，

表 2-53 

21 19 算数・数学の授業での指導内容の時間 4 5   

22 20 算数・数学の内容の履修状況 35 39   

23 25 算数・数学の宿題の有無 1 1   

24 26 算数・数学の宿題の頻度 1 1 表 2-58，表 2-59 

25 27 算数・数学の宿題の分量 1 1 表 2-58，表 2-59 

26 18 算数・数学を指導する際の制約 5 13   

27 9 算数・数学の研修 6 6 表 2-48，表 2-49 

－ 28 数学の宿題の内容 － 3   

－ 29 数学の宿題の評価 － 5   

－ 30 数学のテストの参考 － 3   

－ 31 数学のテストの頻度 － 1   

－ 32 数学のテストの形式 － 1 表 2-60 

－ 33 数学のテストの問題 － 4   

 

2.5.2 一般に関する主な項目の結果 

（1）教師の特性 

教師の性別，年齢，教職経験年数について，教師の性別と年齢に関しては回答教師に対応する児童・

生徒の割合で表した結果をまとめ，教職経験年数に関しては回答教師の実数の平均値をまとめると，表

2-44，表 2-45 の通りである。 

 小学校４年の教師についてみると，教師の性別は，わが国は女性 65％，男性 35％であり，国際平均

値は女性 79％，男性 21％であり，わが国は女性の割合が国際的に低い方である。教師の年齢は，30歳

未満 13％，30～39 歳 20％，40～49 歳 39％，50 歳以上 28％であり，国際平均値は，30 歳未満 16％，

30～39歳 31％，40～49歳 29％，50歳以上 24％であり，わが国は 40歳以上の割合が高い。教職経験年

数は，わが国は 19 年であり，国際平均値の 17 年よりも長い。2003 年と比較すると，わが国は，女性
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の割合が２ポイント高くなっているが，年齢，教職経験年数についてはほとんど変わっていない。 

 中学校２年の数学教師についてみると，教師の性別は，わが国は女性 43％，男性 57％であり，国際

平均値は女性 57％，男性 43％であり，わが国は女性の割合が国際的に低い方である。教師の年齢は，

30歳未満 20％，30～39歳 28％，40～49歳 39％，50歳以上 13％であり，国際平均値は，30歳未満 21％，

30～39歳 30％，40～49歳 26％，50歳以上 23％であり，わが国は 40歳台の割合が高い。教職経験年数

は，わが国は 16 年であり，国際平均値の 15 年とほとんど同じである。2003 年と比較すると，わが国

は，女性の割合が 11ポイント高くなり，30歳未満が７ポイント高くなり，30～39歳が７ポイント低く

なっている。中学校数学教師では，女性や若い教師の占める割合が高くなっている。 

 

表 2-44 算数教師の特性 －小学校４年－ 

国／地域 

教師の特性（指導された児童の割合（％）） 教職経験年数 

教師の性別 教師の年齢 2007 年 

（年） 

2003 年との差

（年） 女性 男性 30 歳未満 30－39歳 40－49歳 50 歳以上

アルジェリア 58 (4.5) 42 (4.5) 6 (1.9) 45 (4.6) 44 (4.4) 5 (1.8) 17 (0.6) ◊ ◊  

アルメニア 85 (3.3) 15 (3.3) 15 (3.0) 20 (3.2) 26 (3.2) 39 (4.4) 22 (0.8) 2 (1.2)

オーストラリア 80 (3.4) 20 (3.4) 21 (3.9) 18 (3.4) 29 (4.1) 32 (3.4) 17 (1.0) 0 (1.3)

オーストリア 89 (2.0) 11 (2.0) 8 (2.1) 21 (2.7) 36 (2.8) 34 (2.8) 22 (0.7) ◊ ◊  

台湾 75 (3.7) 25 (3.7) 21 (3.6) 46 (3.9) 25 (3.2) 8 (2.3) 12 (0.7) 1 (1.0)

コロンビア 76 (4.3) 24 (4.3) 13 (3.6) 28 (4.9) 30 (4.0) 29 (4.5) 19 (1.1) ◊ ◊  

ブルガリア 91 (2.5) 9 (2.5) 11 (2.5) 24 (3.1) 40 (3.4) 25 (3.2) 17 (1.0) ◊ ◊  

デンマーク 49 (4.0) 51 (4.0) 9 (1.9) 30 (4.2) 24 (3.9) 37 (4.3) 16 (1.1) ◊ ◊  

エルサルバドル 70 (4.2) 30 (4.2) 14 (2.7) 38 (3.9) 40 (4.0) 8 (2.6) 14 (0.7) ◊ ◊  

イングランド 69 (3.5) 31 (3.5) 31 (3.8) 29 (3.4) 23 (3.4) 16 (3.0) 11 (0.8) -2 (1.2)

グルジア 99 (0.8) 1 (0.8) 4 (1.5) 17 (2.6) 29 (3.9) 50 (3.8) 25 (0.9) ◊ ◊  

ドイツ 85 (2.1) 15 (2.1) 9 (1.8) 20 (2.7) 16 (2.5) 56 (3.1) 22 (0.8) ◊ ◊  

香港 59 (4.1) 41 (4.1) 38 (3.8) 37 (4.1) 11 (2.9) 13 (2.7) 12 (0.8) -1 (1.3)

ハンガリー 95 (1.7) 5 (1.7) 5 (1.9) 20 (2.7) 45 (3.3) 30 (3.5) 23 (0.7) 3 (1.1) ▲

イラン 53 (2.7) 47 (2.7) 14 (2.4) 40 (4.1) 40 (3.9) 7 (1.6) 16 (0.6) 0 (0.9)

イタリア 97 (0.9) 3 (0.9) 4 (1.4) 20 (2.3) 37 (3.0) 39 (3.1) 21 (0.6) 0 (0.9)

日本 65 (3.1) 35 (3.1) 13 (2.5) 20 (3.1) 39 (3.5) 28 (3.5) 19 (0.8) 0 (1.1)

カザフスタン 94 (1.7) 6 (1.7) 11 (3.0) 34 (3.7) 34 (5.2) 22 (4.6) 18 (0.9) ◊ ◊  

クウェート 88 (2.7) 12 (2.7) 37 (4.3) 56 (4.5) 7 (2.1) 0 (0.0) 8 (0.5) ◊ ◊  

ラトビア 100 (0.3) 0 (0.0) 5 (1.6) 27 (3.1) 39 (3.2) 29 (3.1) 22 (0.7) 2 (1.2) ▲

リトアニア 98 (0.8) 2 (0.8) 1 (0.6) 34 (3.0) 39 (3.5) 26 (3.3) 21 (0.6) 2 (0.9) ▲

モロッコ 50 (4.3) 50 (4.3) 21 (3.0) 29 (3.7) 35 (3.6) 15 (2.9) 16 (0.6) 1 (1.0)

オランダ 58 (4.1) 42 (4.1) 24 (3.5) 19 (3.1) 15 (3.0) 42 (3.9) 18 (1.0) 2 (1.5)

ニュージーランド 75 (2.4) 25 (2.4) 27 (2.6) 29 (2.1) 23 (2.0) 21 (2.2) 11 (0.6) 0 (0.8)

ノルウェー 82 (2.4) 18 (2.4) 10 (2.0) 28 (2.8) 20 (2.6) 42 (2.9) 17 (0.8) 1 (1.3)

カタール 92 (0.1) 8 (0.1) 39 (0.2) 42 (0.1) 18 (0.1) 1 (0.0) 9 (0.0) ◊ ◊  

ロシア 99 (0.9) 1 (0.9) 7 (2.3) 34 (3.3) 37 (3.6) 22 (2.4) 21 (0.5) 1 (0.9)

スコットランド 92 (1.8) 8 (1.8) 23 (3.6) 21 (3.1) 23 (2.8) 33 (3.4) 15 (0.9) -1 (1.3)

シンガポール 67 (2.6) 33 (2.6) 37 (2.8) 36 (3.1) 18 (2.2) 8 (1.7) 10 (0.6) -1 (1.1)

スロバキア 94 (1.7) 6 (1.7) 12 (2.4) 32 (3.5) 28 (3.3) 28 (2.7) 20 (0.7) ◊ ◊  

スロベニア 98 (0.7) 2 (0.7) 14 (1.9) 21 (2.4) 48 (3.0) 17 (2.5) 19 (0.6) 1 (1.0)

スウェーデン 82 (2.9) 18 (2.9) 7 (1.8) 26 (3.1) 26 (2.5) 41 (3.3) 18 (0.9) ◊ ◊  

チュニジア 66 (3.4) 34 (3.4) 8 (2.0) 47 (4.2) 35 (3.4) 10 (1.8) 17 (0.5) -1 (0.9)

ウクライナ 100 (0.0) 0 (0.0) 8 (1.8) 32 (3.7) 38 (3.9) 22 (2.8) 22 (0.6) ◊ ◊  

アメリカ 88 (1.7) 12 (1.7) 18 (2.0) 28 (2.3) 22 (2.1) 31 (2.1) 14 (0.4) 0 (0.7)

イエメン 26 (3.9) 74 (3.9) 29 (4.0) 61 (4.7) 8 (2.3) 2 (1.6) 13 (0.6) ◊ ◊  

国際平均値 79 (0.5) 21 (0.5) 16 (0.4) 31 (0.6) 29 (0.5) 24 (0.5) 17 (0.1)   

(注）１ 2007 年と 2003 年の差の検定結果は次の通りである。 

      ▲ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に高い 

      ▼ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に低い 

   ２ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。百分率の合計は四捨五入のために 100％にならないこともある。 

   ３ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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表 2-45 数学教師の特性 －中学校２年－ 

国／地域 

教師の特性（指導された生徒の割合（％）） 教職経験年数 

教師の性別 教師の年齢 2007 年 

（年） 

2003 年との差

（年） 女性 男性 30 歳未満 30－39歳 40－49歳 50 歳以上

アルジェリア 40 (4.2) 60 (4.2) 6 (1.9) 25 (3.8) 63 (4.0) 7 (2.0) 19 (0.8) ◊ ◊  

アルメニア 82 (2.7) 18 (2.7) 9 (2.6) 26 (3.3) 29 (3.4) 36 (3.6) 20 (0.7) 1 (1.0)

オーストラリア 49 (4.3) 51 (4.3) 20 (3.2) 29 (3.7) 22 (3.2) 30 (3.2) 15 (0.8) 0 (1.2)

バーレーン 48 (1.1) 52 (1.1) 18 (1.9) 51 (2.7) 27 (2.6) 4 (1.4) 12 (0.5) 1 (0.9)

ボスニア・ヘルツェゴビナ 57 (4.1) 43 (4.1) 6 (2.1) 22 (3.3) 22 (3.7) 50 (3.5) 23 (0.8) ◊ ◊  

ボツワナ 43 (4.5) 57 (4.5) 32 (4.4) 60 (4.5) 8 (2.3) 0 (0.1) 8 (0.4) 1 (0.7)

ブルガリア 86 (2.7) 14 (2.7) 1 (0.7) 12 (2.6) 37 (4.1) 50 (4.2) 23 (0.9) 3 (1.1)  ▲

台湾 57 (4.4) 43 (4.4) 16 (3.2) 45 (4.1) 29 (3.7) 10 (2.4) 12 (0.7) -2 (1.1)

コロンビア 41 (5.8) 59 (5.8) 23 (4.0) 25 (3.8) 22 (4.1) 31 (5.3) 18 (1.4) ◊ ◊  

キプロス 69 (2.4) 31 (2.4) 6 (1.5) 32 (2.4) 36 (2.6) 26 (2.5) 13 (0.5) 1 (0.8)

チェコ 79 (3.3) 21 (3.3) 13 (2.4) 19 (3.0) 34 (3.6) 35 (3.9) 20 (0.9) ◊ ◊  

エジプト 22 (3.5) 78 (3.5) 10 (2.5) 52 (3.8) 34 (3.6) 4 (1.4) 14 (0.6) 1 (0.7)

エルサルバドル 55 (4.6) 45 (4.6) 21 (3.7) 45 (4.9) 27 (3.3) 7 (2.3) 12 (0.6) ◊ ◊  

イングランド 52 (4.2) 48 (4.2) 18 (3.4) 25 (3.3) 26 (3.3) 31 (2.8) 14 (0.9) -2 (1.7)

グルジア 89 (3.2) 11 (3.2) 3 (1.3) 21 (3.7) 30 (4.1) 46 (4.2) 23 (1.0) ◊ ◊  

ガーナ 8 (2.2) 92 (2.2) 52 (3.9) 28 (4.2) 16 (3.1) 4 (1.1) 7 (0.4) 0 (0.7)

香港 40 (3.8) 60 (3.8) 26 (4.0) 35 (4.4) 27 (4.3) 12 (2.7) 13 (0.9) 1 (1.2)

ハンガリー 80 (3.3) 20 (3.3) 9 (2.7) 19 (3.3) 35 (2.9) 37 (3.2) 21 (0.8) -1 (1.1)

インドネシア 44 (4.3) 56 (4.3) 15 (3.2) 41 (3.9) 37 (4.3) 7 (2.3) 14 (0.7) 0 (0.9)

イラン 42 (2.0) 58 (2.0) 26 (3.2) 49 (3.5) 20 (3.1) 5 (1.3) 14 (0.5) 0 (0.7)

イスラエル 76 (3.3) 24 (3.3) 15 (2.7) 33 (3.2) 32 (3.0) 20 (2.4) 17 (0.7) 1 (1.0)

イタリア 81 (2.8) 19 (2.8) 2 (1.1) 10 (1.9) 22 (2.3) 67 (2.9) 23 (0.7) 0 (0.9)

日本 43 (3.7) 57 (3.7) 20 (3.1) 28 (3.3) 39 (3.7) 13 (2.7) 16 (0.8) -1 (1.0)

ヨルダン 52 (2.6) 48 (2.6) 36 (3.9) 39 (3.8) 18 (3.0) 7 (2.0) 10 (0.6) -1 (0.9)

韓国 64 (3.2) 36 (3.2) 25 (2.8) 29 (2.9) 34 (3.2) 12 (2.5) 14 (0.6) 1 (0.8)

クウェート 51 (2.5) 49 (2.5) 19 (3.7) 49 (4.9) 22 (3.6) 10 (2.9) 12 (0.7) ◊ ◊  

レバノン 42 (4.4) 58 (4.4) 33 (4.0) 27 (3.6) 22 (3.7) 19 (3.8) 14 (0.9) -1 (1.2)

リトアニア 93 (1.7) 7 (1.7) 7 (1.8) 12 (2.7) 47 (4.0) 34 (3.4) 22 (0.7) 2 (1.1)  ▲

マレーシア 71 (3.7) 29 (3.7) 22 (3.7) 39 (4.1) 28 (3.8) 10 (2.5) 12 (0.7) 2 (0.9)

マルタ 59 (0.2) 41 (0.2) 47 (0.2) 30 (0.2) 13 (0.2) 10 (0.1) 11 (0.0) ◊ ◊  

ノルウェー 41 (3.6) 59 (3.6) 10 (2.2) 34 (3.0) 17 (2.3) 39 (2.5) 17 (0.7) -1 (1.2)

オマーン 52 (2.4) 48 (2.4) 83 (3.0) 14 (2.9) 3 (1.0) 0 (0.4) 5 (0.4) ◊ ◊  

パレスチナ 49 (3.1) 51 (3.1) 37 (4.4) 29 (3.7) 24 (3.4) 11 (2.4) 12 (0.9) 1 (1.1)

カタール 51 (0.2) 49 (0.2) 25 (0.1) 40 (0.1) 22 (0.1) 13 (0.1) 14 (0.0) ◊ ◊  

ルーマニア 60 (3.4) 40 (3.4) 6 (1.8) 21 (3.0) 23 (3.1) 50 (3.2) 23 (1.0) 0 (1.5)

ロシア 94 (1.8) 6 (1.8) 5 (1.0) 21 (2.8) 33 (2.9) 41 (3.4) 24 (0.7) 0 (1.1)

サウジアラビア 47 (1.7) 53 (1.7) 35 (4.3) 46 (4.2) 13 (2.6) 7 (2.6) 11 (0.8) - - 

スコットランド 58 (3.1) 42 (3.1) 16 (2.1) 25 (3.0) 25 (2.9) 33 (3.6) 15 (0.8) -1 (1.3)

セルビア 61 (4.4) 39 (4.4) 9 (2.4) 20 (3.0) 20 (3.5) 51 (4.0) 20 (1.0) -2 (1.4)

シンガポール 64 (2.7) 36 (2.7) 45 (2.5) 31 (2.3) 12 (1.8) 12 (1.3) 8 (0.4) -4 (0.8) ▼

スロベニア 82 (2.0) 18 (2.0) 17 (2.1) 23 (2.4) 39 (3.0) 21 (2.5) 18 (0.6) -2 (1.0)

スウェーデン 55 (2.9) 45 (2.9) 11 (2.0) 30 (2.7) 22 (2.7) 37 (3.2) 15 (0.8) 1 (1.1)

シリア 55 (3.8) 45 (3.8) 34 (3.8) 39 (4.0) 17 (3.0) 10 (2.8) 11 (0.7) - - 

タイ 64 (4.1) 36 (4.1) 19 (3.5) 29 (3.9) 26 (3.9) 25 (3.8) 15 (0.9) ◊ ◊  

チュニジア 33 (3.8) 67 (3.8) 15 (2.9) 47 (4.1) 25 (3.6) 13 (2.7) 13 (0.6) 0 (1.1)

トルコ 45 (4.2) 55 (4.2) 49 (4.0) 16 (2.8) 19 (3.3) 16 (3.4) 11 (0.8) ◊ ◊  

ウクライナ 91 (2.4) 9 (2.4) 8 (2.3) 21 (3.1) 31 (4.1) 40 (4.2) 23 (0.9) ◊ ◊  

アメリカ 69 (2.6) 31 (2.6) 20 (2.3) 29 (2.8) 26 (2.8) 25 (2.2) 14 (0.6) -1 (0.9)

モロッコ 25 (3.5) 75 (3.5) 9 (2.9) 13 (3.0) 47 (5.4) 31 (5.2) 20 (1.3) - - 

国際平均値 57 (0.5) 43 (0.5) 21 (0.4) 30 (0.5) 26 (0.5) 23 (0.4) 15 (0.1)  

(注）１ 2007 年と 2003 年の差の検定結果は次の通りである。 

      ▲ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に高い 

     ▼ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に低い 

   ２ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。百分率の合計は四捨五入のために 100％にならないこともある。 

   ３ 「◊」は参加していなかったことを示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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（2）教師間の相互作用 

教師の研修・職能開発にかかわる教師間の相互作用について，「特定の概念の教え方について話し合

う」「教材の準備に一緒に取り組む」「他の先生の授業を見学する」「他の先生が自分の授業を見学す

る（公式なものを除く）」の４小項目に対して，「あなたは，他の先生と次のことがらをどれくらい行

っていますか」という形で聞いた結果を合成して「算数・数学の教師間の相互作用」の指標として回答

教師に対応する児童・生徒の割合で表した結果をまとめると，表 2-46，表 2-47 の通りである。 

 

表 2-46 算数の教師間の相互作用 －小学校４年－ 

国／地域 

教師の相互作用 

週に少なくとも1回 月に 2～3回 まったく，または，ほとんどない 

指導された 

児童の割合 

（％） 

平均得点 
2003 年の児童

の割合との差

指導された

児童の割合

（％） 

平均得点
2003年の児童

の割合との差

指導された

児童の割合 

（％） 

平均得点 
2003 年の児童

の割合との差

アルジェリア 40 (4.4) 373 (9.0) ◊◊   55(4.6) 374(8.1) ◊◊  5(2.0) 378 (21.8) ◊◊  

アルメニア 63 (3.2) 500 (6.0) 34 (5.4)  ▲ 35(3.2) 498(6.9) -30(5.5) ▼ 2(1.0) ~ ~ -3(1.5) ▼

オーストラリア 31 (3.2) 518 (6.5) 5 (4.8) 60(3.2) 515(4.8) -1(5.1) 9(2.2) 515 (16.7) -4(3.0)

オーストリア 11 (1.9) 509 (5.5) ◊◊  66(2.9) 503(2.7) ◊◊  23(2.6) 512 (3.9) ◊◊  

台湾 10 (2.7) 577 (9.2) -7 (4.0)  70(4.3) 576(2.2) -5(5.5) 20(3.3) 571 (4.0) 12(3.9) ▲

コロンビア 50 (4.7) 356 (9.2) ◊◊  42(4.9) 361(8.0) ◊◊  8(2.2) 350 (13.9) ◊◊  

ブルガリア 10 (2.6) 475 (7.7) ◊◊  76(3.3) 486(3.2) ◊◊  13(2.5) 493 (6.9) ◊◊  

デンマーク 10 (2.7) 528 (7.1) ◊◊  70(4.0) 525(2.8) ◊◊  20(3.4) 519 (6.5) ◊◊  

エルサルバドル 29 (3.8) 321 (9.2) ◊◊  55(4.6) 330(5.9) ◊◊  16(3.5) 344 (10.0) ◊◊  

イングランド 31 (3.4) 537 (5.3) 5 (5.7) 58(3.9) 544(4.0) -2(6.2) 11(2.6) 541 (9.6) -2(3.9)

グルジア 63 (4.5) 445 (5.3) ◊◊   37(4.5) 430(7.1) ◊◊  0(0.0) ~ ~ ◊◊  

ドイツ 8 (1.6) 495 (10.0) ◊◊  73(3.0) 526(2.7) ◊◊  20(2.7) 531 (3.8) ◊◊  

香港 9 (2.3) 602 (9.4) 0 (3.6) 87(2.8) 609(3.7) 18(5.4)  ▲ 4(1.6) 593 (10.5) -18(4.2) ▼

ハンガリー 34 (3.7) 504 (5.9) 3 (5.1) 62(3.8) 513(5.1) -1(4.9) 3(1.5) 525 (38.0) -3(2.3)

イラン 30 (3.9) 398 (7.9) -10 (6.3)  65(3.7) 404(4.9) 11(6.1) 5(1.7) 387 (17.9) -1(2.7)

イタリア 26 (2.5) 508 (5.5) 7 (3.5)  ▲ 69(2.9) 506(4.1) -1(4.2) 6(1.5) 504 (10.8) -6(2.8) ▼

日本 18 (2.9) 575 (5.0) -3 (4.3)  73(3.3) 565(2.4) 5(4.9) 9(1.9) 575 (4.1) -2(3.2)

カザフスタン 73 (4.3) 556 (7.0) ◊◊  26(4.2) 531(14.5) ◊◊  1(0.7) ~ ~ ◊◊  

クウェート 57 (5.0) 318 (6.0) ◊◊  40(4.9) 311(8.2) ◊◊  4(1.8) 296 (13.2) ◊◊  

ラトビア 16 (3.0) 534 (5.3) -8 (5.5) 77(3.1) 538(2.4) 1(5.5) 8(1.7) 545 (7.6) 8(1.7) ▲

リトアニア 20 (3.0) 532 (7.4) -18 (4.8) ▼ 71(3.2) 530(3.2) 13(4.9)  ▲ 8(1.5) 525 (6.6) 5(2.1) ▲

モロッコ 22 (3.2) 337 (12.6) 11 (4.6)  ▲ 60(3.9) 344(6.4) 25(6.5)  ▲ 18(3.2) 333 (13.6) -37(6.7) ▼

オランダ 7 (2.3) 530 (4.5) 3 (3.1) 62(4.1) 535(3.0) -3(5.8) 32(3.6) 536 (4.4) 0(5.5)

ニュージーランド 30 (2.4) 489 (4.4) -1 (3.8) 65(2.4) 495(3.2) 4(3.9) 5(1.2) 493 (7.5) -3(2.2)

ノルウェー 34 (3.8) 480 (4.0) 7 (5.0)  58(3.8) 470(3.5) -6(5.7) 8(1.7) 465 (9.0) -2(3.4)

カタール 46 (0.2) 295 (1.6) ◊◊  48(0.2) 296(1.9) ◊◊  6(0.1) 319 (4.9) ◊◊  

ロシア 50 (3.5) 547 (7.5) 4 (4.7) 50(3.6) 542(4.9) -3(4.8) 0(0.2) ~ ~ -1(0.7)

スコットランド 29 (3.2) 500 (4.9) 14 (4.8)  ▲ 54(3.9) 492(3.4) -12(6.0) ▼ 17(3.1) 494 (8.3) -2(4.6)

シンガポール 14 (2.0) 583 (8.7) 8 (2.6)  ▲ 77(2.6) 600(4.3) -2(4.1) 9(1.6) 621 (11.1) -6(3.2)

スロバキア 38 (3.4) 499 (7.2) ◊◊  60(3.4) 495(5.8) ◊◊  2(0.8) ~ ~ ◊◊  

スロベニア 16 (2.5) 501 (5.1) 5 (3.6)  73(2.9) 501(2.0) -3(4.8) 11(1.9) 504 (5.8) -2(3.7)

スウェーデン 19 (3.0) 505 (4.5) ◊◊  62(3.2) 501(3.4) ◊◊  19(2.9) 506 (4.4) ◊◊  

チュニジア 36 (4.1) 311 (8.3) 16 (5.2)  ▲ 52(4.4) 331(6.5) 3(6.0) 12(3.0) 312 (19.5) -20(5.1) ▼

ウクライナ 79 (3.3) 467 (3.5) ◊◊  20(3.2) 476(6.2) ◊◊  1(0.7) ~ ~ ◊◊  

アメリカ 25 (2.5) 526 (4.9) 0 (3.6)  65(2.8) 531(2.9) 4(3.9) 9(1.7) 531 (7.4) -4(2.5)

イエメン 19 (3.7) 217 (11.6) ◊◊   65(4.3) 226(7.4) ◊◊  16(3.5) 219 (18.8) ◊◊  

国際平均値 31 (0.5) 471 (1.2)     59 (0.6) 472 (0.9)    10 (0.4) 468 (2.3)    

（注）１ 算数の教師間の相互作用に関して，下記の4つの質問項目について，①毎日，または，ほとんど毎日，②週1～3回，③月に2

～3回，④まったく，または，ほとんどない，から選択させ，次のように数値化して平均を算出し，その平均値を四捨五入して

整数値にして相互作用の頻度とした。 

       １．まったく，または，ほとんどない，２．月に2～3回，３．週1～3回，４．毎日，または，ほとんど毎日 

     質問項目（１）特定の概念の教え方について話し合う，（２）教材の準備に一緒に取り組む，（３）他の先生の授業を見学する，

（４）他の先生が自分の授業を見学する（公式なものを除く） 

   ２ 2007年と 2003年の差の検定結果は次の通りである。 

       ▲ 2007 年の方が2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

   ４ 「～」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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表 2-47 数学の教師間の相互作用 －中学校２年－ 

国／地域 

教師の相互作用 

週に少なくとも1回 月に 2～3回 まったく，または，ほとんどない 

指導された 

生徒の割合 

（％） 

平均得点 
2003 年の生徒

の割合との差

指導された

生徒の割合

（％） 

平均得点
2003年の生徒

の割合との差

指導された

生徒の割合 

（％） 

平均得点 
2003 年の生徒

の割合との差

アルジェリア 28 (3.6) 386 (3.3) ◊◊   63(3.9) 388(2.7) ◊◊  9(2.2) 388 (7.2) ◊◊  

アルメニア 64 (3.6) 499 (3.9) 31 (4.8) ▲ 32(3.1) 499(5.3) -31(4.5) ▼ 4(1.7) 491 (14.1) 0(2.3)

オーストラリア 16 (2.9) 475 (8.8) 4 (4.1) 67(3.9) 507(5.2) -10(5.2) 17(2.9) 482 (9.9) 6(3.8)

バーレーン 32 (2.3) 402 (3.0) 3 (3.6) 61(2.8) 392(2.3) -2(4.3) 6(1.7) 410 (8.7) -2(2.9)

ボスニア・ヘルツェゴビナ 29 (4.1) 471 (4.8) ◊◊   61(4.1) 450(4.1) ◊◊  10(2.3) 449 (10.0) ◊◊  

ボツワナ 27 (3.7) 358 (4.3) -18 (5.7) ▼ 61(3.8) 366(3.4) 12(5.7) ▲ 12(3.2) 366 (10.7) 7(3.9)

ブルガリア 18 (3.5) 453 (17.1) 2 (4.6) 68(3.6) 466(5.9) 0(5.6) 14(2.5) 473 (11.8) -2(4.3)

台湾 7 (2.2) 576 (12.0) 0 (3.2) 65(4.0) 610(5.4) 3(5.5) 28(3.7) 575 (8.0) -3(5.4)

コロンビア 21 (3.4) 384 (9.1) ◊◊  65(4.1) 382(4.8) ◊◊  15(2.8) 371 (10.7) ◊◊  

キプロス 43 (3.1) 462 (2.8) 2 (4.2) 53(3.1) 466(2.6) -3(4.1) 5(0.8) 475 (7.3) 0(1.3)

チェコ 3 (1.1) 494 (7.2) ◊◊   63(3.9) 503(3.2) ◊◊  34(4.0) 507 (4.4) ◊◊  

エジプト 42 (4.2) 392 (5.4) -15 (5.7) ▼ 55(4.4) 392(5.5) 14(5.8) ▲ 3(1.5) 346 (18.6) 2(1.7)

エルサルバドル 19 (3.4) 337 (6.6) ◊◊  41(4.2) 338(5.9) ◊◊  39(4.6) 342 (5.2) ◊◊  

イングランド 21 (3.7) 526 (11.2) 2 (6.2) 62(4.1) 509(6.4) -3(7.3) 17(2.5) 515 (10.5) 0(4.9)

グルジア 39 (4.4) 416 (8.9) ◊◊   55(4.6) 402(7.6) ◊◊  6(2.7) 435 (15.2) ◊◊  

ガーナ 56 (4.2) 314 (6.3) 11 (6.4) 35(4.0) 308(7.2) -9(6.1) 9(2.1) 295 (13.0) -2(3.6)

香港 11 (3.1) 581 (12.6) 6 (3.6) 72(4.0) 564(8.1) 0(5.6) 17(3.3) 604 (11.9) -7(4.8)

ハンガリー 18 (3.2) 519 (8.9) 0 (4.5) 71(4.0) 513(3.8) 0(5.2) 10(2.4) 537 (18.0) 0(3.5)

インドネシア 32 (4.6) 414 (10.7) -15 (6.1) ▼ 64(4.4) 402(5.8) 13(6.0) ▲ 4(1.9) 402 (25.7) 2(2.3)

イラン 10 (2.4) 426 (16.0) 2 (3.2) 69(3.1) 401(5.0) -7(4.5) 21(3.1) 395 (6.6) 6(4.4)

イスラエル 9 (2.1) 442 (19.5) -1 (3.2)  76(3.3) 464(5.3) -3(4.6) 16(3.3) 477 (14.1) 4(4.0)

イタリア 8 (1.7) 483 (7.6) -1 (2.7) 58(3.3) 478(3.9) -6(4.8) 35(3.1) 482 (4.5) 7(4.5)

日本 20 (2.9) 554 (6.1) 10 (3.7) ▲ 65(3.9) 574(3.3) 12(5.6) ▲ 14(3.0) 573 (11.7) -22(5.0) ▼

ヨルダン 36 (3.5) 432 (6.7) 10 (5.1) ▲ 58(3.8) 423(6.2) -6(5.7) 7(1.8) 439 (15.9) -5(3.3)

韓国 4 (1.3) 592 (12.6) -2 (2.2)  82(2.3) 599(3.4) 25(4.0) ▲ 13(2.3) 586 (7.3) -23(4.0) ▼

クウェート 57 (5.3) 359 (3.7) ◊◊  42(5.3) 355(4.7) ◊◊  1(1.1) ~ ~ ◊◊  

レバノン 33 (5.0) 428 (7.5) 13 (6.1) ▲ 56(4.6) 459(5.5) -10(6.2) 12(3.1) 460 (10.1) -3(4.5)

リトアニア 11 (2.5) 507 (12.1) -5 (3.7) 67(3.3) 509(3.4) -4(4.8) 22(3.2) 493 (5.3) 9(4.1) ▲

マレーシア 13 (2.9) 485 (12.5) -6 (4.3) 77(3.6) 469(5.5) 3(5.1) 10(2.5) 497 (18.1) 3(3.4)

マルタ 5 (0.1) 478 (2.4) ◊◊  58(0.2) 488(1.4) ◊◊  37(0.2) 488 (1.7) ◊◊  

ノルウェー 13 (2.7) 467 (4.6) -11 (4.3) ▼ 68(3.6) 469(2.1) 5(5.3) 19(2.9) 471 (5.5) 7(4.0)

オマーン 32 (3.8) 385 (8.0) ◊◊  63(4.1) 368(3.9) ◊◊  5(2.0) 357 (12.1) ◊◊  

パレスチナ 29 (4.0) 380 (8.1) -2 (5.9) 61(4.4) 363(4.7) -5(6.2) 11(2.9) 354 (15.7) 7(3.1) ▲

カタール 46 (0.1) 311 (2.0) ◊◊  48(0.1) 306(1.8) ◊◊  6(0.1) 290 (4.1) ◊◊  

ルーマニア 46 (4.1) 453 (7.4) -4 (5.9)  50(4.2) 472(6.2) 3(6.1) 4(1.6) 446 (15.9) 1(2.2)

ロシア 39 (4.5) 518 (5.2) -6 (6.0) 57(4.5) 507(5.2) 8(6.0) 4(1.3) 511 (20.8) -1(2.2)

サウジアラビア 19 (2.5) 336 (7.6) - - 66(3.7) 325(4.0) -- 16(3.2) 329 (8.4) -- 

スコットランド 22 (3.2) 458 (10.9) 7 (4.5) 61(3.5) 496(4.9) -8(5.7) 17(2.6) 491 (10.0) 1(4.3)

セルビア 20 (3.3) 492 (6.8) -11 (5.0) ▼ 67(3.8) 483(4.3) 7(5.6) 13(2.7) 489 (8.4) 4(3.6)

シンガポール 12 (1.8) 620 (11.6) -1 (2.5) 74(2.8) 595(5.0) 6(3.7) 14(1.9) 561 (13.2) -5(2.9)

スロベニア 11 (1.7) 495 (5.4) 8 (2.2) ▲ 75(2.2) 500(2.7) 7(4.5) 14(1.9) 510 (7.1) -15(4.2) ▼

スウェーデン 11 (1.8) 487 (3.9) -7 (3.3) ▼ 64(2.9) 494(2.8) -3(4.6) 25(2.7) 487 (5.1) 10(3.9) ▲

シリア 20 (3.4) 400 (9.8) - - 61(4.1) 392(4.8) -- 19(3.4) 399 (7.9) -- 

タイ 40 (3.9) 443 (9.8) ◊◊  55(4.2) 441(7.1) ◊◊  5(1.7) 432 (16.5) ◊◊  

チュニジア 12 (2.6) 411 (5.7) 7 (3.2) ▲ 62(3.5) 422(3.1) -9(5.4) 26(3.5) 423 (4.6) 2(5.3)

トルコ 11 (2.4) 430 (18.3) ◊◊  71(3.5) 433(6.4) ◊◊  18(2.9) 428 (7.9) ◊◊  

ウクライナ 52 (3.7) 471 (5.1) ◊◊  47(3.7) 451(5.5) ◊◊  1(0.7) ~ ~ ◊◊  

アメリカ 15 (1.8) 514 (6.7) 3 (2.7) 57(2.9) 506(4.0) -6(4.3) 28(2.7) 511 (6.2) 3(3.7)

モロッコ 10 (4.0) 420 (21.5) - -  38(5.0) 390(7.6) --  52(5.0) 371 (4.8) --  

国際平均値 24 (0.5) 452 (1.4)     61(0.5) 451(0.7)    15(0.4) 451 (1.7)    

（注）１ 数学の教師間の相互作用に関して，下記の4つの質問項目について，①毎日，または，ほとんど毎日，②週1～3回，③月に2

～3回，④まったく，または，ほとんどない，から選択させ，次のように数値化して平均を算出し，その平均値を四捨五入して

整数値にして相互作用の頻度とした。 

       １．まったく，または，ほとんどない，２．月に2～3回，３．週1～3回，４．毎日，または，ほとんど毎日 

     質問項目（１）特定の概念の教え方について話し合う，（２）教材の準備に取り組む，（３）他の先生の授業を見学する，（４）

他の先生が自分の授業を見学する（公式なものを除く） 

   ２ 2007年と 2003年の差の検定結果は次の通りである。 

       ▲ 2007 年の方が2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

   ４ 「～」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。 

   ５ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

    ６ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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 小学校４年の教師についてみると，教師間の相互作用を，週に少なくとも１回行っている割合は18％，

月に 2，3回以上行っている割合は 73％，まったく，または，ほとんどない割合は９％であり，国際平

均値はそれぞれ 31％，59％，10％である。わが国は，教師間の相互作用を週に少なくとも１回行って

いる割合は国際平均値を下回っている。2003 年と比較すると，わが国は，ほとんど変わっていない。 

 中学校２年の数学教師についてみると，教師間の相互作用を，週に少なくとも１回行っている割合は

20％，月に 2，3 回以上行っている割合は 65％，まったく，または，ほとんどない割合は 14％であり，

国際平均値はそれぞれ 24％，61％，15％である。わが国は，教師間の相互作用を週に少なくとも１回

行っている割合は，国際平均値を若干下回っているが，月に 2，3 回以上行っている割合は国際平均値

を若干上回っている。2003 年と比較すると，わが国は，週に少なくとも 1回行っている割合と，月に 2

～3回行っている割合の両方が高くなり，まったく，または，ほとんどない割合は低くなっている。 

 

（3）教師の研修 

教師の研修・職能開発にかかわる教師の研修への参加について，「算数・数学の内容」「算数・数学

の教授法/指導法」「算数・数学のカリキュラム」「IT（情報通信技術）を算数・数学に取り入れるこ

と」「児童・生徒の批判的思考や問題解決能力の向上」「算数・数学における評価」の 6小項目に対し

て，「あなたは，過去 2年間に，次のような研修に参加したことがありますか」という形で聞いた結果

について，「はい」と答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合で表した結果をまとめると，表2-48，

表 2-49 の通りである。 

 小学校４年の教師についてみると，教師が研修に参加した割合は，わが国は，「算数の内容」48％，

「算数の教授法/指導法」55％，「算数のカリキュラム」16％，「IT（情報通信技術）を算数に取り入

れること」19％，「児童の批判的思考や問題解決能力の向上」27％，「算数における評価」21％であり，

国際平均値はそれぞれ 42％，47％，40％，29％，40％，37％である。わが国は，小学校教師の研修へ

の参加は「算数の内容」「算数の教授法/指導法」が国際平均値を上回っている。2003 年と比較すると，

わが国は，それぞれ 40％，43％，19％，16％，22％，30％，であり，「算数の内容」「算数の教授法/

指導法」「児童の批判的思考力や問題解決能力の向上」は高くなり，「算数における評価」は低くなっ

ている。 

 中学校２年の数学教師についてみると，教師が研修に参加した割合は，わが国は，「数学の内容」74％，

「数学の教授法/指導法」76％，「数学のカリキュラム」31％，「IT（情報通信技術）を数学に取り入

れること」27％，「生徒の批判的思考や問題解決能力の向上」39％，「数学における評価」39％であり，

国際平均値はそれぞれ 56％，59％，51％，45％，46％，48％である。わが国は，中学校数学教師の研

修への参加は，「数学の内容」「数学の教授法/指導法」は，国際平均値よりも上回っているが，「数

学のカリキュラム」「IT（情報通信技術）を数学に取り入れること」「生徒の批判的思考や問題解決能

力の向上」「数学における評価」は，国際平均値を下回っている。2003 年と比較すると，わが国は，

それぞれ 63％，71％，41％，27％，30％，57％であり，「数学の内容」「数学の教授法/指導法」「生

徒の批判的思考や問題解決能力の向上」は高くなっているが，「数学のカリキュラム」「IT（情報通信

技術）を数学に取り入れること」「数学における評価」は低くなっている。 
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表 2-48 算数教師の研修 －小学校４年－ 

国／地域 

研修（指導された児童の割合（％）） 

算数の内容 
算数の教授法/

指導法 

算数のカリキュ

ラム 

IT（情報通信技

術）を算数に取

り入れること

児童の批判的思

考や問題解決能

力の向上 

算数における

評価 

アルジェリア 44 (4.8) 53 (4.4) 50 (4.8) 10 (2.6) 42 (4.3) 45 (4.4) 

アルメニア 64 (4.0) 77 (3.5) 75 (3.6) 39 (4.1) 51 (3.5) 62 (3.5) 

オーストラリア 71 (3.1) 63 (3.7) 73 (3.7) 35 (3.9) 53 (4.3) 52 (3.5) 

オーストリア 56 (3.1) 32 (3.1) 11 (1.9) 6 (1.7) 22 (2.7) 20 (2.6) 

台湾 67 (3.8) 74 (3.5) 71 (3.9) 42 (4.0) 33 (3.7) 33 (4.0) 

コロンビア 42 (5.6) 37 (5.3) 46 (6.0) 28 (4.6) 52 (5.0) 37 (5.4) 

チェコ 20 (3.0) 35 (3.8) 20 (3.3) 33 (3.5) 31 (3.6) 21 (3.5) 

デンマーク 23 (3.4) 23 (3.4) 9 (2.6) 21 (3.0) 9 (2.2) 5 (2.0) 

ブルガリア 26 (3.7) 28 (3.9) 12 (2.7) 13 (2.9) 34 (4.2) 26 (3.9) 

イングランド 60 (3.6) 70 (3.5) 65 (3.7) 44 (4.1) 59 (3.8) 43 (4.5) 

グルジア 21 (3.5) 41 (3.6) 39 (4.3) 18 (3.4) 55 (4.6) 53 (5.1) 

ドイツ 44 (3.3) 37 (3.1) 38 (3.3) 7 (1.5) 28 (3.2) 27 (3.1) 

香港 74 (3.5) 82 (3.5) 70 (3.6) 49 (4.5) 72 (3.7) 58 (4.3) 

ハンガリー 43 (4.1) 47 (4.3) 19 (3.5) 11 (2.7) 26 (3.3) 23 (3.6) 

イラン 30 (3.6) 37 (3.6) 25 (3.2) 18 (3.2) 29 (3.9) 27 (3.6) 

イタリア 22 (2.7) 25 (2.6) 14 (2.4) 33 (3.2) 22 (2.6) 14 (2.3) 

日本 48 (3.9) 55 (3.6) 16 (2.6) 19 (2.8) 27 (3.4) 21 (2.7) 

カザフスタン 63 (5.6) 72 (5.5) 76 (5.0) 56 (4.2) 72 (5.4) 70 (5.6) 

クウェート 27 (4.0) 34 (4.2) 20 (3.9) 25 (4.1) 30 (4.3) 28 (4.3) 

ラトビア 43 (3.9) 42 (3.7) 43 (3.8) 17 (3.0) 55 (3.9) 46 (3.5) 

リトアニア 17 (2.7) 21 (3.1) 18 (3.1) 56 (3.6) 50 (4.1) 30 (2.8) 

モロッコ 11 (2.7) 11 (2.6) 10 (2.3) 3 (0.8) 9 (2.3) 13 (2.8) 

オランダ 11 (2.7) 15 (2.5) 6 (1.9) 18 (2.9) 19 (3.0) 10 (2.5) 

ニュージーランド 83 (2.1) 76 (2.4) 78 (2.1) 26 (2.4) 54 (2.7) 64 (2.6) 

ノルウェー 26 (3.2) 30 (3.5) 24 (3.3) 12 (2.8) 18 (2.7) 5 (1.3) 

カタール 41 (0.2) 50 (0.2) 40 (0.2) 36 (0.2) 40 (0.2) 38 (0.2) 

ロシア 66 (3.5) 67 (3.0) 68 (3.0) 51 (3.5) 58 (3.6) 55 (3.2) 

スコットランド 44 (4.1) 62 (4.0) 43 (4.1) 51 (4.7) 57 (4.8) 33 (4.2) 

シンガポール 59 (2.6) 70 (2.6) 50 (2.7) 51 (2.9) 66 (2.6) 52 (2.8) 

スロバキア 13 (2.5) 41 (3.4) 46 (3.8) 55 (3.2) 30 (3.3) 24 (2.9) 

スロベニア 43 (3.0) 35 (3.1) 38 (3.4) 25 (2.8) 17 (2.3) 62 (3.4) 

スウェーデン 34 (3.4) 41 (3.3) 35 (3.8) 5 (0.9) 21 (3.1) 25 (3.4) 

チュニジア 39 (4.0) 57 (3.9) 33 (3.9) 19 (3.1) 36 (3.9) 61 (4.0) 

ウクライナ 65 (3.3) 74 (2.8) 73 (3.3) 64 (3.5) 82 (3.0) 81 (2.7) 

アメリカ 60 (2.2) 50 (2.6) 63 (2.4) 39 (2.6) 51 (2.5) 47 (2.4) 

イエメン 20 (4.4) 47 (5.0) 28 (4.3) 6 (2.6) 37 (4.9) 31 (4.8) 

国際平均値 42 (0.6) 47 (0.6) 40 (0.6) 29 (0.5) 40 (0.6) 37 (0.6) 

(注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。        
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表 2-49 数学教師の研修 －中学校２年－ 

国／地域 

研修（指導された生徒の割合（％）） 

数学の内容 
数学の教授法/

指導法 

数学のカリキュ

ラム 

IT（情報通信技

術）を数学に取

り入れること

生徒の批判的思

考や問題解決能

力の向上 

数学における

評価 

アルジェリア 51 (4.4) 66 (4.0) 51 (4.4) 27 (3.6) 60 (4.5) 51 (4.5) 

アルメニア 56 (3.9) 67 (3.7) 69 (4.1) 32 (3.9) 38 (4.2) 45 (3.9) 

オーストラリア 69 (3.8) 61 (3.4) 69 (3.3) 57 (3.2) 45 (3.7) 59 (3.6) 

バーレーン 33 (2.4) 48 (2.4) 26 (2.2) 69 (2.4) 56 (2.7) 40 (2.5) 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 67 (3.9) 60 (3.8) 56 (3.6) 39 (3.6) 43 (3.8) 46 (4.3) 

ボツワナ 20 (3.5) 12 (2.5) 11 (2.7) 13 (3.2) 27 (4.1) 27 (4.0) 

ブルガリア 59 (3.6) 42 (3.4) 60 (3.6) 69 (3.5) 25 (3.0) 44 (3.4) 

台湾 84 (2.9) 79 (3.3) 84 (3.1) 73 (3.6) 40 (4.1) 52 (4.5) 

ブルガリア 70 (4.0) 64 (5.5) 67 (4.3) 51 (4.9) 60 (4.6) 53 (4.6) 

キプロス 69 (2.9) 70 (2.7) 56 (2.3) 59 (3.4) 46 (2.7) 48 (2.9) 

チェコ 47 (4.2) 45 (4.1) 35 (3.8) 49 (4.6) 28 (3.3) 22 (3.3) 

エジプト 46 (4.0) 66 (3.9) 34 (4.1) 54 (4.1) 77 (3.4) 51 (3.7) 

エルサルバドル 49 (4.0) 42 (3.9) 26 (3.9) 26 (3.7) 45 (4.0) 38 (4.4) 

イングランド 66 (3.9) 79 (3.3) 61 (4.3) 62 (4.2) 40 (3.7) 58 (3.9) 

グルジア 30 (4.3) 49 (4.6) 52 (5.5) 26 (4.3) 59 (5.3) 64 (5.0) 

ガーナ 60 (3.9) 38 (3.6) 44 (3.8) 13 (2.5) 44 (4.3) 46 (4.2) 

香港 78 (3.5) 71 (4.0) 72 (4.0) 63 (4.3) 60 (4.7) 56 (4.1) 

ハンガリー 51 (3.9) 53 (3.3) 28 (3.9) 26 (3.6) 34 (4.1) 32 (3.7) 

インドネシア 71 (3.9) 69 (4.2) 77 (3.8) 29 (4.0) 57 (4.4) 69 (4.0) 

イラン 57 (4.3) 78 (3.1) 47 (3.8) 28 (3.4) 52 (3.9) 44 (3.8) 

イスラエル 59 (3.6) 63 (3.6) 50 (3.7) 35 (3.5) 45 (3.6) 33 (3.6) 

イタリア 16 (2.1) 34 (3.3) 15 (2.0) 43 (3.1) 9 (1.6) 17 (2.7) 

日本 74 (3.4) 76 (3.4) 31 (3.5) 27 (3.3) 39 (3.7) 39 (3.5) 

ヨルダン 57 (4.2) 78 (3.3) 62 (3.9) 65 (4.4) 67 (3.5) 53 (3.4) 

韓国 48 (3.3) 50 (3.5) 41 (3.3) 31 (3.2) 22 (2.8) 33 (3.2) 

クウェート 45 (4.4) 62 (4.2) 30 (3.8) 45 (5.1) 69 (4.6) 43 (4.7) 

レバノン 68 (3.6) 67 (3.6) 54 (4.7) 50 (5.0) 68 (4.2) 70 (3.7) 

リトアニア 85 (2.7) 81 (3.1) 71 (3.3) 69 (3.5) 52 (3.8) 65 (3.8) 

マレーシア 57 (4.0) 46 (4.2) 52 (4.0) 61 (3.7) 27 (3.8) 38 (3.6) 

マルタ 47 (0.2) 71 (0.2) 60 (0.2) 83 (0.2) 31 (0.2) 68 (0.2) 

ノルウェー 40 (3.9) 39 (3.9) 44 (4.0) 35 (3.7) 18 (3.2) 22 (3.3) 

オマーン 54 (4.7) 42 (4.0) 58 (4.5) 24 (3.9) 36 (4.1) 48 (4.1) 

パレスチナ 44 (4.3) 47 (4.5) 34 (4.4) 26 (3.6) 45 (4.4) 35 (4.3) 

カタール 43 (0.1) 56 (0.2) 37 (0.1) 54 (0.2) 50 (0.1) 43 (0.2) 

ルーマニア 71 (3.4) 55 (3.4) 53 (3.9) 57 (3.9) 56 (3.8) 69 (3.6) 

ロシア 84 (2.4) 73 (3.0) 74 (3.1) 67 (3.1) 62 (3.0) 60 (2.8) 

サウジアラビア 26 (4.1) 47 (4.6) 19 (3.2) 24 (4.1) 34 (4.0) 24 (4.1) 

スコットランド 80 (3.4) 93 (2.0) 74 (3.3) 79 (3.0) 56 (4.1) 71 (3.1) 

セルビア 72 (4.1) 50 (4.4) 45 (4.3) 33 (3.8) 37 (4.1) 46 (4.0) 

シンガポール 81 (1.8) 88 (1.7) 65 (2.3) 74 (2.0) 63 (2.2) 61 (2.4) 

スロベニア 70 (2.8) 65 (2.9) 66 (3.2) 62 (3.0) 37 (2.8) 72 (2.8) 

スウェーデン 41 (3.1) 48 (3.3) 38 (3.1) 9 (1.8) 28 (3.2) 46 (3.2) 

シリア 13 (2.5) 20 (3.4) 17 (3.3) 15 (2.6) 49 (4.1) 32 (4.1) 

タイ 82 (3.3) 80 (3.3) 79 (3.6) 73 (3.7) 82 (3.1) 83 (3.1) 

チュニジア 24 (3.6) 35 (4.4) 26 (3.8) 22 (3.4) 36 (4.1) 32 (4.1) 

トルコ 47 (4.0) 48 (4.5) 69 (4.0) 18 (3.3) 24 (4.0) 27 (3.8) 

ウクライナ 79 (3.6) 82 (3.1) 81 (3.5) 75 (3.7) 80 (3.3) 83 (3.4) 

アメリカ 81 (2.1) 76 (2.4) 80 (1.7) 61 (3.0) 65 (2.8) 69 (2.5) 

モロッコ 24 (4.2) 37 (4.8) 29 (4.2) 22 (5.0) 21 (3.6) 24 (3.9) 

国際平均値 56 (0.5) 59 (0.5) 51 (0.5) 45 (0.5) 46 (0.5) 48 (0.5) 

(注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。         
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2.5.3 算数・数学に関する主な項目の結果 

（1）算数・数学の授業での算数・数学の特定の内容に関連した活動 

算数・数学の授業での算数・数学の特定の内容に関連した児童・生徒の活動について，小学校 4年６

小項目（「電卓を使わないで,たし算，ひき算，かけ算，わり算をする」「分数，小数について勉強す

る」「文章の問題を式に表す」「円，三角形，長方形，立方体などの図形について学ぶ」「教室の中や

学校の外にあるものを測定する」「表，図，グラフを作成する」），中学校 2年５小項目（「電卓を使

わないで，たし算，ひき算，かけ算，わり算をする」「分数，小数について勉強する」「関係を方程式

や関数の式で表す」「問題を解くために，図形，直線，角の性質に関する知識を使う」「表，図，グラ

フのデータを解釈する」）に対して，「あなたは，調査対象学級の算数・数学の授業で，普通，次のこ

とを児童・生徒がするようにどのくらい指導しますか」という形で聞いた結果を，「いつも，または，

ほとんどいつも指導する」または「半数くらいの授業で指導する」と答えた回答教師に対応する児童・

生徒の割合で表した結果をまとめると，表 2-50，表 2-51 の通りである。 

 

表 2-50 算数の授業での算数の特定の内容に関連した活動 －小学校４年－ 

国／地域 

算数の授業の半数またはそれ以上の授業でする（指導された児童の割合（％）） 

電卓を使わない

で,たし算，ひき

算，かけ算，わり

算をする 

分数，小数につい

て勉強する 

文章の問題を式

に表す 

円，三角形，長方

形，立方体などの

図形について学

ぶ 

教室の中や学校

の外にあるもの

を測定する 

表，図，グラフを

作成する 

アルジェリア 66 (4.3) 35 (4.8) 28 (5.1) 26 (4.9) 17 (4.6) 26 (5.0) 

アルメニア 56 (3.2) 60 (3.6) 57 (3.5) 50 (3.6) 53 (3.8) 56 (3.6) 

オーストラリア 83 (3.1) 19 (2.6) 34 (3.8) 15 (3.2) 8 (2.5) 10 (3.0) 

オーストリア 92 (1.6) 3 (0.8) 25 (2.8) 6 (1.4) 4 (1.3) 1 (0.7) 

台湾 72 (3.5) 25 (3.6) 68 (3.3) 16 (3.1) 12 (2.9) 12 (2.9) 

コロンビア 83 (3.6) 36 (3.7) 26 (3.8) 27 (3.7) 26 (4.4) 30 (3.6) 

チェコ 96 (1.7) 1 (0.4) 40 (4.3) 20 (3.0) 2 (0.7) 2 (1.1) 

デンマーク 69 (4.2) 17 (3.1) 3 (1.5) 14 (3.2) 3 (1.7) 6 (1.8) 

ブルガリア 61 (3.9) 22 (3.2) 13 (3.0) 31 (4.2) 20 (3.4) 18 (3.2) 

イングランド 81 (2.8) 23 (3.4) 36 (4.3) 2 (0.8) 1 (0.8) 4 (1.5) 

グルジア 95 (1.6) 17 (3.3) 38 (4.4) 32 (4.4) 4 (1.6) 13 (3.0) 

ドイツ 95 (1.1) 2 (0.8) 41 (3.2) 7 (1.7) 1 (0.0) 2 (1.1) 

香港 50 (3.6) 24 (3.7) 18 (3.0) 9 (2.3) 8 (2.2) 7 (2.1) 

ハンガリー 96 (1.0) 3 (1.2) 58 (4.0) 2 (1.0) 4 (1.7) 1 (0.6) 

イラン 69 (3.8) 23 (3.3) 22 (3.2) 33 (4.0) 25 (3.0) 24 (3.4) 

イタリア 78 (2.2) 44 (3.0) 12 (1.9) 24 (2.6) 8 (1.6) 16 (2.3) 

日本 90 (2.3) 50 (3.5) 82 (3.1) 32 (3.4) 13 (2.6) 34 (3.6) 

カザフスタン 97 (1.3) 29 (4.1) 57 (4.4) 45 (5.4) 5 (1.7) 24 (4.8) 

クウェート 80 (3.6) 26 (3.7) 32 (3.8) 29 (4.0) 17 (3.3) 10 (2.6) 

ラトビア 95 (1.4) 16 (3.2) 35 (3.7) 29 (3.5) 9 (2.4) 20 (3.3) 

リトアニア 99 (0.9) 20 (2.9) 19 (2.7) 11 (2.3) 3 (1.1) 17 (2.8) 

モロッコ 72 (3.7) 16 (3.5) 21 (3.1) 27 (3.5) 18 (3.0) 24 (3.8) 

オランダ 93 (2.3) 21 (3.5) 4 (1.8) 1 (0.4) 1 (0.9) 5 (1.6) 

ニュージーランド 84 (1.8) 21 (2.2) 37 (2.8) 4 (1.3) 3 (0.7) 5 (1.0) 

ノルウェー 66 (3.1) 5 (1.6) 3 (1.2) 4 (1.5) 1 (0.8) 1 (0.7) 

カタール 87 (0.1) 25 (0.2) 32 (0.2) 20 (0.2) 18 (0.1) 10 (0.1) 

ロシア 97 (0.8) 14 (2.1) 17 (2.2) 47 (3.1) 3 (1.2) 45 (3.2) 

スコットランド 80 (3.2) 8 (2.4) 9 (2.2) 3 (1.6) 1 (0.8) 2 (1.0) 

シンガポール 73 (2.4) 48 (2.6) 52 (2.9) 13 (1.8) 9 (1.8) 9 (1.6) 

スロバキア 97 (1.0) 1 (0.6) 62 (3.7) 40 (3.7) 3 (1.0) 4 (1.6) 

スロベニア 86 (2.3) 2 (0.9) 16 (2.2) 5 (1.4) 5 (1.0) 6 (1.4) 

スウェーデン 75 (3.4) 3 (1.0) 5 (1.5) 4 (1.3) 5 (1.5) 2 (0.9) 

チュニジア 69 (3.5) 24 (3.5) 43 (3.7) 27 (3.5) 28 (3.4) 32 (3.7) 

ウクライナ 95 (1.4) 14 (2.6) 72 (3.7) 43 (3.7) 9 (2.4) 13 (2.8) 

アメリカ 83 (1.7) 25 (2.4) 51 (2.4) 11 (1.8) 7 (1.5) 14 (1.9) 

イエメン 67 (4.4) 40 (4.5) 16 (3.2) 27 (4.4) 15 (3.2) 16 (3.6) 

国際平均値 81 (0.5) 21 (0.5) 33 (0.5) 20 (0.5) 10 (0.4) 15 (0.4) 

(注）１（ ）内は標準誤差（SE）を示す。         
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表 2-51 数学の授業での数学の特定の内容に関連した活動 －中学校２年－ 

国／地域 

数学の授業の半数またはそれ以上の授業でする（指導された生徒の割合（％）） 

電卓を使わない

で，たし算，ひき

算，かけ算，わり

算をする 

分数，小数につい

て勉強する 

関係を方程式や

関数の式で表す

問題を解くため

に，図形，直線，

角の性質に関す

る知識を使う

表，図，グラフの

データを解釈す

る 

アルジェリア 40 (4.5) 24 (3.6) 26 (3.7) 38 (4.6) 25 (3.8) 

アルメニア 51 (3.9) 53 (3.5) 54 (4.0) 61 (3.6) 58 (3.6) 

オーストラリア 45 (3.8) 18 (3.2) 15 (2.6) 6 (1.9) 7 (1.9) 

バーレーン 82 (1.5) 32 (3.2) 26 (2.2) 26 (2.4) 17 (1.9) 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 63 (4.2) 55 (4.0) 36 (3.5) 33 (3.9) 12 (2.4) 

ボツワナ 85 (3.1) 27 (3.8) 14 (3.0) 11 (3.0) 6 (2.2) 

ブルガリア 82 (3.5) 71 (3.8) 38 (3.8) 88 (3.0) 15 (2.7) 

台湾 70 (3.8) 19 (3.5) 28 (3.4) 38 (4.0) 12 (2.7) 

ブルガリア 78 (4.1) 70 (4.5) 42 (4.9) 31 (4.3) 29 (5.3) 

キプロス 71 (2.7) 34 (2.4) 47 (2.5) 31 (2.6) 10 (1.7) 

チェコ 68 (3.3) 62 (4.4) 24 (3.5) 25 (3.4) 4 (1.7) 

エジプト 44 (3.8) 33 (4.0) 28 (3.5) 40 (4.1) 13 (2.3) 

エルサルバドル 69 (4.0) 44 (4.1) 24 (4.0) 14 (3.1) 23 (3.5) 

イングランド 48 (4.0) 17 (3.3) 9 (2.2) 3 (1.5) 3 (1.5) 

グルジア 60 (4.8) 47 (4.7) 24 (3.8) 28 (4.2) 10 (2.2) 

ガーナ 90 (2.5) 41 (4.5) 29 (3.7) 22 (3.4) 20 (3.1) 

香港 22 (3.4) 11 (2.7) 31 (3.8) 18 (3.4) 11 (2.7) 

ハンガリー 72 (3.7) 78 (3.2) 44 (4.0) 31 (3.5) 13 (2.3) 

インドネシア 64 (3.3) 31 (4.0) 50 (4.4) 34 (4.3) 26 (4.2) 

イラン 70 (3.8) 41 (3.6) 19 (2.9) 28 (3.1) 21 (3.5) 

イスラエル 51 (3.7) 31 (3.3) 44 (4.1) 38 (3.8) 12 (2.0) 

イタリア 58 (3.6) 65 (3.4) 27 (2.9) 74 (2.9) 20 (2.5) 

日本 53 (4.1) 16 (2.7) 63 (3.7) 54 (3.7) 23 (3.4) 

ヨルダン 75 (3.3) 55 (4.1) 51 (4.2) 36 (3.9) 19 (3.4) 

韓国 53 (3.5) 31 (3.4) 64 (3.4) 56 (3.8) 30 (3.6) 

クウェート 71 (4.5) 35 (4.1) 27 (4.2) 24 (4.2) 22 (4.1) 

レバノン 55 (3.7) 48 (4.8) 42 (4.8) 64 (4.3) 30 (3.9) 

リトアニア 69 (3.1) 70 (3.4) 22 (3.2) 27 (3.1) 12 (2.4) 

マレーシア 75 (3.5) 37 (4.1) 37 (3.9) 26 (3.7) 21 (3.3) 

マルタ 61 (0.2) 30 (0.2) 24 (0.2) 26 (0.2) 3 (0.1) 

ノルウェー 9 (2.0) 11 (2.2) 4 (1.2) 5 (1.4) 3 (1.1) 

オマーン 73 (3.9) 36 (4.3) 34 (4.3) 28 (3.6) 20 (3.1) 

パレスチナ 76 (3.5) 44 (4.5) 30 (4.0) 37 (4.4) 11 (2.9) 

カタール 72 (0.2) 33 (0.1) 27 (0.2) 21 (0.1) 19 (0.1) 

ルーマニア 93 (1.7) 70 (3.8) 38 (3.8) 79 (2.7) 15 (2.7) 

ロシア 85 (2.4) 77 (3.2) 56 (3.7) 76 (2.6) 26 (3.2) 

サウジアラビア 76 (4.0) 27 (3.4) 39 (4.7) 35 (4.0) 27 (4.0) 

スコットランド 73 (3.8) 37 (3.5) 8 (1.7) 6 (1.6) 5 (1.4) 

セルビア 81 (3.2) 65 (3.8) 42 (3.9) 50 (3.9) 2 (0.9) 

シンガポール 41 (2.8) 24 (2.5) 39 (2.7) 12 (2.1) 9 (1.5) 

スロベニア 73 (2.6) 64 (3.0) 13 (1.7) 23 (2.6) 14 (1.9) 

スウェーデン 38 (3.0) 29 (3.0) 9 (1.8) 12 (2.1) 6 (1.5) 

シリア 69 (3.7) 33 (4.0) 53 (4.0) 53 (4.3) 27 (3.8) 

タイ 75 (3.5) 43 (4.1) 41 (4.1) 35 (4.0) 37 (4.1) 

チュニジア 75 (3.6) 47 (4.1) 26 (3.8) 45 (4.2) 10 (2.6) 

トルコ 72 (4.4) 35 (4.3) 48 (4.5) 26 (3.8) 18 (3.6) 

ウクライナ 83 (3.2) 85 (3.1) 59 (4.3) 62 (4.1) 11 (2.4) 

アメリカ 59 (2.7) 44 (3.0) 46 (2.7) 12 (1.8) 16 (2.0) 

モロッコ 63 (4.5) 42 (5.4) 30 (5.6) 31 (5.9) 16 (5.0) 

国際平均値 65 (0.5) 42 (0.5) 34 (0.5) 34 (0.5) 17 (0.4) 

(注）１（ ）内は標準誤差（SE）を示す。        

 

小学校４年の教師についてみると，それぞれの児童の活動が算数の授業の半数以上で行われた割合は，

わが国は，「電卓を使わないで，たし算，ひき算，かけ算，わり算をする」90％，「分数，小数につい

て勉強する」50％，「文章の問題を式に表す」82％，「円，三角形，長方形，立方体などの図形につい

て学ぶ」32％，「教室の中や学校の外にあるものを測定する」13％，「表，図，グラフを作成する」34％，

であり，国際平均値はそれぞれ 81％，21％，33％，20％，10％，15％である。わが国は，すべての活
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動で国際平均値を上回っている。特に，「文章の問題を式に表す」は 50 ポイント近く上回っている。

2003 年と比較すると，わが国は，それぞれ 90％，53％，（「文章の問題を式に表す」は新項目），37％，

18％，35％であり，それぞれの活動の割合はほとんど同じである。 

 中学校２年の数学教師についてみると，それぞれの生徒の活動が数学の授業の半数以上で行われた割

合は，わが国は，「電卓を使わないで，たし算，ひき算，かけ算，わり算をする」53％，「分数，小数

について勉強する」16％，「関係を方程式や関数の式で表す」63％，「問題を解くために，図形，直線，

角の性質に関する知識を使う」54％，「表，図，グラフのデータを解釈する」23％であり，国際平均値

は，それぞれ 65％，42％，34％，34％，17％である。わが国は，「電卓を使わないで,たし算，ひき算，

かけ算，わり算をする」と「分数，小数について勉強する」は，国際平均値を下回り，「関係を方程式

や関数の式で表す」「問題を解くために，図形，直線，角の性質に関する知識を使う」「表，図，グラ

フのデータを解釈する」は国際平均値を上回り，しかも，いずれも 49 か国中で高い方であり，特に，

「関係を方程式や関数の式で表す」は，韓国に次いで 2番目に高い。2003 年と比較すると，わが国は，

それぞれ 53％，11％，62％，（「問題を解くために，図形，直線，角の性質に関する知識を使う」は

新項目），36％であり，「表，図，グラフのデータを解釈する」が 13 ポイント低くなり，「分数，小

数について勉強する」が 5ポイント高くなっているほかはほとんど変らない。 

 

（2）算数・数学の授業での学習活動 

算数・数学の授業での活動のうち算数・数学の内容全般にかかわる学習活動について，小学校 4年３

小項目（「公式や解き方を覚える」「自分の答えを説明する」「児童が算数で学んだことを日常生活に

結びつける」），中学校 2 年６小項目（「公式や解き方を覚える」「決まりきった問題を解くために，

事実，概念，解法の手順を適用する」「自分の答えを説明する」「生徒が数学で学んだことを日常生活

に結びつける」「複雑な問題を解くための方法を生徒自身が選ぶ」「解法がすぐには明らかでない問題

に取り組む」）に対して，「あなたは，調査対象学級の算数・数学の授業で，普通，次のことを児童・

生徒がするようにどのくらい指導しますか」という形で聞いた結果を，「いつも，または，ほとんどい

つも指導する」または「半数くらいの授業で指導する」と答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合

で表した結果をまとめると，表 2-52，表 2-53 の通りである。 

 小学校４年の教師についてみると，それぞれの児童の活動が算数の授業の半数以上で行われた割合は，

わが国は，「公式や解き方を覚える」72％，「自分の答えを説明する」77％，「児童が算数で学んだこ

とを日常生活に結びつける」42％であり，国際平均値は，それぞれ 38％，74％，66％である。わが国

は，「公式や解き方を覚える」は国際平均値を 34 ポイント上回り，「自分の答えを説明する」は３ポ

イント上回っているが，「児童が算数で学んだことを日常生活に結びつける」は国際平均値を 24 ポイ

ント下回っている。2003 年と比較すると，「自分の答えを説明する」だけが共通に聞かれており，わ

が国は，2ポイント低くなっている。 

 中学校２年の数学教師についてみると，それぞれの生徒の活動が数学の授業の半数以上で行われた割

合は，わが国は，「公式や解き方を覚える」56％，「決まりきった問題を解くために，事実，概念，解

法の手順を適用する」66％，「自分の答えを説明する」54％，「生徒が数学で学んだことを日常生活に

結びつける」20％，「複雑な問題を解くための方法を生徒自身が選ぶ」21％，「解法がすぐには明らか

でない問題に取り組む」23％であり，国際平均値は，それぞれ 49％，68％，78％，57％，42％，22％
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である。わが国は，「公式や解き方を覚える」は国際平均値を７ポイント上回り，「決まりきった問題

を解くために，事実，概念，解法の手順を適用する」と「解法がすぐには明らかでない問題に取り組む」

はおおむね国際平均値と同じであるが，「自分の答えを説明する」と「生徒が数学で学んだことを日常

生活に結びつける」と「複雑な問題を解くための方法を生徒自身が選ぶ」とはいずれも国際平均値を

20 ポイント以上下回り，しかも，49 か国中で低い方であり，「生徒が数学で学んだことを日常生活に

結びつける」は 1 番低く，「複雑な問題を解くための方法を生徒自身が選ぶ」はロシアに次いで低く，

「自分の答えを説明する」はアルメニア，香港，シンガポールに次いで 4 番目に低い。2003 年と比較

すると，4項目が共通に聞かれており，わが国は，「自分の答えを説明する」は 10ポイント高くなり，

「生徒が数学で学んだことを日常生活に結びつける」が６ポイント高くなっているが，「解法がすぐに

は明らかでない問題に取り組む」は 18 ポイント低くなっている。「複雑な問題を解くための方法を生

徒自身が選ぶ」は変わっていない。 

 

表 2-52 算数の授業での学習活動 －小学校４年－ 

国／地域 

算数の授業の半数またはそれ以上の授業でする 

（指導された児童の割合（％）） 

公式や解き方を覚

える 

自分の答えを説明

する 

児童が算数で学ん

だことを日常生活

に結びつける

アルジェリア 72 (4.2) 70 (4.5) 73 (4.9) 

アルメニア 54 (3.4) 61 (3.5) 53 (4.0) 

オーストラリア 16 (3.3) 73 (3.5) 60 (3.6) 

オーストリア 10 (1.9) 43 (3.2) 53 (3.0) 

台湾 27 (3.7) 63 (3.9) 54 (3.7) 

コロンビア 47 (4.5) 86 (3.0) 92 (2.3) 

チェコ 8 (2.1) 77 (3.8) 71 (3.9) 

デンマーク 12 (2.3) 67 (4.1) 43 (4.3) 

ブルガリア 43 (4.6) 66 (4.0) 74 (4.1) 

イングランド 22 (3.4) 87 (2.6) 68 (3.9) 

グルジア 62 (4.8) 84 (3.2) 69 (5.0) 

ドイツ 9 (2.1) 69 (3.2) 47 (3.1) 

香港 26 (3.6) 53 (4.0) 55 (4.0) 

ハンガリー 18 (3.1) 89 (2.3) 77 (3.4) 

イラン 35 (3.7) 76 (3.0) 67 (3.7) 

イタリア 54 (3.5) 80 (2.2) 72 (2.7) 

日本 72 (3.0) 77 (3.2) 42 (3.9) 

カザフスタン 74 (4.2) 96 (1.3) 82 (4.1) 

クウェート 56 (4.3) 62 (4.3) 64 (4.1) 

ラトビア 64 (3.8) 86 (2.6) 94 (1.7) 

リトアニア 45 (3.9) 93 (1.9) 80 (2.7) 

モロッコ 70 (3.6) 76 (3.3) 74 (3.5) 

オランダ 28 (4.2) 70 (4.1) 50 (4.4) 

ニュージーランド 13 (2.2) 91 (1.8) 72 (2.5) 

ノルウェー 9 (1.9) 46 (3.4) 46 (3.8) 

カタール 61 (0.2) 73 (0.2) 87 (0.1) 

ロシア 46 (3.2) 100 (0.4) 71 (3.2) 

スコットランド 22 (3.7) 71 (3.9) 54 (3.9) 

シンガポール 33 (2.8) 64 (2.7) 49 (3.0) 

スロバキア 10 (2.1) 77 (3.1) 77 (2.2) 

スロベニア 28 (3.1) 78 (2.6) 73 (2.8) 

スウェーデン 7 (1.6) 67 (3.4) 49 (3.7) 

チュニジア 74 (3.4) 69 (3.6) 67 (3.6) 

ウクライナ 69 (3.3) 97 (1.2) 85 (2.4) 

アメリカ 35 (2.6) 81 (2.0) 65 (2.5) 

イエメン 44 (4.7) 57 (4.5) 61 (4.5) 

国際平均値 38 (0.6) 74 (0.5) 66 (0.6) 

(注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。   
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表 2-53 数学の授業での学習活動 －中学校２年－ 

国／地域 

数学の授業の半数またはそれ以上の授業でする（指導された生徒の割合（％）） 

公式や解き方を覚

える 

決まりきった問題

を解くために，事

実，概念，解法の

手順を適用する

自分の答えを説明

する 

生徒が数学で学ん

だことを日常生活

に結びつける

複雑な問題を解く

ための方法を生徒

自身が選ぶ 

解法がすぐには明

らかでない問題に

取り組む 

アルジェリア 64 (4.4) 66 (4.2) 80 (3.8) 70 (4.2) 44 (4.7) 21 (3.7) 

アルメニア 56 (4.1) 50 (4.2) 51 (3.9) 43 (4.1) 44 (3.4) 47 (3.6) 

オーストラリア 31 (4.2) 55 (4.2) 62 (4.0) 47 (3.6) 28 (3.3) 10 (2.5) 

バーレーン 48 (3.1) 68 (3.0) 74 (2.7) 59 (2.9) 40 (2.1) 26 (2.8) 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 42 (3.8) 59 (4.3) 77 (3.3) 71 (3.7) 43 (3.8) 18 (3.0) 

ボツワナ 37 (3.9) 59 (4.7) 74 (4.0) 71 (4.0) 39 (4.5) 19 (3.1) 

ブルガリア 82 (3.0) 81 (3.6) 94 (1.4) 57 (4.4) 43 (4.0) 29 (3.7) 

台湾 12 (2.8) 60 (4.1) 47 (4.2) 35 (4.2) 25 (3.9) 9 (2.4) 

ブルガリア 31 (5.5) 83 (3.1) 92 (2.5) 88 (2.5) 66 (4.4) 33 (4.9) 

キプロス 60 (3.0) 75 (2.2) 96 (0.6) 76 (2.4) 66 (3.0) 24 (2.0) 

チェコ 11 (2.6) 68 (3.8) 86 (2.4) 77 (3.0) 55 (3.7) 18 (2.6) 

エジプト 55 (3.6) 62 (4.2) 74 (3.9) 63 (3.9) 47 (4.4) 17 (3.0) 

エルサルバドル 56 (4.1) 67 (4.0) 78 (3.4) 73 (4.3) 47 (4.6) 23 (3.4) 

イングランド 22 (3.3) 55 (3.9) 81 (3.1) 43 (3.5) 35 (3.4) 13 (3.0) 

グルジア 75 (4.2) 67 (5.0) 86 (3.2) 61 (5.8) 30 (4.1) 19 (3.8) 

ガーナ 58 (4.1) 80 (3.3) 72 (3.9) 67 (4.2) 36 (3.8) 20 (3.0) 

香港 24 (3.7) 44 (4.1) 51 (4.6) 22 (3.2) 23 (3.7) 13 (3.0) 

ハンガリー 40 (4.4) 79 (2.8) 96 (1.3) 81 (2.8) 57 (4.2) 22 (3.6) 

インドネシア 51 (4.3) 65 (4.0) 66 (4.1) 54 (3.9) 30 (3.9) 18 (3.4) 

イラン 33 (3.6) 71 (3.8) 90 (2.4) 64 (3.6) 47 (3.9) 30 (3.8) 

イスラエル 44 (3.6) 59 (3.6) 81 (3.0) 41 (3.4) 52 (3.2) 24 (3.5) 

イタリア 33 (3.2) 75 (2.8) 90 (1.9) 52 (3.4) 59 (3.2) 36 (3.3) 

日本 56 (3.6) 66 (3.8) 54 (3.6) 20 (3.0) 21 (3.2) 23 (3.4) 

ヨルダン 76 (3.8) 82 (3.0) 85 (2.7) 74 (3.7) 46 (4.2) 25 (3.8) 

韓国 62 (3.4) 88 (2.5) 78 (3.1) 56 (3.7) 57 (3.8) 27 (3.2) 

クウェート 45 (4.8) 65 (4.5) 73 (4.5) 55 (4.7) 50 (4.5) 22 (4.1) 

レバノン 58 (4.3) 65 (4.6) 88 (3.4) 52 (4.4) 53 (4.6) 35 (4.8) 

リトアニア 76 (3.3) 73 (2.9) 87 (2.6) 56 (3.6) 49 (3.5) 11 (2.3) 

マレーシア 58 (3.8) 65 (4.1) 75 (3.7) 53 (4.3) 29 (3.4) 25 (3.4) 

マルタ 25 (0.2) 76 (0.2) 80 (0.2) 56 (0.2) 38 (0.2) 16 (0.2) 

ノルウェー 15 (2.6) 39 (3.5) 61 (3.3) 49 (3.9) 25 (2.6) 10 (2.0) 

オマーン 66 (4.4) 81 (3.3) 86 (2.6) 68 (4.1) 51 (4.4) 32 (4.2) 

パレスチナ 64 (4.1) 78 (3.5) 80 (3.5) 60 (4.5) 41 (4.0) 23 (3.6) 

カタール 51 (0.2) 76 (0.1) 68 (0.1) 57 (0.2) 44 (0.2) 22 (0.1) 

ルーマニア 59 (3.7) 71 (3.5) 87 (2.6) 54 (4.4) 63 (4.1) 23 (3.3) 

ロシア 72 (3.3) 92 (1.9) 95 (1.5) 38 (3.5) 13 (2.6) 8 (2.0) 

サウジアラビア 65 (4.5) 65 (4.0) 70 (4.1) 62 (4.6) 45 (4.8) 32 (4.8) 

スコットランド 25 (3.4) 60 (3.4) 76 (2.7) 48 (3.6) 26 (3.3) 13 (2.4) 

セルビア 47 (4.2) 67 (3.9) 81 (4.1) 56 (4.3) 40 (3.8) 16 (2.8) 

シンガポール 27 (2.4) 65 (2.8) 53 (2.5) 34 (2.7) 21 (2.4) 10 (1.7) 

スロベニア 39 (2.8) 76 (2.6) 80 (2.2) 70 (2.7) 45 (3.0) 26 (2.2) 

スウェーデン 10 (1.7) 44 (2.6) 73 (2.5) 53 (3.2) 48 (2.2) 14 (2.1) 

シリア 80 (3.2) 81 (3.4) 76 (3.3) 47 (4.1) 44 (4.2) 33 (3.9) 

タイ 65 (4.2) 64 (3.9) 74 (3.4) 69 (3.7) 56 (4.1) 39 (3.9) 

チュニジア 61 (4.3) 59 (4.3) 81 (3.4) 41 (3.9) 39 (3.8) 16 (3.3) 

トルコ 65 (3.8) 62 (4.3) 87 (3.4) 58 (4.4) 58 (4.5) 37 (4.3) 

ウクライナ 68 (4.0) 92 (2.3) 95 (1.4) 60 (4.1) 34 (3.8) 10 (2.5) 

アメリカ 37 (2.6) 81 (1.9) 77 (2.3) 57 (2.9) 44 (2.6) 25 (2.2) 

モロッコ 54 (6.2) 58 (6.0) 85 (3.4) 58 (5.6) 36 (4.2) 20 (4.1) 

国際平均値 49 (0.5) 68 (0.5) 78 (0.4) 57 (0.5) 42 (0.5) 22 (0.5) 

(注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。         

 

（3）算数・数学の授業での電卓の利用 

算数・数学の授業での電卓の利用について，各国の調査責任者，及び，教師に聞いた。調査責任者に

ついては，国で定めたカリキュラムに電卓の利用に関する方針・記述が含まれているとした回答を●で

表した。教師については，「調査対象学級の児童・生徒は，算数・数学の授業で電卓を使うことが認め

られていますか」という形で聞いて「いいえ」と答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合で表した
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結果，及び，電卓を利用した活動についての 4小項目（「答えの確かめ」「機械的な計算」「複雑な問

題の解決」「数の概念の探求」）に「調査対象学級の児童・生徒は，算数・数学の授業で次の活動に電

卓をどのくらい使いますか」という形で聞いて「いつも，または，ほとんどいつも使う」または「半数

くらいの授業で使う」と答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合で表した結果をまとめると，表

2-54，表 2-55 の通りである。 

 

表 2-54 算数の授業での電卓の利用 －小学校４年－ 

国／地域 

国で定めたカリ

キュラムに電卓

の利用に関する

方針・記述が含

まれている 

電卓は算数の授業で使うことが認

められていないと報告した教師に

指導された児童の割合 

算数の授業で半分またはそれ以上の授業で電卓を使う 

（指導された児童の割合（％）） 

指導された

児童の割合

（％） 

2003 年の児童の

割合との差 
答えの確かめ 機械的な計算 

複雑な問題の

解決 

数の概念の

探求 

アルジェリア ● 8 (2.1) ◊ ◊   12 (2.9) 10 (3.0) 18 (3.6) 15 (2.9)

アルメニア ● 18 (4.3) -56 (5.7) ▼ - - - - - - - - 

オーストラリア ● 5 (1.5) -1 (2.8)  14 (2.4) 3 (1.1) 13 (2.4) 10 (2.5)

オーストリア ○ 94 (1.2) ◊ ◊   0 (0.3) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

台湾 ○ 53 (4.6) -1 (6.3)  2 (0.0) 2 (0.1) 2 (1.0) 2 (1.6)

コロンビア ○ 57 (4.6) ◊ ◊   5 (1.8) 3 (1.1) 2 (1.1) 5 (1.6)

チェコ ○ 33 (3.8) ◊ ◊   5 (1.9) 2 (1.2) 2 (1.1) 3 (1.3)

デンマーク ● 11 (2.6) ◊ ◊   8 (2.6) 6 (2.0) 23 (3.9) 11 (2.7)

ブルガリア ○ 74 (3.9) ◊ ◊   5 (1.8) 6 (2.1) 9 (2.5) 6 (1.9)

イングランド ● 2 (1.0) 1 (1.2)  13 (2.9) 2 (0.8) 12 (2.5) 7 (2.1)

グルジア ○ 62 (5.2) ◊ ◊  2 (0.8) 1 (0.5) 0 (0.3) 1 (1.0)

ドイツ ○ 72 (3.2) ◊ ◊  1 (0.6) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

香港 ● 52 (4.3) -36 (5.2) ▼ 2 (1.1) 2 (1.3) 3 (1.4) 3 (0.8)

ハンガリー ● 94 (2.0) 6 (3.5) 1 (0.5) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

イラン ○ 87 (2.8) 5 (4.8) 1 (0.7) 2 (1.0) 2 (1.4) 2 (0.9)

イタリア ● 89 (0.8) 1 (2.4)  1 (0.7) 1 (0.8) 0 (0.0) 0 (0.0)

日本 ● 35 (3.4) 3 (5.0)  0 (0.0) 0 (0.0) 4 (1.6) 2 (1.0)

カザフスタン ● 26 (5.0) ◊ ◊   2 (1.0) 2 (1.0) 6 (2.0) 3 (1.3)

クウェート ○ 97 (1.5) ◊ ◊   6 (2.3) 7 (2.4) 4 (1.8) 6 (2.3)

ラトビア ○ 91 (2.2) -7 (2.8) ▼ 0 (0.0) 1 (0.8) 0 (0.3) 1 (0.6)

リトアニア ○ 55 (3.6) -14 (5.1) ▼ 3 (1.4) 1 (0.0) 2 (1.4) 1 (0.0)

モロッコ ○ 77 (3.6) - - 4 (1.7) 4 (1.5) 3 (1.3) 3 (1.5)

オランダ ○ 49 (4.3) -12 (6.5) 0 (0.4) 0 (0.4) 1 (0.8) 0 (0.0)

ニュージーランド ● 8 (1.6) 5 (2.1)  ▲ 11 (1.8) 3 (1.1) 9 (1.7) 6 (1.4)

ノルウェー ● 14 (2.9) 4 (4.0) 1 (0.5) 0 (0.0) 3 (1.1) 1 (0.5)

カタール ○ 78 (0.2) ◊ ◊   4 (0.1) 5 (0.1) 6 (0.1) 3 (0.1)

ロシア ○ 78 (3.3) -11 (4.0) ▼ 3 (1.2) 1 (0.6) 2 (1.0) 2 (0.8)

スコットランド ● 9 (2.3) 0 (3.4)  3 (1.5) 1 (0.7) 5 (1.7) 4 (1.1)

シンガポール ○ 98 (0.9) 0 (1.7)  1 (0.7) 1 (0.7) 1 (0.6) 1 (0.7)

スロバキア ● 27 (3.5) ◊ ◊   3 (1.3) 1 (0.9) 2 (1.0) 1 (0.6)

スロベニア ● 94 (1.5) -1 (2.5)  0 (0.1) 0 (0.2) 0 (0.0) 0 (0.0)

スウェーデン ● 14 (2.6) ◊ ◊   4 (1.3) 2 (0.7) 7 (1.8) 3 (1.1)

チュニジア ○ 92 (2.2) -4 (2.7)  7 (1.6) 8 (1.7) 7 (1.9) 7 (1.9)

ウクライナ ○ 96 (1.7) ◊ ◊   0 (0.4) 0 (0.0) 1 (0.7) 1 (0.8)

アメリカ ● 31 (3.2) -1 (4.2)  7 (1.3) 3 (0.9) 12 (1.7) 6 (1.2)

イエメン ○ 68 (4.2) ◊ ◊  7 (2.6) 11 (3.2) 11 (3.1) 15 (3.8)

国際平均値   54 (0.5)    4 (0.3) 3 (0.2) 5 (0.3) 4 (0.2)

（注）１ カリキュラムに含まれるかどうかは，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

       ●はい，○いいえ 

   ２ 実際に指導された児童の割合は，教師質問紙の回答を児童の割合に換算した値を示す。 

       ▲ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。  
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表 2-55 数学の授業での電卓の利用 －中学校２年－ 

国／地域 

国で定めたカリ

キュラムに電卓

の利用に関する

方針・記述が含

まれている 

電卓は数学の授業で使うことが認

められていないと報告した教師に

指導された生徒の割合 

数学の授業で半分またはそれ以上の授業で電卓を使う 

（指導された生徒の割合（％）） 

指導された 

生徒の割合 

（％） 

2003 年の生徒の

割合との差 
答えの確かめ 機械的な計算 

複雑な問題の

解決 

数の概念の

探求 

アルジェリア ● 2 (1.2) ◊ ◊   56 (4.4) 44 (4.2) 47 (4.2) 32 (4.0)

アルメニア ● 11 (2.8) 3 (3.8)  37 (3.7) 50 (3.8) 36 (4.1) 35 (3.5)

オーストラリア ● 1 (0.7) -3 (2.3)  65 (3.8) 70 (3.6) 59 (3.6) 38 (3.0)

バーレーン ○ 75 (2.0) 7 (3.3) ▲ 7 (1.5) 5 (1.2) 8 (0.9) 3 (1.1)

ボスニア・ヘルツェゴビナ ○ 41 (4.4) ◊ ◊   18 (3.2) 19 (3.6) 15 (3.0) 9 (2.5)

ボツワナ ● 38 (4.6) 1 (6.4)  3 (1.6) 4 (1.7) 10 (2.7) 7 (2.1)

ブルガリア ○ 24 (3.1) -4 (5.2)  9 (2.3) 17 (3.1) 20 (3.6) 7 (2.0)

台湾 ● 34 (4.1) 0 (5.8)  0 (0.0) 1 (0.0) 1 (1.0) 2 (1.1)

ブルガリア ○ 17 (3.3) ◊ ◊   18 (3.8) 12 (3.0) 24 (4.6) 12 (2.8)

キプロス ○ 70 (2.4) 5 (3.7)  4 (1.1) 2 (0.9) 6 (1.3) 1 (0.6)

チェコ ● 5 (2.0) ◊ ◊   36 (4.0) 36 (4.2) 61 (4.1) 12 (2.6)

エジプト ● 2 (1.0) 2 (1.0)  30 (4.0) 31 (3.8) 33 (3.8) 19 (3.2)

エルサルバドル ○ 26 (4.3) ◊ ◊   31 (4.0) 23 (3.5) 32 (4.4) 22 (3.7)

イングランド ● 1 (0.8) 1 (0.8)  28 (3.4) 32 (3.6) 43 (3.7) 19 (2.9)

グルジア ○ 12 (3.5) ◊ ◊   10 (3.2) 14 (3.1) 7 (2.1) 6 (2.3)

ガーナ ● 79 (3.9) 18 (6.4) ▲ 3 (1.4) 5 (2.2) 5 (2.3) 4 (1.4)

香港 ● 1 (0.0) -1 (1.1)  59 (4.4) 72 (4.4) 63 (4.6) 26 (4.1)

ハンガリー ● 27 (3.4) 8 (4.6)  23 (3.1) 24 (3.2) 32 (3.7) 6 (1.7)

インドネシア ○ 22 (4.1) -6 (5.7)  11 (3.1) 10 (2.9) 21 (3.5) 9 (2.6)

イラン ○ 45 (4.1) -7 (5.8)  11 (2.2) 10 (2.4) 15 (3.0) 3 (1.2)

イスラエル ● 11 (2.5) 4 (3.3)  57 (3.7) 60 (3.7) 47 (3.5) 31 (3.6)

イタリア ○ 16 (2.1) 0 (3.6)  36 (2.9) 41 (3.0) 53 (3.1) 12 (2.0)

日本 ● 41 (3.9) 4 (5.6)  0 (0.0) 1 (0.5) 2 (1.1) 3 (1.3)

ヨルダン ● 21 (3.6) -35 (5.7) ▼ 19 (3.2) 12 (2.8) 27 (3.6) 13 (2.9)

韓国 ● 42 (3.5) 7 (4.8)  1 (0.2) 1 (0.6) 6 (1.3) 0 (0.0)

クウェート ○ 80 (4.2) ◊ ◊   4 (1.8) 7 (2.0) 7 (1.8) 6 (1.8)

レバノン ○ 6 (1.9) 1 (2.6)  53 (4.7) 34 (3.8) 36 (3.8) 39 (4.3)

リトアニア ● 3 (1.2) 1 (1.4)  61 (3.7) 63 (3.9) 69 (3.6) 23 (3.5)

マレーシア ● 0 (0.0) -46 (3.9) ▼ 68 (3.9) 49 (4.1) 59 (3.8) 40 (4.1)

マルタ ● 0 (0.0) ◊ ◊   78 (0.2) 83 (0.2) 77 (0.2) 38 (0.2)

ノルウェー ● 1 (0.8) 1 (0.8)  71 (2.9) 71 (3.1) 73 (2.9) 33 (3.6)

オマーン ● 5 (1.6) ◊ ◊   41 (4.4) 20 (3.5) 52 (4.4) 23 (3.9)

パレスチナ ● 4 (1.5) 3 (1.7)  25 (3.6) 19 (3.4) 41 (4.4) 17 (3.4)

カタール ● 52 (0.2) ◊ ◊   26 (0.1) 21 (0.2) 28 (0.2) 16 (0.1)

ルーマニア ● 48 (3.6) -3 (5.4)  8 (2.1) 7 (1.7) 3 (1.5) 3 (1.3)

ロシア ● 24 (3.3) 4 (4.1)  12 (2.8) 9 (2.5) 15 (2.2) 10 (2.8)

サウジアラビア ○ 66 (4.5) - -  10 (3.1) 9 (3.1) 9 (2.4) 6 (2.7)

スコットランド ● 2 (1.1) 0 (1.8)  11 (2.4) 21 (3.1) 37 (3.5) 8 (2.0)

セルビア ○ 53 (4.6) 17 (6.2) ▲ 8 (2.6) 10 (2.0) 8 (2.6) 3 (1.3)

シンガポール ● 0 (0.0) 0 (0.0)  63 (2.7) 65 (2.6) 67 (2.9) 33 (2.8)

スロベニア ● 8 (1.6) -32 (4.7) ▼ 11 (1.7) 12 (1.9) 24 (2.6) 10 (1.9)

スウェーデン ● 0 (0.3) 0 (0.5)  42 (3.0) 58 (3.5) 67 (2.9) 23 (2.6)

シリア ○ 65 (4.4) - -  9 (2.6) 9 (2.5) 7 (2.1) 7 (2.2)

タイ ○ 61 (4.2) ◊ ◊   7 (2.1) 4 (1.6) 11 (2.6) 5 (1.7)

チュニジア ● 32 (4.1) -12 (6.1)  3 (1.3) 0 (0.0) 6 (2.1) 7 (2.2)

トルコ ● 41 (3.9) ◊ ◊   6 (2.1) 3 (1.9) 5 (2.2) 2 (1.5)

ウクライナ ○ 15 (3.2) ◊ ◊   26 (3.9) 10 (2.2) 37 (3.8) 13 (2.4)

アメリカ ● 11 (1.9) 5 (2.4) ▲ 45 (2.7) 43 (2.6) 57 (2.8) 43 (2.9)

モロッコ ○ 5 (3.4) - -  28 (5.5) 24 (5.4) 37 (5.7) 23 (5.2)

国際平均値   25 (0.4)    26 (0.4) 25 (0.4) 31 (0.5) 16 (0.4)

（注）１ カリキュラムに含まれるかどうかは，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

       ●はい，○いいえ 

   ２ 実際に指導された生徒の割合は，教師質問紙の回答を生徒の割合に換算した値を示す。 

       ▲ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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 小学校４年についてみると，36か国のうちわが国を含む 17か国が国で定めたカリキュラムに電卓の

利用に関する方針・記述が含まれていると回答している。小学校４年の教師についてみると，算数の授

業で電卓を使うことを認めていないのは，わが国は 35％であり，国際平均値の 54％を下回っている。

電卓を利用した活動が算数の授業の半数以上で行われた割合は，わが国は，「答えの確かめ」0％，「機

械的な計算」0％，「複雑な問題の解決」4％，「数の概念の探求」2％であり，国際平均値は，それぞ

れ 4％，3％，5％，4％である。わが国は，ほとんどいずれも国際平均値を下回っている。2003 年と比

較すると，わが国は，算数の授業で電卓を使うことを認めていないことはほとんど変わっておらず，電

卓を利用した活動がほとんど行われていない状況は変わっていない。電卓は小学校４年の算数では国際

的にもあまり使われていない。 

中学校２年についてみると，49か国のうちわが国を含む 31か国が国で定めたカリキュラムに電卓の

利用に関する方針・記述が含まれていると回答している。中学校２年の数学教師についてみると，数学

の授業で電卓を使うことを認めていないのは，わが国は 41％であり，国際平均値の 25％を上回ってい

る。電卓を利用した活動が数学の授業の半数以上で行われた割合は，わが国は，「答えの確かめ」0％，

「機械的な計算」1％，「複雑な問題の解決」2％，「数の概念の探求」3％であり，国際平均値は，そ

れぞれ 26％，25％，31％，16％である。わが国は，国際的には，数学の授業で電卓を使っていない。

2003 年と比較すると，わが国は，数学の授業で電卓を使うことを認めていないことはほとんど変わっ

ておらず，電卓を利用した活動がほとんど行われていない状況は変わっていない。 

 

（4）算数・数学の授業でのコンピュータの利用 

算数・数学の授業でのコンピュータの利用について，各国の調査責任者，及び，教師に聞いた。調査

責任者については，国で定めたカリキュラムにコンピュータの利用に関する方針・記述が含まれている

とした回答を●で表した。教師については，「調査対象学級の児童・生徒が，算数・数学の授業で使え

るコンピュータはありますか」という形で聞いて「はい」と答えた回答教師に対応する児童・生徒の割

合で表した結果，及び，コンピュータを利用した活動についての小学校４年３小項目（「算数の概念や

原理を発見する」「技能や手順を練習する」「アイデアや情報について調べる」），中学校２年４小項

目（「数学の概念や原理を発見する」「技能や手順を練習する」「アイデアや情報について調べる」「デ

ータの処理や分析をする」）に「調査対象学級の算数・数学の指導で，次のことがらについて，あなた

はどのくらい児童・生徒にコンピュータを使わせていますか」という形で聞いて「いつも，または，ほ

とんどいつも使う」または「半分くらいの授業で使う」と答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合

で表した結果をまとめると，表 2-56，表 2-57 の通りである。 

 小学校４年についてみると，36か国のうちわが国を含む 16か国が国で定めたカリキュラムにコンピ

ュータの利用に関する方針・記述が含まれていると回答している。小学校４年の教師についてみると，

算数の授業で使えるコンピュータがあると回答した教師に指導された児童の割合は，わが国は 79％で

あり，国際平均値の 46％を上回っていて，36 か国中では高い方である。コンピュータを利用した活動

が算数の授業の半分以上で行われた割合は，わが国は，「算数の概念や原理を発見する」0％，「技能

や手順を練習する」1％，「アイデアや情報について調べる」0％であり，国際平均値は，それぞれ 3％，

6％，3％である。国際的にも使われている割合は低く，いずれかの項目で 10％を超えた国は，イング

ランド，オランダ，ニュージーランド，カタール，スコットランド，シンガポール，アメリカ，イエメ



 

－110－ 

ンの 8か国だけである。 

 中学校２年についてみると，49か国のうちわが国を含む 27か国が国で定めたカリキュラムにコンピ

ュータの利用に関する方針・記述が含まれていると回答している。中学校２年の数学教師についてみる

と，数学の授業で使えるコンピュータがあると回答した教師に指導された生徒の割合は，わが国は 69％

であり，国際平均値の 34％を上回っており，49 か国中では国際的には高い方である。コンピュータを

利用した活動が数学の授業の半分以上で行われた割合は，わが国は，「数学の概念や原理を発見する」

1％，「技能や手順を練習する」1％，「アイデアや情報について調べる」0％，「データの処理や分析

をする」0％であり，国際平均値は，それぞれ 2％，3％，3％，3％である。国際的にも使われている割

合は低く，いずれかの項目で 10％を超えた国はない。 

 

表 2-56 算数の授業でのコンピュータの利用 －小学校４年－ 

国／地域 

国で定めたカリ
キュラムにコン
ピュータの利用
に関する方針・
記述が含まれて

いる 

算数の授業で使えるコンピュータ
があると報告した教師に指導され

た児童の割合 

算数の授業で半分またはそれ以上の授業で
コンピュータと使う（指導された児童の割合

（％）） 
指導された 
児童の割合 
（％） 

2003 年の児童の割
合との差 

算数の概念や
原理を発見す

る 

技能や手順を
練習する 

アイデアや情
報について調

べる 
アルジェリア ● 20 (3.6) ◊ ◊   3 (1.7) 4 (1.8) 4 (1.9) 
アルメニア ● 66 (3.7) 53 (4.6) ▲ - - - - - - 
オーストラリア ● 78 (3.2) 2 (4.8)  3 (1.4) 8 (2.3) 4 (1.7) 
オーストリア ○ 69 (2.8) ◊ ◊   0 (0.4) 3 (1.1) 2 (0.8) 
台湾 ○ 41 (4.1) 25 (5.2) ▲ 2 (0.1) 2 (1.7) 2 (1.1) 
コロンビア ○ 18 (3.7) ◊ ◊  1 (0.9) 2 (1.0) 3 (1.4) 
チェコ ○ 59 (3.6) ◊ ◊  1 (0.9) 7 (2.5) 2 (0.9) 
デンマーク ● 95 (1.4) ◊ ◊  2 (1.3) 8 (2.3) 2 (1.3) 
ブルガリア ○ 16 (3.0) ◊ ◊  1 (1.0) 3 (1.3) 3 (1.5) 
イングランド ● 76 (3.4) -6 (4.8) 7 (2.0) 10 (2.4) 3 (1.7) 
グルジア ○ 20 (4.0) ◊ ◊   2 (1.6) 3 (1.6) 3 (1.7) 
ドイツ ○ 54 (3.5) ◊ ◊   0 (0.0) 3 (1.0) 0 (0.0) 
香港 ● 58 (3.9) 4 (5.9)  7 (2.4) 3 (1.6) 5 (1.9) 
ハンガリー ● 23 (3.5) 9 (4.8)  1 (0.4) 1 (0.4) 1 (0.4) 
イラン ○ 3 (1.2) 1 (1.6)  1 (0.5) 0 (0.0) 0 (0.3) 
イタリア ● 31 (2.7) 6 (4.1) 0 (0.0) 0 (0.0) 2 (0.8) 
日本 ● 79 (3.3) -5 (4.6)  0 (0.0) 1 (0.9) 0 (0.0) 
カザフスタン ○ 34 (4.5) ◊ ◊  1 (0.9) 6 (2.9) 6 (2.9) 
クウェート ● 23 (4.1) ◊ ◊  4 (1.9) 6 (2.3) 5 (2.0) 
ラトビア ○ 22 (2.8) 9 (4.7) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 
リトアニア ○ 39 (3.7) 26 (4.4) ▲ 0 (0.0) 1 (0.7) 2 (0.7) 
モロッコ ○ 14 (3.1) - -  2 (1.2) 2 (1.3) 3 (1.5) 
オランダ ○ 84 (2.9) 8 (4.5)  6 (1.9) 30 (4.1) 6 (2.2) 
ニュージーランド ● 77 (2.7) 7 (4.1)  4 (1.1) 10 (1.6) 3 (0.9) 
ノルウェー ● 69 (3.3) 10 (5.6)  1 (0.9) 3 (1.3) 1 (0.8) 
カタール ○ 42 (0.2) ◊ ◊  7 (0.1) 10 (0.1) 6 (0.1) 
ロシア ○ 14 (2.7) 10 (3.0) ▲ 0 (0.0) 2 (1.1) 2 (1.1) 
スコットランド ● 93 (2.4) 12 (4.5) ▲ 6 (1.9) 20 (3.7) 4 (1.6) 
シンガポール ● 81 (2.4) 1 (4.1) 7 (1.3) 13 (1.8) 4 (1.1) 
スロバキア ○ 47 (3.9) ◊ ◊  0 (0.3) 4 (1.4) 2 (0.8) 
スロベニア ● 39 (3.1) 15 (4.8) ▲ 0 (0.0) 2 (0.9) 1 (0.4) 
スウェーデン ● 67 (3.4) ◊ ◊   2 (1.1) 4 (1.4) 1 (0.5) 
チュニジア ○ 25 (3.5) 13 (4.5) ▲ 8 (2.1) 6 (1.8) 7 (1.9) 
ウクライナ ○ 6 (2.0) ◊ ◊   0 (0.4) 0 (0.4) 0 (0.4) 
アメリカ ○ 65 (2.6) 5 (3.5)  4 (0.9) 11 (1.5) 4 (1.0) 
イエメン ○ 24 (4.2) ◊ ◊  10 (3.2) 12 (3.5) 9 (3.2) 
国際平均値   46 (0.5)    3 (0.2) 6 (0.3) 3 (0.2) 

（注）１ カリキュラムに含まれるかどうかは，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

       ●はい，○いいえ 

   ２ 実際に指導された児童の割合は，教師質問紙の回答を児童の割合に換算した値を示す。 

       ▲ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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表 2-57 数学の授業でのコンピュータの利用 －中学校２年－ 

国／地域 

国で定めたカリ

キュラムにコン

ピュータの利用

に関する方針・

記述が含まれて

いる 

数学の授業で使えるコンピュータ

があると報告した教師に指導され

た生徒の割合 

数学の授業で半分またはそれ以上の授業でコンピュータと

使う（指導された生徒の割合（％）） 

指導された

生徒の割合

（％） 

2003 年の生徒の

割合との差 

数学の概念や

原理を発見す

る 

技能や手順を

練習する 

アイデアや情

報について調

べる 

データの処理

や分析をする

アルジェリア ● 29 (4.2) ◊ ◊   3 (1.5) 5 (2.1) 4 (1.8) 6 (2.1)

アルメニア ● 17 (3.2) -3 (4.6)  4 (1.0) 4 (1.1) 5 (1.2) 5 (1.1)

オーストラリア ● 51 (4.3) -4 (6.0)  0 (0.0) 2 (0.9) 1 (0.0) 0 (0.0)

バーレーン ○ 24 (2.8) -10 (4.5) ▼ 2 (1.0) 2 (1.0) 4 (0.6) 1 (0.4)

ボスニア・ヘルツェゴビナ ○ 19 (3.1) ◊ ◊   2 (0.9) 2 (0.9) 3 (1.5) 2 (1.3)

ボツワナ ● 13 (3.2) 7 (4.1) 1 (0.0) 1 (0.0) 1 (0.0) 1 (0.0)

ブルガリア ○ 46 (3.5) 38 (4.2) ▲ 1 (1.1) 1 (0.9) 6 (2.2) 3 (1.5)

台湾 ● 27 (3.4) -3 (4.7) 3 (1.2) 2 (1.2) 2 (1.2) 1 (1.0)

コロンビア ○ 16 (3.1) ◊ ◊  2 (0.7) 1 (0.6) 3 (2.3) 2 (0.9)

キプロス ○ 10 (1.9) 2 (2.7) 0 (0.0) 1 (0.3) 1 (0.0) 0 (0.0)

チェコ ○ 59 (4.5) ◊ ◊   1 (0.5) 4 (1.7) 1 (0.5) 1 (0.9)

エジプト ○ - - - -  - - - - - - - - 

エルサルバドル ○ 25 (3.8) ◊ ◊   0 (0.0) 2 (1.2) 3 (1.3) 1 (0.0)

イングランド ● 58 (4.0) -8 (7.7)  3 (1.4) 4 (1.7) 3 (1.6) 2 (1.1)

グルジア ○ 30 (4.2) ◊ ◊   1 (0.8) 2 (0.9) 2 (1.2) 3 (1.4)

ガーナ ○ 7 (2.1) -8 (4.1) ▼ 1 (0.0) 2 (1.2) 2 (1.2) 2 (1.4)

香港 ● 42 (4.9) 3 (6.5) 7 (2.5) 8 (2.7) 6 (2.4) 5 (1.9)

ハンガリー ● 39 (3.9) 12 (5.2) ▲ 0 (0.0) 1 (0.8) 1 (0.8) 2 (1.2)

インドネシア ○ 16 (3.4) 5 (4.2) 0 (0.0) 1 (0.6) 3 (1.7) 2 (1.7)

イラン ○ 5 (1.6) 3 (1.8) 0 (0.0) 1 (0.7) 1 (0.7) 0 (0.0)

イスラエル ● 41 (3.6) -6 (5.3)  7 (1.8) 8 (1.9) 4 (1.5) 7 (1.8)

イタリア ● 30 (3.2) -3 (4.9)  1 (0.8) 2 (1.0) 2 (1.1) 2 (1.0)

日本 ● 69 (3.9) -17 (5.0) ▼ 1 (0.7) 1 (0.8) 0 (0.0) 0 (0.0)

ヨルダン ● 24 (3.5) 14 (4.5) ▲ 2 (0.9) 4 (1.3) 5 (1.8) 4 (1.5)

韓国 ● 56 (3.5) -17 (4.9) ▼ 7 (2.0) 4 (1.5) 3 (1.1) 5 (1.5)

クウェート ○ 17 (3.6) ◊ ◊  3 (1.7) 5 (2.0) 5 (2.0) 4 (1.9)

レバノン ○ 28 (3.6) 4 (5.2) 8 (2.1) 5 (2.1) 7 (2.4) 6 (1.9)

リトアニア ● 73 (3.2) 3 (4.8) 2 (0.9) 3 (1.3) 4 (1.5) 5 (1.8)

マレーシア ● 44 (4.4) 39 (4.7) ▲ 5 (1.7) 6 (1.8) 6 (1.9) 4 (1.6)

マルタ ● 81 (0.2) ◊ ◊  7 (0.1) 8 (0.1) 3 (0.1) 1 (0.0)

ノルウェー ● 71 (3.3) 15 (5.3) ▲ 2 (0.7) 4 (1.5) 2 (1.1) 4 (1.2)

オマーン ● 34 (4.0) ◊ ◊   1 (0.1) 3 (1.5) 6 (2.2) 6 (2.1)

パレスチナ ● 31 (4.1) 2 (5.8)  2 (1.4) 2 (1.1) 4 (1.8) 3 (1.6)

カタール ● 22 (0.1) ◊ ◊   8 (0.1) 8 (0.1) 7 (0.1) 6 (0.1)

ルーマニア ○ 50 (3.9) 37 (4.7) ▲ 2 (0.9) 4 (1.5) 3 (0.9) 3 (0.9)

ロシア ● 40 (4.0) 28 (4.8) ▲ 2 (0.9) 3 (1.6) 3 (1.3) 1 (0.6)

サウジアラビア ○ 24 (3.7) - - 3 (1.5) 6 (2.7) 7 (2.7) 5 (2.5)

スコットランド ● 37 (3.6) -3 (6.0) 1 (0.9) 3 (1.1) 1 (0.4) 0 (0.0)

セルビア ● 17 (3.6) 9 (4.4) ▲ 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)

シンガポール ● 54 (2.5) -12 (3.7) ▼ 3 (0.8) 7 (1.4) 4 (1.0) 4 (0.9)

スロベニア ● 52 (2.6) 15 (4.9) ▲ 1 (1.0) 1 (1.0) 0 (0.3) 3 (1.1)

スウェーデン ● 40 (3.2) -5 (4.9)  1 (0.3) 1 (0.3) 1 (0.4) 1 (0.4)

シリア ○ 18 (3.4) - -  4 (1.8) 3 (1.5) 5 (1.9) 3 (1.6)

タイ ○ 20 (3.5) ◊ ◊   3 (1.3) 3 (1.3) 3 (1.4) 3 (1.5)

チュニジア ○ 11 (2.1) -12 (4.0) ▼ 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 2 (1.2)

トルコ ● 30 (4.1) ◊ ◊   4 (1.5) 7 (2.3) 6 (2.0) 5 (1.6)

ウクライナ ○ 14 (3.0) ◊ ◊   1 (0.6) 1 (0.7) 1 (0.6) 1 (0.6)

アメリカ ○ 42 (2.6) -3 (3.9)  2 (0.8) 6 (1.1) 1 (0.5) 2 (0.7)

モロッコ ○ 33 (8.8) - -  3 (1.6) 2 (1.2) 3 (1.9) 1 (0.0)

国際平均値   34 (0.5)    2 (0.2) 3 (0.2) 3 (0.2) 3 (0.2)

（注）１ カリキュラムに含まれるかどうかは，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

       ●はい，○いいえ 

   ２ 実際に指導された生徒の割合は，教師質問紙の回答を生徒の割合に換算した値を示す。 

       ▲ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が 2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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（5）算数・数学の宿題 

算数・数学の宿題について，各国の調査責任者，及び，教師に聞いた。調査責任者については，算数・

数学の宿題を出す方針が国にはあるとした回答を●で表した。教師については，宿題の頻度と時間につ

いて，「あなたは普通，調査対象学級の児童・生徒に，算数・数学の宿題をどのくらい出しますか」，

「あなたは普通，調査対象学級の児童・生徒に，およそ何分くらいかかる算数・数学の宿題を出します

か」という形で聞いた結果をもとに，半分以上の授業でしかも 30分よりも多い場合を「高いレベル」，

半分以下の授業でしかも 30 分よりも少ない場合を「低いレベル」とし，その他の回答を組合せて「中

間レベル」として，算数・数学の宿題の指標とした。そして，それぞれの指標への回答教師に対応する

児童・生徒の割合を表した結果をまとめると，表 2-58，表 2-59 の通りである。 

 

表 2-58 算数の宿題 －小学校４年－ 

国／地域 

 

算数の

宿題を

出すこ

とにし

ている 

高いレベル 中間レベル 低いレベル 

指導された 

児童の割合 

（％） 

平均得点 

2003年の児

童の割合と

の差 

指導された

児童の割合

（％） 

平均得点

2003年の児

童の割合と

の差 

指導された 

児童の割合 

（％） 

平均得点 
2003年の児童

の割合との差

アルメニア ○ 41 (4.3) 504 (8.6) -6 (6.1) 49 (3.9) 496 (4.3) -3 (5.9) 11 (2.4) 507 (8.1) 8 (2.8) ▲

アルジェリア ● 40 (5.0) 378 (12.3) ◊ ◊  43 (4.7) 381 (7.3) ◊ ◊  17 (3.4) 369 (12.4) ◊ ◊  

イタリア ○ 35 (3.0) 501 (5.1) 3 (4.6) 35 (2.8) 508 (5.3) 2 (4.7) 29 (2.9) 512 (3.4) -5 (4.6)

シンガポール ○ 32 (2.8) 590 (6.6) -3 (5.1) 47 (2.9) 610 (5.3) -3 (4.8) 21 (2.5) 590 (8.3) 5 (3.7)

カザフスタン ○ 28 (3.9) 559 (9.9) ◊ ◊  70 (4.0) 545 (8.4) ◊ ◊  2 (1.0) ~ ~ ◊ ◊  

グルジア ● 28 (4.1) 437 (9.5) ◊ ◊  67 (4.4) 441 (4.9) ◊ ◊  5 (2.1) 424 (24.1) ◊ ◊  

香港 ○ 26 (3.6) 610 (7.2) -7 (5.9) 63 (4.1) 611 (4.2) 0 (6.3) 11 (2.9) 576 (9.1) 7 (3.4) ▲

ロシア ○ 24 (3.8) 545 (7.2) -1 (5.0) 72 (4.0) 542 (6.3) -1 (5.3) 4 (1.2) 573 (30.2) 2 (1.5)

ブルガリア ○ 23 (2.9) 398 (8.5) -9 (5.8) 36 (3.8) 411 (5.8) 3 (6.0) 41 (3.8) 397 (7.4) 6 (6.0)

コロンビア ○ 22 (3.6) 370 (8.5) ◊ ◊  68 (4.2) 350 (6.9) ◊ ◊  10 (3.2) 360 (27.3) ◊ ◊  

モロッコ ● 19 (3.9) 339 (12.8) - - 44 (4.3) 353 (6.9) - - 36 (3.9) 331 (10.3) - - 

台湾 ○ 18 (3.2) 582 (5.5) 7 (4.2) 64 (3.7) 574 (2.2) 12 (5.6) ▲ 18 (2.8) 571 (3.3) -19 (4.8) ▼

ドイツ ● 14 (2.0) 529 (4.4) ◊ ◊  79 (2.4) 526 (2.5) ◊ ◊  7 (1.6) 507 (16.0) ◊ ◊  

ウクライナ ● 14 (2.9) 468 (9.9) ◊ ◊  83 (3.2) 468 (3.8) ◊ ◊  4 (1.5) 497 (5.8) ◊ ◊  

ノルウェー ○ 13 (2.5) 476 (5.9) 6 (3.2) 45 (3.5) 473 (4.4) -1 (5.8) 42 (3.5) 472 (4.0) -5 (5.7)

イエメン ● 12 (3.2) 215 (12.1) ◊ ◊  65 (4.1) 227 (8.4) ◊ ◊  22 (3.6) 220 (9.8) ◊ ◊  

オーストリア ● 11 (1.8) 494 (5.6) ◊ ◊  73 (2.7) 508 (2.5) ◊ ◊  16 (2.4) 505 (4.3) ◊ ◊  

エルサルバドル ○ 11 (2.9) 334 (12.4) ◊ ◊  67 (4.1) 329 (5.7) ◊ ◊  22 (3.6) 329 (7.5) ◊ ◊  

チュニジア ○ 11 (2.3) 308 (15.6) -3 (4.0) 35 (4.0) 328 (7.8) 2 (5.5) 54 (4.4) 327 (6.6) 1 (6.1)

日本 ○ 9 (2.2) 574 (7.2) 5 (2.6) ▲ 52 (3.8) 569 (2.7) 12 (5.8) ▲ 39 (3.9) 566 (3.6) -18 (5.9) ▼

アメリカ ○ 7 (1.4) 525 (10.8) -1 (1.9) 68 (2.5) 531 (3.3) 0 (3.7) 25 (2.2) 525 (4.3) 0 (3.5)

デンマーク ○ 5 (1.6) 527 (8.4) ◊ ◊  61 (4.6) 526 (3.3) ◊ ◊  35 (4.4) 521 (4.0) ◊ ◊  

オーストラリア ○ 5 (2.2) 535 (15.5) 1 (2.5) 18 (3.1) 519 (10.3) -9 (5.1) 78 (2.6) 516 (4.5) 8 (4.9)

カタール ● 4 (0.0) 312 (4.8) ◊ ◊  29 (0.2) 301 (3.0) ◊ ◊  67 (0.1) 293 (1.4) ◊ ◊  

スロベニア ○ 3 (1.1) 489 (17.3) 0 (2.0) 87 (2.2) 502 (1.9) 1 (3.3) 10 (1.9) 499 (7.0) 0 (2.9)

スウェーデン ○ 3 (0.9) 515 (12.1) ◊ ◊  20 (3.3) 503 (5.9) ◊ ◊  77 (3.4) 503 (2.8) ◊ ◊  

イングランド ○ 3 (1.2) 591 (20.2) -2 (2.8) 18 (3.2) 546 (8.9) 5 (4.5) 80 (3.2) 538 (2.9) -3 (5.1)

リトアニア ● 3 (1.2) 520 (12.7) 0 (1.6) 79 (3.0) 533 (2.6) 5 (3.9) 19 (2.8) 520 (6.3) -6 (3.7)

スコットランド ○ 1 (0.9) ~ ~ 1 (1.1) 11 (2.7) 507 (10.9) -8 (5.1) 87 (2.8) 493 (2.8) 8 (5.2)

チェコ ○ 1 (0.7) ~ ~ ◊ ◊  17 (3.0) 489 (4.5) ◊ ◊  82 (3.0) 486 (3.2) ◊ ◊  

ニュージーランド ○ 1 (0.6) ~ ~ 0 (0.7) 15 (2.0) 482 (5.7) 4 (3.1) 84 (2.1) 494 (2.6) -4 (3.3)

ハンガリー ○ 1 (0.6) ~ ~ -7 (2.4) ▼ 93 (1.6) 510 (3.6) 5 (3.2) 6 (1.5) 508 (26.2) 2 (2.3)

ラトビア ○ 1 (0.4) ~ ~ -6 (2.2) ▼ 91 (2.1) 539 (2.3) 3 (3.9) 9 (2.1) 531 (4.5) 3 (3.1)

オランダ ○ 1 (0.4) ~ ~ 1 (0.4) 3 (0.5) 511 (19.1) 0 (1.5) 97 (0.8) 535 (2.5) -1 (1.6)

クウェート - 0 (0.0) ~ ~ ◊ ◊  18 (3.5) 308 (12.4) ◊ ◊  82 (3.5) 319 (4.4) ◊ ◊  

スロバキア ● 0 (0.0) ~ ~ ◊ ◊  68 (3.3) 498 (4.1) ◊ ◊  32 (3.3) 492 (10.0) ◊ ◊  

国際平均値   13 (0.4) 472 (2.0)    51 (0.6) 474 (1.1)   36 (0.5) 469 (1.9)   

（注）１ カリキュラムに含まれるかどうかは，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

       ●はい，○いいえ 

   ２ 実際に指導された児童の割合は，教師質問紙の回答を児童の割合に換算した値を示す。 

       ▲ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 

   ４ 「～」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。 

   ５ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ６ 「◊」は参加していなかったことを示す。  
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表 2-59 数学の宿題 －中学校２年－ 

国／地域 

数学の

宿題を

出すこ

とにし

ている 

高いレベル 中間レベル 低いレベル 

指導された 

生徒の割合 

（％） 

平均得点 

2003年の生

徒の割合と

の差 

指導された

生徒の割合

（％） 

平均得点
2003年の生徒

の割合との差

指導された 

生徒の割合 

（％） 

平均得点 
2003年の生徒

の割合との差

ルーマニア ○ 70 (4.2) 472 (4.9) -8 (5.4) 28 (4.2) 440 (9.2) 8 (5.4) 1 (0.8) ~ ~ 0 (1.0)

イタリア ○ 70 (3.3) 481 (3.2) -2 (4.8) 29 (3.1) 480 (5.3) 4 (4.4) 1 (0.7) ~ ~ -2 (1.7)

グルジア ● 63 (4.4) 413 (7.8) ◊ ◊  35 (4.4) 406 (7.9) ◊ ◊  2 (1.3) ~ ~ ◊ ◊  

イラン ○ 59 (3.8) 406 (5.0) -3 (5.8) 27 (3.6) 395 (8.2) 1 (5.4) 13 (2.9) 412 (11.9) 2 (4.0)

イスラエル ● 53 (3.3) 489 (5.4) 3 (5.0) 40 (3.3) 454 (8.5) -3 (5.3) 7 (1.4) 404 (21.7) 1 (2.2)

コロンビア ● 48 (4.9) 382 (5.1) ◊ ◊  37 (5.2) 383 (7.3) ◊ ◊  16 (3.2) 366 (11.0) ◊ ◊  

シリア ● 47 (4.1) 396 (5.5) - - 30 (3.9) 392 (7.8) - - 22 (3.8) 397 (8.0) - - 

アルメニア ○ 46 (4.4) 503 (4.7) -18 (6.4) ▼ 43 (3.7) 494 (5.6) 13 (6.0) ▲ 10 (2.5) 498 (12.7) 6 (3.3)

ブルガリア ○ 46 (2.9) 516 (6.5) -10 (4.5) ▼ 54 (2.9) 509 (4.3) 11 (4.5) ▲ 0 (0.0) ~ ~ -1 (0.5)

レバノン ● 45 (4.4) 440 (6.0) -4 (6.3) 45 (4.2) 456 (6.8) 1 (6.1) 10 (2.4) 438 (14.5) 3 (3.0)

タイ ○ 43 (4.3) 448 (7.8) ◊ ◊  48 (4.2) 436 (9.0) ◊ ◊  9 (2.2) 438 (14.1) ◊ ◊  

シンガポール ○ 43 (2.8) 612 (5.7) -17 (3.7) ▼ 39 (2.7) 595 (6.5) 6 (3.7) 18 (2.3) 542 (12.8) 11 (2.6) ▲

ウクライナ ● 43 (3.2) 466 (5.9) ◊ ◊  56 (3.3) 459 (5.6) ◊ ◊  1 (0.7) ~ ~ ◊ ◊  

インドネシア ○ 41 (4.9) 403 (9.2) -4 (6.3) 50 (4.9) 409 (7.9) 5 (6.6) 9 (2.5) 386 (13.7) -1 (3.6)

台湾 ○ 38 (4.2) 613 (8.0) 9 (5.7) 37 (4.6) 608 (5.0) -1 (6.1) 25 (3.5) 562 (7.4) -8 (5.3)

ガーナ ● 36 (4.3) 309 (9.2) -11 (6.7) 42 (4.3) 309 (7.8) 5 (6.6) 21 (3.4) 312 (7.6) 6 (4.5)

トルコ ● 35 (4.1) 432 (9.6) ◊ ◊  37 (4.2) 427 (8.8) ◊ ◊  28 (3.3) 433 (10.5) ◊ ◊  

ノルウェー ○ 34 (3.9) 467 (3.5) 9 (5.2) 48 (3.6) 474 (3.0) 2 (5.6) 18 (3.1) 465 (5.0) -11 (5.3) ▼

マレーシア ○ 34 (4.0) 478 (8.6) -26 (6.0) ▼ 54 (4.2) 475 (6.7) 20 (5.9) ▲ 11 (2.3) 458 (15.7) 6 (3.0) ▲

チュニジア ● 34 (4.1) 418 (3.3) 22 (4.8) ▲ 60 (4.2) 424 (3.3) -24 (5.2) ▼ 6 (2.0) 421 (10.7) 3 (2.6)

ボツワナ ○ 33 (3.8) 370 (4.5) -11 (5.9) 57 (4.1) 361 (3.6) 9 (6.1) 10 (2.6) 352 (8.0) 2 (3.6)

セルビア ● 33 (3.8) 484 (6.9) -1 (5.6) 40 (4.3) 488 (4.7) -5 (6.1) 27 (3.9) 484 (7.0) 6 (5.3)

香港 ○ 31 (4.5) 586 (10.9) 6 (5.9) 52 (4.6) 582 (9.0) 2 (6.5) 17 (3.5) 532 (16.1) -8 (5.3)

アルジェリア ● 31 (4.0) 389 (3.3) ◊ ◊  55 (4.4) 385 (3.0) ◊ ◊  14 (2.7) 388 (4.1) ◊ ◊  

ブルガリア ○ 28 (3.3) 499 (8.9) -25 (5.3) ▼ 66 (3.7) 451 (6.5) 28 (5.6) ▲ 6 (1.8) 452 (10.6) -3 (3.1)

エルサルバドル ○ 26 (4.1) 335 (7.4) ◊ ◊  50 (4.1) 345 (3.9) ◊ ◊  24 (3.9) 333 (6.6) ◊ ◊  

キプロス ○ 23 (2.7) 472 (3.9) -12 (4.1) ▼ 77 (2.7) 462 (2.0) 12 (4.1) ▲ 1 (0.0) ~ ~ 1 (0.0)

マルタ ● 20 (0.2) 510 (2.2) ◊ ◊  73 (0.2) 488 (1.3) ◊ ◊  6 (0.2) 407 (3.6) ◊ ◊  

アメリカ ○ 20 (2.1) 533 (6.0) -7 (3.2) ▼ 67 (2.6) 507 (3.9) 5 (3.9) 14 (2.2) 475 (5.8) 2 (3.2)

ボスニア・ヘルツェゴビナ ○ 19 (3.1) 449 (8.0) ◊ ◊  56 (4.0) 463 (3.7) ◊ ◊  25 (3.4) 444 (5.3) ◊ ◊  

イングランド ○ 18 (3.1) 552 (11.7) -6 (6.8) 23 (3.3) 520 (11.0) 2 (5.5) 59 (4.2) 499 (6.5) 3 (7.2)

韓国 ● 17 (2.8) 609 (7.7) 8 (3.5) ▲ 28 (2.8) 591 (5.8) -3 (4.6) 56 (3.3) 597 (4.0) -4 (4.9)

エジプト ○ 16 (2.8) 391 (8.5) -7 (4.3) 52 (4.4) 390 (5.3) -6 (5.8) 32 (4.1) 395 (6.9) 12 (5.3) ▲

ヨルダン ○ 14 (2.7) 426 (12.0) -16 (4.6) ▼ 58 (4.2) 431 (5.8) 2 (6.1) 28 (3.9) 415 (9.0) 14 (4.8) ▲

スウェーデン ○ 11 (1.8) 492 (8.1) -6 (3.4) 26 (2.8) 499 (3.9) 2 (4.2) 63 (3.1) 488 (2.5) 4 (4.8)

パレスチナ ○ 10 (2.7) 356 (12.7) -21 (4.8) ▼ 63 (4.0) 375 (4.8) 5 (5.8) 28 (3.6) 351 (6.5) 16 (4.4) ▲

リトアニア ● 8 (2.1) 499 (6.3) -5 (3.4) 86 (2.7) 508 (2.6) 10 (4.5) ▲ 6 (1.8) 481 (6.5) -4 (3.2)

日本 ○ 8 (2.0) 564 (7.7) 1 (3.0) 33 (3.8) 575 (4.7) 4 (5.3) 59 (3.8) 568 (3.9) -5 (5.4)

ハンガリー ○ 8 (2.1) 526 (13.6) 0 (2.9) 87 (2.5) 517 (3.9) -3 (3.4) 5 (1.5) 481 (19.9) 3 (1.8)

スコットランド ○ 7 (1.8) 534 (15.2) 4 (2.5) 38 (3.5) 511 (6.3) -7 (5.8) 55 (3.6) 465 (5.5) 3 (5.8)

スロベニア ○ 6 (1.3) 506 (8.5) -7 (3.2) ▼ 89 (1.9) 503 (2.4) 4 (3.6) 6 (1.4) 478 (10.8) 3 (1.7)

オマーン ● 6 (2.1) 382 (11.7) ◊ ◊  67 (3.7) 377 (4.4) ◊ ◊  27 (3.3) 360 (6.3) ◊ ◊  

カタール ● 5 (0.1) 290 (4.3) ◊ ◊  57 (0.2) 318 (1.7) ◊ ◊  38 (0.2) 296 (2.4) ◊ ◊  

オーストラリア ○ 5 (2.0) 497 (30.8) -5 (3.6) 46 (4.0) 520 (5.4) -10 (5.8) 49 (4.0) 477 (5.9) 16 (5.5) ▲

バーレーン ○ 5 (1.5) 373 (5.4) -10 (2.9) ▼ 49 (2.7) 402 (2.5) -23 (4.5) ▼ 47 (2.9) 391 (3.4) 33 (4.2) ▲

チェコ ○ 4 (1.5) 578 (27.3) ◊ ◊  19 (3.2) 504 (7.8) ◊ ◊  77 (3.3) 500 (3.0) ◊ ◊  

サウジアラビア ● 3 (1.4) 321 (14.2) - - 50 (3.9) 334 (4.0) - - 48 (3.8) 323 (4.4) - - 

クウェート - 2 (1.4) ~ ~ ◊ ◊  16 (3.4) 360 (8.5) ◊ ◊  81 (3.7) 356 (2.9) ◊ ◊  

モロッコ ● 24 (6.2) 394 (12.2) - - 59 (6.8) 387 (6.5) - - 17 (4.1) 374 (9.9) - - 

国際平均値   28 (0.5) 460 (1.4)   49 (0.5) 453 (0.9)   24 (0.4) 435 (1.5)   

（注）１ カリキュラムに含まれるかどうかは，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

       ●はい，○いいえ 

   ２ 実際に指導された生徒の割合は，教師質問紙の回答を生徒の割合に換算した値を示す。 

       ▲ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に高い 

        ▼ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 

   ４ 「～」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。 

   ５ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ６ 「◊」は参加していなかったことを示す。 

 

 小学校４年についてみると，35か国のうちわが国を含む 25か国が国には宿題を出す方針はないと回

答している。小学校４年の教師についてみると，わが国は「算数の宿題」についての高いレベルの割合

が 9％で，国際平均値の 13％よりも 4 ポイント下回っている。一方，低いレベルの割合は，わが国は

39％で，国際平均値の 36％を 3ポイント上回っており，36か国中では平均的である。2003 年と比較す
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ると，わが国の高いレベルの割合が５ポイント，中間レベルの割合が 12 ポイント高くなり，一方，低

いレベルの割合が 18ポイント低くなっており，宿題を出すように変わってきている。 

中学校２年についてみると，48か国のうちわが国を含む 30か国が国には宿題を出す方針はないと回

答している。中学校２年の数学教師についてみると，わが国は「数学の宿題」についての高いレベルの

割合が 8％で，国際平均値の 28％よりも 20ポイント下回っており，49か国中では低い方である。一方，

低いレベルの割合は，わが国は 59％で，国際平均値の 24％を 35 ポイント上回っており，49 か国中で

は高い方である。2003 年と比較すると，わが国はどのレベルもほとんど変わっておらず，依然として

国際的には宿題を出さない状況にある。 

 

（6）数学の試験の出題形式 

中学校２年の数学教師に，数学の試験の出題形式について，「あなたは普通，調査対象学級の生徒に，

どのような数学のテストを出しますか」という形で聞いた結果について，回答教師に対応する生徒の割

合で表した結果をまとめると，表 2-60 の通りである。 

中学校２年の数学教師についてみると，わが国は，「自由記述式だけまたはほとんど自由記述式」83％，

「自由記述式と選択肢式とがおよそ半々」13％，「選択肢式だけまたはほとんど選択肢式」4％であり，

国際平均値は，それぞれ 44％，41％，15％であり，わが国は国際平均値からすると，選択肢式よりも

自由記述式を多く使っている。2003 年と比較すると，わが国は数学の試験の出題形式はほとんど変わ

っていない。 
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表 2-60 数学の試験の出題形式 －中学校２年－ 

国／地域 

自由記述式だけまたはほとんど 
自由記述式 

自由記述式と選択肢式とがおよそ半々 選択肢式だけまたはほとんど選択肢式

指導された 
生徒の割合 
（％） 

平均得点 
2003年の生
徒の割合と

の差 

指導された
生徒の割合
（％） 

平均得点
2003年の生徒
の割合との差

指導された 
生徒の割合 
（％） 

平均得点 
2003年の生徒
の割合との差

アルジェリア 16 (2.8) 394 (5.5) ◊ ◊  51 (4.2) 388 (3.0) ◊ ◊  33 (4.2) 383 (3.0) ◊ ◊  

アルメニア 3 (1.3) 493 (10.2) -73 (4.0) ▼ 30 (4.0) 500 (7.4) 12 (5.2) ▲ 68 (4.0) 499 (3.8) 61 (4.7) ▲

オーストラリア 61 (3.9) 498 (5.0) -8 (5.5) 30 (3.4) 501 (8.0) 8 (4.3) 9 (2.3) 489 (20.0) 0 (3.8)

バーレーン 42 (2.7) 405 (2.6) 1 (4.0) 50 (2.9) 390 (3.0) -2 (4.3) 8 (1.6) 386 (5.8) 1 (2.5)

ボスニア・ヘルツェゴビナ 17 (2.8) 463 (6.0) ◊ ◊  26 (3.2) 445 (5.8) ◊ ◊  57 (3.9) 461 (3.7) ◊ ◊  

ボツワナ 27 (4.7) 370 (5.7) 5 (6.3) 48 (4.6) 360 (3.8) 0 (6.4) 24 (3.8) 362 (5.8) -5 (5.3)

ブルガリア 44 (3.9) 467 (6.1) -8 (6.2) 39 (3.7) 458 (10.6) 12 (5.2) ▲ 17 (3.0) 470 (15.8) -4 (5.0)

ブルガリア 22 (3.5) 607 (10.4) -3 (5.0) 72 (4.0) 598 (4.9) 2 (5.4) 6 (1.9) 568 (13.3) 1 (2.7)

コロンビア 29 (4.3) 385 (7.8) ◊ ◊  52 (5.2) 379 (5.6) ◊ ◊  19 (3.7) 375 (12.1) ◊ ◊  

キプロス 39 (2.9) 470 (3.3) 1 (3.8) 30 (2.8) 461 (3.4) 7 (3.7) 31 (2.4) 462 (2.8) -8 (3.1) ▼

チェコ 78 (2.9) 507 (2.9) ◊ ◊  10 (2.4) 486 (8.3) ◊ ◊  12 (2.5) 499 (6.6) ◊ ◊  

エジプト 7 (2.3) 389 (14.4) - - 79 (3.8) 389 (4.3) - - 15 (3.3) 402 (10.7) - - 

エルサルバドル 18 (3.4) 343 (6.8) ◊ ◊  65 (4.1) 336 (3.8) ◊ ◊  17 (3.3) 350 (4.9) ◊ ◊  

イングランド 94 (1.8) 515 (4.9) -3 (2.7) 5 (1.7) 507 (27.5) 3 (2.6) 1 (0.6) ~ ~ 1 (0.6)

グルジア 11 (2.9) 439 (8.1) ◊ ◊  60 (5.4) 416 (7.7) ◊ ◊  29 (4.9) 389 (13.2) ◊ ◊  

ガーナ 30 (3.8) 311 (8.5) 6 (5.4) 66 (4.1) 307 (5.7) -9 (5.7) 4 (1.7) 344 (68.6) 3 (1.8)

香港 65 (4.1) 570 (8.1) -7 (5.4) 34 (4.1) 580 (10.5) 7 (5.4) 0 (0.0) ~ ~ 0 (0.8)

ハンガリー 84 (2.3) 518 (3.9) -2 (3.4) 15 (2.4) 509 (11.5) 3 (3.6) 1 (0.6) ~ ~ -1 (1.1)

インドネシア 65 (4.5) 399 (6.7) 13 (6.2) ▲ 27 (3.8) 424 (9.5) -13 (5.9) ▼ 8 (2.8) 405 (23.9) 0 (3.4)

イラン 45 (4.1) 400 (5.5) -2 (6.7) 49 (3.8) 404 (6.0) 3 (6.2) 6 (2.0) 392 (20.7) -1 (3.3)

イスラエル 76 (2.9) 476 (5.7) 18 (4.6) ▲ 19 (2.6) 440 (10.1) -15 (4.5) ▼ 5 (1.6) 451 (25.4) -3 (2.7)

イタリア 40 (3.1) 481 (3.4) -8 (5.2) 45 (3.4) 475 (5.2) 2 (5.4) 15 (2.6) 498 (5.4) 5 (3.2)

日本 83 (3.0) 570 (2.7) -6 (3.7) 13 (2.7) 563 (8.7) 4 (3.5) 4 (1.2) 614 (26.2) 2 (1.5)

ヨルダン 21 (3.4) 420 (9.6) -17 (5.6) ▼ 75 (3.6) 431 (5.4) 16 (6.0) ▲ 5 (1.7) 403 (19.0) 1 (2.4)

韓国 16 (2.6) 601 (8.5) -12 (4.2) ▼ 35 (2.7) 596 (5.5) 1 (4.8) 49 (3.1) 598 (3.7) 12 (4.7) ▲

クウェート 6 (2.0) 352 (15.2) ◊ ◊  79 (3.9) 356 (2.8) ◊ ◊  15 (3.5) 352 (10.3) ◊ ◊  

レバノン 31 (4.3) 457 (9.4) 6 (6.0) 41 (5.1) 448 (6.8) -4 (6.9) 28 (4.5) 438 (9.8) -2 (6.3)

リトアニア 96 (1.5) 505 (2.4) 11 (3.4) ▲ 4 (1.5) 522 (9.2) -11 (3.4) ▼ 0 (0.0) ~ ~ 0 (0.0)

マレーシア 13 (2.9) 478 (16.4) 5 (3.7) 83 (3.1) 473 (5.0) -6 (4.2) 4 (1.6) 477 (33.3) 1 (2.2)

マルタ 77 (0.2) 489 (1.3) ◊ ◊  10 (0.1) 471 (2.4) ◊ ◊  13 (0.2) 496 (2.6) ◊ ◊  

ノルウェー 80 (2.9) 469 (2.4) 9 (4.8) 17 (2.6) 470 (4.0) -8 (4.7) 3 (1.2) 472 (4.8) -1 (2.2)

オマーン 8 (2.2) 364 (13.9) ◊ ◊  81 (3.2) 375 (3.8) ◊ ◊  11 (2.3) 359 (13.2) ◊ ◊  

パレスチナ 14 (3.0) 350 (13.6) -10 (4.5) ▼ 72 (3.9) 373 (3.4) 3 (5.5) 14 (2.6) 361 (10.9) 7 (3.3) ▲

カタール 14 (0.1) 302 (2.7) ◊ ◊  78 (0.1) 312 (1.6) ◊ ◊  8 (0.1) 286 (4.0) ◊ ◊  

ルーマニア 37 (3.5) 466 (6.4) 2 (5.3) 46 (3.9) 451 (6.2) 0 (5.6) 17 (2.8) 485 (10.4) -2 (4.0)

ロシア 61 (3.6) 516 (4.5) -17 (6.3) ▼ 34 (3.0) 510 (6.8) 13 (6.0) ▲ 4 (2.0) 479 (13.4) 4 (2.1)

サウジアラビア 4 (1.4) 295 (17.0) - - 76 (3.7) 330 (3.6) - - 20 (3.6) 327 (7.3) - - 

スコットランド 100 (0.1) 488 (3.9) 1 (1.1) 0 (0.1) ~ ~ -1 (1.1) 0 (0.0) ~ ~ 0 (0.0)

セルビア 60 (4.2) 493 (4.7) -28 (5.1) ▼ 29 (4.0) 476 (6.5) 18 (4.9) ▲ 11 (2.3) 477 (6.9) 9 (2.5) ▲

シンガポール 83 (1.7) 594 (4.4) -3 (2.6) 3 (0.8) 587 (18.1) -1 (1.4) 14 (1.6) 585 (11.5) 4 (2.2)

スロベニア 81 (2.5) 502 (2.4) -6 (3.4) 17 (2.3) 501 (5.3) 5 (3.4) 1 (0.8) ~ ~ 1 (0.8)

スウェーデン 86 (2.1) 492 (2.5) 2 (3.5) 8 (1.8) 475 (6.6) -3 (3.1) 6 (1.3) 511 (7.4) 1 (2.1)

シリア 12 (2.5) 418 (9.5) - - 68 (4.0) 390 (4.5) - - 20 (3.6) 397 (9.2) - - 

タイ 39 (4.0) 448 (7.6) ◊ ◊  49 (3.9) 438 (8.8) ◊ ◊  12 (2.8) 436 (16.4) ◊ ◊  

チュニジア 18 (3.3) 416 (4.2) 10 (4.4) ▲ 44 (4.0) 428 (4.8) 24 (5.9) ▲ 38 (3.8) 417 (3.8) -34 (5.9) ▼

トルコ 58 (4.3) 428 (6.4) ◊ ◊  27 (3.6) 439 (9.3) ◊ ◊  15 (2.9) 433 (15.1) ◊ ◊  

ウクライナ 62 (4.3) 464 (4.5) ◊ ◊  38 (4.3) 458 (6.8) ◊ ◊  0 (0.0) ~ ~ ◊ ◊  

アメリカ 50 (2.5) 521 (4.5) -5 (4.2) 34 (2.6) 497 (4.7) 2 (4.0) 16 (2.0) 495 (8.2) 2 (2.8)

モロッコ 25 (4.1) 381 (8.0) - - 39 (7.2) 384 (8.8) - - 36 (7.7) 389 (9.8) - - 

国際平均値 44 (0.4) 453 (1.1)   41 (0.5) 448 (1.2)   15 (0.4) 440 (2.6)   

(注）１ 2007年と2003年の差の検定結果は次の通りである。 

        ▲ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に高い 

         ▼ 2007年の方が2003年よりも統計的に有意に低い 

   ２ （ ）内は標準誤差（SE）を示す 

   ３ 「～」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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第３章 カリキュラムと学校環境 
 

 

3.1 カリキュラム 

3.1.1 算数・数学の授業時間数 

算数・数学の授業時間数について，国で定めたカリキュラムに記載された算数・数学の意図した授業

時間数とその総授業時間数に対する割合と学校で実際に実施された算数・数学の授業時間数に関してま

とめると，表 3-1，表 3-2の通りである。なお，意図した授業時間数は各国の調査責任者のカリキュラ

ム質問紙への回答によるものであり，学校で実施された授業時間数は教師質問紙と学校質問紙への回答

による。また，授業時間数は，実時間として分に換算して算出している。 

小学校４年についてみると，わが国は，意図した授業時間数の週当たりの総授業時間数は 20時間で，

それに対する算数の授業時間数の割合は 16％であり，国際平均値の 23時間，18％を下回っている。な

お，新学習指導要領が全面実施されると総授業時間数は 21 時間，それに対する算数の授業時間数の割

合は 18％となる。学校で実施された授業時間数の週当たりの総授業時間数は，わが国は 22時間で，国

際平均値の24時間を下回っているが，それに対する算数の授業時間数の割合は16％で，国際平均値16％

と同じである。また，学校で実施された年間の算数の総授業時間数は，わが国は 136 時間で，国際平均

値の 144 時間を下回っている。2003 年と比較すると，わが国は，学校で実施された算数の年間総授業

時間数はほとんど変わらないが，算数の週当たりの授業時間数の割合は３ポイント高くなっている。 

中学校２年についてみると，わが国は，意図した授業時間数の週当たりの総授業時間数は 23時間で，

それに対する数学の授業時間数の割合は 11％であり，国際平均値の 27時間，14％を下回っている。な

お，新学習指導要領が全面実施されると総授業時間数は 24 時間，それに対する数学の授業時間数の割

合は 10％となる。なお，新学習指導要領では，数学の授業時数は第１学年及び第３学年で授業時数を

増加させるとともに総授業時数も増加させているため，第２学年に限って単純に数学の授業時数の割合

を比較することは難しいが，中学校３年間の数学の授業時数の総授業時数に対する割合は，新学習指導

要領では 13％となる。学校で実施された授業時間数の週当たりの総授業時間数は，わが国は 25時間で

それに対する数学の授業時間数の割合は 10％で，国際平均値の 28 時間，12％を下回っている。また，

学校で実施された年間の数学の総授業時間数は，わが国は 105時間であり，国際平均値の 120 時間を下

回っている。2003 年と比較すると，わが国は，学校で実施された数学の年間総授業時間数はほとんど

変わらないが，数学の週当たりの授業時間数の割合は１ポイント高くなっている。 
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表 3-1 算数の授業時間数 －小学校４年－ 

国／地域 

意図した授業時間数 学校での実施された授業時間数 

週当たり

の総授業

時間数

（時間） 

総授業時間

数に対する

算数の授業

時間数の割

合（％） 

週当たりの 

総授業時間数 

週当たりの総授業時間数

に対する算数の授業時間

数の割合 

年間の算数の 

総授業時間数 

2007 年

（時間）

2003 年の時間

との差（時間）

2007 年の

割合（％）

2003年の割合

との差 

2007 年 

（時間） 

2003 年の時間

との差（時間）

アルジェリア 32 16 30 (0.3) ◊ ◊  17 (0.3) ◊ ◊   177 (4.7) ◊ ◊  

アルメニア 23 20 27 (0.5) -1 (0.7) ▼ 15 (0.4) - -  133 (3.4) - - 

オーストラリア 27 20 25 (0.2) 0 (0.2) 18 (0.5) 0 (0.6)  174 (5.4) 1 (6.8)

オーストリア 21 18 21 (0.1) ◊ ◊  17 (0.2) ◊ ◊   126 (1.1) ◊ ◊  

台湾 20 14 23 (0.4) -1 (0.4) ▼ 13 (0.3) 2 (0.4) ▲ 112 (2.6) 13 (3.1) ▲

コロンビア 25 np 27 (0.4) ◊ ◊  17 (0.5) ◊ ◊   175 (4.7) ◊ ◊  

チェコ 18 21 19 (0.1) ◊ ◊  19 (0.1) ◊ ◊   144 (1.1) ◊ ◊  

デンマーク 20 17 21 (0.2) ◊ ◊  15 (0.2) ◊ ◊   125 (1.2) ◊ ◊  

エルサルバドル 19 20 24 (0.7) ◊ ◊  17 (0.4) ◊ ◊   147 (2.6) ◊ ◊  

イングランド 24 20 25 (0.2) 1 (0.4) ▲ 19 (0.2) - -  183 (2.1) - - 

グルジア 23 20 19 (0.3) ◊ ◊  19 (0.4) ◊ ◊   130 (1.5) ◊ ◊  

ドイツ 21 18 22 (0.2) ◊ ◊  17 (0.2) ◊ ◊   145 (1.5) ◊ ◊  

香港 23 13 27 (0.3) 0 (0.4) 15 (0.4) 1 (0.5)  150 (3.4) 13 (5.1) ▲

ハンガリー 17 13 20 (0.3) -4 (0.3) ▼ 16 (0.3) 2 (0.3) ▲ 110 (1.3) -12 (2.1) ▼

イラン 21 16 21 (0.2) -3 (0.4) ▼ 15 (0.4) - -  105 (2.6) - - 

イタリア 30 20 30 (0.3) 0 (0.4) 19 (0.3) 0 (0.5)  201 (2.8) 2 (5.2)

日本 20 16 22 (0.2) -5 (0.3) ▼ 16 (0.2) 3 (0.3) ▲ 136 (1.2) -1 (1.9)

カザフスタン 20 19 22 (0.2) ◊ ◊  18 (0.3) ◊ ◊   133 (1.7) ◊ ◊  

クウェート 30 14 26 (0.3) ◊ ◊  4 (0.4) ◊ ◊   x x ◊ ◊  

ラトビア 17 20 20 (0.4) -3 (0.5) ▼ 18 (0.4) 3 (0.5) ▲ 121 (3.1) 6 (3.3)

リトアニア 18 19 20 (0.2) -3 (0.3) ▼ 18 (0.3) 2 (0.4) ▲ 118 (1.7) -21 (2.3) ▼

モンゴル 22 13 - - ◊ ◊  - - ◊ ◊   - - ◊ ◊   

モロッコ 28 18 28 (0.4) 0 (0.5) 17 (0.3) - -  162 (2.5) - - 

オランダ np np 27 (0.1) 0 (0.1) 16 (0.4) 0 (0.6)  179 (4.6) 1 (7.0)

ニュージーランド np np 24 (0.1) 0 (0.2) 16 (0.2) 1 (0.4) ▲ 148 (1.8) 6 (3.2)

ノルウェー 19 16 23 (0.0) 0 (0.0) 13 (0.3) 1 (0.4)  115 (2.5) 5 (3.1)

カタール 26 11 31 (0.0) ◊ ◊  12 (0.0) ◊ ◊   x x ◊ ◊  

ロシア 15 20 19 (0.2) -4 (0.3) ▼ 17 (0.2) 3 (0.3) ▲ 110 (1.3) -7 (2.1) ▼

スコットランド 25 15 25 (0.1) 0 (0.2) 19 (0.3) 0 (0.5)  181 (2.7) -8 (4.8)

シンガポール 25 22 26 (0.0) -5 (0.2) ▼ 21 (0.1) 3 (0.2) ▲ 201 (0.8) 29 (1.3) ▲

スロバキア 20 20 21 (0.3) ◊ ◊  18 (0.2) ◊ ◊   143 (0.6) ◊ ◊  

スロベニア 18 21 19 (0.1) -3 (0.2) ▼ 20 (0.2) 2 (0.3) ▲ 141 (1.0) -3 (1.6)

スウェーデン np np 24 (0.3) ◊ ◊  12 (0.3) ◊ ◊   104 (2.3) ◊ ◊  

チュニジア 25 20 29 (0.9) 0 (0.9) 18 (0.4) - -  166 (1.6) - - 

ウクライナ 16 17 18 (0.2) ◊ ◊  17 (0.3) ◊ ◊   104 (1.4) ◊ ◊  

アメリカ 32 16 30 (0.2) 1 (0.3) ▲ 16 (0.4) 2 (0.5) ▲ 171 (3.7) 24 (4.9) ▲

イエメン 23 18 24 (0.4) ◊ ◊  15 (0.5) ◊ ◊   134 (7.1) ◊ ◊  

国際平均値 23 18 24 (0.1)    16 (0.1)     144 (0.5)   

（注）１ 意図した授業時間数は各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答により， 

     学校での実施された授業時間数のうち，週当たりの時間数は教師質問紙の回答により， 

          年間の総授業時間数は学校質問紙の回答による。 

   ２ 2007 年と 2003 年の差の検定結果は次の通りである。 

        ▲ 2007 年の方が 2003 年よりも統計的に有意に高い 

        ▼ 2007 年の方が 2003 年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 

   ６ 「np」はカリキュラムに記述されていないことを示す。 

   ７ 「x」は 50%未満の児童のデータしか使えなかったことを示す。  
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表 3-2 数学の授業時間数 －中学校２年－ 

国／地域 

意図した授業時間数 学校での実施された授業時間数 

週当たり
の総授業
時間数 
（時間） 

総授業時間
数に対する
数学の授業
時間数の割
合（％） 

週当たりの 
総授業時間数 

週当たりの総授業時間数
に対する数学の授業時間

数の割合 

年間の数学の 
総授業時間数 

2007 年
（時間）

2003 年の時間
との差（時間）

2007 年の
割合（％）

2003 年の割合
との差 

2007 年 
（時間） 

2003 年の時間
との差（時間）

アルジェリア 30 17 36 (0.5) ◊ ◊  13 (0.4) ◊ ◊   x x ◊ ◊  
アルメニア 27 20 31 (0.6) -2 (0.7) ▼ 11 (0.4) - -  110 (3.9) - - 
オーストラリア 25 17 26 (0.2) 0 (0.3) 13 (0.2) -1 (0.4)  131 (2.0) -5 (3.5)
バーレーン 31 17 28 (0.0) 3 (0.0) ▲ 9 (0.3) -7 (0.3) ▼ 96 (2.8) -46 (2.9) ▼

ボスニア・ヘルツェゴビナ 26 10 29 (0.9) ◊ ◊  11 (0.3) ◊ ◊   102 (0.9) ◊ ◊  

ボツワナ 30 13 30 (0.6) 2 (0.8) ▲ 13 (0.3) - -  138 (1.5) - - 
ブルガリア 32 12 24 (0.4) -2 (0.5) ▼ 12 (0.3) 0 (0.4)  93 (2.0) -2 (2.7)
台湾 25 15 29 (0.3) 1 (0.4) 14 (0.2) 1 (0.3) ▲ 158 (3.5) 17 (4.0) ▲

コロンビア 30 np 31 (0.4) ◊ ◊  12 (0.7) ◊ ◊   151 (4.7) ◊ ◊  
キプロス 26 8 26 (0.0) -1 (0.0) ▼ 8 (0.0) 0 (0.1)  72 (0.3) -3 (0.5) ▼

チェコ 23 13 24 (0.3) ◊ ◊  14 (0.2) ◊ ◊   128 (2.1) ◊ ◊  
エジプト 26 14 32 (0.4) 1 (0.6) ▲ 8 (0.4) - -  93 (4.3) - - 
エルサルバドル 19 20 23 (0.6) ◊ ◊  17 (0.5) ◊ ◊   142 (2.6) ◊ ◊  
イングランド 25 12 26 (0.2) 0 (0.2) 12 (0.2) - -  113 (1.7) - - 
グルジア 23 12 24 (0.4) ◊ ◊  13 (0.2) ◊ ◊   110 (0.8) ◊ ◊  

ガーナ 27 14 28 (0.4) 1 (0.6) ▲ 13 (0.5) - -  146 (5.0) - - 
香港 27 13 28 (0.3) 0 (0.4) 14 (0.4) -1 (0.6)  148 (3.8) 4 (6.4)
ハンガリー 21 11 22 (0.3) -7 (0.3) ▼ 13 (0.2) 2 (0.3) ▲ 99 (1.3) -14 (2.3) ▼

インドネシア 32 10 34 (0.6) 0 (0.8) 11 (0.3) -2 (0.4) ▼ 136 (4.7) -33 (6.4) ▼

イラン 31 12 27 (0.2) -2 (0.4) ▼ 11 (0.3) -1 (0.5) ▼ 99 (2.3) -16 (4.2) ▼

イスラエル 23 17 32 (0.6) 0 (0.7) 12 (0.3) - -  x x - - 
イタリア 30 15 31 (0.4) 0 (0.5) 13 (0.2) 0 (0.2)  136 (1.5) 5 (2.2) ▲

日本 23 11 25 (0.2) -3 (0.3) ▼ 10 (0.1) 1 (0.2) ▲ 105 (1.6) -1 (3.0)
ヨルダン 26 15 28 (0.3) 3 (0.4) ▲ 14 (0.2) 1 (0.2) ▲ 141 (1.1) 32 (1.4) ▲

韓国 26 12 29 (0.4) -7 (0.4) ▼ 11 (0.2) 3 (0.2) ▲ 104 (0.7) -5 (1.4) ▼

クウェート 30 14 26 (0.4) ◊ ◊  6 (0.6) ◊ ◊   x x ◊ ◊  
レバノン 35 16 30 (0.3) - - x x - -  x x - - 
リトアニア 23 13 24 (0.3) -3 (0.4) ▼ 13 (0.2) 1 (0.2) ▲ 116 (0.9) -6 (1.2) ▼

マレーシア 29 11 30 (0.3) 3 (0.3) ▲ 11 (0.1) -1 (0.2) ▼ 123 (1.0) 3 (1.8)
マルタ 27 14 27 (0.0) ◊ ◊  13 (0.0) ◊ ◊   128 (0.1) ◊ ◊  

モンゴル 30 13 - - ◊ ◊  - - ◊ ◊   - - ◊ ◊   
ノルウェー 23 12 22 (0.0) 0 (0.0) 13 (0.2) 0 (0.3)  113 (1.6) -1 (2.7)
オマーン 27 20 27 (0.4) ◊ ◊  15 (0.5) ◊ ◊   150 (4.5) ◊ ◊  
パレスチナ 20 14 26 (0.3) -2 (0.3) ▼ 11 (0.4) -3 (0.5) ▼ 100 (4.0) -27 (4.6) ▼

カタール 26 12 28 (0.0) ◊ ◊  13 (0.0) ◊ ◊   138 (0.1) ◊ ◊  

ルーマニア 24 13 26 (0.3) -3 (0.5) ▼ 14 (0.3) 1 (0.4) ▲ 122 (1.9) 2 (2.8)
ロシア 23 16 26 (0.3) -1 (0.4) ▼ 15 (0.2) 1 (0.4)  131 (1.4) 3 (2.5)
サウジアラビア - 12 27 (0.3) - - 11 (0.3) - -  107 (3.2) - - 
スコットランド 28 13 28 (0.2) 0 (0.2) 13 (0.2) -1 (0.3)  135 (2.2) -7 (3.1) ▼

セルビア 24 13 23 (0.3) -1 (0.4) 13 (0.2) 0 (0.3)  103 (0.8) -3 (1.7)

シンガポール 23 13 29 (0.0) -5 (0.0) ▼ 13 (0.1) 1 (0.2) ▲ 124 (1.0) 10 (1.9) ▲

スロベニア 23 13 23 (0.1) -5 (0.2) ▼ 13 (0.1) 2 (0.1) ▲ 113 (0.4) -3 (1.4) ▼

スウェーデン np np 26 (0.3) -1 (0.4) ▼ 10 (0.2) 1 (0.3) ▲ 93 (1.4) 2 (2.1)
シリア 30 12 24 (0.4) ◊ ◊  10 (0.4) ◊ ◊   76 (3.4) ◊ ◊  
タイ 35 8 32 (0.3) ◊ ◊  10 (0.2) ◊ ◊   124 (2.3) ◊ ◊  

チュニジア 32 13 39 (0.7) 8 (0.8) ▲ 10 (0.2) - -  126 (2.1) - - 
トルコ 20 13 27 (0.9) ◊ ◊  11 (0.3) ◊ ◊   95 (0.4) ◊ ◊  
ウクライナ 25 12 24 (0.2) ◊ ◊  15 (0.2) ◊ ◊   130 (2.0) ◊ ◊  
アメリカ 29 13 31 (0.2) 2 (0.3) ▲ 13 (0.2) 0 (0.3)  148 (2.3) 13 (3.2) ▲

モロッコ 28 13 37 (1.0) - - 11 (0.6) - -  140 (4.1) - - 

国際平均値 27 14 28 (0.1)    12 (0.0)     120 (0.4)   

（注）１ 意図した授業時間数は各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答により， 
     学校での実施された授業時間数のうち，週当たりの時間数は教師質問紙の回答により， 
          年間の総授業時間数は学校質問紙の回答による。 
   ２ 2007 年と 2003 年の差の検定結果は次の通りである。 
        ▲ 2007 年の方が 2003 年よりも統計的に有意に高い 
        ▼ 2007 年の方が 2003 年よりも統計的に有意に低い 
   ３ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 
   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
   ６ 「np」はカリキュラムに記述されていないことを示す。 
   ７ 「x」は 50%未満の生徒のデータしか使えなかったことを示す。 
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3.1.2 算数・数学における個人差への対応 

児童・生徒の個人差への対応について，「算数・数学の授業の中で能力別にグループ分けされている

か」「発展的な算数・数学の学習を行っているか」「補充的な算数・数学の学習を行っているか」の３

小項目に対して，「はい」と答えた回答学校に対応する児童・生徒の割合で表した結果をまとめると，

表 3-3，表 3-4の通りである。 

 小学校４年についてみると，わが国は，算数で「能力別のグループ分け」が 31％，「発展的な学習」

が 69％，「補充的な学習」が 90％であり，国際平均値は 32％，46％，74％であり，「能力別のグルー

プ分け」は平均的であるが，「発展的な学習」と「補充的な学習」は国際平均値を上回っている。 

中学校２年についてみると，わが国は，数学で「能力別のグループ分け」が 31％，「発展的な学習」

が 69％，「補充的な学習」が 88％であり，国際平均値は 32％，57％，77％であり，「能力別のグルー

プ分け」は平均的であるが，「発展的な学習」と「補充的な学習」は国際平均値を上回っている。 

 

表 3-3 算数における個人差への対応 －小学校４年－ 

国／地域 

個人差への対応（指導された児童の割合（％）） 

能力別のグループ分け 

を実施している 

発展的な学習 

を実施している 

補充的な学習 

を実施している 

アルジェリア 25  68  54  

アルメニア 39  23  60  

オーストラリア 23  58  74  

オーストリア 22  17  90  

台湾 1  58  91  

コロンビア 25  3  68  

チェコ 9  1  63  

デンマーク 4  2  84  

エルサルバドル 28  79  90  

イングランド 74  62  92  

グルジア 19  13  76  

ドイツ 26  40  73  

香港 32  54  86  

ハンガリー 15  59  89  

イラン 68  33  48  

イタリア 15  30  68  

日本 31  69  90  

カザフスタン 47  46  75  

クウェート 25  81  81  

ラトビア 5  40  78  

リトアニア 39  38  39  

モロッコ 13  40  29  

オランダ 50  98  99  

ニュージーランド 78  70  68  

ノルウェー - - - 

カタール 16  68  77  

ロシア 34  27  54  

スコットランド 89  50  92  

シンガポール 39  88  99  

スロバキア 17  2  65  

スロベニア 47  96  100  

スウェーデン 27  15  92  

チュニジア 39  57  29  

ウクライナ 38  6  81  

アメリカ 23  51  70  

イエメン 34  70  69  

国際平均値 32  46  74  

(注)１ 「－」は比較するデータがないことを示す。  
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表 3-4 数学における個人差への対応 －中学校２年－ 

国／地域 

個人差への対応（指導された生徒の割合（％）） 

能力別のグループ分け 

を実施している 

発展的な学習 

を実施している 

補充的な学習 

を実施している 

アルジェリア 20  60  64  

アルメニア 35  21  59  

オーストラリア 49  70  79  

バーレーン 17  94  77  

ボスニア・ヘルツェゴビナ 11  92  94  

ボツワナ 1  41  74  

ブルガリア 8  25  62  

台湾 16  75  87  

コロンビア 26  7  72  

キプロス 9  38  76  

チェコ 12  11  66  

エジプト 25  76  68  

エルサルバドル 28  75  84  

イングランド 99  79  94  

グルジア 16  7  64  

ガーナ 24  54  78  

香港 42  60  79  

ハンガリー 28  73  88  

インドネシア 19  88  98  

イラン 62  43  82  

イスラエル 70  76  57  

イタリア 14  51  78  

日本 31  69  88  

ヨルダン 8  93  95  

韓国 77  68  80  

クウェート 23  67  85  

レバノン 18  54  63  

リトアニア 33  49  58  

マレーシア 42  88  85  

マルタ 25  8  36  

ノルウェー - - - 

オマーン 23  95  97  

パレスチナ 12  72  88  

カタール 10  69  92  

ルーマニア 28  55  88  

ロシア 46  47  60  

サウジアラビア 9  43  64  

スコットランド 99  52  100  

セルビア 10  98  98  

シンガポール 33  88  94  

スロベニア 91  94  92  

スウェーデン 43  26  98  

シリア 12  65  65  

タイ 48  42  75  

チュニジア 7  59  58  

トルコ 26  8  74  

ウクライナ 43  16  72  

アメリカ 73  79  78  

モロッコ 14  41  50  

国際平均値 32  57  77  

(注)１ 「－」は比較するデータがないことを示す。  
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3.1.3 算数・数学の指導環境 

（1）学校の問題 

調査対象教師の学校の問題について，「この学校の校舎は大幅な改修が必要だ」「学級児童数・生徒

数が多すぎる」「教師が教室以外に仕事する場所が不十分である」の３小項目に対して，「かなり深刻

である・深刻な問題」「あまり深刻でない・小さな問題」「まったく深刻でない・問題ではない」の選

択肢の前２者に答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合で表した結果をまとめると，表 3-5，表 3-6

の通りである。 

小学校４年についてみると，「かなり深刻である」とするのは，わが国は，「この学校の校舎は大幅

な改修が必要だ」31％，「学級児童数が多すぎる」31％，「教師が教室以外に仕事する場所が不十分で

ある」28％であり，国際平均値は 25％，19％，28％である。「校舎の改修」「学級児童数」は国際平

均値を上回っており，特に「学級児童数」は６番目に多い。「仕事する場所」は平均的である。 

中学校２年についてみると，「深刻な問題」とするのは，わが国は，「この学校の校舎は大幅な改修

が必要だ」29％，「学級の生徒数が多すぎる」20％，「教師が教室以外に仕事する場所が不十分である」

26％であり，国際平均値は 22％，27％，29％である。「校舎の改修」は国際平均値を上回っているが，

「学級生徒数」「仕事する場所」は国際平均値を下回っている。 

 

（2）学級規模 

調査対象学級の学級規模について，その実数を答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合で表した

結果をまとめると，表 3-7，表 3-8 の通りである。ただし，学級規模については，小学校４年は，1～

19 名，20～32 名，33 名以上の３段階で，中学校２年は，1～24 名，25～40 名，41 名以上の３段階で，

まとめてある。 

小学校４年についてみると，わが国の学級規模は，1名以上 19名以下が 7％，20名以上 32名以下が

47％，33名以上が 45％であり，国際平均値はそれぞれ 24％，58％，18％である。 

中学校２年についてみると，わが国の学級規模は，1 名以上 24 名以下が 10％，25 名以上 40 名以下

が 85％，41名以上が 5％であり，国際平均値はそれぞれ 30％，59％，11％である。 

 

（3）算数・数学指導の制約 

調査対象教師にとっての指導の制約について，「児童・生徒の学力差」「さまざまな生活環境をもつ

児童・生徒」「特別な配慮を必要とする児童・生徒」「興味・関心のない児童・生徒」「混乱を起こす

児童・生徒」の５小項目に対して，「非常にある」「かなりある」「少しある」「まったくない」「あ

てはまらない」の選択肢の前２者に答えた回答教師に対応する児童・生徒の割合で表した結果をまとめ

ると，表 3-9，表 3-10 の通りである。 

小学校４年についてみると，「非常にある」「かなりある」とするのは，わが国は，「児童の学力差」

77％，「さまざまな生活環境をもつ児童」25％，「特別な配慮を必要とする児童」21％，「興味・関心

のない児童」23％，「混乱を起こす児童」8％であり，国際平均値は 56％，31％，34％，40％，36％で

ある。「児童の学力差」は国際平均値を 20 ポイント近く上回っており，６番目に多い。その他の４小

項目は国際平均値を下回っている。 

中学校２年についてみると，「非常にある」「かなりある」とするのは，わが国は，「生徒の学力差」
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80％，「さまざまな生活環境をもつ生徒」34％，「特別な配慮を必要とする生徒」7％，「興味・関心

のない生徒」29％，「混乱を起こす生徒」11％であり，国際平均値は 59％，33％，26％，58％，45％

である。「生徒の学力差」は国際平均値を 20 ポイント近く上回っており，７番目に多い。「さまざま

な生活環境をもつ生徒」は国際平均値とほぼ同じであり，その他の３小項目は国際平均値を下回ってい

る。 

 

表 3-5 学校の問題 －小学校４年－ 

国／地域 

教師の指導環境（指導された児童の割合（％）） 

この学校の校舎は大幅な改修 

が必要だ 
学級児童数が多すぎる 

教師が教室以外に仕事する場所が

不十分である 

かなり深刻で 

ある 

あまり深刻で

ない 

かなり深刻で

ある 

あまり深刻で

ない 

かなり深刻で 

ある 

あまり深刻で

ない 

アルジェリア 49  27  49  17  74  7  

アルメニア 36  24  35  32  40  31  

オーストラリア 11  49  16  49  18  54  

オーストリア 12  25  18  33  21  32  

台湾 20  37  19  43  28  38  

コロンビア 36  49  27  32  48  28  

チェコ 17  43  8  34  2  24  

デンマーク 16  43  22  52  31  44  

エルサルバドル 22  49  22  44  33  38  

イングランド 8  39  9  34  20  43  

グルジア 51  30  14  27  27  20  

ドイツ 21  37  15  43  45  35  

香港 9  53  17  49  11  38  

ハンガリー 24  46  12  33  8  29  

イラン 24  40  18  37  31  32  

イタリア 21  34  30  30  46  28  

日本 31  52  31  41  28  56  

カザフスタン 28  41  10  31  15  28  

クウェート 19  28  14  26  25  23  

ラトビア 36  48  11  27  26  35  

リトアニア 38  38  15  24  24  47  

モロッコ 59  22  41  23  68  11  

オランダ 24  25  11  49  23  44  

ニュージーランド 3  29  9  48  19  43  

ノルウェー 18  45  29  45  17  26  

カタール 27  26  23  29  34  27  

ロシア 37  36  5  16  12  29  

スコットランド 17  42  11  48  34  37  

シンガポール 1  28  8  39  10  28  

スロバキア 34  53  15  31  13  36  

スロベニア 16  38  16  29  29  39  

スウェーデン 10  45  16  49  26  44  

チュニジア 36  38  32  28  50  21  

ウクライナ 37  40  8  21  10  27  

アメリカ 9  39  12  37  10  38  

イエメン 55  17  56  19  68  14  

国際平均値 25  38  19  35  28  33  

 



 

－124－ 

表 3-6 学校の問題 －中学校２年－ 

国／地域 

教師の指導環境（指導された生徒の割合（％）） 

この学校の校舎は大幅な改修が 

必要だ 
学級の生徒数が多すぎる 

教師が教室以外に仕事する場所が

不十分である 

深刻な問題 小さな問題 深刻な問題 小さな問題 深刻な問題 小さな問題 

アルジェリア 27  51  63  24  34  33  

アルメニア 41  17  33  30  29  34  

オーストラリア 13  46  11  43  19  34  

バーレーン 11  32  35  41  21  39  

ボスニア・ヘルツェゴビナ 38  42  23  36  53  30  

ボツワナ 49  41  50  32  41  31  

ブルガリア 29  49  12  27  37  34  

台湾 17  49  23  44  16  42  

コロンビア 41  32  46  16  33  24  

キプロス 23  40  29  38  58  25  

チェコ 19  34  10  26  3  12  

エジプト 14  40  27  31  36  39  

エルサルバドル 19  41  25  33  56  30  

イングランド 14  46  17  46  25  43  

グルジア 42  42  19  34  29  31  

ガーナ 42  43  46  26  46  28  

香港 7  45  24  48  17  32  

ハンガリー 24  42  8  35  16  25  

インドネシア 53  37  58  26  55  24  

イラン 21  40  25  33  32  32  

イスラエル 10  31  52  22  53  29  

イタリア 16  40  30  30  37  37  

日本 29  38  20  28  26  39  

ヨルダン 17  41  47  31  42  37  

韓国 14  52  41  44  32  45  

クウェート 15  39  28  44  19  48  

レバノン 5  34  8  32  15  20  

リトアニア 29  36  32  31  27  41  

マレーシア 11  66  22  54  10  53  

マルタ 20  39  24  42  29  46  

ノルウェー 24  35  31  49  16  29  

オマーン 13  38  32  42  26  49  

パレスチナ 18  35  50  28  35  41  

カタール 14  43  19  28  28  31  

ルーマニア 24  39  8  23  23  30  

ロシア 42  39  6  25  21  30  

サウジアラビア － － － － － － 

スコットランド 23  47  10  38  22  34  

セルビア 26  51  5  39  39  29  

シンガポール 5  36  18  47  16  37  

スロベニア 18  34  9  36  19  37  

スウェーデン 20  45  20  51  18  44  

シリア 17  48  39  25  37  35  

タイ 7  58  14  48  12  37  

チュニジア 20  29  46  30  33  35  

トルコ 15  32  34  27  52  32  

ウクライナ 39  43  8  20  10  25  

アメリカ 7  40  10  38  12  32  

モロッコ 21  48  60  20  36  42  

国際平均値 22  41  27  34  29  34  

（注）１ 「－」は比較するデータがないことを示す。  
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表 3-7 学級規模 －小学校４年－ 

国／地域 

学級規模（指導された児童の割合（％）） 

学級児童数 

1～19 名 

学級児童数 

20～32 名 

学級児童数 

33 名以上 

アルジェリア 11 (2.8) 60 (4.3) 29 (4.0) 

アルメニア 24 (3.3) 50 (3.8) 26 (3.6) 

オーストラリア 19 (3.0) 80 (3.0) 2 (1.2) 

オーストリア 37 (2.9) 63 (2.9) 0 (0.0) 

台湾 3 (1.2) 45 (3.7) 51 (3.4) 

コロンビア 19 (3.3) 24 (4.7) 57 (4.4) 

チェコ 31 (3.5) 69 (3.5) 0 (0.0) 

デンマーク 34 (3.9) 66 (3.9) 0 (0.0) 

エルサルバドル 20 (2.7) 37 (4.1) 43 (3.8) 

イングランド 8 (1.9) 80 (3.0) 12 (2.4) 

グルジア 37 (3.8) 50 (4.5) 13 (2.2) 

ドイツ 21 (2.4) 79 (2.4) 0 (0.0) 

香港 1 (0.7) 25 (3.3) 74 (3.4) 

ハンガリー 33 (3.7) 67 (3.7) 0 (0.0) 

イラン 25 (2.7) 59 (3.8) 16 (2.9) 

イタリア 44 (2.6) 56 (2.6) 0 (0.0) 

日本 7 (1.5) 47 (2.9) 45 (3.2) 

カザフスタン 30 (4.5) 68 (4.6) 3 (1.2) 

クウェート 7 (2.8) 88 (3.4) 5 (1.9) 

ラトビア 44 (2.4) 49 (3.0) 6 (2.0) 

リトアニア 37 (3.0) 63 (3.0) 0 (0.0) 

モロッコ 17 (3.3) 42 (4.3) 41 (3.9) 

オランダ 27 (3.3) 71 (3.5) 2 (1.3) 

ニュージーランド 13 (2.1) 81 (2.4) 6 (1.7) 

ノルウェー 42 (3.3) 53 (3.6) 5 (1.9) 

カタール 8 (0.1) 75 (0.2) 17 (0.2) 

ロシア 33 (2.7) 67 (2.7) 0 (0.3) 

スコットランド 16 (2.8) 79 (3.0) 5 (1.6) 

シンガポール 0 (0.0) 6 (1.3) 94 (1.3) 

スロバキア 34 (2.5) 65 (2.6) 1 (0.6) 

スロベニア 46 (2.9) 53 (3.0) 1 (0.6) 

スウェーデン 36 (3.4) 60 (3.6) 4 (1.6) 

チュニジア 20 (2.8) 69 (3.8) 11 (2.7) 

ウクライナ 30 (3.3) 65 (3.5) 5 (1.4) 

アメリカ 26 (2.6) 69 (2.8) 5 (1.3) 

イエメン 9 (2.1) 17 (4.0) 74 (4.1) 

国際平均値 24 (0.5) 58 (0.6) 18 (0.4) 

(注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。百分率の合計は四捨五入のために 100％にならないこともある。 
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表 3-8 学級規模 －中学校２年－ 

国／地域 

学級規模（指導された生徒の割合（％）） 

学級生徒数 

1～24名 

学級生徒数 

25～40名 

学級生徒数 

41 名以上 

アルジェリア 5 (2.1) 64 (4.2) 31 (3.9) 

アルメニア 40 (4.0) 60 (3.9) 0 (0.0) 

オーストラリア 30 (2.8) 70 (2.9) 0 (0.1) 

バーレーン 6 (0.7) 94 (0.7) 0 (0.0) 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 48 (3.6) 52 (3.6) 0 (0.0) 

ボツワナ 1 (0.6) 73 (3.8) 26 (3.7) 

ブルガリア 59 (3.5) 41 (3.5) 0 (0.0) 

台湾 4 (1.8) 85 (3.3) 11 (2.7) 

コロンビア 13 (2.5) 66 (4.6) 21 (3.9) 

キプロス 54 (2.7) 45 (2.7) 1 (0.0) 

チェコ 49 (4.3) 51 (4.3) 0 (0.0) 

エジプト 4 (1.5) 53 (3.6) 43 (3.7) 

エルサルバドル 35 (3.7) 51 (4.0) 14 (3.2) 

イングランド 30 (3.8) 69 (3.7) 1 (1.0) 

グルジア 52 (5.2) 47 (5.3) 1 (0.6) 

ガーナ 13 (2.4) 40 (4.2) 47 (4.3) 

香港 10 (1.9) 44 (4.3) 46 (4.1) 

ハンガリー 72 (3.4) 27 (3.3) 1 (0.9) 

インドネシア 6 (1.7) 61 (4.2) 33 (4.1) 

イラン 35 (3.2) 64 (3.3) 1 (1.1) 

イスラエル 5 (1.2) 92 (2.2) 3 (1.8) 

イタリア 73 (2.9) 27 (2.9) 0 (0.0) 

日本 10 (2.1) 85 (2.7) 5 (1.6) 

ヨルダン 13 (2.5) 58 (4.4) 29 (4.1) 

韓国 4 (1.4) 78 (2.6) 18 (2.3) 

クウェート 12 (3.3) 87 (3.2) 1 (0.0) 

レバノン 38 (4.3) 58 (4.5) 4 (1.2) 

リトアニア 35 (3.2) 65 (3.2) 0 (0.0) 

マレーシア 1 (0.8) 80 (3.2) 19 (3.1) 

マルタ 71 (0.2) 29 (0.2) 0 (0.0) 

ノルウェー 47 (3.9) 51 (4.0) 1 (1.0) 

オマーン 10 (2.2) 90 (2.2) 0 (0.0) 

パレスチナ 8 (1.6) 51 (4.0) 41 (3.6) 

カタール 20 (0.1) 77 (0.2) 2 (0.0) 

ルーマニア 76 (2.9) 24 (2.9) 0 (0.0) 

ロシア 63 (2.8) 37 (2.8) 0 (0.0) 

サウジアラビア 28 (3.6) 61 (4.0) 11 (2.6) 

スコットランド 43 (3.2) 56 (3.1) 1 (0.8) 

セルビア 53 (3.9) 47 (3.9) 0 (0.0) 

シンガポール 2 (0.6) 76 (2.5) 22 (2.5) 

スロベニア 94 (1.0) 6 (1.0) 0 (0.0) 

スウェーデン 63 (3.6) 35 (3.4) 2 (1.1) 

シリア 24 (3.6) 65 (4.2) 11 (2.6) 

タイ 11 (2.4) 47 (3.7) 42 (3.1) 

チュニジア 3 (1.2) 96 (1.6) 1 (1.0) 

トルコ 18 (3.4) 61 (3.9) 20 (2.7) 

ウクライナ 36 (3.2) 63 (3.1) 1 (0.8) 

アメリカ 57 (2.3) 41 (2.3) 2 (0.9) 

モロッコ 6 (2.6) 79 (4.3) 14 (3.6) 

国際平均値 30 (0.4) 59 (0.5) 11 (0.3) 

(注）１ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。百分率の合計は四捨五入のために 100％にならないこともある。 
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表 3-9 算数指導の制約 －小学校４年－ 

国／地域 

算数指導の制約（指導された児童の割合（％）） 

児童の学力差 
さまざまな生活環境を

もつ児童 

特別な配慮を必要と

する児童 
興味・関心のない児童 混乱を起こす児童 

非常に 

ある 

かなり 

ある 

非常に 

ある 

かなり

ある 

非常に

ある 

かなり

ある 

非常に

ある 

かなり 

ある 

非常に 

ある 

かなり

ある 

アルジェリア 19  49  24  37  18  19  20  27  12  23  

アルメニア 6  32  2  29  11  24  13  21  14  17  

オーストラリア 22  33  8  15  10  22  9  26  12  25  

オーストリア 14  34  7  13  7  9  2  10  5  10  

台湾 57  30  20  40  26  27  36  29  21  22  

コロンビア 19  25  15  26  26  19  38  20  28  27  

チェコ 15  36  2  13  3  24  7  22  11  23  

デンマーク 7  35  5  15  7  8  17  26  19  20  

エルサルバドル 18  14  11  16  20  17  21  17  18  24  

イングランド 26  18  6  7  10  15  7  22  7  18  

グルジア 2  23  1  12  10  24  1  29  6  29  

ドイツ 11  37  7  11  5  9  2  9  4  11  

香港 34  57  14  33  5  28  7  36  6  38  

ハンガリー 12  30  5  29  7  15  7  13  6  12  

イラン 43  45  23  49  42  23  22  44  21  31  

イタリア 0  3  6  27  13  31  15  34  24  35  

日本 32  45  10  15  11  10  8  15  4  4  

カザフスタン 13  62  1  20  2  15  3  16  2  10  

クウェート 24  29  15  21  22  23  30  34  21  39  

ラトビア 23  37  3  20  16  22  27  33  22  34  

リトアニア 15  49  6  20  17  32  11  29  9  15  

モロッコ 27  44  28  27  18  20  35  24  17  25  

オランダ 11  27  4  9  0  7  3  18  5  19  

ニュージーランド 15  24  6  13  7  14  7  21  13  18  

ノルウェー 16  55  1  14  4  21  2  31  6  29  

カタール 13  30  13  18  15  18  31  18  19  26  

ロシア 34  48  5  22  10  31  15  25  8  13  

スコットランド 23  31  3  10  5  20  6  21  8  18  

シンガポール 28  39  14  33  16  23  24  32  22  33  

スロバキア 24  46  16  42  28  26  22  33  24  20  

スロベニア 4  27  2  9  15  26  7  25  20  23  

スウェーデン 19  44  7  22  10  29  5  22  9  21  

チュニジア 8  29  17  28  21  25  32  29  18  25  

ウクライナ 29  54  6  10  14  28  21  33  14  27  

アメリカ 21  34  9  23  8  19  13  30  13  24  

イエメン 13  31  17  34  13  12  28  27  11  32  

国際平均値 20  36  9  22  14  20  15  25  13  23  
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表 3-10 数学指導の制約 －中学校２年－ 

国／地域 

数学指導の制約（指導された生徒の割合（％）） 

生徒の学力差 
さまざまな生活環境

をもつ生徒 

特別な配慮を必要と

する生徒 

興味・関心のない 

生徒 
混乱を起こす生徒

非常に

ある 

かなり 

ある 

非常に

ある 

かなり

ある 

非常に

ある 

かなり

ある 

非常に

ある 

かなり 

ある 

非常に 

ある 

かなり

ある 

アルジェリア 15  34  17  28  15  22  44  24  30  28  

アルメニア 12  20  9  18  23  10  12  22  15  13  

オーストラリア 23  30  6  11  7  17  23  33  22  25  

バーレーン 24  33  7  22  11  13  46  33  31  36  

ボスニア・ヘルツェゴビナ 30  44  4  23  14  22  34  31  21  31  

ボツワナ 51  29  30  35  13  26  34  38  14  29  

ブルガリア 20  49  9  15  4  12  33  33  19  25  

台湾 46  43  14  39  8  26  43  32  25  27  

コロンビア 17  19  9  21  15  18  42  19  22  22  

キプロス 26  44  10  31  12  19  35  39  33  29  

チェコ 23  39  3  16  5  18  23  38  17  28  

エジプト 21  39  14  30  4  15  22  24  6  26  

エルサルバドル 17  21  17  17  16  9  36  24  21  21  

イングランド 6  23  2  5  4  10  11  24  16  26  

グルジア 3  37  2  19  11  18  7  41  24  27  

ガーナ 35  33  27  25  10  19  11  34  8  29  

香港 44  38  9  30  13  16  29  34  22  26  

ハンガリー 9  32  5  20  6  11  8  27  5  16  

インドネシア 31  25  27  20  10  11  21  32  8  28  

イラン 45  39  26  35  16  23  42  36  20  25  

イスラエル 29  42  9  27  14  19  23  28  20  24  

イタリア 37  48  11  37  18  35  40  41  33  36  

日本 27  52  10  24  2  4  9  20  6  5  

ヨルダン 29  29  8  25  9  15  36  27  16  35  

韓国 11  41  4  22  1  11  9  41  15  45  

クウェート 24  35  8  29  21  21  44  24  20  33  

レバノン 18  36  15  21  8  15  19  23  15  20  

リトアニア 18  48  6  18  12  23  16  41  10  14  

マレーシア 21  36  18  34  3  11  20  24  10  24  

マルタ 27  29  4  30  4  20  36  20  35  19  

ノルウェー 26  50  2  13  3  16  11  42  8  33  

オマーン 26  29  5  13  6  16  31  28  15  22  

パレスチナ 18  39  11  25  14  25  43  29  23  33  

カタール 11  21  3  17  4  14  26  28  12  25  

ルーマニア 20  49  7  27  18  23  38  34  21  21  

ロシア 43  45  5  32  9  25  28  39  16  22  

サウジアラビア 10  33  9  23  10  11  28  25  15  24  

スコットランド 9  17  1  9  5  9  10  23  11  23  

セルビア 26  50  2  16  5  14  32  31  23  26  

シンガポール 28  44  11  28  3  14  23  36  21  32  

スロベニア 3  22  1  9  7  18  19  28  32  23  

スウェーデン 19  43  5  20  5  16  12  30  11  25  

シリア 19  32  13  21  9  17  39  20  25  27  

タイ 37  47  17  46  3  13  26  44  7  36  

チュニジア 22  28  11  27  11  21  48  25  26  27  

トルコ 38  29  15  30  10  23  55  32  33  32  

ウクライナ 21  62  2  18  3  18  10  47  11  21  

アメリカ 16  33  7  16  3  10  18  34  13  27  

モロッコ 13  28  12  28  6  24  43  29  28  28  

国際平均値 23  36  10  23  9  17  28  31  19  26  
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3.1.4 算数・数学の意図したカリキュラム・実施したカリキュラム 

算数・数学のどのような内容がカリキュラムに含まれているかについて，意図した算数・数学カリキ

ュラムに関しては各国の調査責任者に対するカリキュラム質問紙によって，実施した算数・数学カリキ

ュラムに関しては調査対象学級の教師に対する教師質問紙によって調べている。調査責任者は，カリキ

ュラム質問紙において，算数・数学の内容項目が，小学校４年までの，または中学校２年までの「すべ

て，または，ほとんどすべての児童・生徒の内容」「進んだ児童・生徒だけのための内容」「小学校４

学年・中学校２学年までには含まれていない」のいずれかに回答し，調査対象学級の教師は，教師質問

紙で，各算数・数学の内容項目を「主に今年度よりも前に指導した」「主に今年度指導した」「まだ指

導していない，または，ちょうど指導し始めたばかりである」のいずれかに回答した。 

カリキュラム質問紙と教師質問紙では，算数・数学の内容項目として，小学校算数 36 項目，中学校

数学 39 項目が挙げられている。ただし，小学校の実施したカリキュラムについては，1 項目が分析段

階で除外されており 35項目となっている。 

それぞれの算数・数学の内容項目は，内容領域にまとめられている。算数・数学の内容領域は，小学

校算数は，「数」「図形と測定」「資料の表現」の３つの内容領域，中学校数学は，「数」「代数」「図

形」「資料と確からしさ」の５つの内容領域である。 

 

（1）算数・数学の内容領域別の比較 

算数・数学の内容項目について，意図したカリキュラムでの有無，及び，実施したカリキュラムで指

導された児童・生徒の割合を内容領域別にまとめると，表 3-11，表 3-12 の通りである。 

小学校４年についてみると，意図した算数カリキュラムに含まれている算数の内容項目数は，全内容

項目 35 項目のうち，わが国は 23 項目で全体の 66％が調査対象となる学年までに履修するカリキュラ

ムに含まれており，国際平均値の 22 項目，63％より 1 項目，3 ポイント上回っている。領域別では，

意図した算数カリキュラムに含まれている算数の内容項目数は，わが国は「数」14 項目，「図形と測

定」4 項目，「資料の表現」5 項目であり，国際平均値はそれぞれ 12 項目，7 項目，3 項目である。わ

が国は，「図形と測定」が国際平均値を 3項目下回っている。 

実際に指導された児童の割合は，内容項目全体では，わが国は 58％であり，国際平均値の 66％より

8ポイント下回っている。領域別では，わが国は「数」67％，「図形と測定」50％，「資料の表現」56％

であり，国際平均値はそれぞれ 70％，64％，64％である。わが国は，「数」が 3 ポイント，「図形と

測定」が 14ポイント，「資料の表現」が 8ポイント，いずれも国際平均値を下回っている。 

中学校２年についてみると，意図した算数・数学カリキュラムに含まれている算数・数学の内容項目

数は，全内容項目 39 項目のうち，わが国は 34 項目で全体の 87％が調査対象となる学年までに履修す

るカリキュラムに含まれており，国際平均値の 31 項目，79％より 3 項目，8 ポイント上回っている。

領域別では，算数・数学カリキュラムに含まれている算数・数学の内容項目数は，わが国は「数」10

項目，「代数」8項目，「図形」11項目，「資料と確からしさ」5項目であり，国際平均値はそれぞれ

10項目，7項目，11項目，3項目である。わが国は「資料と確からしさ」が国際平均値を2項目上回っ

ている。 

実際に指導された生徒の割合は，内容項目全体では，わが国は 76％であり，国際平均値の 72％より

４ポイント上回っている。領域別では，わが国は「数」96％，「代数」93％，「図形」79％，「資料と
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確からしさ」36％であり，国際平均値はそれぞれ 95％，74％，71％，47％である。わが国は，「代数」

が 19ポイント，「図形」が 8ポイント，国際平均値を上回っているが，「資料と確からしさ」は 11ポ

イント国際平均値を下回っている。 

 

表 3-11 TIMSS の算数内容が小学校４年までのカリキュラムに含まれる項目数と実際に指導された 

            児童の割合 －小学校４年－ 

国／地域 

第 4学年までの意図したカリキュラムに含まれる 

ＴＩＭＳＳの算数項目の数 ＴＩＭＳＳの算数項目で実際に指導された

児童の割合（％） 算数の内容項目

全体(35項目)

数  

(19 項目) 

図形と測定 

(11 項目) 

資料の表現 

(5 項目) 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の

児
童
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
児
童
だ
け
の
た
め
の

内
容 

小
学
校
４
年
ま
で
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の

児
童
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
児
童
だ
け
の
た
め
の

内
容 

小
学
校
４
年
ま
で
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の

児
童
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
児
童
だ
け
の
た
め
の

内
容 

小
学
校
４
年
ま
で
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の

児
童
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
児
童
だ
け
の
た
め
の

内
容 

小
学
校
４
年
ま
で
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い 

全算数項目

(35 項目)

数  

(19 項目) 

図形と測定

(11 項目) 

資料の表現

(5項目)

アルジェリア 29 3 3 14 3 2 10 0 1 5 0 0 67 (2.3) 70 (2.2) 73 (1.7) 57 (3.9)

アルメニア 21 0 14 13 0 6 8 0 3 0 0 5 70 (1.6) 73 (1.1) 73 (2.0) 64 (3.0)

オーストラリア 34 0 1 19 0 0 10 0 1 5 0 0 77 (1.1) 75 (1.3) 81 (1.3) 76 (2.0)

オーストリア 35 0 0 19 0 0 11 0 0 5 0 0 55 (1.1) 67 (0.9) 67 (1.3) 32 (2.1)

台湾 21 0 14 13 0 6 5 0 6 3 0 2 76 (1.2) 83 (1.0) 72 (1.2) 74 (2.7)

コロンビア 34 0 1 19 0 0 10 0 1 5 0 0 70 (2.2) 79 (1.4) 67 (2.7) 65 (3.7)

チェコ 20 0 15 10 0 9 8 0 3 2 0 3 51 (1.2) 54 (0.9) 49 (1.3) 50 (2.4)

デンマーク 34 0 1 18 0 1 11 0 0 5 0 0 69 (1.5) 73 (1.5) 80 (1.7) 53 (3.2)

エルサルバドル 23 2 10 14 0 5 8 2 1 1 0 4 76 (1.2) 76 (1.4) 71 (2.0) 81 (1.8)

イングランド 25 6 4 13 3 3 9 2 0 3 1 1 85 (1.0) 85 (0.9) 88 (1.0) 83 (2.0)

グラジア 15 3 17 12 2 5 3 1 7 0 0 5 62 (1.5) 63 (1.4) 55 (1.6) 67 (3.5)

ドイツ 23 1 11 12 1 6 7 0 4 4 0 1 63 (1.1) 66 (0.6) 65 (1.2) 58 (2.2)

香港 25 1 9 12 0 7 8 1 2 5 0 0 78 (0.9) 71 (1.2) 75 (1.0) 89 (1.5)

ハンガリー 31 0 4 17 0 2 9 0 2 5 0 0 71 (1.3) 78 (0.7) 74 (1.3) 61 (2.9)

イラン 23 0 12 16 0 3 7 0 4 0 0 5 56 (1.5) 54 (1.4) 63 (1.3) 50 (2.8)

イタリア 35 0 0 19 0 0 11 0 0 5 0 0 75 (0.9) 81 (0.9) 67 (0.9) 76 (1.8)

日本 23 0 12 14 0 5 4 0 7 5 0 0 58 (1.1) 67 (1.1) 50 (0.8) 56 (2.1)

カザフスタン 19 1 15 11 1 7 7 0 4 1 0 4 - - - - - - - - 

クウェート 18 2 15 14 2 3 4 0 7 0 0 5 53 (1.7) 69 (1.5) 59 (1.6) 32 (3.5)

ラトビア 19 1 15 11 0 8 7 1 3 1 0 4 72 (1.1) 76 (1.0) 63 (1.3) 76 (2.0)

リトアニア 27 0 8 15 0 4 7 0 4 5 0 0 79 (1.1) 75 (1.5) 71 (1.2) 89 (1.3)

モンゴル 11 6 18 8 1 10 2 4 5 1 1 3 - - - - - - - - 

モロッコ 7 2 26 5 1 13 2 1 8 0 0 5 54 (1.3) 56 (1.1) 59 (1.5) 47 (3.0)

オランダ 14 0 21 8 0 11 4 0 7 2 0 3 60 (1.3) 64 (1.5) 45 (1.5) 71 (2.3)

ニュージーランド 23 5 7 11 3 5 9 1 1 3 1 1 73 (0.9) 72 (0.9) 64 (1.3) 82 (1.5)

ノルウェー 10 0 25 4 0 15 5 0 6 1 0 4 59 (1.3) 61 (1.3) 64 (1.6) 51 (2.6)

カタール 15 1 19 11 1 7 4 0 7 0 0 5 54 (0.1) 67 (0.1) 54 (0.1) 42 (0.1)

ロシア 10 0 25 4 0 15 6 0 5 0 0 5 - - - - - - - - 

スコットランド 17 11 7 8 7 4 7 1 3 2 3 0 71 (1.1) 67 (1.3) 69 (1.4) 77 (1.9)

シンガポール 27 0 8 15 0 4 8 0 3 4 0 1 87 (0.6) 91 (0.5) 82 (0.7) 88 (1.0)

スロバキア 14 0 21 9 0 10 5 0 6 0 0 5 55 (1.2) 69 (0.7) 51 (1.1) 46 (2.6)

スロベニア 21 2 12 11 2 6 6 0 5 4 0 1 69 (0.6) 69 (0.7) 50 (0.7) 88 (1.2)

スウェーデン 26 0 9 14 0 5 8 0 3 4 0 1 47 (1.4) 51 (1.2) 36 (1.3) 54 (2.7)

チュニジア 16 0 19 4 0 15 7 0 4 5 0 0 63 (1.5) 55 (1.3) 64 (1.2) 69 (2.8)

ウクライナ 11 0 24 6 0 13 5 0 6 0 0 5 63 (1.4) 72 (1.0) 56 (1.2) 61 (2.9)

アメリカ 34 0 1 19 0 0 10 0 1 5 0 0 86 (0.8) 86 (0.9) 83 (1.5) 90 (1.1)

イエメン 24 0 11 15 0 4 7 0 4 2 0 3 46 (1.9) 67 (2.1) 44 (2.2) 26 (3.0)

国際平均値 22  1  12  12  1  6  7 0 4 3 0 2 66 (0.2) 70 (0.2) 64 (0.2) 64 (0.4)

（注）１ カリキュラムに含まれる算数項目の数は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 実際に指導された児童の割合は，教師質問紙の回答を児童の割合に換算した値を示す。 

   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-12 TIMSS の数学内容が中学校２年までのカリキュラムに含まれる項目数と実際に指導された 

            生徒の割合 －中学校２年－ 

国／地域 
 

中学校第2学年までの意図したカリキュラムに含まれる 
ＴＩＭＳＳの数学項目の数 ＴＩＭＳＳの数学項目で実際に指導された 

生徒の割合（％） 数学の内容項目 
全体（39項目）

数 
(10項目) 

代数 
(8項目) 

図形 
(14項目) 

資料と確からし
さ(7項目)

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の 

生
徒
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
生
徒
だ
け
の
た
め
の 

内
容 

中
学
校
２
年
ま
で
に
は
含
ま 

れ
て
い
な
い 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の 

生
徒
の
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め
の
内
容 

進
ん
だ
生
徒
だ
け
の
た
め
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内
容 

中
学
校
２
年
ま
で
に
は
含
ま 

れ
て
い
な
い 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の 

生
徒
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
生
徒
だ
け
の
た
め
の 

内
容 

中
学
校
２
年
ま
で
に
は
含
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れ
て
い
な
い 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の 

生
徒
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
生
徒
だ
け
の
た
め
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内
容 

中
学
校
２
年
ま
で
に
は
含
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れ
て
い
な
い 

す
べ
て
ま
た
は
ほ
と
ん
ど
の 

生
徒
の
た
め
の
内
容 

進
ん
だ
生
徒
だ
け
の
た
め
の 

内
容 

中
学
校
２
年
ま
で
に
は
含
ま 

れ
て
い
な
い 

全数学項目
(39項目)

数  
(10項目) 

代数 
(8項目) 

図形 
(14項目)

資料と確
からしさ
(７項目)

アルジェリア 30 0 7 10 0 0 8 0 0 9 0 3 3 0 4 58(1.3) 86(1.4) 39 (2.6) 56 (1.1) 49(2.2)
アルメニア 32 0 7 10 0 0 8 0 0 14 0 0 0 0 7 68(1.7) 68(3.5) 78 (2.0) 75 (2.2) 51(3.1)
オーストラリア 32 7 0 10 0 0 5 3 0 12 2 0 5 2 0 73(1.0) 95(0.6) 73 (1.7) 66 (1.2) 58(2.0)
バーレーン 35 0 4 10 0 0 8 0 0 14 0 0 3 0 4 70(0.8) 97(0.3) 58 (1.4) 71 (0.7) 54(1.9)
ボスニア・ヘルツェ
ゴビナ 

33 1 5 10 0 0 7 0 1 13 1 0 3 0 4 84(0.7) 100(0.1) 98 (0.6) 94 (0.7) 42(2.9)

ボツワナ 26 0 13 9 0 1 6 0 2 9 0 5 2 0 5 44(1.5) 88(0.7) 48 (2.6) 26 (2.2) 14(2.3)
ブルガリア 28 0 11 10 0 0 7 0 1 11 0 3 0 0 7 70(0.8) 97(1.1) 91 (0.9) 67 (0.8) 24(1.8)
台湾 35 0 4 10 0 0 8 0 0 14 0 0 3 0 4 68(0.7) 97(1.1) 95 (0.9) 76 (1.1) 6(1.5)
ブルガリア 38 0 1 10 0 0 8 0 0 13 0 1 7 0 0 72(1.5) 96(0.8) 74 (2.3) 68 (2.0) 48(2.9)
キプロス 19 7 13 10 0 0 4 0 4 5 0 9 0 7 0 49(0.5) 97(0.5) 42 (1.1) 51 (0.6) 3(0.7)

チェコ 31 4 4 10 0 0 6 0 2 12 1 1 3 3 1 65(0.8) 99(0.2) 70 (1.6) 76 (1.0) 16(1.9)
エジプト 34 2 3 10 0 0 6 2 0 12 0 2 6 0 1 85(0.9) 96(1.0) 89 (1.2) 87 (0.9) 68(1.7)
エルサルバドル 32 0 7 10 0 0 6 0 2 11 0 3 5 0 2 69(1.2) 95(0.8) 68 (1.8) 47 (2.3) 68(2.1)
イングランド 29 9 1 9 1 0 4 4 0 11 2 1 5 2 0 86(0.9) 97(0.6) 84 (1.4) 83 (1.1) 81(1.5)
グルジア 29 8 2 10 0 0 8 0 0 9 4 1 2 4 1 73(1.1) 99(0.7) 76 (1.4) 75 (1.4) 42(3.1)

ガーナ 33 0 6 10 0 0 7 0 1 12 0 2 4 0 3 73(1.4) 91(1.0) 78 (1.8) 62 (1.9) 61(2.6)
香港 35 1 3 10 0 0 8 0 0 13 1 0 4 0 3 78(0.9) 96(1.1) 83 (1.6) 83 (1.2) 50(2.4)
ハンガリー 35 0 4 10 0 0 8 0 0 13 0 1 4 0 3 86(0.8) 100(0.1) 93 (0.7) 93 (0.7) 57(2.5)
インドネシア 20 16 3 10 0 0 5 3 0 5 9 0 0 4 3 64(1.5) 94(1.6) 73 (1.9) 76 (1.4) 18(2.9)
イラン 35 0 4 10 0 0 7 0 1 14 0 0 4 0 3 72(0.9) 96(0.6) 70 (1.4) 80 (0.9) 41(2.0)

イスラエル 31 0 8 10 0 0 8 0 0 10 0 4 3 0 4 69(1.2) 96(1.0) 82 (1.3) 47 (1.4) 51(2.8)
イタリア 37 0 2 10 0 0 8 0 0 14 0 0 5 0 2 78(0.9) 99(0.2) 77 (1.2) 87 (0.8) 50(2.2)
日本 34 0 5 10 0 0 8 0 0 11 0 3 5 0 2 76(0.8) 96(1.0) 93 (0.9) 79 (0.7) 36(2.1)
ヨルダン 36 0 3 10 0 0 8 0 0 13 0 1 5 0 2 84(0.8) 99(0.6) 97 (0.6) 84 (1.0) 56(2.6)
韓国 33 0 6 10 0 0 8 0 0 13 0 1 2 0 5 84(0.7) 97(0.9) 92 (0.7) 81 (0.8) 65(1.6)

クウェート 28 0 11 9 0 1 8 0 0 9 0 5 2 0 5 66(1.7) 95(0.9) 54 (2.9) 60 (1.8) 55(3.0)
レバノン 30 6 3 9 1 0 7 1 0 11 3 0 3 1 3 74(1.3) 93(1.0) 76 (2.2) 75 (1.3) 49(2.5)
リトアニア 22 7 10 10 0 0 4 3 1 7 3 4 1 1 5 78(0.7) 98(0.9) 77 (1.4) 81 (0.9) 57(1.5)
マレーシア 30 0 9 10 0 0 7 0 1 11 0 3 2 0 5 82(1.0) 99(0.3) 86 (1.4) 90 (0.9) 50(2.7)
マルタ 24 8 7 9 1 0 6 0 2 7 3 4 2 4 1 76(0.0) 98(0.0) 79 (0.1) 71 (0.0) 55(0.1)

モンゴル 26 4 9 10 0 0 8 0 0 8 2 4 0 2 5 -- -- - - - - -- 
ノルウェー 23 0 16 9 0 1 3 0 5 7 0 7 4 0 3 54(0.8) 89(0.9) 36 (1.8) 43 (1.1) 48(2.0)
オマーン 36 0 3 10 0 0 8 0 0 14 0 0 4 0 3 79(0.9) 98(0.4) 78 (1.4) 76 (1.3) 64(1.9)
パレスチナ 32 0 7 10 0 0 5 0 3 12 0 2 5 0 2 73(0.8) 98(0.5) 64 (1.8) 73 (0.8) 57(1.8)
カタール 33 1 5 10 0 0 8 0 0 12 1 1 3 0 4 65(0.1) 96(0.0) 60 (0.1) 61 (0.1) 42(0.1)

ルーマニア 32 0 7 10 0 0 7 0 1 12 0 2 3 0 4 84(1.1) 97(1.4) 93 (0.9) 92 (0.8) 53(2.9)
ロシア 34 0 5 10 0 0 7 0 1 12 0 2 5 0 2 -- -- - - - - -- 
サウジアラビア 27 0 11 10 0 0 7 0 1 9 0 4 1 0 6 55(1.4) 90(1.9) 48 (2.1) 55 (1.5) 24(2.9)
スコットランド 21 11 7 8 2 0 3 2 3 7 3 4 3 4 0 72(1.1) 95(0.7) 63 (1.8) 72 (1.3) 60(1.7)
セルビア 31 2 6 10 0 0 7 1 0 12 0 2 2 1 4 86(1.1) 98(1.2) 94 (1.4) 95 (0.7) 53(2.8)

シンガポール 38 0 1 10 0 0 8 0 0 14 0 0 6 0 1 82(0.5) 100(0.1) 95 (0.7) 71 (0.8) 62(1.3)
スロベニア 33 0 6 10 0 0 8 0 0 13 0 1 2 0 5 65(0.5) 93(0.2) 68 (1.3) 69 (0.7) 28(0.9)
スウェーデン 34 0 5 10 0 0 8 0 0 10 0 4 6 0 1 62(0.8) 94(0.4) 48 (1.6) 51 (0.9) 52(1.6)
シリア 32 0 7 10 0 0 7 0 1 13 0 1 2 0 5 65(1.1) 93(1.0) 64 (2.1) 59 (1.2) 42(2.4)
タイ 31 0 8 10 0 0 6 0 2 13 0 1 2 0 5 63(1.3) 95(1.2) 50 (2.6) 69 (1.6) 38(2.0)

チュニジア 26 0 13 10 0 0 5 0 3 9 0 5 2 0 5 63(1.1) 92(1.2) 61 (1.9) 70 (1.0) 29(2.2)
トルコ 33 0 6 10 0 0 7 0 1 13 0 1 3 0 4 78(1.2) 98(1.0) 84 (1.4) 75 (1.4) 55(3.0)
ウクライナ 29 3 7 9 1 0 7 1 0 11 1 2 2 0 5 74(0.6) 99(0.3) 85 (0.7) 81 (0.8) 30(1.7)
アメリカ 38 1 0 10 0 0 7 1 0 14 0 0 7 0 0 88(0.6) 100(0.1) 90 (0.9) 78 (1.4) 83(1.1)
モロッコ 22 0 17 10 0 0 4 0 4 8 0 6 0 0 7 67(1.7) 94(0.8) 54 (2.7) 64 (1.3) 52(3.2)

国際平均値 31 2 6 10 0 0 7 0 1 11 1 2 3 1 3 72(0.2) 95(0.1) 73 (0.2) 71 (0.2) 47(0.3)

（注）１ カリキュラムに含まれる数学項目の数は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 実際に指導された生徒の割合は，教師質問紙の回答を生徒の割合に換算した値を示す。 

   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。 

   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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（2）算数・数学の内容項目別の比較 

TIMSS の算数・数学の内容項目について，意図したカリキュラムでの指導学年を内容項目別にまとめ

ると，表 3-13 から表 3-19 の通りである。 

 

表 3-13 TIMSS の算数内容の指導学年（数-1）－小学校４年－ 

国／地域 

数（19項目） 

言葉，

図，記号

を使った 

整数の表

現 

整数の位

取り，順

序 

整数の計

算 

倍数や約

数 

整数の見

積り 

比例に関

する問題
分数 

同値な分

数 

分数の大

小比較と

順序づけ

言葉，数

またはモ

デルで

表された

分数 

アルジェリア 4 4 4 3 4 4 4 4 5 4 

アルメニア 4 5 4 4 4 4 4 4 5 4 

オーストラリア K-6 K-6 1-2 3-6 K-6 3-4 3-4 3-4 3-4 3-4 

オーストリア 3 3 1 1-2 3 2-4 4 4 4 4 

台湾 1-3 1-3 1-4 5 4 4 4 5 4 2-4 

コロンビア 1-3 1-3 1-3 1-3 4-5 4-5 4-5 1-3 4-5 4-5 

チェコ 1-5 1-5 1-5 2-3 3-5 7 4,7 7 7 4,7 

デンマーク 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 

エルサルバドル K-12 1-12 1-12 3-12 2-12 1-12 3-12 3-12 5-12 3-12 

イングランド K-2 K-2 K-5 3-7 1-6 4-10 1-3 2-6 3-7 1-2 

グルジア 1-2 3 2 3 3-4 4 4 5 4 4 

ドイツ 1 3 1 4 3 5 6 6 6 5-6 

香港 1 1 3 4 1-3 - 3-4 4 3 3-5 

ハンガリー 1-4 1-4 1-4 2 1-4 4 4 4 4 4 

イラン 4-5 2 1,3-4 3,6 5 5 3 4 4-5 4 

イタリア 1-5 2-5 1-6 2-6 2-3 4-6 4 4-7 4-7 4-7 

日本 1-3 1-4 1-4 6 4 6 4 5 5-6 4 

カザフスタン 1 1 1 3 1 1 3 5 5 5 

クウェート 1-3 2-3 2-3 3-4 - 7-8 3-5 4-5 4-5 3-4 

ラトビア 1 1 1-4 - - 7-9 3-4 3-4 3-4 3-4 

リトアニア 4 4 4 4 4 5-6 6 5-6 4 3 

モンゴル 1-5 1-5 1-5 1-5 1-5 6 6 1-5 6 6 

モロッコ 1 3 2 5 6 6 5 5 5 5 

オランダ 4 4 4 6 4 4 5 5 5 5 

ニュージーランド K-5 K-5 K-5 5-6 K-9 8-10 2-4 6-8 6-8 2-5 

ノルウェー 1-4 3-4 3-7 3-10 1-7 - 5-10 8-10 8-10 5-10 

カタール 1-5 1-5 1-5 5-7 3-6 6-7 2-4 3-5 3-4 2-4 

ロシア 1-4 1-5 1-5 6 5 6 5-6 6 5-6 5 

スコットランド 2 3 3 6 3 8 4 5 5 4 

シンガポール 1-6 1-6 1-6 1-6 1-6 4-6 2-6 3-6 2-6 2-6 

スロバキア 3-9 3-6 1-9 3-9 3,4,6 3-4,6 6 6 6 6 

スロベニア 1-6 2-6 1-6 3-6 4-6 9 4-7 7 6 4-6 

スウェーデン 1-5 1-5 1-5 1-5 1-5 6-9 1-5 1-5 1-5 1-5 

チュニジア 1-5 1-5 1-5 5 5 5 5 6 6 5-6 

ウクライナ 5-6 5-6 5-6 6 5-6 5-6 5 6 5- 5-6 

アメリカ K-2 3-5 3-5 3-5 3-5 3-5 3-5 3-5 3-8 3-5 

イエメン 1-6 1-6 1-6 2,4-6 2-3 6 1-4 3-4 3-5 1-4 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-13 TIMSS の算数内容の指導学年（数-2）－小学校４年－ 

国／地域 

数（19項目） 

簡単な分

数のたし

算とひき

算 

小数の位

取り（小数

を言葉や

数で書く

ことを含

む） 

小数のた

し算とひ

き算 

式の中の

欠けてい

る数を見

つけるこ

と 

未知数を

含む簡単

な場面を

式で表す

こと 

パターン

を拡張し

欠けてい

る項の間

の関係を

説明する

こと 

ある数の

列の隣り

合った項

の間の関

係を説明

すること

与えられ

たきまり

に基づき

数の組を

作ること 

ある関係

を満たす

いくつか

の数の組

から，きま

りを見つ

けること

アルジェリア 4 4 5 4 1 4-5 4-5 4 4 

アルメニア 4 4 4 6 4 6 6 5 5 

オーストラリア 3-4 3-4 3-4 3-4 3-4 K-6 4-8 4-6 4-6 

オーストリア 4 4 3-4 1 3 3 1 2-3 2 

台湾 3 3-4 3-4 3 3 5 5 6 6 

コロンビア 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

チェコ 7 5-6 5-6 2-5 2-7 - - - - 

デンマーク 4-6 4-6 4-6 4-6 7-9 4-6 4-6 4-6 4-6 

エルサルバドル 3-12 4-12 4-12 3-12 7-12 7-12 7-12 7-12 7-12 

イングランド 6-8 4-5 3-6 1-3 5-6 4-6 5-7 6-8 7-10 

グルジア 4 5 5 3-4 2-3 2-4 6 4 6 

ドイツ 6 5-6 4 1 2 2 2 2 2 

香港 4-5 4 5 1-2,5-6 5-6 5-6 5-6 5-6 5-6 

ハンガリー 5 5 5 1-12 1-12 1-12 1-12 1-12 1-12 

イラン 4 4 4 3 5 - 1 1 9 

イタリア 4-6 4-7 4-6 3-5 8-10 3-7 3-6 3-6 3-6 

日本 5 4 4 2-4 3-4 4 4 4 4 

カザフスタン 5 5 5 1 1 6 1 2 1 

クウェート 3-4 5-6 5-6 2-3 2-4 3-4 2 7 10 

ラトビア 5 5 5 1-4 - 7-9 7-9 - - 

リトアニア 5-6 4 4 4 4 4 4 4 4 

モンゴル 6 5 5 1-5 1-5 1-5 1-5 6 6 

モロッコ 6 4 4 6 6 7 8 11 11 

オランダ 5 5 5 7 7 4 - 4 4 

ニュージーランド 8-10 4-6 4-6 2-6 2-6 K-5 2-4 4-6 2-6 

ノルウェー 5-10 5-10 5-10 5-10 8-10 3-7 - - - 

カタール 4-5 5 5 1-4 7 2-4 7 7 7 

ロシア 5-6 5 5 1-4 5-6 9 9 - - 

スコットランド 6 5 6 3 5 3 5 5 7 

シンガポール 2-6 4-6 4-6 2-5 6 1-6 - - - 

スロバキア 6 5-6 6 2-4,6-9 7 1-6 1-6 7 8 

スロベニア 6-7 6 6 2-6 4-8 2-4 4-5 4-6 4-8 

スウェーデン 6-9 1-5 6-9 1-5 1-5 1-5 1-5 - - 

チュニジア 6 5 5 1-5 - 7 7 7 7 

ウクライナ 5-6 5 5 3-5 3-5 3-5 3-5 3-5 3-5 

アメリカ 3-5 3-5 3-5 1-4 3-5 3-5 3-5 3-5 3-5 

イエメン 3-6 4-5 4-6 1-6 7 1-5 1-3 1-4 - 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-14 TIMSS の算数内容の指導学年（図形と測定）－小学校４年－ 

国／地域 

図形と測定（11項目） 

長さの測

定と見積

り 

平行線と

垂直な線 

角を大き

さによっ

て比較し

作図する

身近な図

形の基本

的な性質

空間図形

とそれら

の平面表

現の関係

与えられ

た大きさ

の正方形

と長方形

の面積や

まわりの

長さの計

算 

与えられ

た図形を

しきつめ

たり正方

形を数え

たりする

ことで面

積を求め

ること

面積や体

積の見積

り 

日常的な

表現によ

る平面上

の位置の

表し方 

線対称な

図形 

対称移

動，回転

移動 

アルジェリア 2 4 4 4 4 4 4 5 4 2 4 

アルメニア 4 4 4 4 4 4 4 4 6 7 8 

オーストラリア K-6 3-6 K-6 3-6 3-6 6-8 4-7 3-6 4-6 3-4 3-4 

オーストリア 2 3 3-4 2 2 4 4 4 3 1 2 

台湾 1-2 4 4 4 5 5 4 5 5 5 5 

コロンビア 1-3 1-3 4-5 1-3 4-5 4-5 1-3 4-5 6-7 4-5 4-5 

チェコ 2-7 3-4 6 3-7 4-8 3-5 4 4-8 5-7 4-6 10-12

デンマーク 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 

エルサルバドル 3-12 5-12 3-12 4-12 5-12 4-12 2-12 4-12 3-12 4-12 6-12 

イングランド K-4 4-6 1-3 K-4 3-6 3-5 3-5 5-6 4-5 2-5 5-10 

グルジア 2-3 6 5 1-3 3-4 4-5 5 6 6 6 7 

ドイツ 2 4 5 2 3 5 4 5 6-7 2 4 

香港 1-2 3 2-3 3-4 5-6 4 4 4-5 7-8 4 7-8 

ハンガリー 1-3 4 3,5 2-12 6 3-4 3 - 4 3 2-4 

イラン 3,5 3-4 3 3 5 3-4 5 5 7 1 8 

イタリア 2-4 3-4,6,9 3-4,6,9 3-10 5-13 4-6 4-5 5-10 3-6 5-6,9,13 5-9,13

日本 1-3,6 5 4 3 6 4 5 6 7 7 - 

カザフスタン 1 4 2 2 9 2-3 3 4 6 6 8 

クウェート 3-4 5 4-5 5 5-6 4-5 4 5,7 7 7 8-9 

ラトビア 1-3 6 2 1-2 3 4-5 4 4-6 - 1-4 7-9 

リトアニア 2 5-6 4 4 4 4 4 5-6 5-6 4 5-6 

モンゴル 4-11 1-6 1-6 3-7 3-10 2-11 7-11 5-10 6-11 6-11 9-11 

モロッコ 4 5 5 4 5 5 5 6 8 7 12 

オランダ 4 7 7 7 5 5 5 4 4 4 7 

ニュージーランド K-5 4-6 4-6 K-6 3-6 4-8 K-6 K-6 6-8 K-4 2-6 

ノルウェー 1-4 5-10 5-10 1-4 - 5-7 3-4 5-10 3-4 3-7 5-10 

カタール 3-5 5 5 1-3 6-7 4-6 3-4 6-7 7-8 7 7-10 

ロシア 2-4 6 4-6 2-7 5-9 3-6 3-4 3-4 - 8-9 8-9 

スコットランド 3 6 4 4 4 5 4 6 4 4 6 

シンガポール 2-6 4-6 3-6 4-6 6 3-6 3-6 2 - 4 - 

スロバキア 3-9 4-9 5 3-9 6 5-9 4-6 4-6 8 7 7 

スロベニア 4 4 6 2-4 1-4 5-6 5 5 3 2-3 7 

スウェーデン 1-5 1-5 1-5 1-5 1-5 1-5 - 1-5 6-9 1-5 - 

チュニジア 1-5 1-5 1-5 1-5 6 1-5 1-5 7 1-5 5 12 

ウクライナ 1-4,5-9 6-7 4,6-7 4-7 9-10 4-6,9 4-6 7-11 6,8 8-9 8-9 

アメリカ 3-5 3-5,6-8 6-8 3-5 3-5 3-5 - 3-5 3-5 3-5 3-5 

イエメン 1-3 4 3-4 1-7 1-8 4 4 - 7-9 9 7-10 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-15 TIMSS の算数内容の指導学年（資料の表現）－小学校４年－ 

国／地域 

資料の表現（5項目） 

表，絵グ

ラフ，棒

グラフ，

円グラフ

からデー

タを読み

取ること 

関連する

一連のデ

ータの特

性から情

報を比べ

ること 

表現され

たデータ

の情報か

ら，表現

されたデ

ータを直

接読み取

る以上の

問いに答

えること

同じデー

タの異な

る表現を

比較し，

適合させ

ること

表，絵グ

ラフ，棒

グラフ，

円グラフ

を使っ

て，資料

を整理

し，表現

すること

アルジェリア 4 4 1 4 4-5 

アルメニア - - - - - 

オーストラリア 2-4 3-4 4-6 3-4 3-4 

オーストリア 3 3 4 4 4 

台湾 3 3 4 6 6 

コロンビア 4-5 4-5 4-5 4-5 4-5 

チェコ 4-8 5-8 8 8 4-8 

デンマーク 4-6 4-6 4-6 4-6 4-6 

エルサルバドル 4-12 6-12 7-12 7-12 7-12 

イングランド K-8 4-5 5-8 6-10 K-8 

グルジア 6 6 6 6 6 

ドイツ 3 3 4 4 4 

香港 2-6 2-6 2-6 2-6 2-6 

ハンガリー 3 3 4 4 4 

イラン 1,5,6,10 5 5 10 8 

イタリア 3-10 3-10 4-7 4-7 4-10 

日本 3 3-4 3-4 3 3 

カザフスタン 1 5 6 6 5 

クウェート 6-7 7-8 7-8 7 7 

ラトビア 2-3 - - - - 

リトアニア 4 4 4 4 4 

モンゴル 6-11 1-11 5-11 2-11 6-11 

モロッコ - - - - - 

オランダ 4 - - - 4 

ニュージーランド K-6 2-8 4-8 6-9 K-6 

ノルウェー 1-7 5-7 5-7 5-7 5-7 

カタール 6-8 6-8 6-8 7-8 6-8 

ロシア 5 5-6 5-6 5-6 5-6 

スコットランド 4 4 5 6 5 

シンガポール 1-7 1-7 1-7 - 1-7 

スロバキア 7 8 8-9 7-9 7-9 

スロベニア 3-5 3-5 8-9 9 3-9 

スウェーデン 1-5 1-5 6-9 1-5 1-5 

チュニジア 1-5 1-5 1-5 1-5 1-5 

ウクライナ 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 

アメリカ 3-5 3-5 3-5 3-5 3-5 

イエメン 2-6 6-7 6-7 2-6 6-7 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-16 TIMSS の数学内容の指導学年（数）－中学校２年－ 

国／地域 

数（10項目） 

0以上の

整数（位

取り，分

解，四則

計算を含

む） 

0以上の

整数の計

算，見積

り，近似 

分数 小数 
小数や分

数の表現

分数を使

った計算

小数を使

った計算

整数の表

現，大小

比較，順

序付け，

計算 

比 

百分率を

分数や小

数にした

り，その

逆を行う

こと 

アルジェリア 7-8 7-8 7 7 7 7 7 8 8 7-8 

アルメニア 4 4 4 4 4 4 5 5 5 5 

オーストラリア 3-10 3-10 3-8 3-8 4-8 5-10 5-10 7-10 7-10 7-10 

バーレーン 4 4 4 5 5 4 5 7 6 7 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 4-6 4-5 5-6 5-6 5-6 5-6 5-6 6-7 7-8 7-8 

ボツワナ 4-12 8 4-12 6-12 4-7 5-12 6-12 7-12 9 7-12 

ブルガリア 2-4,6 5-6 5-6 5-6 5-6 5-6 5-6 5-6 6 5 

台湾 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 

コロンビア 6-7 6-7 4-5 6-7 6-7 4-5 4-5 6-7 6-7 6-7 

キプロス 5-7 5-6 5-7 5-7 5-7 5-7 5-7 5-7 6-8 6-8 

チェコ 1-6 1-5 7 6-7 6-7 7 6 7 7 7 

エジプト 1-4 1-6 1-5 4-6 4-6 4-6 3-6 7-8 5-9 5-9 

エルサルバドル 3-8 4-8 3-8 4-7 4-7 3-7 4-7 2-7 3-7 6-7 

イングランド K-7 1-8 2-7 4-8 4-8 6-10 6-8 4-8 5-8 6-8 

グルジア 7-8 2-3,7-8 5-8 8-9 6-8 5-8 6-8 2-4,7-8 6 7-9 

ガーナ 4-10 7-12 2-10 4-10 3-9 4-9 4-9 6-9 4-9 3-10 

香港 7 7 7 7 7 7 7 7 8 7 

ハンガリー 5-6 6 4-5 5-6 4-5 5-6 5-6 5-6 6-7 6-7 

インドネシア 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 

イラン 6 5 4 4-7 4-7 4-6 4-6 8 5-8 5-8 

イスラエル 1-4 1-7 4-8 6-8 6-8 5-8 6-8 7 6-8 6-8 

イタリア 2-6 1-6 4-7 4-7 4-7 4-7 4-7 6-7 6-8 6-8 

日本 1-4 4-6 5 5 4 5-6 4-5 7 6 5 

ヨルダン 3-6 4-6 4-7 4-7 4-7 4-7 4-7 5-7 5-7 5-7 

韓国 7 4 5 6 4 6 6 7 6 6 

クウェート 4-5 4-5 9-10 5-6 5 6-8 6-8 6-8 7-8 7 

レバノン 4 6 5 6 7 6 6 7 7 6 

リトアニア 6 8 6 6 6 6 6 6 8 6 

マレーシア 8 8 8 8 8 7 8 8 8 8 

マルタ 6 6 6 6 6 6 6 6 10 6 

モンゴル 2-8 2-8 6-8 5-8 5-8 5-8 5-8 6-8 5-8 4-8 

ノルウェー 1-10 3-10 5-10 5-10 5-10 8-10 5-10 1-10 - 8-10 

オマーン 1-4 1-4 1-5 3-6 3-6 2-6 3-6 7 6-7 6-7 

パレスチナ 1-7 1-7 2-6 4-6 7 4-6 4-6 2-6 6-7 6 

カタール 4-7 4-6 5-7 5-7 5-7 4-7 5-7 6-8 6-7 6-7 

ルーマニア 1-6 4-6 5-9 5-9 5-8 5-6,8 5-6,8 6-9 6-9 6 

ロシア 1-6 2-5 5-6 5-6 5-6 6 5-6 6 6 5-6 

サウジアラビア 1-7 4 4-5 4-6 4-6 4-8 4-6 7 4-8 8 

スコットランド 7 6 8 8 8 9 6 8 8 9 

セルビア 1-8 1-8 2-8 5-8 5-8 2-8 5-8 1-8 6-8 5-8 

シンガポール 1-7 1-7 2-7 4-7 4-7 2-7 4-7 7 6-7 6-7 

スロベニア 1-6 2-6 4-8 6-8 6-8 6-7 6 8 8 6-7 

スウェーデン 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 

シリア 5 6 5-6 5-6 5-6 5-6 4-6 7 5-7 6 

タイ 1-9 7 5-7 5-7 4-7 4-7 4-7 7-8 4-8 4-6 

チュニジア 7-9 7-9 7-9 7-9 7-9 7-9 7-9 7-9 7-9 7-9 

トルコ 1-6 1-6 1-6 4-7 4-7 3-6 4-7 7 6-8 7 

ウクライナ 6-7 9 5-6 5-6 5-6 5-6 5-6 6 6,9 5-6 

アメリカ 3-5, 6-8 3-5 3-8 - - 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 

モロッコ 6 6 7 7 5 7 6 2 6 6 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-17 TIMSS の数学内容の指導学年（代数）－中学校２年－ 

国／地域 

代数（8項目） 

数・代数・図

形のパター

ンや数列 

変数を含ん

だ式の和・

積・累乗 

与えられた

数値を式に

代入して答

を求めるこ

と 

文字式を簡

単にしたり

比較したり

すること

式を用いて

場面をモデ

ル化するこ

と 

関数や公式

の変数に値

を代入して

答を求める

こと 

簡単な一次

方程式や不

等式，（２変

数の）連立方

程式 

順序対・表・

グラフ・言

葉・式として

の関数の同

値表現 

アルジェリア 8 8 8 9 9 7-9 9 9 

アルメニア 5 5 5 5 5 5 4 7 

オーストラリア 7-10 7-12 8-9 7-10 8-12 7-10 8-10 7-10 

バーレーン 7 8 7 7 2-8 7-8 9 9 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 12 8-9 8-9 8-9 8-9 7-9 6-9 7-8 

ボツワナ 11 8 8 9 8 8 8-9 7 

ブルガリア 11 6-8 6-8 6-8 7-8 7-8 7-8 8 

台湾 8 8 8 8 8 8 7 7 

コロンビア 8-9 8-9 8-9 8-9 8-9 8-9 8-9 8-9 

キプロス 7 8-9 8-9 9 9 9 10 8 

チェコ - 8-10 7-10 8-10 8-12 7-12 8-10 9-12 

エジプト 3-9 7-12 7-12 7-12 7-12 7-12 7-12 8-12 

エルサルバドル 7-10 8-10 8-10 8-10 8-10 8-10 8-10 10 

イングランド 6-10 7-10 5-8 6-8 6-10 6-10 6-10 6-10 

グルジア 1-3,7 5-6 5-6,10 5-6 4-5 7 7-8 7-9 

ガーナ 6-12 4-12 7-10 6-9 10-12 7-12 6-10 4-12 

香港 7 8 8 7 7-9 8 8 7 

ハンガリー 1-12 7 7 7 7 1-12 7,9 5 

インドネシア 8 8 8 8 8 8 8 8 

イラン 7 7 7 7 7 8 8 10 

イスラエル 7-8 7-8 7 7-8 7-8 8-9 7-8 9 

イタリア 8-9 8-10 8-10 8-10 8-10 8-10 8-10 8-10 

日本 7 7-8 7 7-8 7-8 7-8 7-8 7-8 

ヨルダン 4-8 7-8 4-8 7-8 7-8 7-8 6-8 8 

韓国 7 8 7 8 8 7 8 7 

クウェート 8 8 8 8 8 8 8-9 8 

レバノン 4 7 7 7 7 6 8-9 9 

リトアニア 8 8 6 8 8 10 8 10 

マレーシア 8 8 8 8 8 8 8-9 9 

マルタ 7 10 8 7 7-8 7 10 7 

モンゴル 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 7-8 5-8 6-8 

ノルウェー 5-10 8-10 8-10 8-10 - 8-10 8-10 8-10 

オマーン 1-7 7-8 7-8 7-9 7-9 7-9 8-9 6-10 

パレスチナ 4-7,11-12 6-7,9 6-7 6-7 6-7,9 9-12 9-10 9-12 

カタール 7-8 7-8 7-8 7-8 7-8 7-9 8-9 7-9 

ルーマニア 6-10 8-10 8-10 8-10 9-10 6-10 6-9 8-10 

ロシア 9 7-9 7-9 7-9 6-9 7-9 6-9 7-9 

サウジアラビア 11 8 8 8 8 8 7-8 8 

スコットランド 9 10 8 9 8 8 10 10 

セルビア 5-8 5-8 5-8 5-8 5-8 5-8 5-8 5-8 

シンガポール 1-10 6-10 7-10 7-10 7-10 7-10 7-10 8-10 

スロベニア 4-5 7-9 7 7-9 4-8 7-8 7-8 8 

スウェーデン 1-5 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 

シリア 7-9 8 7-8 7-9 7-9 7-9 7-9 7-9 

タイ 1-10 10 7 10 7 7 7-10 7-10 

チュニジア - 7-8,10 7-8,10 7-8,10 7-8,10 7-8,10 9 10 

トルコ 10 7-8 7 7-8 7-8 7-8 7-8 7-8 

ウクライナ 9 7-8 7-8 7-8 7-9 7-9 7-8 7-9 

アメリカ 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 

モロッコ 10 7 7 10 7 7 9 10 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-18 TIMSS の数学内容の指導学年（図形-1）－中学校２年－ 

国／地域 

図形（14項目） 

角（鋭角， 

直角，平 

角，鈍角， 

優角） 

ある点にお

ける角の関

係，ある直

線上での角

の関係，対

頂角，平行

線と他の直

線が交わる

ときの角，

垂線 

図形の性

質：三角

形，四角

形，その

他の多角

形 

与えられた

大きさの三

角形や長方

形の作図

合同な図形

（三角形，

四角形）と

その対応す

る辺や角の

大きさ 

相似な三 

角形とそ 

の性質 

 平面図形 

と立体図 

形の関係 

三平方の定

理を利用し

てある辺の

長さを求め

ること 

アルジェリア 7 8 7-9 7 8-9 - - 8 

アルメニア 6 6 6 6 7 7 7 7 

オーストラリア 4-9 6-9 6-9 7-8 7-10 8-9 6-9 8-10 

バーレーン 4-9 6-9 4-8 4-6 8 9 - 8 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 4-6 6-7 6-7 6-7 6-7 9 8-9 7-8 

ボツワナ 4-10 8 7-8 9 11 11 9 10 

ブルガリア 4,6 7-8 6-7 7 7-8 9 5-6 9 

台湾 8 8 8 8 8 9 8 8 

コロンビア 6-7 8-9 6-7 8-9 8-9 8-9 8-9 8-9 

キプロス 7 7 9-10 9-10 9-10 9-10 11 7 

チェコ 6 6,10 6-7,10 6-8,10 7,10 9-10 6-10, 12 8,10 

エジプト 1-4 7-8 4-6 4-6 7-9 9-11 3-11 7-8 

エルサルバドル 3-9 9,11 6,9 6-9 6-9 9-12 6-9 7-8 

イングランド 6-8 6-8 6-8 6-8 7-10 8-10 9-10 9-10 

グルジア 5,7 7 1,7-8 7 2,8 9 4-6,8-9,11 8 

ガーナ 4-9 6-12 7-10 4-10 7-9 5-9 7-10 10-12 

香港 7 7 7-9 8 7 7-9 7 8 

ハンガリー 5 7 3-12 7 7 10 6 8 

インドネシア 8 8 8 8 8 8 8 8 

イラン 6 7 3 7 8 8 5-8 8 

イスラエル 5-9 5-9 4-9 - 8 - - 9 

イタリア 4,6,9 6-9 4-10 4-6 7-9 7-9 5-13 7-9 

日本 8 8 8 7-8 8 9 7 9 

ヨルダン 5-7 5-7 5-7 4-7 7 7 8 8 

韓国 7 7 8 7 8 8 7 9 

クウェート 9 8-9 7-8 6-7 8 9 8 9 

レバノン 5 5-8 5 6-7 7 9 7-9 8 

リトアニア 6 8 8 8 9 9 10 8 

マレーシア 7 7 8 8 9 9 8 8 

マルタ 6 7-8 6-7 7 10 10 10 9,11 

モンゴル 7-8 7-8 7-8 6-8 7-8 9 10 8 

ノルウェー 5-10 - 5-10 8-10 8-10 8-10 - 8-10 

オマーン 4-5 6-8 3-7 4-6 8-9 8-9 11 7 

パレスチナ 3-5 7 1-7 5-6 7 7,9 4-7 7 

カタール 5-7 6-8 6-8 5-6 8 9 8-9 8 

ルーマニア 6-7 6-7 6-7 6-7 6-7 6-7 6-8 7-8 

ロシア 7,9 7-9 7-9 7-8 7-9 8-9 5-9 8-11 

サウジアラビア 4-7 8 7-8 5-8 8 9-10 12 9 

スコットランド 7 9 8 8 10 10 8 9 

セルビア 4-8 5-7 5-7 6 6 6-7 7 7 

シンガポール 7-10 5-10 7-10 7-10 8-10 8-10 7-8 8 

スロベニア 6 6 6-7 7 7 7 1-7 9 

スウェーデン 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 - 

シリア 3 4-8 4-8 5-8 7 9 5-9 9 

タイ 1-3 4-6 4-6 4-6 7-9 7-9 4-8 8 

チュニジア 7-9 7-9 7-9 7-9 - 13 7-9 9 

トルコ 4-7 4-7 3-7 3,7-8 8 8 - 8 

ウクライナ 7-9 7 7-9 7-9 7-8 9 10-11 8-9 

アメリカ 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 

モロッコ 7 7 7 7 7 9 9 9 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-18 TIMSS の数学内容の指導学年（図形-2）－中学校２年－ 

国／地域 

図形（14項目） 

角の大き

さ，線の長

さ，面積・

体積の測

定，作図，

見積り 

周の長さ，

円周，円の

面積，表面

積，体積を

求める公式

不規則な

または複

合した面

積の測定

直交座標－

順序対，直

線の式，切

片，交点，

傾き 

平面図形

の線対称

と点対称

平行移動，

線対称移

動，回転移

動 

アルジェリア 7-8 7-9 7 9 9 9 

アルメニア 6 7 7 8 7 8 

オーストラリア 5-10 7-8 6-12 7-12 5-8 4-8 

バーレーン 4-6 8 6 8 7 7 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 5-7 6-9 6-7 7-8 6-7 6-7 

ボツワナ 4-7 8-10 4-7 8-9 7-12 7-12 

ブルガリア 5-6 5-6 - 8 8 8 

台湾 6 8 8 7 8,10 8 

コロンビア 8-9 8-9 8-9 8-9 10-11 6-7 

キプロス 6-8 8,10-11 12 11 - - 

チェコ 6-9 3-10 5-7 7-11 6,11 7,11 

エジプト 6-9 6-9 5-6 8-10 7-9 7-9 

エルサルバドル 6-9 6-9 6-9 10 6 6 

イングランド 6-10 7-10 6-8 7-10 7-10 7-10 

グルジア 5-6,8 4,8 4-6 5,7-11 6-8 6-8 

ガーナ 7-12 7-12 7-10 8-12 8-12 8-12 

香港 7 8 7 7 7-9 7-9 

ハンガリー 5-8 7 - 7 6 6-9 

インドネシア 8 8 8 8 8 8 

イラン 3-8 5-8 8 7 8 8 

イスラエル - 5-7 5-6 7 6 6 

イタリア 4-8 8-10 7-9 8-13 5-6,9-13 5-8, 9-13 

日本 2-6 4-7 5 7-8 7 - 

ヨルダン 6-8 6-8 6-8 8 - 7 

韓国 7 7 5 8 5 5 

クウェート 5,7 7-8 4 9 7,10 9-10 

レバノン 5-9 5-7 7 7-9 7-9 8-9 

リトアニア 8 10 8 8 8 8 

マレーシア 8 8 8 8,10 8 8 

マルタ 6-7 9-10 10 9-10 6-7 6-7 

モンゴル 8 6-8 10 6-8 7-8 9 

ノルウェー 3-10 8-10 5-10 5-10 5-7 5-7 

オマーン 3-6 3-9 2-4 9 4,9 4,8-9 

パレスチナ 1-7 5-6 4-6 9-10 4-5,9 9 

カタール 7-8 7-8 6-7 7-8 7-9 7-9 

ルーマニア 6-8 6-8 7-8 8-10 9-10 - 

ロシア 7-9,11 9,11 9 7-9 8-9 8-9 

サウジアラビア 4-6 4-6 - 9-10 8 5-8 

スコットランド 8 10 8 10 8 9 

セルビア 5-6 5-6 7 7 - - 

シンガポール 2-10 7-10 3-6 7-10 8 8 

スロベニア 6-8 6-7 6-7 8 2-3 7 

スウェーデン 6-9 6-9 6-9 - - - 

シリア 5-8 5-8 4-7 6-7,9 7 7,9 

タイ 4-9 4-9 9 7 8 8 

チュニジア 7-9 7-9 12 10 7-9 11 

トルコ 3-8 4-8 - 7-8 7 7 

ウクライナ 5-11 5-6,9-11 9 8 8 8 

アメリカ 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 

モロッコ 7 6 5 9 11 11 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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表 3-19 TIMSS の数学内容の指導学年（資料と確からしさ）－中学校２年－ 

国／地域 

資料と確からしさ（7項目） 

表，絵グラ

フ，棒グラ

フ，円グラ

フ，折れ線

グラフから

データを読

み取ること 

表，絵グラ

フ，棒グラ

フ，円グラ

フ，折れ線

グラフを使

った資料の

整理や表現 

平均値，中

央値，範

囲，分布の

形などの資

料の特徴

資料の解釈

誤った解釈

を導く資料

の表現 

実験データ

を使って将

来の結果の

確からしさ

を予測する

こと 

ある結果

の確から

しさを用

いて問題

を解くこ

と 

アルジェリア 7-9 7-9 8-9 9 9 9 9 

アルメニア - - - - - - - 

オーストラリア 4-8 3-8 7-10 6-10 7-10 7-12 7-10 

バーレーン 7 7 7,10 - - - - 

ボスニア・ヘルツェゴビナ 8-9 8-9 8-9 12 - - - 

ボツワナ 4-12 6-12 9 11-12 11-12 10 10 

ブルガリア 9 9 11 11 - - - 

台湾 4 6 9 11 - 11 11 

コロンビア 6-7 6-7 8-9 8-9 8-9 8-9 8-9 

キプロス 12 12 12 12 12 12 12 

チェコ 4-8 4-8 8,12 8,12 12 8,12 8,12 

エジプト 4-10 4-10 7-9 4-10 - 7-10 7-10 

エルサルバドル 3-10 4-10 6-10 6,10 - 6,11 11 

イングランド 5-8 5-8 6-10 6-10 9-12 8-12 7-12 

グルジア 6-8 6-8 6-7 9 8 8 8 

ガーナ 4-9 6-12 6-10 8-12 10-12 10-12 10-12 

香港 7 7 7-9 7-11 10-11 10-11 10-11 

ハンガリー 6 6 7-8 8 - - - 

インドネシア 9 9 9 9 9 9 9 

イラン 8 8 8 8 10 11 11 

イスラエル 3,7 3,7 7 - 0 - 0 

イタリア 3-10 4-10 8-10 8-13 8-10 9-10 9-10 

日本 3-5 3-5 10-12 10-12 4 8 8 

ヨルダン 4-7 4-7 5-7 - - 6-7 6-7 

韓国 6 6 12 - - - - 

クウェート 7,10-11 7,10-11 10-11 10-11 11 11 12 

レバノン 4-9 5-9 8-9 9-10 - - - 

リトアニア 8 10 10 12 10 10 10 

マレーシア 8 8 9-10 9-10 9-10 9-10 9-10 

マルタ 6-7 6-7 9-10 9-10 10 9 9 

モンゴル 6-8 6-8 9 10 10 10 10 

ノルウェー 5-7 5-7 5-10 5-7 - - 8-10 

オマーン 2 3-9 9-12 9-12 - 10-12 10-12 

パレスチナ 2-12 3-12 5-7 6-7,9-11 6-7 10-12 10-12 

カタール 6-8 6-8 6-8 - - 11 11 

ルーマニア 5-7,9 6-7,9 10-11 8-9 11 10-11 10 -11 

ロシア 5-9 5-9 5-11 5-11 - 5-11 10-11 

サウジアラビア 5-6 10 10 8-10 10 11 8-10 

スコットランド 7 8 9 8 9 9 9 

セルビア 6-8 - - 6-8 - - 7-8 

シンガポール 1-7 1-7 7-10 7-10 - 8-10 8-12 

スロベニア 1-7 4-7 9 - - 9 9 

スウェーデン 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 6-9 - 

シリア 7,9 7,9 10-11 10-11 11-12 12 12 

タイ 4-6 8 9 9 10-12 10-12 10-12 

チュニジア 7-9 7-9 10 - - - 12 

トルコ 3-7 3-7 7 - - - 8 

ウクライナ 6-9 6-9 9 11 11 11 11 

アメリカ 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 6-8 

モロッコ 9 9 9 9 10 12 12 

（注）１ 指導学年は，各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 

   ２ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
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3.2 学校環境 

3.2.1 学校への出席の良好さ 

学校への出席の良好さについて，学校における児童・生徒の問題行動の頻度と深刻さの程度に関する

13 小項目のうち，「遅刻」「不登校（不当な欠席など）」「授業をさぼること」の３小項目について

聞いた結果をもとに，それら３小項目すべてに対して，学校での頻度が「まったくない」か，または学

校での問題の深刻さが「問題でない」と回答した場合を「高い」，３小項目中，学校での問題の深刻さ

で，２小項目以上が「深刻な問題」か，１小項目が「小さな問題」で２小項目が「深刻な問題」と回答

した場合を「低い」，それ以外の場合を「中程度」として，「学校への出席の良好さ」の指標をまとめ

ると，表 3-20，表 3-21 の通りである。 

小学校４年についてみると，学校への出席の良好さは，わが国は「高い」が 48％，「中程度」が 42％，

「低い」が 10％であり，国際平均値は，それぞれ 43％，50％，7％である。わが国は「高い」は，国際

平均値を 5 ポイント上回っているが，「中程度」は 8 ポイント下回っている。2003 年と比較すると，

わが国は，「高い」が 52％でほとんど変わらない。 

中学校２年についてみると，学校への出席の良好さは，わが国は「高い」が 11％，「中程度」が 49％，

「低い」が 40％であり，国際平均値は，それぞれ 21％，58％，20％である。「高い」は，国際平均値

を 10 ポイント下回り，「低い」は 20 ポイント上回っている。2003 年と比較すると，わが国は，「高

い」が 12％でほとんど変わらない。 
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表 3-20 学校への出席の良好さ  －小学校４年－ 

国／地域 

高い 中程度 低い 

指導された 

児童の割合 

（％） 

平均得点 
2003 年の児童

の割合との差

指導された

児童の割合

（％） 

平均得点 

指導された 

児童の割合 

（％） 

平均得点 

台湾 77 (3.9) 577 (2.2) -3 (5.2) 23 (3.9) 574 (5.0) 0 (0.0) ~ ~ 

スロベニア 72 (3.7) 501 (2.2) -9 (5.3) 28 (3.6) 503 (3.7) 1 (0.7) ~ ~ 

チェコ 71 (3.9) 489 (2.8) ◊ ◊   28 (3.8) 481 (6.7) 1 (0.8) ~ ~ 

オーストリア 71 (3.0) 507 (2.2) ◊ ◊   29 (3.0) 500 (3.8) 0 (0.0) ~ ~ 

オランダ 66 (4.1) 540 (2.2) -4 (5.8) 33 (4.0) 521 (5.9) 1 (0.0) ~ ~ 

ドイツ 63 (3.5) 537 (2.1) ◊ ◊   33 (3.5) 509 (4.6) 4 (1.2) 487 (13.3)

シンガポール 57 (0.0) 602 (5.2) -8 (4.3) 42 (0.0) 597 (5.0) 0 (0.0) ~ ~ 

スウェーデン 56 (4.4) 506 (3.0) ◊ ◊   42 (4.4) 498 (4.0) 1 (0.8) ~ ~ 

ラトビア 53 (4.5) 540 (3.1) 7 (6.9) 46 (4.4) 535 (3.6) 1 (1.0) ~ ~ 

スコットランド 51 (4.0) 508 (3.7) -2 (6.7) 45 (4.2) 485 (3.8) 4 (1.8) 435 (9.6)

ノルウェー 51 (4.5) 476 (3.6) -1 (6.2) 48 (4.5) 469 (3.9) 1 (0.0) ~ ~ 

香港 50 (4.5) 607 (4.3) -14 (6.8) ▼ 49 (4.4) 606 (5.2) 1 (0.0) ~ ~ 

リトアニア 49 (4.0) 524 (3.8) 4 (5.8) 46 (4.1) 533 (4.2) 4 (1.6) 562 (11.2)

アルジェリア 49 (4.6) 362 (9.0) ◊ ◊   47 (4.5) 388 (6.8) 4 (1.7) 414 (17.8)

日本 48 (3.6) 567 (2.7) -4 (5.2) 42 (3.6) 570 (3.4) 10 (2.1) 565 (6.6)

デンマーク 47 (5.2) 529 (4.1) ◊ ◊   45 (5.1) 520 (3.1) 7 (2.3) 505 (9.2)

ウクライナ 46 (4.1) 476 (4.2) ◊ ◊   51 (4.2) 462 (5.1) 3 (1.5) 470 (15.6)

イタリア 42 (3.7) 509 (3.9) -30 (5.0) ▼ 48 (4.0) 505 (5.1) 9 (2.3) 505 (11.9)

チュニジア 42 (4.3) 325 (7.6) -5 (5.6) 47 (4.7) 336 (8.3) 11 (2.5) 274 (17.3)

イラン 39 (4.0) 413 (6.7) -6 (6.1) 60 (3.9) 396 (5.4) 1 (1.0) ~ ~ 

ロシア 39 (3.6) 550 (6.6) 10 (5.0) ▲ 58 (3.0) 540 (5.6) 3 (2.1) 541 (12.8)

アルメニア 37 (3.9) 497 (6.1) 4 (5.7) 50 (4.0) 504 (7.4) 12 (2.4) 490 (10.4)

ニュージーランド 37 (3.4) 518 (3.5) 2 (4.6) 58 (3.5) 482 (3.3) 5 (1.4) 443 (11.5)

イングランド 34 (4.4) 556 (5.1) -4 (6.6) 61 (4.4) 536 (3.6) 4 (1.8) 503 (9.4)

カザフスタン 34 (4.4) 561 (8.9) ◊ ◊   65 (4.4) 544 (10.1) 1 (0.8) ~ ~ 

ハンガリー 33 (4.1) 524 (6.8) -13 (5.8) ▼ 55 (4.7) 512 (5.9) 12 (3.3) 464 (10.5)

スロバキア 32 (3.6) 503 (4.7) ◊ ◊   54 (4.3) 493 (7.3) 14 (2.7) 493 (9.6)

オーストラリア 31 (4.3) 521 (6.5) -10 (6.1) 65 (4.1) 517 (4.3) 4 (1.4) 457 (14.2)

グルジア 30 (4.0) 441 (8.2) ◊ ◊   62 (4.2) 438 (5.9) 8 (2.7) 441 (15.3)

モロッコ 29 (4.1) 349 (11.6) -11 (6.3) 55 (4.4) 331 (5.9) 16 (3.0) 343 (16.1)

コロンビア 28 (4.8) 372 (11.3) ◊ ◊   40 (5.6) 356 (8.5) 33 (4.8) 345 (8.9)

アメリカ 21 (3.0) 549 (5.3) 0 (4.1) 71 (3.4) 527 (3.4) 8 (1.8) 497 (5.8)

イエメン 21 (4.2) 214 (13.8) ◊ ◊   64 (5.2) 228 (7.5) 15 (3.7) 211 (18.0)

クウェート 11 (2.8) 308 (13.8) ◊ ◊   63 (4.0) 325 (5.4) 26 (3.4) 297 (9.8)

エルサルバドル 11 (2.7) 354 (23.1) ◊ ◊   67 (3.9) 332 (5.1) 22 (3.8) 317 (8.5)

カタール 9 (0.1) 297 (3.5) ◊ ◊   84 (0.1) 296 (1.4) 7 (0.1) 300 (4.8)

国際平均値 43 (0.6) 478 (1.2)    50 (0.7) 471 (1.0) 7 (0.3) 432 (2.5)

（注）１ 児童の出席に関する問題行動についての学校質問紙の下記の 3つの質問項目の回答について， 

     A:学校での頻度 ①まったくない，②ほとんどない，③毎月，④毎週，⑤毎日 

     B:学校での問題の深刻さ ①問題でない，②小さな問題，③深刻な問題 

     を組み合わせ，以下の３つに指標化した。 

      高い：３つの質問項目への回答がどれも，Aが①または Bが① 

      低い：３つの質問項目中，Bの回答の２つ以上が③または Bの回答の２つが②で１つが③ 

      中程度：高い，低い，で示した回答以外の回答 

     質問項目（１）遅刻，（２）不登校（不当な欠席など），③授業をさぼること 

   ２ 2007 年と 2003 年の差の検定結果は次の通りである。 

       ▲ 2007 年の方が 2003 年よりも統計的に有意に高い 

       ▼ 2007 年の方が 2003 年よりも統計的に有意に低い 

   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。百分率の合計は四捨五入のために 100％にならないこともある。 

   ４ 「～」は得点を出すにはデータが不十分であることを示す。 

   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。    
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表 3-21 学校への出席の良好さ  －中学校２年－ 

国／地域 

高い 中程度 低い 

指導された 
生徒の割合 
（％） 

平均得点 
2003年の生徒
の割合との差

1999年の生徒
の割合との差

指導された
生徒の割合
（％） 

平均得点 
指導された 
生徒の割合 
（％） 

平均得点

レバノン 52 (5.1) 454 (6.4) -14 (6.6) ▼ ◊ ◊  42 (5.2) 447 (8.5) 5 (1.6) 434 (15.4)
台湾 52 (4.0) 603 (6.5) 1 (5.6) 24 (5.4) ▲ 42 (4.0) 596 (6.1) 5 (1.9) 577 (9.6)
オマーン 50 (4.3) 374 (5.1) ◊ ◊   ◊ ◊   42 (4.8) 379 (6.2) 9 (2.6) 350 (17.8)
韓国 49 (4.3) 599 (3.7) -2 (5.7) 18 (5.7) ▲ 42 (4.4) 594 (3.9) 9 (1.8) 598 (8.4)
マルタ 43 (0.2) 528 (1.6) ◊ ◊   ◊ ◊   47 (0.2) 458 (1.5) 10 (0.2) 440 (3.8)
チェコ 36 (4.2) 520 (5.9) ◊ ◊  -2 (7.1) 53 (4.4) 497 (3.4) 11 (2.9) 483 (5.4)
エジプト 34 (4.0) 402 (6.0) -12 (5.9) ▼ ◊ ◊  53 (4.1) 386 (6.1) 13 (2.7) 372 (8.9)
アルメニア 30 (3.7) 495 (5.0) 10 (5.2) ◊ ◊  56 (4.1) 501 (5.8) 14 (2.6) 498 (5.5)
香港 30 (4.1) 611 (8.2) 3 (5.8) 5 (5.6) 60 (4.7) 560 (7.5) 10 (3.0) 500 (24.2)
ヨルダン 30 (3.8) 433 (9.3) -5 (5.6) -10 (5.7) 52 (4.3) 429 (6.3) 18 (3.3) 408 (11.8)

シンガポール 30 (0.0) 629 (6.4) -12 (0.0) ▼ -2 (4.1) 66 (0.0) 580 (5.0) 4 (0.0) 535 (28.4)
イタリア 28 (3.5) 483 (4.9) -28 (5.0) ▼ -6 (4.7) 56 (4.0) 479 (4.1) 15 (2.7) 474 (8.4)
スロベニア 28 (3.7) 498 (4.9) -3 (5.5) - - 54 (4.1) 506 (2.9) 19 (3.2) 497 (4.5)
ボスニア・ヘルツェゴビナ 28 (3.6) 455 (4.2) ◊ ◊   ◊ ◊   61 (4.2) 457 (3.8) 11 (2.7) 449 (11.0)
ハンガリー 26 (3.6) 527 (9.2) -4 (5.3) 3 (5.1) 55 (4.6) 520 (5.3) 19 (3.7) 493 (8.1)
イラン 25 (3.3) 410 (7.1) -12 (5.1) ▼ -15 (5.7) ▼ 72 (3.4) 401 (5.4) 3 (1.3) 403 (8.3)
トルコ 25 (3.8) 447 (11.3) ◊ ◊   ◊ ◊   53 (5.1) 435 (7.8) 22 (3.5) 408 (11.6)
アルジェリア 23 (3.4) 389 (4.4) ◊ ◊   ◊ ◊   56 (4.5) 385 (2.8) 21 (3.9) 391 (3.7)
イングランド 23 (3.1) 555 (10.2) 7 (5.2) - - 65 (4.0) 507 (6.1) 12 (2.8) 481 (13.0)
ウクライナ 23 (3.5) 470 (7.3) ◊ ◊   ◊ ◊   65 (4.1) 464 (4.5) 12 (3.0) 437 (8.9)

イスラエル 21 (3.2) 467 (9.7) 9 (4.4) ▲ 15 (3.9) ▲ 55 (4.8) 469 (6.2) 24 (4.0) 458 (10.4)
パレスチナ 21 (3.3) 380 (7.9) -9 (4.9) ◊ ◊  65 (4.0) 372 (4.9) 14 (2.5) 331 (11.0)
ルーマニア 18 (2.7) 476 (11.3) -3 (4.6) 4 (4.2) 52 (3.8) 471 (5.8) 30 (4.1) 440 (8.9)
オーストラリア 18 (2.8) 547 (10.1) -8 (5.3) - - 65 (3.7) 495 (5.2) 16 (2.7) 448 (7.5)
シリア 0 (3.6) 384 (10.4) ◊ ◊   ◊ ◊   64 (4.9) 396 (5.4) 19 (3.3) 399 (7.6)
ロシア 17 (2.8) 530 (8.9) 8 (3.8) ▲ 7 (3.3) ▲ 63 (3.1) 512 (4.9) 20 (3.0) 495 (6.7)
ブルガリア 17 (3.0) 492 (10.3) 13 (3.3) ▲ -6 (6.4) 44 (3.9) 470 (7.7) 39 (4.0) 445 (9.3)
マレーシア 17 (2.8) 503 (12.2) -1 (4.5) 11 (3.7) ▲ 68 (3.2) 471 (5.7) 15 (2.8) 455 (12.8)
バーレーン 17 (0.2) 412 (3.8) -9 (0.3) ▼ ◊ ◊  64 (0.3) 398 (2.1) 20 (0.2) 384 (2.6)
セルビア 16 (3.6) 496 (6.4) 0 (4.8) ◊ ◊  55 (4.4) 483 (4.4) 29 (3.6) 485 (7.4)

コロンビア 15 (3.2) 400 (10.3) ◊ ◊   ◊ ◊   38 (4.8) 384 (5.8) 47 (4.2) 369 (6.2)
アメリカ 15 (2.5) 519 (5.9) -3 (3.7) -4 (3.9) 66 (3.6) 514 (4.2) 19 (2.8) 481 (6.4)
スコットランド 15 (2.9) 514 (15.9) 0 (4.7) ◊ ◊  78 (3.3) 485 (4.9) 7 (1.8) 461 (20.0)
サウジアラビア 14 (3.1) 315 (8.2) - -  ◊ ◊   65 (3.8) 330 (3.8) 21 (3.1) 336 (6.5)
タイ 14 (2.7) 459 (14.9) ◊ ◊  -4 (4.2) 68 (3.7) 438 (6.5) 18 (3.5) 441 (12.9)
チュニジア 14 (2.9) 421 (6.1) -3 (4.3) -2 (4.3) 63 (4.0) 422 (3.1) 23 (3.7) 415 (4.6)
カタール 13 (0.1) 326 (3.9) ◊ ◊   ◊ ◊   64 (0.2) 290 (1.7) 23 (0.2) 323 (2.5)
ボツワナ 13 (2.7) 381 (7.6) 7 (3.3) ▲ ◊ ◊  61 (3.9) 367 (3.2) 27 (3.5) 346 (4.4)
日本 11 (2.5) 572 (8.2) -1 (3.4) 2 (3.3) 49 (4.5) 581 (4.1) 40 (3.9) 556 (4.4)
エルサルバドル 11 (2.3) 357 (9.0) ◊ ◊   ◊ ◊   67 (4.1) 341 (3.7) 22 (3.8) 331 (7.0)

キプロス 11 (0.1) 462 (3.8) -11 (0.3) ▼ -8 (0.2) ▼ 73 (0.2) 466 (1.9) 16 (0.2) 462 (5.2)
グルジア 10 (3.1) 391 (24.4) ◊ ◊   ◊ ◊   69 (4.9) 408 (7.0) 21 (4.2) 417 (8.9)
ノルウェー 8 (2.1) 478 (6.5) -12 (4.6) ▼ ◊ ◊  73 (4.0) 470 (2.3) 19 (3.6) 465 (4.6)
インドネシア 7 (2.2) 432 (17.2) -1 (3.6) -1 (3.7) 57 (4.8) 405 (6.2) 36 (4.3) 376 (8.8)
クウェート 7 (2.7) 366 (9.4) ◊ ◊   ◊ ◊   57 (4.8) 351 (3.9) 36 (4.3) 355 (5.1)
リトアニア 6 (2.0) 493 (10.1) 0 (2.9) -6 (3.2) 44 (4.3) 507 (4.2) 50 (4.4) 506 (4.0)
ガーナ 5 (2.0) 354 (45.8) -3 (3.1) ◊ ◊  71 (4.2) 313 (5.2) 24 (4.0) 290 (11.1)
スウェーデン 4 (1.6) 519 (13.9) -3 (2.7) ◊ ◊  58 (4.0) 492 (2.8) 38 (3.9) 487 (3.6)

モロッコ 7 (2.5) 432 (20.3) - -  - -  50 (6.5) 373 (5.4) 43 (6.3) 377 (5.6)
国際平均値 21 (0.4) 464 (1.7)        58 (0.6) 450 (0.8) 20 (0.5) 436 (1.6)

（注）１ 生徒の出席に関する問題行動についての学校質問紙の下記の 3つの質問項目の回答について， 
      A:学校での頻度 ①まったくない，②ほとんどない，③毎月，④毎週，⑤毎日 
      B:学校での問題の深刻さ ①問題でない，②小さな問題，③深刻な問題 
     を組み合わせ，以下の３つに指標化した。 
      高い：３つの質問項目への回答がどれも，Aが①または Bが① 
      低い：３つの質問項目中，Bの回答の２つ以上が③または Bの回答の２つが②で１つが③ 
      中程度：高い，低い，で示した回答以外の回答 
     質問項目（１）遅刻，（２）不登校（不当な欠席など），③授業をさぼること 
   ２ 2007 年と 2003 年，1999 年の差の検定結果は次の通りである。 
       ▲ 2007 年の方が 2003 年，または，1999 年よりも統計的に有意に高い 
       ▼ 2007 年の方が 2003 年，または，1999 年よりも統計的に有意に低い 
   ３ （ ）内は標準誤差(SE)を示す。百分率の合計は四捨五入のために 100％にならないこともある。 
   ４ 「－」は比較するデータがないことを示す。 
   ５ 「◊」は参加していなかったことを示す。 
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3.2.2 学校の保護者への期待 

学校の保護者への期待について，各国の調査責任者，及び，学校に聞いた。調査責任者については，

国として保護者を学校に参画する方針があるとした回答を●で表した。学校については，保護者の参加

活動として，「特別な行事（文化祭，講演会，スポーツ大会）への参加」「学校への寄付」「学校の行

事，計画，遠足などへのボランティア参加」「子供に確実に宿題をさせること」「学校での委員会への

参加（教職員の人事や学校会計監査など）」に，「あなたの学校では，次の活動を保護者に呼びかけて

いますか」という形で聞いて「はい」と答えた回答学校に対応する児童・生徒の割合で表した結果をま

とめると，表 3-22，表 3-23 の通りである 

小学校４年についてみると，36か国中わが国を含め 27か国が保護者を学校に参画させる方針がある

としている。学校が保護者に呼びかけているのは，わが国は，「特別な行事（文化祭，講演会，スポー

ツ大会）への参加」98％，「学校への寄付」2％，「学校の行事，計画，遠足などへのボランティア参

加」92％，「子供に確実に宿題をさせること」87％，「学校での委員会への参加（教職員の人事や学校

会計監査など）」23％であり，国際平均値はそれぞれ 90％，54％，84％，95％，71％である。「特別

な行事（文化祭，講演会，スポーツ大会）への参加」と「学校の行事，計画，遠足などへのボランティ

ア参加」は国際平均値を上回っているが，「学校への寄付」と「学校での委員会への参加（教職員の人

事や学校会計監査など）」が国際平均値を大きく下回っている。 

中学校２年についてみると，49か国中わが国を含め 34か国が保護者を学校に参画させる方針がある

としている。学校が保護者に呼びかけているのは，わが国は，「特別な行事（文化祭，講演会，スポー

ツ大会）への参加」100％，「学校への寄付」13％，「学校の行事，計画，遠足などへのボランティア

参加」74％，「子供に確実に宿題をさせること」78％，「学校での委員会への参加（教職員の人事や学

校会計監査など）」29％であり，国際平均値はそれぞれ 90％，51％，75％，92％，67％である。「特

別な行事（文化祭，講演会，スポーツ大会）への参加」は国際平均値を上回っているが，「学校への寄

付」「子供に確実に宿題をさせること」「学校での委員会への参加（教職員の人事や学校会計監査など）」

が国際平均値を大きく下回っている。 
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表 3-22 学校の保護者への期待 －小学校４年－ 

国／地域 

保護者を

学校に参

画させる

方針であ

る 

学校に関する諸活動に保護者の参加を期待すると答えた学校で 

指導された児童の割合（％） 

特別な行事への参

加（文化祭，演奏

会，スポーツ大会

など） 

学校への寄付 

学校の行事，計

画，遠足などへの

ボランティア参加

子供に確実に宿題

をさせること 

学校での委員会へ

の参加（教職員の

人事や学校会計監

査など） 

アルジェリア ● 82 (3.4) 41 (4.8) 58 (4.3) 88 (2.6) 31 (4.2) 

アルメニア ○ 90 (2.8) 52 (4.1) 85 (3.2) 90 (2.7) 90 (2.6) 

オーストラリア ○ 100 (0.5) 97 (1.3) 98 (1.0) 96 (1.8) 96 (1.6) 

オーストリア ● 91 (1.8) 56 (3.6) 98 (0.9) 93 (2.0) 100 (0.0) 

台湾 ● 95 (1.9) 38 (4.3) 88 (2.9) 99 (0.7) 92 (2.3) 

コロンビア ● 91 (3.1) 41 (5.2) 93 (2.4) 99 (1.3) 69 (4.2) 

チェコ ○ 62 (4.3) 41 (4.2) 80 (3.3) 96 (1.6) 61 (4.5) 

デンマーク ● 88 (3.7) 11 (3.1) 13 (3.0) 100 (0.0) 93 (2.7) 

エルサルバドル ● 86 (3.3) 46 (4.6) 87 (3.2) 97 (1.5) 81 (3.6) 

イングランド ○ 100 (0.5) 98 (1.5) 93 (2.0) 99 (1.0) 84 (3.1) 

グルジア ● 87 (3.4) 61 (4.6) 93 (2.4) 95 (1.8) 82 (3.7) 

ドイツ ● 98 (0.7) 68 (3.0) 99 (0.6) 95 (1.5) 97 (1.0) 

香港 ● 94 (2.2) 78 (3.9) 97 (1.5) 95 (1.8) 63 (4.1) 

ハンガリー ○ 78 (3.9) 73 (4.0) 92 (2.6) 93 (2.3) 64 (4.4) 

イラン ● 77 (3.2) 69 (3.4) 82 (2.8) 94 (1.8) 70 (3.5) 

イタリア ● 99 (0.8) 37 (3.8) 51 (4.1) 96 (1.5) 51 (3.9) 

日本 ● 98 (1.2) 2 (1.3) 92 (2.3) 87 (2.7) 23 (3.6) 

カザフスタン ● 97 (1.4) 60 (5.4) 83 (4.5) 99 (0.9) 82 (4.1) 

クウェート ● 87 (3.1) 4 (1.7) 70 (4.1) 89 (2.6) 24 (3.5) 

ラトビア ○ 97 (1.5) 48 (4.0) 81 (3.4) 82 (2.9) 71 (3.7) 

リトアニア ● 99 (0.8) 74 (3.3) 96 (1.7) 96 (1.6) 88 (2.5) 

モロッコ ● 89 (2.5) 46 (4.0) 70 (3.5) 96 (1.5) 31 (3.6) 

オランダ ● 87 (3.5) 33 (3.9) 94 (2.9) 96 (2.5) 90 (3.2) 

ニュージーランド ● 100 (0.0) 96 (1.3) 100 (0.0) 94 (1.5) 94 (1.6) 

ノルウェー ● 96 (1.7) 10 (2.7) 97 (1.1) 97 (1.6) 89 (2.4) 

カタール ○ 94 (0.1) 26 (0.2) 75 (0.1) 91 (0.1) 25 (0.2) 

ロシア ○ 99 (0.6) 67 (3.1) 96 (1.4) 99 (0.7) 91 (2.5) 

スコットランド ● 100 (0.0) 100 (0.0) 98 (1.4) 100 (0.0) 95 (1.8) 

シンガポール ● 99 (0.0) 69 (0.0) 99 (0.0) 99 (0.0) 67 (0.0) 

スロバキア ● 57 (3.9) 66 (3.4) 83 (3.2) 91 (2.3) 82 (3.2) 

スロベニア ● 98 (1.3) 41 (4.3) 73 (4.2) 98 (1.2) 39 (4.2) 

スウェーデン ● 91 (2.1) 3 (1.2) 86 (3.1) 99 (0.6) 65 (3.9) 

チュニジア ○ 70 (3.9) 62 (4.2) 74 (3.6) 94 (2.1) 44 (3.9) 

ウクライナ ● 97 (1.3) 95 (1.9) 90 (2.4) 96 (1.8) 89 (2.4) 

アメリカ ● 100 (0.3) 94 (1.6) 98 (0.9) 100 (0.4) 89 (2.1) 

イエメン ● 65 (4.3) 45 (4.9) 67 (4.4) 93 (2.1) 50 (4.8) 

国際平均値  90 (0.4) 54 (0.6) 84 (0.5) 95 (0.3) 71 (0.5) 

（注）１ 方針は各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 ●はい，○いいえ 

   ２ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。 
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表 3-23 学校の保護者への期待 －中学校２年－ 

国／地域 

保護者を

学校に参

画させる

方針であ

る 

学校に関する諸活動に保護者の参加を期待すると答えた学校で 

指導された生徒の割合（％） 

特別な行事への参

加（文化祭，演奏

会，スポーツ大会

など） 

学校への寄付 

学校の行事，計

画，遠足などへの

ボランティア参加

子供に確実に宿題

をさせること 

学校での委員会へ

の参加（教職員の

人事や学校会計監

査など） 

アルジェリア ● 84 (3.5) 37 (3.8) 56 (4.3) 85 (3.1) 48 (4.0) 

アルメニア ○ 91 (2.5) 53 (4.0) 84 (3.5) 91 (2.7) 90 (2.8) 

オーストラリア ○ 96 (1.8) 71 (4.0) 77 (3.1) 97 (1.3) 97 (1.2) 

バーレーン ● 92 (0.1) 31 (0.2) 64 (0.2) 97 (0.2) 32 (0.3) 

ボスニア・ヘルツェゴビナ ● 84 (2.9) 52 (3.7) 92 (2.3) 92 (2.3) 91 (2.1) 

ボツワナ ○ 82 (3.3) 99 (0.7) 76 (3.6) 88 (2.9) 89 (2.3) 

ブルガリア ○ 95 (1.3) 62 (3.5) 70 (3.8) 83 (3.1) 63 (4.2) 

台湾 ● 90 (2.4) 38 (3.9) 77 (3.7) 98 (1.2) 83 (3.1) 

コロンビア ● 93 (2.2) 31 (4.5) 90 (2.9) 98 (1.5) 63 (4.4) 

キプロス ● 93 (0.1) 74 (0.2) 51 (0.3) 95 (0.1) 79 (0.2) 

チェコ ○ 58 (3.8) 40 (3.7) 76 (3.9) 95 (1.9) 70 (4.1) 

エジプト ○ 94 (2.0) 56 (4.2) 81 (3.1) 94 (1.7) 65 (4.1) 

エルサルバドル ● 94 (1.9) 44 (4.6) 89 (2.8) 93 (2.2) 81 (3.4) 

イングランド ○ 99 (1.1) 67 (4.3) 61 (4.5) 99 (1.0) 71 (4.2) 

グルジア ● 89 (2.7) 64 (5.1) 89 (2.8) 99 (0.8) 90 (2.3) 

ガーナ ● 82 (3.3) 66 (4.2) 62 (4.0) 79 (3.2) 95 (1.8) 

香港 ● 92 (2.6) 66 (4.6) 83 (3.6) 91 (2.7) 60 (4.0) 

ハンガリー ○ 75 (3.7) 77 (3.0) 91 (2.8) 94 (2.2) 62 (4.5) 

インドネシア ● 77 (3.7) 71 (4.0) 54 (4.3) 97 (1.6) 80 (3.4) 

イラン ● 72 (3.4) 70 (3.4) 77 (3.5) 89 (2.3) 63 (3.8) 

イスラエル ● 91 (2.5) 33 (4.2) 83 (3.0) 86 (3.0) 56 (4.4) 

イタリア ● 96 (1.5) 27 (3.3) 47 (3.8) 96 (1.5) 51 (4.3) 

日本 ● 100 (0.0) 13 (3.0) 74 (3.9) 78 (3.6) 29 (3.8) 

ヨルダン ● 96 (1.7) 33 (3.5) 78 (3.6) 95 (1.8) 46 (4.0) 

韓国 ● 93 (2.2) 11 (2.2) 51 (3.9) 60 (4.0) 92 (2.0) 

クウェート ● 79 (3.2) 9 (2.5) 65 (4.2) 90 (2.4) 28 (4.5) 

レバノン ○ 79 (4.0) 46 (4.9) 52 (3.8) 91 (2.8) 73 (4.6) 

リトアニア ● 99 (0.7) 74 (3.6) 98 (1.1) 97 (1.3) 85 (2.7) 

マレーシア ● 98 (1.2) 85 (3.0) 77 (3.5) 92 (2.5) 57 (3.8) 

マルタ ● 99 (0.0) 74 (0.2) 58 (0.2) 100 (0.0) 75 (0.2) 

ノルウェー ● 90 (2.6) 18 (3.8) 90 (3.0) 92 (2.5) 91 (2.4) 

オマーン ● 98 (1.1) 24 (3.8) 85 (2.9) 94 (1.8) 21 (3.6) 

パレスチナ ○ 100 (0.0) 38 (3.8) 80 (3.2) 99 (0.9) 19 (3.3) 

カタール ○ 91 (0.1) 28 (0.1) 75 (0.1) 94 (0.1) 30 (0.1) 

ルーマニア ○ 78 (3.6) 49 (4.2) 85 (2.7) 99 (1.0) 68 (4.5) 

ロシア ○ 98 (1.1) 69 (3.9) 95 (1.8) 88 (2.9) 92 (2.0) 

サウジアラビア ● 96 (1.6) 16 (3.3) 44 (4.2) 97 (1.4) 93 (1.9) 

スコットランド ● 99 (0.9) 79 (4.1) 53 (5.0) 99 (1.0) 85 (3.8) 

セルビア ○ 77 (4.2) 72 (3.9) 83 (3.2) 97 (1.5) 96 (1.6) 

シンガポール ● 98 (0.0) 69 (0.0) 96 (0.0) 91 (0.0) 63 (0.0) 

スロベニア ● 98 (1.2) 44 (4.4) 70 (4.2) 96 (1.7) 38 (4.1) 

スウェーデン ● 85 (3.1) 10 (2.4) 74 (3.6) 96 (1.5) 68 (4.2) 

シリア ● 91 (2.6) 14 (2.9) 80 (3.4) 98 (1.2) 52 (4.6) 

タイ ● 95 (1.8) 92 (2.1) 78 (3.2) 89 (2.6) 77 (3.3) 

チュニジア ○ 79 (3.2) 36 (4.1) 60 (3.5) 97 (1.4) 21 (3.7) 

トルコ ● 80 (3.2) 81 (3.1) 80 (3.3) 59 (4.5) 62 (4.1) 

ウクライナ ● 97 (1.5) 91 (2.6) 86 (2.7) 93 (2.3) 90 (2.6) 

アメリカ ● 99 (0.8) 82 (2.6) 97 (1.3) 98 (0.9) 89 (2.5) 

モロッコ ● 95 (1.9) 35 (4.0) 87 (2.3) 69 (4.0) 65 (5.6) 

国際平均値  90 (0.3) 51 (0.5) 75 (0.5) 92 (0.3) 67 (0.5) 

（注）１ 方針は各国の調査責任者のカリキュラム質問紙への回答による。 ●はい，○いいえ 

   ２ （ ）内は標準誤差（SE）を示す。   
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資 料 
 

 

 ここでは，資料１「算数問題（小学校）」，資料２「数学問題（中学校）」，資料３「児童質問紙（小

学校）」，資料４「生徒質問紙（中学校）」，資料５「教師質問紙（小学校）」，資料６「教師質問紙

（数学 中学校）」，資料７「学校質問紙（小学校）」，資料８「学校質問紙（中学校）」を掲げると

ともに，資料９「記述式問題の採点基準（小学校）」，資料 10「記述式問題の採点基準（中学校）」，

資料 11「調査の手引き（小学校）」，資料 12「調査の手引き（中学校）」を掲載する。 

 

（1）算数・数学問題の構成 

 児童・生徒に対して実施した算数・数学問題は，小問の総数にして 小学校 179 題，中学校 215 題で

あった。これらの算数・数学問題は，小学校および中学校それぞれ 14 個のブロックに分けられ，資料

表１に掲げたように，同様に 14 個のブロックに分けられた理科問題と合わせて，いずれも４つのブロ

ックからなる問題１から問題 14までの 14冊の問題用紙を作成した。１人の児童・生徒には，それらの

問題用紙のうち，いずれか１冊が配布された。 

 また，国際的な取り決めにより，小学校および中学校とも，算数・数学および理科ともに，01～05

番および 07 番の６個のブロックに属する問題を公開し，06 番および 08～14 番の８個のブロックに属

する問題（資料表１における網掛け部分）を非公開とする。 

 資料表１において，01～14番の各問題ブロックの先頭に付いている「Ｍ」は算数・数学問題，「Ｓ」

は理科問題であることを示す。 

 資料表２は各問題ブロックが 2003 年と同一問題ブロックかどうかを示す。７個のブロックが 2003 年

と同一である。 

 

（2）算数・数学問題における記述式問題の採点基準について 

記述式で出題された問題については，資料 9 および 10 の「記述式問題の採点基準」にもとづいて採

点を行い，解答結果を２桁の数値でコード化した。算数・数学の問題の得点化に関しては，選択肢は 1

題 1点の配点であるが，記述式の問題は 1題につき 2点（20 番台のコード）から 1点（10 番台のコー

ド）の配点がなされている。70番台のコードは誤答であり，99は無答である。 

したがって小学校 179題，中学校 215題であるが，総得点はそれぞれ小学校 192点，中学校 238点で

あった。 

算数・数学問題の正答率に関しては，選択肢の問題は正答への反応率であり，記述式の問題は 20 番

台または 10番台のコードと示された正答への反応率の合計であるが，この場合部分正答は含まれない。

また＜日本コード＞とあるのは，わが国の採点類型であり，国際比較結果の報告においてはコード 29，

コード 19，コード 79など，その他の正答や誤答として集計された。 
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資料表 1 問題用紙の構成（小・中共通）     資料表 2 同一問題（算数・数学/小・中共通） 

 

問題冊
子 

の番号 

第 1 部 第 2 部 
ブロック
の番号 過去と同一問題かどうか ブロック 

１ 
ブロック

２ 
ブロック 

３ 
ブロック

４ 

1 Ｍ01 Ｍ02 Ｓ01 Ｓ02 Ｍ01 2003 年と同一問題（2003 年のＭ05) 

2 Ｓ02 Ｓ03 Ｍ02 Ｍ03 Ｍ02 2007 年の問題 

3 Ｍ03 Ｍ04 Ｓ03 Ｓ04 Ｍ03 2003 年と同一問題（2003 年のＭ06) 

4 Ｓ04 Ｓ05 Ｍ04 Ｍ05 Ｍ04 2007 年の問題 

5 Ｍ05 Ｍ06 Ｓ05 Ｓ06 Ｍ05 2003 年と同一問題（2003 年のＭ07) 

6 Ｓ06 Ｓ07 Ｍ06 Ｍ07 Ｍ06 2007 年の問題 

7 Ｍ07 Ｍ08 Ｓ07 Ｓ08 Ｍ07 2003 年と同一問題（2003 年のＭ08) 

8 Ｓ08 Ｓ09 Ｍ08 Ｍ09 Ｍ08 2007 年の問題 

9 Ｍ09 Ｍ10 Ｓ09 Ｓ10 Ｍ09 2003 年と同一問題（2003 年のＭ11) 

10 Ｓ10 Ｓ11 Ｍ10 Ｍ11 Ｍ10 2007 年の問題 

11 Ｍ11 Ｍ12 Ｓ11 Ｓ12 Ｍ11 2003 年と同一問題（2003 年のＭ12) 

12 Ｓ12 Ｓ13 Ｍ12 Ｍ13 Ｍ12 2007 年の問題 

13 Ｍ13 Ｍ14 Ｓ13 Ｓ14 Ｍ13 2003 年と同一問題（2003 年のＭ14) 

14 Ｓ14 Ｓ01 Ｍ14 Ｍ01 Ｍ14 2007 年の問題 
 

（注）１ ブロック番号の「Ｍ」は算数・数学，「Ｓ」は理科を示す。 

      ２ 網掛け部分は，非公開の問題ブロックであることを示す。 

      ３ 第１部，第２部の調査時間はそれぞれ，小学校では 36分，中学校では 45分であり，第１部と第２部の間に休憩を挟む。 
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}M$WcjT��sc��,��
�1
23 27s1tu�M	v
$������% 26s 55}MwL�
�1�$�����P

�$c
m�I
����+c�+�,�!

24 27s1����
�
�
��is���
wL$ki���������M�$k
����I��
�+�1

29 ����	� (�[�l������
�)
zs	�

10 tu�Ms��
	v
wL�4x�yzM$��
����%�����
�1
-R30s

11 tu�M|}�10}�15}�30}��
	v
wL�4x�yzM$��
����
%�����
�1�wL�:��
�!

17 tu�M$WJK:��M��%����%MwL�
�1�D��� 23�����

1� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � \XY���]

19 ����zs	�1�I��
 27sc+�,�=����[�43�
�,�MN
O1-R27s� $�$����P�����������$���I��
!1
"�

70 tu�MwL�
���wL�M 1'(����%�
�1
71 26s 55}�wL�
�
1�	v����[!
72 25s 75}�#$� 25.75s�#$� 25.75sMwL$,�1
77 26s 35}��wL�
�
,�:��M��%�
�,�1� � � � \XY���]
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

���� ���	������

�

�
��

QR����%
+��,�S�,T
1

��� �� ��: M022234A 
	�

20 	�
�:���cm��|cmc�
�+�1
zs	�

10 ������
�����cm��|cmc�
�+�1
11 ��	�
���c��&��#$����fg��
��
4����
�1

"�

70 ���cm)����fg�����
��#$�����
�Tm���4
�+
�1

71 ��|cm)����fg�����
��#$�����
�Tm���4
�+
�1

79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1#$��4
�
�
��,��
NO1

A�

99 ADP

������

QR����%
+��,�S�,T
1

��� �� ��: M022234B 
	�

20 8R15�
15
8
#$��3
��
,��-%.

30
16
!1

21 ��8R15:��
���:~L$��=�c�&���
�1�� c�Z����

�,�Z����+��
3.T
!

zs	�

10 15R8#$��3
��
,�1[¡�
f�¢�,c�f�¢
£W��]
11 ¡�
f�¢�,c�f�¢
£W����
�+�1¡�
f�¢���� 15R8

:��
���:~L$��=�c�&���
�1

19 
��	�
��¤sM��%�
��-%.�

30
16
¥

10
3
!�������zs	�1

"�

70 ¡�
f�¢�,c�f�¢����c��fg���#$��/&�f�¢¦��

c��fg��M�
$,�1

79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1�c����4*�,��
NO1

A�

99 ADP
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���� ���	�
�

�

QR����%
+��,�S�,T
1

��� �� ��: M022243 
	�

10 18 
"�

70 36 
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

���� ��
	���

��� �� ��: M042018 
	�

10 � ,   + , �
"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

���� ��
	���

�

����

��� �� ��: M042301A 
	�

10 W§��� �	�SDPg3�
�1
          4 �   2 �   2 
          5 �   3 �   3 
          6   � 4 �  4 
"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

��
��

��� �� ��: M042301B 
	�

10 8
"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

����

��� �� ��: M042301C 
	�

10 n - 2     � � � �¨©�6
�
�,�6
�
�Sc,T
!
"�

70 n #$��3
��
,�� �nMe�����ª«:¬�$,�MNO!
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

���� ��
	���

��� �� ��: M042263 
	�

10 10­®�c�%�
��	�
�¯°��43�
�1�¯°�56#$�±6�²
Z�-R2y + 3x = 17!M³�c��´��
�*3.�x�
1

11 10­®�c�%�
���µq¥¶·{5�����~L���
�+�1
"�

70 10­®�c�%�
���~L���
�
�
1
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

記述式問題の採点基準（中学校）
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���� ��
	���

��� �� ��: M042250 
	�

10 ¸¹gºc»gº� �#$��»gºc¸¹gº!

"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

���� ��
	���

��� �� ��: M042220 
	�

20 ¼½¾¿ 3 6c,À�g�W§�	�
1 (50, 90, 60)  
50�	�
<�
�*3.�x�
1
90� 100T�Á�S 80T�ÂS�*3.�x�
1
60� 70 T�Á�S 50 T�ÂS�*3.�x�
1
zs	�

10 26�¼½¾¿�	�
1
"�

70 ¼½¾¿�Ã�Äqr�À�g:443�j��� M 2 Å��
�
1
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��: M022106 
	�

10 20 
17 20R16���Æ!c��:¬l��
�1� � � � � � � � � � � � \XY���]
"�

70 9 [5 + 4 #$� 36 ÷ 4]
71 16 [ÀÇ�Ç�]
72 5 [È�,�Ç��]
73 27 [36 – 9] 
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��: M022110 
	�

10 0.21306 
11 0.21306  M~L$É����MwL$,�1�wL��	"��Êx:,T
!
"�

70 2.1306�21.306�21306�0.021306��7�8��9M��%�
�1
71 0.213�0.21���wL$�1$)��0.21306��
�
�
1
72 0.03216�0.3216�3.216��4*�MW�c���ZM�Ë/Ì�9
�x§�
�1
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP
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:  M032307 

10 2

15
17

30

4

45

6

79

99

:  M032691 

10 O

70 O

77

79

99

: M042304A 

10   35,  40  

70   35,  30  

79

99

(4)

: M042304B 

20  80,   90,   95 

10 10 15 

11  80 ,

79

99

: M042304C 

10  135,  130,  120

79

99

: M042304D 

20 250, 245, 255      

21 (1)(2)(3)

10 3

11  3  1 

79

99

10 35 (25) 40

20
80

1 20

90

1 30

95

1 35

10 +10 +15

11 80 

10
135

2 15

130

2 10

120

2

20
250

4 10

245

4  5

255

4 15

21
10
11

記述式問題の採点基準（中学校）
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���� ���	���

��� �� ��: M042130 
	�

10 �
ãg3$8M´������24�äÒ¢M4
�
�1-R AZW,  ZWX,  XAW, 
XZA,  AYW,   BZX,   XWD1
"�

70 ���12 �äÒ¢�443�
�1
79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

���� ���	�
��

�

����

��� �� ��: M042303A 
	�

10 �å� � � � � � � � � � 3.0� #$�� 3
æç� � � � � � � � � � 2.4
T�Çè�+�éê� � � �å

11 Ôë���c,	�
��T�Çè�+�éêMáº:
�
1

"�

70 �å3.0�#$�3!æç2.4 ��ì��	�
1
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

�
��

��� �� ��: M042303B 
	�

20 "�

	�


"�

zs	�

10 36����mÊ 2 6�	�
1
"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��: M032640 
	�

20 24íc�%�
�����	�
1�-R[(73î1)d3¥24�3n{1¥73�3n¥72�n¥
24]�[73î4=69,  69d3=23,  23+1=24 ]�[73d3=24ï1]�[4+3+3+3+ïðÉ#:����
+�]��¬M4
�
���)
zs	�

10 24íc�%�
�������
�
�
�#$�BC��
���4
�+���
M4
��	�¢M�%�
�)*�,�MNO!1

"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��:  M032344 
	�

10 30�#$��3
��
,�1
"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP
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���� ���	���

��� �� ��: M032754 
	�

20 �
�Kñ!�

%��ñ!��
�Ëñ!1

zs	�

10 �6�mÊ±6�	�
1

"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHò�JK:óL$,�MN

O!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��:  M032755 
	�

20 Kñcôñ�500­®r��ñcËñ�540­®r44��cMã��Kñcôñc

m�%��
�+�1

zs	�

10 Kñcôñ� 500­®r��ñcËñ� 540­®r44��cMã��
���Kñ
côñc
m�%��
��
1

11 Kñcôñ�500­®r!4�ñcËñ�540­®r!��Êx4�	�
1�õQR
iKñcôñkc
m�%��
�+��,�S�,T
!

"�

70 Kñcôñc
m�%��
�+�����M�
�
�
�#$��������


�1

79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1-RiKñk�[�iôñk�[

A�

99 ADP

���� ���	���

�

����

��� �� ��:  M032753A 
	�

20 uö�	�
�÷É±R30�÷ÉâR45 
øùu��	�
��u� 15s
úûMü$W4�m4R� �
��
��


zs	�

10 ¬�Kñ�ý
DP��
���W§�	�
l*:��
1���þp���Ë�

Î�:+�1

uö øùu� úûMü$W4�m4

	�
 ���	�S�
 ¬
DP��+�uöcøùu�4x

F�W�c	�


	�S�
 	�S�
uöM,c


����W3.	�


¬
DP��+�uöcøùu�4x

F�W�c	�


	�
 	�
 ¬
DP��+�uöcøùu�4x

F�W�c	�S�


-� 	�
uöMDP��+���øùu����M����
�1	�
uöc�
��$øùu�M,c
�úûMü$W4�m4F���
�1

"�

70 ¬
DP��+�¦������10�ÙÚ
���#x�
1
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

�
��

��� �� ��:  M032753B 
	�

20 uö�	�
�÷� 11R40�÷É±R35�÷ÉâR50
øùu��	�
�±u� 55s
úûMü$W4�m4R� �
�

%��


21 uö�	�
�÷� 11R40�÷É�R35�÷É|R50
øùu��	�
��u� 55s
úûMü$W4�m4R� �
��
�

%

zs	�

10 ¬�ôñ�ý
DP��
���W§�	�
l*:��
1���þp���Ë�

Î�:+�1

uö øùu� úûMü$W4�m4

	�
 ���	�S�
 ¬
DP��+�uöcøùu�4x

F�W�c	�


	�S�
 	�S�
uöM,c


����W3.	�


¬
DP��+�uöcøùu�4x

F�W�c	�


	�
 	�
 ¬
DP��+�uöcøùu�4x

F�W�c	�S�


-� 	�
uöMDP��+���øùu����M����
�1	�
uöc�
��$øùu�M,c
�úûMü$W4�m4F���
�1

"�

70 ¬
DP��+�¦������10�ÙÚ
���#x�
1
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

����

��� �� ��:  M032753C 
	�

10 KñcËñ

11 Ëñ�[�#$�Ëñc(1)c(2)���c&�W��ñ���ñ�õQ�i�Þ�ú
ûk�zs�W§�i�
kcDPg3�
�ñ!1

"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

記述式問題の採点基準（中学校）
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���� ���	���

��� �� ��:  M032756 
	�

10 Kñ

11 	b
�b
��	b
�b
��	b
�b� ���c&�W��ñ:��
��ñ�-%.KñcË

ñ!1

"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��:  M032381 
	�

10 63Ç�9h7#$�7h9!
"�

70 56Ç�8h7#$�7h8!
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��:  M032414 
	�

10 50���(�)�+��,�S�,T
!
"�

70 40���(�)�+��,�S�,T
!
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

���� ���	���

��� �� ��:  M032688 
	�

10 ��q��zs����®r�¤�s��c��zs��3�3���®r�¤âs

�5������W§�	�
1���q��zsR5� �1/4¯�����1�c
��zsR5� �1/5¯�����1!
"�

70 56�zs)*À�g,�,	�
1

71 �6�zs�À�g��3,	�S�
1

72 �6�zs�À�g�	�
�������	�S�
�#$��
�
�
1

77 �6�zs�À�gMãW<�443�
�
�������zsM$WcÀ�g�
+��
�1

\XY���]

79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP
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���� ���	���

�

�����

��� �� ��: M032637A 
	�

10 Ï<
²ZM	�SDP��
���<�A����8<�B���1
"�

70 ²ZM	�SDP���
1

79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

�
��

��� �� ��: M032637B 
	�

10 16��
"�

79 "��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$,�MN

O!1

A�

99 ADP

����

Q: 1200î1000  ( ���°)����10
��� �� ��: M032637C 

	�

10 200­®r����+��,�S�,T
!
"�

70 1200, #$� 1000, � #$�����1����+��,�S�,T
!
79 ����"��<=>�?@:>�$,��ABC�DE�FGHI�JK:=L$

,�MNO!1

A�

99 ADP

記述式問題の採点基準（中学校）
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